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はじめに 

EOS 5D Mark III は、有効画素数約 223 日 万画素-約3 目 x24mm フル 
サイズ CM 日 S センサー、 D にに 5 +、視野率約] 日日 〇/〇ファインダー、高精 
度•高速 6] 点 AF、 最高約目コマ/秒連続撮影、ライブビュー撮影、フル八 
イビジョン (Full HD) 動画撮影機能を搭載した、高性能デジタルー眼レフ 
カメラです。 

本機は、いつでをすぐに撮影でさる優れた機動性、高度な撮影に最適対応 
する豊富な撮影機能、撮影領域をさらに拡大する幅広いシステム拡張性な 
ど、さまざまな特長を備えています。 

操作しなび！5本書を参照すると理解び深まります 

デジタルカメラは、撮影した結果をその場ですぐに見ることびでさます。 
本書を読みなびら実際に撮影し、その結果を確認しなびら理解を深め、操作 
に慣れてください。 

なお、撮影の失敗や事故を未然に防ぐため、はじめに別紙の『ま全上のご 
注意』、および『取り扱い上のご注意』（14、 ] 己ページ）をお読みください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

撮影後は画像を再生して、画像び正常に記録されていることを確認してく 
ださい。万一、カメラ（本機）やメモ IJ ーカードなどの不具合により、画像 
の記録やパソコンへの画像の取り込みびでさなかつた場合の記録内容の補 
償については、ご容赦ください。 


著作権について 

あなたびカメラ（本機）で記録した権利者のいる被写体の画像は、個人と 
して楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用でさません。な 
お、実演や興行、展示会などのうちには、個人として楽しむなどの目的で 
あってを、撮影を制限している場合びありますのでご注意ください。 

メモリーカードについて 

本書では、コンパクトフラッシュカードをに F 力ード」、 SD/SDHC/ 
SDXC メモ IJ- 力ードを 「SD 力ード」、画像を記録するメモ IJ- 力ードの 
総称を「カード」と表記しています。なお、画像を記録する カードは付属し 
ていません。 別途ご購入ください。 


2 


カゾラとまな付属品 

使用する前に、1处下のをのびすベてそろっているか確認してください。万 
一、足りないをのびあるとさは、お買い求めの販売店にご連絡ください。 



カメラ 

(ボディキャップ付さ) 



アイカップ Eg 



電池 

バッテリーパック 
LP - E 6 

(保護カバー付さ） 



巧電器 
バッテリー 
チヤーンャー 

LC - E 6 



ワイドストラップ 
EW-EOS 日 DMKIII 


EM» ~ ■ ■! ~ M CTBE] 


インターフエースケーブル 
IFC -200 U 



ステレオ AV ケーブル 
AVC - DC 400 ST 


■ 



EOS DIGITAL Solution Disk ソフトウエア使用説明書 

(ソフトウエア） 


OaO 

①③③ 


①カメラ使用説明書（本書） 

③ポケットガイド 
③お客様ご相談窓口、修理受付窓口 
一覧/ま全上のご注意 


※アイカップ E 呂をフアインダー接眼部に取り付けてください。 

《レンズキットをお買いボめのとさは、レンズび付属しているか確認してくださし、。 
《レンズキットの種類により、レンズの使用説明書び入っていることびあります。 
※付属品は、なくさないよラにミ主意してくださし、。 


ソフトウェア使用説明書について 

ソフトウェアの使用説明書は、電子マニュアル （ PDF 形式）で CD-ROM 
に収録されています。ソフトウェア使用説明書の参照ち法は、39日ペー 
ジをご覧ください。 
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本使用説明書上のおことわり— 

本文中の絵文字について 

く巡〉 : メイン電子ダイヤルを示しています。 

〈類〉 :サブ電子ダイヤルを示しています。 

〈を〉 :マルチコント□-ラーを示しています。 

<©> :設定ボタンを示しています。 

を 4 / を 6 / る 10 / る 16 :操作ボタンから指を離したあとに、ボタンを押 
した状態びそれぞれ4秒/6秒/]日秒/] 6砂 
間保持されることを示しています。 


* その他、本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンや液晶モニターの表示 
など、カメラで使われている絵文字を使用しています。 

耐亞の: 〈 MENU 〉 ボタンを押して設定変更する機能であることを示して 
います。 

丽 :ぺージタイトルちの丽は、モードダイヤルび 〈 P/Tv/Av/ 

M/B> のとさに使用でさる機能であることを示しています。 

* 〈が〉（シーンインテ U ジェントオート）モードでは使用できない機 
能です。 

( P .* *) :参照ページを示しています。 

(I :撮影に不都合び生じる恐れのある注意事項を記載しています。 

〇 :補足説明や補足事項を記載しています。 

部:- :上手に使ラためのヒントや撮影のポイントを記載しています。 

? :困ったとさの手助けになる事項を記載しています。 


操作説明の前提について 

参電源スイッチび 〈 ON 〉、< L 0 CK ^> スイッチび左側（マルチ電子□ッ 
ク解除）になっていることを前提に説明しています （ P .34、 47)。 

♦ メニュー機能やカスタム機能び初期状態になっていることを前提に 
説明しています。 

♦ 本文中のイラストは、 EF 5 日 mm F 1.4 USM (-部 EF 24-105 mm 
F 4 L IS USM ) レンズを取り付けた状態で説明しています。 
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デジタルー眼レフカメラを初めてお使いになる方は、1章、2章までの説 
明で、このカメラの基本的な操作-撮影方法びわかるようになっていまず。 



はじめに 

2圓 

1 

撮影前の準備と操作の基本 

巧 ■ 

1 

かんたん撮影 

63 1 

3 

AF / ドライブの設定 

69 ■ 

4 

画像に関する設定 

115 1 

5 

撮影目的にあわせた応用撮影 

159 1 

6 

スト□ボ撮影 

187 ■ 

7 

液晶モニターを見なび 5 撮影する（ライブビュー撮影） 

197 ■ 

8 

動画を撮影する 

217 ■ 

9 

画像の再生 

243 ■ 

10 

撮影した画像を加工する 

281 ■ 

11 

撮像素子の清掃 

289 ■ 

12 

画像の EP 刷とパソコンへの転送 

29己1 

13 

カメラをカスタ 7 イズする 

313 1 

14 

資料 

33已1 

15 

ソフトウェアスタートガイド 

393 ■ 




目；夕 


はじめに 


カメラと主な付属品 . 3 

本使用説明書上のおことわり . 4 

. 5 

機能目次 . 12 

取り扱い上のごま意 . 14 

すぐ撮影するには . 16 

ご口 -！ uP のる 个ホ . 1〇 


撮影前の準備と操作の基本 


電池を充電する . 28 

電池を入れる/取り出す . 30 

カードを入れる/取り出す . 31 

電源を入れる . 34 

曰付/時刻/エリアを設定する . 36 

表示言語を選ぶ . 38 

レンズを取り付ける/取り外す . 39 

レンズの手ブレ補正機能について . 42 

撮影の基本操作 . 43 

回撮影機能のクイック設定 . 49 

mm メニュー機能の操作と設定 . 51 

使い始める前の準備 . 53 

カードを初期化する . 53 

電源が切れる時間を設定する/オートパワーオフ . 己曰 

撮影直後の画像表示時間を設定する . 己曰 

カメラの機能設定を初期状態に戻す . 56 

グリッドと水準器を表示する . 59 

e 機能ガイドについて . 61 
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かんたん撮影 


63 


が全自動で撮る（シーンインテリジェントオート） . 64 

が全自動を使いこなす（シーンインテリジェントオート） ........ 67 



AF/ ドライブの設定 


69 


AF : AF モードの選択 . 70 

回測距エリアを選択する . 72 

測距エリア選択モードの内容 . 7曰 

AF センサーについて . 78 

使用レンズと AF 測距について . 79 

被写体にあわせて AI ヴーボ特性を選ぶ . 8曰 

AF 機能のカスタマイズ . 94 

AF による合焦位置を微調整する （ AF マイク□アジャストメント) .... 104 

AF の苦手な被写体 . 110 

IVF : 手動ピント合わせ（マニュアルフォーカス） . 111 

写!]ドライブモードの選択 . 112 

&セルフタイマー撮影 . 113 


画像に関する設定 


画像を記録-再生するカードを選択する . 

記録画質を設定する . 

ISO : に日感度を設定する . 

ピクチャースタイルを選択する . 

ピクチャースタイルを調整する . 

ピクチャースタイルを登録する . 

WB : ホワイトバランスの設定 . 

Ad マニュアルホワイトバランス . 

田色温度を直接設定する . 

m ホワイトバランスを補正する . 

明るさ-コントラストを自動補正する け-トライティングオ乃ィ7イヴ) 


115 


116 
119 
124 
129 
132 
135 

137 

138 

139 

140 
142 





























目次 


ノイズ低減機能の設定 . 143 

高輝度側-階調優先の設定 . 146 

レンズの周辺光量/色収差を補正する . 147 

フオルダの作成と選択 . 1已日 

ファイル名を変更する . 1曰2 

画像番号の付け方を設定する . 1曰4 

著作権情報を設定する . 1曰日 

色空間を設定する . 1已8 


撮影目的にあわせた応用撮影 


P: プ□グラム AE 撮影 . 160 

Tv :シャッター速度をみめて撮る . 162 

Av: 絞り数値を決めて撮る . 164 

ピントの合ラ範囲を確認する . 1日曰 

M: 露出を自分でミ夫めて撮る . 166 

画測光モードの選択 . 167 

自分の好みに露出を補正する . 169 

%露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 . 170 

* 露出を固定して撮る/ AE □ック撮影 . 171 

B: 長時間露光（バルブ）撮影 . 172 

HDR: HDR (八イダイナミックレンジ）撮影 . 173 

因多重露出撮影 . 177 

巧 ミラーアップ撮影 . 184 

アイ ピースカバーの 使い方 . 18曰 

P リモートスイッチ撮影 . 18曰 

!リモコン撮影 . 186 


スト□ボ撮影 


187 


ちスト□ボを使った撮影 . 188 

スト□ボの機能を設定する . 191 
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液晶モニターを見なが 5 撮影する（ライブビユー撮影）197 


E 

〇液晶モニターを見なが5撮影する . 198 

撮影機能の設定 . 202 

メニュー機能の設定 . 203 

AF でピントを合わせる . 207 

手動でピントを合わせる . 214 


動画を撮影する 


動画を撮影する . 218 

自動露出撮影 . 218 

シャッター優先 AE 撮影 . 219 

絞0優先 AE 撮影 . 220 

マニュアル露出撮影 . 223 

静止画を撮影する . 228 

撮影機能の設定 . 230 

動画記録画質の設定 . 231 

録音の設定 . 234 

動画サイレント設定 . 236 

タイムコードの設定 . 237 

メニュー機能の設定 . 239 


画像の再生 


囚画像を再生する . 244 

INFO .: 撮影情報の内容 . 246 

H 曲見たい画像を素早く探す . 249 

Q 拡大して見る . 2已1 

田画像を比較する （2 枚表示） . 253 

国回転させる . 254 

お気に入りのレベルを設定する . 2已曰 

回再生時のクイック設定 . 257 
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目次 


撮った動画の楽しみち . 259 

動画を再生する . 261 

豕動画の前後部分をカツトする . 263 

自動再生する（スライドショー） . 26 曰 

テレビで見る . 268 

囚保護する（プ□テクト） . 272 

回コピーする . 274 

W 消去する . 277 

再生に関する機能の設定を変更する . 279 

液晶モニターの明るさを調整する . 279 

縦位置で撮影した画像の自動回転表示の設定 . 280 


10撮影した画像を加工する 


RAW 画像をカメラで現像する . 282 

团 U サイズ . 287 


11撮像素子の清掃 


撮像素子の自動清掃 . 290 

ゴミ消し情報を画像に付加する . 291 

手作業で撮像素子を清掃する . 293 


12画像の EP 刷とパソコンへの転送 


印刷の準備をする . 296 

r ( 印刷する . 298 

トリミング（印刷範囲）の設定 . 303 

画像を印刷指定する/ DPOF . 305 

印刷指定画像のダイレクトプリント . 308 

[&パソコンに画像を送る . 309 
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カスタム機能一覧 . 314 

カスタム機能で変更でさる内容 . 315 

C . Fnl : Exposure (露出） . 31已 

C . Fn 2 : Disp./Operation (表示-操作） . 318 

C . Fn 3 : Others (その他） . 320 

冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ . 321 

マイメニューを登録する . 331 

百]カスタム撮影モードの登録 . 332 
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335B 


INFO . ボタンの機能 . 336 

電池情報を確認する . 338 

家庭用電源を使用する . 342 

曰付/時計機能用電池を交換する . 343 

Eye - 円カードを使ラ . 344 

各撮影モードで設定できる機能一覧 . 346 

メニュー機能一覧 . 348 

システム図 . 3已目 

故障かな？と思った5 . 3已8 

エラー 表示 . 371 

主な仕様 . 372 


ソフトウェアスタートガイド 

393 

ソフトウェアスタートガイド . 

索引 . 

. 394 

. 397 
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機能目;夕 


電源 

♦電池巧電 

今 P .28 

参電池チェック 

今 P .3 己 

♦電池情報確認 

今 P .338 

♦家庭用電源 

み P .342 

♦オートパワーオフ 

A P. 己己 

力ード 

♦カード初期化 

今 P. 己3 

♦カード選択 

今 P.1 1 巨 

♦カードなしレリーズ 

今 P .32 

レンズ 

♦取り付け/取り外し 

今 P .39 

♦ズーム 

み P .40 

♦手ブレ補正 

今 P .42 

基本設定 

♦言語 

A P .38 

♦曰付/時刻/エリア 

み P .3 巨 

♦電子音 

今 P .348 

♦著作権情報 

今 P.1 己白 

♦カメラ設定初期化 

今 P. 己巨 

ファインダー 

視度調壁 

今 P .43 

♦アイピースカバー 

今 P .18 己 

♦グリッド表示 

今 P. 己9 

♦水準器 

今 P. 己9 

液晶モニター 

♦明るさ調壁 

今 P .279 

♦水準器 

今 P .60 

♦機能ガイド 

今 P .61 


AF 

♦ AF モード 

今 P .70 

•測距エリア選択モード 

今 P .72 

♦AF フレーム 選択 

み P .74 

♦AI ヴーボ 特性 

今 P .8 己 

♦ AF 機能カスタマイズ 

今 P .94 

♦ AF 微調壁 

み P .104 

•手動ピント合わせ 

今 p.lll 

測光 

♦測光モード 

み P .167 

ドライブ 

参ドライブモード 

今 P .1 12 

♦セルフタイマー 

今 P .1 13 

凌連続撮影可能枚数 

み P .123 

画像記録 

♦記録機能 

今 P .1 1巨 

♦フォルダ作成/選択 

今 P .1 己0 

♦ファイル名 

み P .152 

♦画像番号 

今 P .154 

画質 

♦記録画質 

今 P .1 19 

♦旧0感度 

み P .124 

参ピクチャースタイル 

今 P .129 

参ホワイトバランス 

今 P .137 

♦オートライティング 


オプティマイザ 

今 P .142 

♦高感度時ノイズ低減 

み P .143 

•長秒時露光ノイズ低減 

今 P .144 

♦高輝度側-階調優先 

み P .14 巨 

♦周辺光量補正 

今 P .147 

♦色収差補正 

今 P .148 
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機能目次 


♦色空間 

み P .158 

撮影 

©撮影モード 

今 P .24 

♦HDR 

今 P .173 

♦多重露出 

今 P .177 

♦三ラーアップ 

今 P .184 

♦被写巧深度確認 

A P .1 白己 

参リモコン 

み P .18 巨 

♦クイック設定 

今 P .49 

露出調整 

参露出補正 

み P .1 巨 9 

♦AEB 

み P .170 

♦ AE □ック 

今 P .171 

参セイフテイシフト 

今 P .317 

ストロボ 

参外部スト□ボ 

み P .187 

♦外部スト□ボ機能設定 

今 P .191 

♦外部スト□ボカスタム機能 AP .196 

ライブビュー 撮影 

♦ライブビュー撮影 

み P .197 

♦ピント合わせ 

み P. 207 

♦アスペクト比 

今 P .204 

動画撮影 

参動画撮影 

今 P .217 

•動画記録サイズ 

今 P .231 

♦録音 

A P .234 

参タイムコード 

今 P .237 

♦静止画撮影 

今 P .228 


再生 

贷撮影直後の表示時間 

今 P. 日日 

♦1 枚表示 

今 P .244 

C 撮影情報表示 

今 P .24 巨 

♦インデックス表示 

み P .249 

♦画像送り（ジャンプ表示） 

今 P .250 

参拡大 

今 P.2 己 1 

♦比較 （2 枚表示） 

み P .253 

♦回転 

今 P .254 

•レーティング 

A P .2 己日 

♦動画再生 

今 P .261 

♦スライドシヨー 

今 P.2 巨日 

♦テレビで見る 

A P .2 巨8 

♦プ□テクト（保護） 

今 P .272 

参 コピー 

今 P .274 

♦消去 

今 P .277 

画像 加工 

♦ RAW 現像 

今 P .282 

♦リサイズ 

今 P .287 

印刷/転送 

♦PictBrid 宫 e 

今 P .296 

♦ EP 刷指定 （ DP 0 F ) 

A p .305 

♦画像転送 

今 P .309 

カスタマイズ 

♦カスタム機能 （ C . Fn ) 

み P .314 

♦操作ボタンカスタマイズ 今 P .321 

♦マイメニユ ー 

4 P .331 

♦カスタム撮影モード 

み P .332 

センサークリーニング/ダスト除去 

参センサークリーニング 

今 P. 290 

♦ゴミ消し情報付加 

み P .291 
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取り扱い上のご注意 

カメラについて 

• カメラは精密機器です。落としたり衝撃を与えたりしないでください。 

• このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用でさません。万一水 
に濡れてしまったときは、早めに最寄りの修理受付窓□にご相談ください。また、 
水滴び付いたときは乾いたきれいな巧で、潮風にあたったときは固くしぼったき 
れいな巧でよ<ふさとって<ださい。 

• カメラを磁石やモーターなどの強力な磁気び発生する装置の近<に、絶対に置か 
ないで<ださい。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用した 
り、放置したりしないで<ださい。電磁波により、カメラび誤動作したり、記録 
した画像データび破壊されることびあります。 

• 直射日光下の車の中などは予想攻上に高温になります。カメラの故障の原因にな 
ることびありますので、このよラな場所にカメラを放置しないでください。 

• カメラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでくだ 
さい。 

• 指などで S ラーの動作を阻害しないで<ださい。故障の原因になります。 

• レンズ、ファインダー、ミラー、フオーカシングスク U —ンなどにゴミび付いて 
いるとさは、市販のブ□アーで吹さ飛ばすだけにして<ださい。カメラボディお 
よびレンズは、有機溶剤を含むク U —ナーなどでふかないでください。特に巧れ 
びひどいとさは、最寄りの修理受付窓□にご相談<ださい。 

• カメラの電気接点は手で触らないでください。腐食の原因になることびありま 
す。腐食び生じるとカメラび作動不良を起こすことびあります。 

• カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露 
(水滴）び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いところ 
に移すとさは、結露の発生を防ぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の□を 
閉じ、周囲の温度になじませてから、袋から取り出してください。 

• 結露び発生したとさは、故障の原因になりますので、カメラを使用しないで<だ 
さい。レンズ、カード、電池をカメラから取り外し、水滴び消えるまで待ってか 
ら、カメラを使用してください。 

• カメラを長期間使用しないときは、カメラから電池を取り出し、風通しび良く、 
涼しい乾燥した場所に保管してください。保管期間中でわ、とさどさシャッター 
を切るよラにして作動することを確認してください。 

• カメラの保管場所として、実験室などのよラな薬品を扱ラ場所は、さび•腐食な 
どの原因になるため避けて<ださい。 

• 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用して<ださい。長期間 
使用しなかったあとや、海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄り 
の修理受付窓□、またはご自身でチェックしてからご使用ください。 
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取り扱い上のご注意 


表示パネルと液晶モニターについて 

• 液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており99.99%政上の有効 
画素びありますび、0.0の画素欠けや、黒やホの点び現れたままになる 
ことびあります。これは故障ではありません。また、記録されている画像には影 
響ありません。 

• 液晶モニターを長時間点打したままにすると、表示していた内容の像び残ること 
びあります。この残像は一時的なわので、カメラを数曰間使用しないでおくと自 
然に消えます。 

• 液晶の特性で低温下での表示反応びやや遅くなったり、高温下で表示び黒くなっ 
たりすることびありますび、常温に戻れば正常に表示されます。 


カードについて 

カードとその中に記録されているデータを保護するために、次の点にを意して<だ 
さい。 

• 「落とさない」、「巧げない」、「強い力や衝撃、振動を加えない」、「濡らさない」。 
• カードの接点に指や金属び触れないよラにする。 

• テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたわのや、静電気の発生しやすいと 
ころで保管、使用しない。 

• 直射曰光のあたる場所や、暖房器具の近<に放置しない。 

• ケースなどに入れて保管する。 

• 温度の高いところ、ほこりや湿気の多いところに保管しなし、。 

レンズについて 

レンズを取り外したとさは、接点やレンズ面を傷つけないよ 
ラに、取り付け面を上にして置さ、ダストキヤップを取り付け 
て < ださい。 


長時間使用時のご注意 

連続撮影を長時間繰り返したり、ライブビュー撮影や動画撮影を長時間行ラと、力 
メラの温度び高くなることびあります。これは故障ではありませんび、長時間皮膚び 
触れたままになっていると、低温やけどの原因になることびありますので、ごま意く 
ださい。 
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ずぐ撮影ずるには 


紫 



電池（バッテリー）を入れる 

(P.30) 

参電池の充電方法については28ページ 
を参照してください。 



カードを入れる （P.31) 

参 CF カードはカメラの前面側、 
SD カードは背面側のス□ット 
に入れます。 
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すぐ撮影するには 


6 



モードダイヤルの中央を巧しなが 
6、〈が〉（シーンインテリジェ 
ントオート）にする （ P .64) 

参撮影に必要な設定びすべて自動設定さ 
れます。 




ピントを合わせる （ P .44) 

参ファインダーをのぞさ、写したいをの 
を画面中央に配置します。 

参シャッターボタンを軽く押すと、ピン 
卜び合います。 


8 



撮影する ( p .44) 

•さらにシャッターボタンを押して撮影 
しよ 9 〇 


9 



撮影した画像を確認する （ P .55) 

参撮影した画像び液晶モニターに2砂間 
表示されます。 

♦〈囚〉ボタンを押すと、をラー度画像 
び表示されます （ P .244)。 


♦ 液晶モニターを見なびら撮影するとさは、『ライブビュー撮影』 
( P .197) を参照してください。 

参今までに撮影した画像を確認したいとさは、『画像を再生する』 
( P .244) を参照してください。 

♦ 撮影した画像を消去したいとさは、『消去する』 （ P .277) を参照して 
<ださい。 
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各部の名拖 


〈 AF . DRIVE〉AF モード選択/- 
ドライブモード選択 
ボタン (P.70 / ] ] 2) 


〈ISO •阻〉旧0感度設定， 
スト□ボ調光補正ボタン 
(P.1 24/ ] 日日） 

〈み〉表示パネル 
照明ボタン (P.4 日） 

〈巡0 メイン電子一 
ダイヤル (P. 4已） 


シャツターボタン 
(P.44) 

セルフタイマー 
ランプ 

(P.113) . 


-〈圆 ‘WB〉 測光モード選択/ 

ホワイトバランス選択ボタン 
(p.1 67 / 1 37) 

-〈1\/1刊〉測距エリア選択モード切り換え/ 
マルチフアンクシヨンボタン （P. 73 / ] 88) 

レンズ取り付け指標 (P.39) 


アクセサリーシュ ー(P.1 日日） 


モードダイヤル□ック 
解除ボタン (P. 4己） 



マイク （P.234) 


I」モコン受信部—— ' 
(P.186) 

グ U ップ 
(電池室） 

DC カプラーコード 
通し部 (P.342) 

絞り込みボタン (P.1 目已） 


レンズ□ック解除 
ボタン (P.40) 


レンズ□ックピン 
レンズマウント 
接点 (P.1 已） 


ボディキャップ (P.39) 
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各部の名称 


アイカップ ( P .1 日日）一 


—表示パネル ( P .21 、22) 

— 〈AF-ON〉 

AF スタートボタン 
( p .44、70、]99、 
22目） 


ファインダー接眼部- 


〈INFO.〉 インフォボタン 
(p.60、6]、 200、22已、 
244、33巨） 

電源スイッチ ( P .34) 

〈MENU〉 メニュ ー 
ボタン （ P . 已 1) 





曰付/時計機能用 • 
電池 (P. 343) 


- 〈*〉AE □ック 
ボタン (P. 171) 

—〈回〉 

AF フレーム 
選択ボタン 
( P .72) 


〈回〉クイック 
設定ボタン 
( P .49) 


〈〇〉サブ電子 
ダイヤル ( P .46) 



十字タッチパッドーー〈©〉設定ボタン 
( P .4 日） （ P . 已 1) 


〈MIC〉 外部マイク入力端子 ( P . 23 己） 

〈0〉へッドフォン端子 （ P . 23己） 

〈ち〉シンク□端子 ( P .189) 

〈A/V0UT/DIGITAL〉 映像/音声出力-デジタル端子 
( P .271 / 296.309) 

〈HDMI 0UT〉HDMI ミニ出力端子 ( P .2 目日） 


〈い U モコン端子( N 3タイス （ P .1 日已） 
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各部の名称 


〈み〉撮像面マーク 


〈〇 / •■〉ライブビュー 
撮影/動画撮影スイッチ 
( P .197/217) 

〈 S 盖で〉スタート/ストップ 
ボタン (P. 198、2 18) 


-〈诺•〉マルチコント 

□-ラー ( P .47) 


ストフツプ 
取0付け部 
( P .27) 



〈 ra > 消去ボタン 
( P .277) 


外光センサー 
( P .279) 


SD 力ードス□ット （ P .31) 
CF 力ードス□ツト （ P .31) 


CF 力ード取り出しボタン ( P .33) 
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各部の名称 


表示パネル 

シャッター速度- 
FE □ック （FEL) 


データ処理中 (buSY) 
マルチ電子□ック警告 (L) 
カード未装慎警告 (Card) 
エフー表 W (Err) 

撮像素子の清掃中 (CLn) 


ホワイトバランス- 
(P.137) 

FiW " 才ート 
采太陽光 
な^日陰 
A くもり 
米 白熱電球 
B 白色堂光好 
ちスト□ボ 
tA. マニュアル 
因色温度 


—絞0数値 


- AF フレーム 選択表示 

([:::] AF, SEL [ ], SELAF) 
AF フレーム 登録 
([：：：] HP, SEL [ ], SEL HP) 
力ード警告 (Card 1/2/1.2) 


■ 


撮影可能枚数 
セルフタイマー作動表示 
バルブ露光時間 
カードフル警告 (Full) 
カード エラー 警告 (Err) 
エラー 番号 

画像記録中の残り枚数 


〈视〉ホワイトバランス 
補正 (P. 140) 


〈囚因 〉 GPS 機器接続 



「A 巧ード (P.70) 

ONE SWT 

ワンシヨツト AF 


AI FOCUS 

AI フオー カス AF 


AI SERVO 

AI ヴーボ A F 

M FOCUS 

マニュアルフオーカス 


〈画™〉 オートライティング 
オプティマイヴ (P. 142) 


し ドライブモード (P.1] 2) 
□] 枚撮影 
Qih 高速連続撮影 
鸟低速連続撮影 
□ S 静音 1 枚撮影 
鸟 )5 静音連続撮影 


i 攻セルフタイマー10砂 
/リモコン 


攻2セルフタイマー2砂 


〈ク〉ミラーアップ (P. 1 84) — 


/リモコン 


〈 B / W 〉 モノク□撮影 (P.131) 


〈 HDR〉HDR 撮影 (P.173) 


〈因〉多重露出撮影 (P. 177) 


状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


〈[ I ]〉 CF カード装慎表示一 

〈い CF 力ード選択マークー 

旧0感度 (P. 124) — 

〈 ISO 〉 旧0表示 ( P .1 24)-| 

< D +> - 

高輝度側-階調優先 
( P .14 日） 


tl 




'歷臟 




;おおん| 


.鱗如 GG 哩 


181 ： 


ir::m 


-〈い SD 力ード選択マーク 
—〈回〉 SD カード装填表示 

- 〈9]〉 AEB 撮影 ( P .170) 

-測光モード ( P .1 目 7) 
[国評価測光 
[习部分測光 
田スポット測光 
[] 中央部重点平均測光 


m 


値 T お 


乳 S 


i;iilii 施 SSl 圓 


露出レベル表示- 

露出補正量 ( P .1 目 9) 

AEB レベル ( P .170) 

スト□ボ調光補正量 ( P .1 日 8) 


— 電池チェック （ P. 3 己） 


記録画質 ( P . 1 ] 9) - —〈阻〉スト□ボ調光補正 

L ラー ジ （ P .1 日日） 

M ミドル 

5 1 スモール] 

5 2 スモール 2 (ファイン） 

5 3 スモール 3(ファイン） 

EES □ウ 

Mn ミドル□ゥ 
SM スモール□ウ 
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各部の名称 


ファインター内表示 

スポット測光範囲 (P. 1 68) — 
フオーカシングスク U- ンー 


グ U ッド (P. 已9)- 


-エ U ア AF フレーム （P.73) 

「〈□〉AF フ レー ム 
〈回〉スポツト AF フ レー ム (P.7 已） 


—— / —'回回回'^-、 
回回回回回)石巧]回回 [] 
回(回回回同回 S 回回 [] 
lI 回凹回、山回回/回凹 [] 
或回回回を回が回回 [] 
凹过凹''山回 [ 
回回回/ 




司 古 

回、回 

回回 一 

回担] 



〈[(^〉電池チェック 
(P.3 已） 

〈乂〉 AE □ック （P.171)/- 
AEB 撮影中 (P.170) 

〈ち〉スト□ボ充電完了 (P. 18日）一! 
FE □ック連動範囲外警告 


〈い〉 FE □ック (P.188)/- 
FE 日撮影中 (P.19 已） 

〈ち H〉 八イスピードシンク □ 
(P.194) 




〈阻〉スト□ボ調光補正- 

(P.188) 

シャツター速度 (P.1 目 2) — 
FE □ック （FEL) 

データ処理中 (buSY) 
マルチ電子□ック警告 (L) 


絞り数値 (P.1 日 4) — 


-〈じ〇〉旧 0 表示 
(P.124) 
-〈①〉警告表示 
(P.318) 

-〈♦〉合焦マーク 
(P. 日 4) 


- 〈、><〉 AF 作動表示 (P. 目 4) 

-連続撮影可能枚数 (P. 123) 
多重露出残り枚数 (P. 179) 

一 旧 0 感度 (P.124) 

〈 D +〉 高輝度側-階調優先 (P. 14 日） 


"露出レベル表示 

露出補正量 (P.1 日 9) 

AEB レベル (P.1 70) 

スト□ボ調光補正量 (P.1 日日） 

-AF フレーム選択表示 

([:::] AF, SEL [ ], SELAF) 

AF フレーム登録 

([：：：] HP, SEL [ ], SEL HP) 

力ード警告 (Card 1/2/1.2) 


状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


モードダイヤル 

モードダイヤルの中央（モードダイヤル□ック解除ボタン）を押しなびら 
回します。 


B :バルブ （ P . 172) 

M :マニュアル 露出 （ P . 166) 

Av :絞り優先 AE ( P .164) 

Tv :シャツター優先 AE ( P .162) 

P :プ□グラム AE ( P . 16 日） 

が：シーンインテ U ジェントオート 
( P .64) 


カスタム撮影モード 

撮影モード (P/Tv/Av/M/B) や AF モード、メニュー機能など 
を、 田、困、田に 登録して撮影することびできます （ P .332)。 



24 







各部の名称 


EF 24-105 mm F 4 L IS USM レンズ 


フ オーカ スモード 

スイッチ （ P .39) 


-距離目盛 


フード取0付け部 
( P .41) 


077 mm フィルター 
取り付けねじ部 
(レンズ前面） 


フォー カスリング 
( p . l 11、214) 


手ブレ補正スイッチ （ P .42)’ 



'ム U ング （ P .40) 


'ズーム指標 （ P .40) 


接点 ( p . l 5) 


レンズ取り付け指標 （ P .39) 


■ 
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各部の名称 


バッテリーチャージャー LC-E6 

バッテ U —パック LP - E 6 の充電器です （ P .28)。 



注意 

指定外の電池を使ラと、爆発などの危険びあります。 

使用済の電池は、各自治体のルールにしたびって処分するか、最寄りの電池 U サイ 
クル協力店へお持ちください。 





• 不要になった電池は、貴重な資源を守るために廃棄しないで最寄りの 
電池リサイクル協力店へお持ちください。詳細は、一般社団法人 J 目 RC 
のホームページをご参照<ださい。 

ホームぺージ： http://www.jbrc.com 
参プラス端テ、マイナス端テをテープ等で絶縁して<ださい。 

参被覆をはびさないでください。 

参分解しないでください。 
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撮影前の準備と操作の基本 


この章では、撮影に入る前にあ！5かじめ準備しておくことと、操 
作の基本について説明しています。 



ストラップ（吊りひら）の取り付け方 

ストラップの先をストラップ取り 
付け部の下から通し、さらにストラッ 
プに付いている留め具の内側を通しま 
す。留め具の部分のたるみを取り、引つ 
ぱつてを留め具の部分びゆるまないこ 
とを確認してください。 

参ストラップにはアイ ピースカバー 
び付いています （ P . 18己)。 



アイ ピースカバー 






電池を巧電ずる ® 




2 


保護 カバーを 外す 

• 付属の保護カバーをがします。 


電池を取り付ける 

♦ 図のよラにして、電池を充電器にしっか 
りと取り付けます。 

参取り外しは逆の手順で行います。 



3電源プラグを起こす 

参充電器のプラグを矢印の方向に起こし 
ふ 9 〇 


4巧電ずる 

参プラグをコンセントに差し込みます。 

今自動的に充電び始まり、充電ランプび才 
レンジ色に点滅します。 


巧電状態 

充電ランプ 

色 

表示 

0〜49% 

オレンジ 

1回/秒：点滅 

已〇〜74% 

2回/秒：点滅 

7已％攻上 

3回/秒：点滅 

充電完了 

緑 

点灯 


参 使い切った電池の充電に要ずる時間は、常温 （+23° C ) で約2時間30分 
でず。なお、充電時間は、周囲の温度や残容量によって大きく異なりまず。 

参安全に充電を行ラため、低温下 （+5 に〜+1日に）では、充電時間び長 
くなります（最長約4時間)。 
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電池を充電する 


部:電池と巧電器の上手な使い方 

• 購入時、電池はフル巧電されていません 

充電してからお使いください。 


♦ 充電は、使用する当曰か前日にする 

充電して保管していてを、自然放電により少しずつ電池の容量び少な 
<なっていさます。 

♦ 巧電び終わった5、電池を取り外し、プラグをコンセントか5巧く 

♦ 保護カバーを取り付ける向きで、充電済みか、使 
用済みかびねかるよラにずる 

充電済みの電池に付属の保護カバーを取り付 
けるとさは、電池の青いシールに保護カバーの窓 
<0>び重なるよラにします。使用済みの電池の 
ときは、 ] 8日度回して取り付けます。 

参カメラを使わないときは、電池を取り出しておく 

電池を長期間カメラに入れたままにしておくと、微少の電流び流れて 
過放電状態になり、電池寿命短縮の原因となります。電池の保護カバー 
を取り付けて保管してください。なお、フル充電して保管すると、性能 
低下の原因になることびあります。 

♦ 充電器は海がでも使うことびできる 

充電器は、家庭用電源の AC ] 日日〜 24 日 V 己 日/ 6 日 Hz に対応していま 
す。お使いになる国や地域に対応した、市販の電源プラグ変換アダプター 
を使用してください。なお、充電器び故障する恐れびありますので、海 
外旅行用の電子変圧器などに接続しないでください。 

♦ フル巧電したのにずぐ使えなくなるときは、電池の寿命です 

電池の劣化度 （ P .338) を確認した上で、新しい電池をお買い求めく 
ださい。 

W • 充電器をコンセントから取り外したとさは、約3秒間、充電器のプラグに触れ 
ないよラにして < ださい。 

参バッテ U —残容量 （ P .338) び94%]；!上のときは、充電は行われません。 

• 付属の充電器は、バッテ U —パック LP - E 6 似外は充電でさません。 
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電池を入れる/取り出ず 

充電したバッテ IJ ーパック LP-E6 をカメラに入れます。 このカメラの 
ファインダーは、電池を入れると明るくなり、電池を巧くと暗くなりまず。 


入れ方 



1 



ふたを開ける 

参レバーを矢印の方向にスライドさせて、 
ふたを開さます。 


電池を入れる 

参電池接点の方から入れます。 

♦ □ック位置までしっかりと入れてくだ 
さい。 



ふたを閉める 

♦ 「カチッ」と音びするまで、ふたを押し 
て閉じます。 


バッテ U —パック LP - E 日じ(がは使用でさません。 


取り出し方 



ふたを開けて、電池を取り出す 

参電池□ックレバーを矢印の方向に押し 
て□ックを外し、電池を取り出します。 
♦ ショート防止のため、必ず電池に付属の 
保護カバー （ P .29) を取り付けてくだ 
さい。 
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カードを入れる/取り出ず 

このカメラは、 CF カードと SD カードび使用でさます。 どち5かの力ード 

び入っていれば、撮影した画像を記録ずることびできまず。 

両方のカードを入れたとさは、どちらのカードを使用するか選択したり、 
両方のカードに同時に画像を記録することびでさます （ p .]]6、 118)〇 

か SD 力ード使用時は、力ードの書き込み禁止スイッチび上側（書き込み 
/消去可能位置)にセツトされていることを確認してください。 


入れ方 



書さ込み禁止スイッチ 


カバーを開ける 

参カバーを矢印の方向にスライドさせて 
から開さます。 


カードを入れる 

参 CF カードはカメラの前面側、 SD カード 
は背面側のス□ットに入れます。 

参 CF 力ードは、力ードの表を手前にし 
て、小さい巧び並んでいる方を奥にし 
て差し込みます。 

入れる向きを間違えると、カメラび壊 

れまず。 

今 CF 力一 >' 取り出しボタンびせり出しま 
す。 

参 SD 力ードは、力ードの表を手前にして、 
「カチッ」と音びずるまで差し込みまず。 
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カードを入れる/取り出す 





カード選択マーク 



捐 

お 

1 

1 影可能 
文数 

1 

-3..2. 

国 " 

'so g ’ 


巧明. 
D 回 

j ONE SWT 

□ 

图 


カバーを閉める 

♦ カバーを閉じてから、矢印の方向に「力 
チッ」と音びするまでしっかりとスライ 
ドさせます。 

今電源スイッチを 〈 ON 〉 にすると 
( P .34)、 表示パネルに撮影可能枚数と 
装慎したカードび表示されます。 

<►> マークび付いている力ードに画像 
び記録されまず。 


CF カード 装慎表示 


SD カード 装慎表示 


W • Type IIの CF カードと、八ードディスクタイプのカードは使用でさません。 

• このカメラは UHS (Ultra High Speed) スピードクラスには対応していま 
せん。ただし、 UHS 対応の SDHC/SDXC 力ードを使用することはできます。 

琶 1参 SDHC/SDXC メモ U- 力ードも使用できます。 

• Ultra DMA (UDMA) 対応の CF 力ードも使用できます。 UDMA 乂 c 
対応の CF カードを使用すると、より高速なデータ書さ込み処理び 
行われます。 

• 撮影可能枚数は、使用するカードの空さ容量や、記録画質、に0感度などによ 
り変わります。 

参 [01 : カードなしレリーズ] を [しない] に設定すると、カードの入れ忘れを防止 
することびでさます （ P .348)。 
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カードを入れる/取り出す 


取り出し方 



カバーを開ける 

参 電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

参アクセスランプび消えていることを確 
認して、カバーを開きまず。 

参[書き込み中…] と表示されたとさは、力 
バーを閉じてください。 
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カードを取り出す 

参 CF カードは、取り出しボタンを押し込 
むとカードび出てさます。 

参 SD カードは、カードを軽く押し込んで 
離すと出てさます。 

参カードをまっすぐ取り出して、カバーを 


閉じます。 


W • アクセスランプが点打/点滅しているときは、カードへの記録/読み出し中 
や、消ま中、データ転送中です。カードス□ットカバーを開けないでください。 
また、アクセスランプが点な/点滅しているときに次のことを行うと、画像 
データが壊れたり、カードやカメラ本体が損傷する原因になりまずので、絶 
巧に行わないでください。 

-力ードを取り出す 
•電池を取り出す 

-カメラ本体に振動や衝撃を与える 

• 画像び記録されているカードを使用すると、撮影した画像の番号び00 0] か 
ら始まらないことびあります （P.1 已4)。 

• 液晶モニターにカードのトラブルに関するメッセージび表示されたときは、 
カードの抜さ差しを行ってください。それでを改善しないとさは、別のカー 
ドに交換してください。 

なお、パソコンでカードの内容び読み取れるとさは、カード内のデータをす 
ベてパソコンに保存したあと、カメラでカードを初期化してください （P. 已3)。 
正常な状態に戻ることびあります。 

• SD カードの接点に、指や金属び触れないよラにを意して<ださい。 
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電源を入れる 

電源スイッチを入れたときに、 曰付/時刻/エリアの設定画面び表示された 
ときは、36ページを参照して曰付/時刻/エリアを設定してください。 

〈 ON 〉 ：カメラび作動します。 

〈 OFF 〉： カメラは作動しません。カメラ 
を使用しないとさはこの位置に 
します。 


撮像素子の自動清掃にごいて 

■ • 電源スイッチを 〈 ON 〉 にしたとさと、 

〈 OFF 〉 にしたとさに、撮像素テの自動 
清掃び行われます（ルさな音び鳴ること 
びあります）。清掃中は、液晶モニター 
に〈+た>〉び表示されます。 

参清掃中でをシャッターボタンを半押し 
(P.44) すると、清掃作業び中止され、 
すぐに撮影することびでさます。 

参電源スイッチの 〈 ON 〉〈 OFF 〉 を短い時間で繰り返すと、〈た3〇び表 
示されないことびありますび、故障ではありません。 

mm 才ートパワーオフにごいて 

• 電池の消詩を防ぐため、 ] 分間何を操作しないと自動的に電源び切れま 
す。シャッターボタンを半押し (p.44) すると、をう一度電源び入り 
よ9 〇 

参 電源び切れるまでの時間を、 [>2: 才ート パ ワーオフ] で変更することびで 
さます （ P.5 己）。 



51 力ードへの画像記録中に電源スイッチを 〈OFF〉 にすると、 [書き込み中…] び表示 
され、画像記録び終了してから電源び切れます。 
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電源を入れる 


4^電池チェックについて 

電池の残量は、電源スイッチを 〈 ON 〉 にしたとさに、目段階で表示され 
ます。電池マークび点滅（-样1:-)したとさは、をラすぐ電池切れになります。 


剛) 

ONE SWT 

哩回 

□ 

14^1 


表示 




口 

- な- 

-な- 

残 量 （％) 

100〜70 

69-50 

49〜20 

19〜10 

9〜] 

0 


撮該可能枚数の目安 [約糊 


温度 

常温（+23で） 

低温（ぴ〇 

撮影可能枚数 

950 

850 


• フル充電のバッテ U- パック LP-E 日使用、ライブビュー撮影なし、 CIPA (カメラ 
映像機器工業会）の試験基準によります。 

•バッテ U —グ U ップ目 G-E 11使用時の撮影可能枚数 
- LP-E 目 X2 個使用時：カメラ単体時の約2倍 
-単3形アルカ U 乾電池使用時（常温+23に）：約270枚 


QI • 下記の操作を行ラと、撮影可能枚数びかなくなります。 

. シャッターボタン半押し状態を長く続ける 
- AF 動作だけを行って撮影しない操作を頻繁に行ラ 
-レンズの手ブレ補正機能を使用する 
-液晶モニターを頻繁に使用する 

参 実際の撮影条件により、撮影可能枚数びかなくなることびあります。 

• レンズの動作にはカメラ本体の電源を使用します。使用するレンズにより、撮 
影可能枚数び少なくなることびあります。 

• ライブビュー撮影時の撮影可能枚数については、 ] 99ページを参照してくだ 
さい。 

参[>3:バッテリー情報] で、電池の状態を詳しく確認することびでさます 
(P.338)。 

• バッテ U —グ U ップ目 G-E]] に単3形電池を使用したときは、4段階表示にな 
ります ([c^/cni] は表示されません)。 
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MENU 


曰付/時刻/エリアを設定ずる 


初めて電源を入れたときや、曰付/時刻の設定び解除されているときは、 
電源を入れると曰付/時刻/エ U アの設定画面び表示されますので、手順3〜 
目の操作で設定してください。 

なお、撮影画像には、ここで設定した日付/時刻を起点にした撮影日時の 
情報び付力日されますので、必ず設定してください。 

また、住んでいるエ U ア地域）を設定しておくと、他の地域に旅行した 
とさは、ェ U ア設定を変更するだけで、そのェ U アの曰時で記録されます。 



メニューを表示する 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、メニュー画面 
び表示されます。 



[ 92 ] タブの[日付/時刻/エリア]を選 
ぶ 

♦ 〈回〉ボタンを押して [>] タブを選び 
ます。 

• く魅〉 を回して [ V 2] タブを選びます。 
• 〈類〉を回して 旧付/時刻/エリア] を選 
び、〈毎)〉を押します。 



エリアを設定する 

参初期状態では[□ンドン]に設定されてい 
まず。 

♦ 〈類〉を回して [エリア設定] を選びます。 
参〈©〉を押して、〈草〉の状態にします。 
• 〈類〉を回してェ IJ アを選び、〈©〉を 
押します。 
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mm 曰付/時刻/エリアを設定する 



曰付/時刻を設定する 

♦ 〈類〉を回して項目を選びます。 

• <©> を押して、〈草〉の状態にします。 
参〈類〉を回して設定し、〈©〉を押しま 
す（〈□〉の状態に戻ります)。 


サマータイムを設定する 

参必要に応じて設定します。 

♦ 〈類〉を回して[論]を選びます。 

参 <©> を押して、〈草〉の状態にします。 
参〈類〉を回して [み] を選び、〈毎)〉を 
押します。 


♦ サマータイムを [み] にすると、手順3 
で設定した時刻び、]時間進みます。 


[論]にするとサマータイムび解除され、 
1時間戻ります。 



己け/時刻/エ IJ 7 

^ 2012 / 01 / 11 ) 

の U - Ol - り巧：助： 00 
ザ/月旧 

み脑 

[ OK { キ ヤンた ル 


ら 設定を終了する 

参〈類〉を回して [ OK ] を選び、〈毎)〉を 
押します。 

今曰付/時刻/エ U ア、サマータイムび設定 
され、メニューに戻ります。 


QI • メニュー機能の設定操作は、已1、已2ページを参照してください。 

• 設定した日付/時刻のカウントは、手順日で〈贷)〉対甲したときに始まります。 
参手順3で、画面のち上に表示される時間は、協定世界時との時差です。設定し 
たいェ U アびないとさは、時差を参考にェ U アを選択して<ださい。 
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MENU 


表示言語を選ぶ 



メニューを表示する 

•〈 MENU 〉 ボタンを押すと表示されます。 



[>2]タブの[言語履]を選ぶ 

♦ 〈回〉ボタンを押して [>] タブを選び 
よ9 〇 

参 く猫〉 を回して [ V 2] タブを選びます。 
♦ 〈類〉を回して [言語 履](上から 4 ま目 
の項目）を選び、〈毎)〉を押します。 



言語を設定する 

• 〈類〉を回して言語を選び、〈@)〉を押 
します。 

今表示言語び切り換わります。 
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レンズを取り付ける/取りかず— 

すべての EF レンズを使用することびできます。なお、 EF-S レンズは使用 
でさません。 



キャップを外す 

参レンズのダストキヤップとボディ 
キャップを矢印の方向に回して外しま 
す。 




2 



レンズを取り付ける 

参レンズとカメラのホいレンズ取り付け 
指標を合わせ、レンズを矢印方向に「力 
チッ」と音びするまで回します。 


レンズのフ ォー カスモードスイツチを 
<AF > にする 

参 < AF > は Auto Focus :自動ピント合ね 
せの略です。 

参 〈 MF 〉 (Manual Focus :手動ピント合 
わせ）になっていると、自動ピント合わ 
せびでさません。 


4レンズキャップを外す 


W • レンズで太陽を直接見ないで<ださい。失明の原因になります。 

• 自動ピント合わせのとさに、レンズの先端（フオーカスリング）び動くレン 
ズは、動いている部分に触れないで < ださい。 
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レンズを取り付ける/取り外す 


ゴミやほこりについて、普段か5じ(下のことに注意してください 

• レンズの交換は、ほこりの少ない場所で素早<行ラ 

• レンズを取り外してカメラを保管するとさは、ボディキャップを必ずカメラに 
取り付ける 

• ボディキャップは、づミやほこりを落としてからカメラに取り付ける 



ズーム 操作は、レンズの ズーム U ングを 
手で回します。 

ズーム操作は、ピント合わせの前に行つ 
てください。ピントを合わせたあとでズー 
ム操作を行うと、ピントびズレることびあ 
りまず。 


取0かし方 

レンズ□ック解除ボタンを巧しなが 
6、レンズを矢 EP の方向に回す 

参回転び止まるまで回してから、取り外し 

On 〇 

♦ 取り外したレンズにダストキヤップを 
取り付けます。 
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レンズを取り付ける/取りがす 


フードの取り付け方 

EF 24-105 mm F 4 L IS USM に専用 フー ド EVV -83 H を取り付けると、 
有害な光線をカットするととをに、雨•雪-ほこりなどからレンズの前面を 
保護することびでさます。なお、レンズをバッグなどに収納するとさは、 
フー ドを逆向さに取り付けることをでさます。 



フードのホいマークと、レンズ先端の 
ホい指標を合わせる 



図の位置まで回す 

参フードを時計方向に回して確実に取り 
付けます。 


W 参フードび正しく取り付けられていないと、フードにより画面の周囲びケラレ 
て暗くなることびあります。 

• フードの取り付け/取り外しを行ラとさは、フードの根元を持って回してく 
ださい。フードの先のちを持つと変形して回らなくなることびあります。 
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レンズの手ブレ補正機能について — 

IS レンズに内蔵された手ブレ補正機能を使用すると、撮影するとさのわ 
ずかなカメラの動さ（手の揺れ）を補正して、鮮明な写真を撮ることびでさ 
ます。 EF 24-105 mm F 4 L IS USM レンズを例にして、手ブレ補正機能の 
説明をします。 

* IS は 、 Image Stabilizer (イメージスタビライヴー)の略で、手ブレ補正機能のこ 
とです。 
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手ブレ補正スイッチを 〈ON〉 にする 

参カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にして 
おさます。 

シャッターボタンを半巧しする 

今手ブレ補正機能び働さます。 


3撮影する 

参ファインダー像び安定したことを確認 
してから、シャッターボタンを全押しし 
て撮影します。 


U 参被写体び動いてしまラ「被写体ブレ」は補正でさません。 

• バルブ撮影時は、手ブレ補正スイッチを 〈 OFF 〉 にしてください。 〈01\1〉 で 
撮影すると、手ブレ補正機能び誤作動することびあります。 

• 大さ<揺れ動<柔り物などから撮影するとさは、手ブレ補正効まび十分に得 
られないことびあります。 

• EF 24-10 已 mm F 4 L に USM で流し撮りを行うと、手ブレ補正効まび十分に 
得られないことびあります。 

Bl • 手ブレ補正機能は、レンズのフオーカスモードスイッチび <AF> <MF> のど 
ちらでち働さます。 

• 兰脚使用時に手ブレ補正スイッチび 〈01\1〉 でも問題なく撮影でさますび、 電 
池の消耗を防ぐため、手ブレ補正スイッチを 〈 OFF 〉 にすることをおすすめ 
します。 

• 一脚を使用した撮影でわ、手ブレ補正効まび得られます。 
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撮露の基本操作--- 

ファインダーが鮮明に見えるよ5に調壁ずる 

視度調整つまみを回す 

参ファインダー内の AF フレームび最を鮮 
明に見えるように、つまみをちまたは左 
に回します。 

参つまみび回しにくいとさは、アイカップ 
を取り外します （ P .185)。 



0視度調整を行ってもファインダーび鮮明に見えないとさは、別売の視度補正レン 
ズ E 旨の使用をおすすめします。 


カメラの構え方 

手ブレのない鮮明な画像を撮るために、カメラび動かないよラにしっかり 
構えて撮影します。 



①ち手でグ U ップを包むようにしっかりと握ります。 

③左手でレンズを下から支えるように持ちます。 

③ ち手人差し指の腹をシャッターボタンに軽くのせます。 

④ 脇をしっかり締め、両ひじを軽く体の前に付けます。 

⑥片足を軽く踏み出して、体をま定させます。 

⑥カメラを額に付けるようにして、ファインダーをのぞきます。 

0液晶モニターを見なびら撮影するとさは、目8ページを参照して<ださい。 
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撮影の基本操作 


シャッターボタン 

シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目ま 
で浅く押すことを伴押し」といいます。半押しからさらに二段目まで深く 
押すことを「全押し」といいます。 




半巧し 

自動ピント合わせと、自動露出機構によ 
るシャツター速度と絞り数値の設定び行わ 
れます。 

露出値（シャツター速度と絞り数値）び、 
つアイ ンダー内と表示ノ（ネルに表示されま 
す（を4)。 

全巧し 

シャッターび切れて撮影されます。 


手ブレしにくい撮影のしかた 

手にしたカメラび撮影の瞬間に動くことを「手ブレ」といい、全体びぼや 
けたよラな写真になります。鮮明な写真を撮るために、次の点に注意してく 
ださい。 

•前ページの『カメラの構え方』のように、カメラび動かないようしっか 
り構える。 

. シャッターボタンを半押ししてピントを合わせたあと、ゆっくりシャツ 
ターボタンを全押しする。 


IS • P/Tv/Av/M/B の撮影モードでは、 〈 AF - ON 〉 ボタンで半押しと同じ操作 
びでさます。 

• シャッタ~ボタンを一気に全巧ししたり、半巧し後すぐに全押しすると、一 
瞬の間を置いてから撮影されます。 

参メニュー画面表示中、画像再生中、画像記録中でわ、シャッターボタンを半 
巧しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります。 
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撮影の基本操作 


モードダイヤル 



ダイヤル中央の□ック解除ボタンを巧 
しなび6回す 


■ 


巡 メイン電子ダイヤル 

(1) ボタンを巧したあと〈盗0を回す 
〈图 . WB 〉< AF - DRIVE )〈 ISO •阻〉ボタン 

などを押すと、その機能選択が態びタイ 
マー(を 6) で保持されます。その間に 〈滋〉 
を回します。 

タイマーび終了するか、シャッターボタ 
ンを半押しすると、撮影準備状態に戻りま 
す。 

参測光モード、 AF モード、 IS 日感度、 AF 
フレームの選択-設定などに使用しま 
す。 

(2) 〈盗0のみを回す 

ファインダー内表示や表示パネ>1レを見な 
びら<^>を回します。 

参シャッター速度や絞り数値の設定など 
に使用します。 




S (1) の操作は、 〈 LOGO 〉 スイッチびち側（マルチ電子□ック / P .47) でも行う 
ことびでさます。 
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撮影の基本操作 


〇サブ電子ダイヤル 



( 1 ) 


ボタンを巧したあと〈©>を回す 

〈图 . WB 〉< AF - DRIVE)〈ISO •阻〉 ボタン 

などを押すと、その機能選択状態びタイ 
マー(を 6) で保持されます。その間に〈類〉 
を回します。 

タイマーび終了するか、シャッターボタ 
ンを半押しすると、撮影準備状態に戻りま 


す。 


•ホワイトバランス、ドライブモード、ス 
卜□ボ調光補正、 AF フレームの選択•設 
定などに使用します。 



<〇>のみを回す 

フアインダー内表示や表示パネ j レを見な 
びら <〇> を回します。 

参露出補正やマニュアル露出時の絞り数 
値の設定などに使用します。 


Bl (1) の操作は、〈1_0〔化〉スイッチびち側（マルチ電子□ック / ID .47) でも行う 
ことびでさます。 


な十字タッチパッド 


動画撮影中に静かな操作で、シャッター速度、絞り数値、 ISO 感度、露出 
補正の設定、録音レベル、へッドフォン音量の調整を行いたいとさに使用し 
ます （ P .23 目)。[〇 已：動画サイレント設定] を [な有効] にすると機能します。 



〈回〉ボタンを巧したあと、〈©> 
の内側の部分を上/下/左/ちに触れる 
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撮影の基本操作 


泉マルチコント□—ラー 


〈娘*〉は8方向キーと中央押しボタンの構造になっています。 



参 AF フレーム選択、ホワイトバランス補 
正、ライブビュー撮影時における AF フ 
レーム/拡大表示枠の移動、再生時にお 
ける拡大表示位置の移動、クイック設定 
の操作などに使用します。 

参メニューの選択•設定を行うことをでさ 
ます（[囚1:画像消去]と:力ード初 
期化]を除く）。 

参メニューやクイック設定の操作では、上 
下左ち方向のみで、斜め方向に動かすこ 
とはでさません。 



LOCK ^ マルチ電子ロック 


[ 冉 .2: マルチ電子 □ ック ] を設定し （ P .319)、 <L0CK^> スイッチをち側に 
すると、メイン電子ダイヤルやサブ電子ダイヤル、マルチコント□ーラーび 
不用意に動いて、設定び変わることを防止することびでさます。 


習 

TnPj 


<L0CK^> スイッチ左側：□ック解除 
<L0CK^> スイッチち側：□ック 


B1<L0CK^> スイッチびち側の状態で、禁止した操作部材を操作すると、ファイン 
ダーと表示パネルに 〈し〉、 撮影機能の設定状態 （ P .48) の画面に [ LOCK ] び表 
示されます。 
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撮影の基本操作 


み表示パネル照明 



表示パネルの照明は、〈が〉ボタンを押 
すたびに点な（を 6) /消なします。なお、 
バルブ撮影時は、シャッターボタンを全押 
しすると照明び消えます。 


撮影機能の設定が態を表示する 



〈 INFO .〉 ボタンを何回か押すと、撮影機 
能の設定状態び表示されます。 

表示された状態でモードダイヤルを回す 
と、各撮影モードの設定状態を確認するこ 
とびでさます （ P .337)。 

〈回〉ボタンを押すと、撮影機能をクイッ 
ク設定することびでさます （ P .49)。 

をう一度 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、表示 
び消えます。 
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回撮露機能のクイック設定 — ^ 

液晶モニターに表示されている撮影機能を直接選択して、直感的な操作で 
機能の設定を行うことびでさます。この操作を「クイック設定」といいます。 




機能を設定する 

参〈滾〉で機能を選びます。 

選んだ機能の内容び画面に表示されま 
す。 

♦ 〈類〉または く巡 〉を回して設定を変 
要します。 


参匹!■モード 





3撮影ずる 

参シャッターボタンを押して撮影します。 
今撮影した画像び表示されます。 


s 〈が〉モードでは、記録機能/カード選択、記録画質、ドライブモードのみ設定 
でさます。 
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回撮影機能のクイック設定 


クイック設定でをる機能 

オートライティング 
オプティマイヴ （ P .142 )— I 

シャッター速度 （ P .1 日 2) 

撮影モード* ( P .24) 

露出巧正/ AEB 設定 
( P .169、170) 

ピクチャースタイル 
( P .129) 

AF モード （ P .70) 

ホワイトバランス 
( P .137) 

測光モード （ P .167) 
ホワイトバランス補正 ( P .140) 



絞り数値 ( P .164) 

AE □ック * ( P .171) 

高輝度側•階調優先* ( P .146) 

ISO 感度 （ P .124) 

操作ボタンカスタマイズ 
( P .321) 

記録画質 （ P .119) 


記録機能/カード選択 
( P .116) 


■調光補正 （ P .188) 
ドライブモード （ P.]] 2) 


園 


* 印の機能は、クイック設定でさません。 


設定画面について 



♦ 機能を選び〈贷)〉を押すと、その機能 
の設定画面び表示されます。 

• 〈類〉または〈越!〉を回して設定を変 
要します。さらに 〈 INFO .〉 ボタンを押 
して設定する項目をあります。 

参 <©> を押すと設定され、元の画面に戻 
ります。 

• 〈たミ〉（操作ボタンカスタマイズ/ 
P .321) を選んだときは、 〈 MENU 〉 ボタ 
ンを押すと、撮影機能の設定状態に戻り 
ます。 


50 

















MENU 


メニュー機能の操作と設定 


このカメラでは、記録画質や曰付/時刻など、さまざまな設定をメニュー 
機能で行います。メニュー機能の操作は、液晶モニターを見なびら、カメラ 
背面の 〈 MENU 〉 ボタン、〈回〉ボタン、〈滋〉<〇> を使って行います。 



がモードのメニュー画面 



〇 囚 卜 
■ ■ 

SH00T1 

記绿醒 

廣お国揉の巧認時間 

2秒 

« 于音 

A 

カードなし レ U —ス 

OH 

レンブが對 S 正 



* 〈が> モードでは、表示されないタブやメニュー項目があります。 


P/Tv/Av/M/B モードのメニュー画面 



E :再生一 

AF: AF - 1 

。：撮影-1 


V 機能設定 

冉 . ：カスタム機能 

I - ★:マイメニ ユ- 


——メインタブ 


サブタブ- 


メニュー項目- 


〇 A !: 由 

'V お な— 

記關巧 ’、 

,- —— 

唐を国读 巧が認特間 

滯 

巧す音 

jA 

力ードなしレ U — ブ 

0U 

レンス光字 補正 


外部スト D ボがな 


=ラーアップ* お 

OFF 


ーメニュー内容 
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HD メニュー機能の操作と設定 


メニュー機能の設定操作 


む AF 因 

M" ■ 

V c 

t 女 

iMOdti 

記な画8 

UK 国巧の巧贸時巧 

が 


■子音 

A 


力ードなしレ ij — ス 


ON 

レンスお单»正 






呈ラーアジフ醒が 


OFF 


メニューを表示する 

♦ ( MENU ) ボタンを押すと表示されます。 

タブを選ぶ 

• 〈回〉ボタンを押すと、メインタブ（系 
統）び切り換わります。 

• <^>を回してサブタブを選びます。 

♦ 例えば、本文中の [04] タブは、〇 

(撮影）タブの左から 4 番目の「■」を選 
んでいる画面のことです。 



O AF 囚 

卜冉 ★ 

SMOOTH : LV fume . 

ライフビュー！ 

す5 

A 巧ード 

心ライブモード ■ 

グル y ド 

ホ示しない 

7スペクト比 

3:2 

■が而山が叫 

する 

し佛部ち 

モ ー ド1 

M 巧タイ3— 

け秒 


項目を選ぶ 

• 〈類〉を回して項目を選び、〈@)〉を押 
し 9 〇 


内容を選ぶ 

• 〈類〉を回して内容を選びます。 

• 現在設定されている内容は青色で表示 
されます。 

内容を設定する 

• <©> を押すと設定されます。 

設定を終了する 

•〈 MENU 〉 ボタンを押すと表示び消え、撮 
影準備状態に戻ります。 


IS • これ政降のメニュー機能の説明は、 〈 MENU 〉 ボタンを押して、メニュー画面び 
表示されていることを前提に説明しています。 

• 〈を〉でメニュー機能の設定を行うことわできます。 （[囚 1: 画像消田 [>1 : 

カード初期化] を除く） 

• 操作の途中でキャンセルするときは、 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• メニュー機能の内容は、348ページを参照してください。 
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使い始める前の準備 


mm 力ードを初期化ずる 

新しく買ったカードや、他のカメラ、パソコンで初期化したカードは、こ 
のカメラで正しく記録でさるよラに、初期化（フォーマット）を行ってくだ 
さい。 ■ 

か力ードを初期化ずると、力ードに記録されている内容は、画像だけでな I 
くずべて消去されまず。プ□テクトをかけた画像も消去されまずので、 

記録内容を十分に確認してか5初期化してください。必要な記録内容 
は、初期化ずる前に必ずパソコンなどに保存してください。 

1[力ード初期化]を選ぶ 

参[ VI ]タブの 访-ド初期化] を選び、〈©〉 

を押します。 


2力ードを選ぶ 

参 [ QJ ] は CF 力ード、[回]は SD 力ードで 
す。 

♦ 〈類〉を回して力ードを選び、〈@)〉を 
押します。 

3 [0 K ] を選ぶ 

参 [0 K ] を選び、〈毎)〉を押します。 

今カードび初期化されます。 

今初期化び終了すると、メニューに戻りま 
す。 

参[回]選択時は、物理フォーマットを行 
ラことびでさます （ P .54)。 

〈1〉ボタンを押して、 [物理フォーマット] 
の横に〈>/〉び付いた状態で [0 K ] を 
選びます。 
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使い始める前の準備 


#こんなとをに力ードを初期化します 

参新しく買ってきたカードを使うとき 
参他のカメラやパソコンで初期化されたカードを使うとき 
参カードの中び画像やデータでいっぱいになったとさ 
参力ードに関ずるエラーび表示されたとき （ P .371) 


物理フオーマツトについて 

• 物理フォーマットは、 SD カードへの記録/読み出し速度び遅くなったと感じた 
とさや、データを完全に消去するとさなどに行います。 

•物理フォーマットは、 SD カード内の全記憶領域に渡って初期化を行うため、通 
常のカード初期化よりわやや時間びかかります。 

•物理フォーマット中に [キャンセル] を選ぶと、初期化を中止することびでさま 
す。中止した場合でち、通常の初期化は完了しているため、 SD カードはそのま 
ま問題な<使用でさます。 


W •容量び] 28 G 目までの力ードは FAT 形式、 128 G 目を超える力ードは exFAT 
形式でフォーマットされます。なお、このカメラで初期化した 128 G 目を超え 
るカードを他のカメラに入れると、エラーび表示され、使用でさないことび 
あります。また、 exFAT 形式でフォーマットされたカードは、パソコンの 0 S 
の種類やカード U —ダーにより、正しく認識されないことびあります。 

• カード内のデータは、初期化や削除をしてち、ファイルの管理情報び変更さ 
れるだけで、完全には消去されません。譲渡•廃棄するとさは、ま意してく 
ださい。カードを廃棄するときは、物理フォーマットを行ったり、カードを 
破壊するなどして個人情報の流出を防いでください。 

• 新しい Eye-Fi カードを使用するときは、カード内のソフトウェアをパソコン 
にインスIルしてか5、カメラでカードを初期化してください。 


Bl •カード初期化画面に表示されるカードの総容量は、カードに表記されている 
容量よりを少なくなることびあります。 

• 本機器は、 Micros が t からライセンスされた exFAT 技術を搭載しています。 
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使い始める前の準備 


HID 電源が切れる時間を設定ずる/才ートパワーオフ 


カメラを操作しない状態で放置したとさに、節電のために電源び自動的に 
切れるまでの時間を変更することびでさます。自動的に切れないよラにする 
とさは、 [しない] に設定します。電源び切れたとさは、シャッターボタンな 
どを押すと、電源び入ります。 



[才 ートパワー オフ]を選ぶ 
参 [ V 2] タブの はートパワーオフ] を選び、 

〈毎)〉を押します。 

時間を設定する 

参内容を選び〈毎)〉を押します。 



13 [しなし リに設定してち、節電のため30分で液晶モニターの表示び消えます（カメ 
ラの電源は切れません)。 


mm 撮影直後の画像表示時間を設定する 


撮影直後に液晶モニターに表示される画像の表示時間を設定することび 
でさます。撮影画像を表示したままにするとさは [ホールド]、 撮影画像を表 
示しないようにするとさは [切] に設定します。 



[撮影画像の確認時間]を選ぶ 

参[〇1]タブの [撮影画像の確認時間] を選 
び、〈贷)〉を押します。 

時間を設定する 

参内容を選び〈@)〉を押します。 


0 [ホールド] に設定すると、オートパワーオフの設定時間まで画像び表示されます。 
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使い始める前の準備 


mm カメラの機能設定を初期状態に戻す圆司 

撮影機能や、メニュー機能の設定を初期状態に戻すことびでさます。 

1[カメラ設定初期化]を選ぶ 

参 [ V 4] タブの 访メラ設定初期化] を選び、 
<©> を押します。 

[0 K ] を選ぶ 

参 [0 K ] を選び〈©〉を押します。 

今[カメラ設定初期化] を行うと、カメラの設 
定び次のよラになります。 


撮影機能関係 


AF モード 

ワンシヨツ hAF 

測距エリア選択モード 

] 点 AF (任意還択） 

AF フレーム 選択 

中央 

登録 AF フレーム 

解除 

測光モード 

国（評価測光） 

旧 0 感度 

オート 

旧 0 感度設定韶囲 

下限値： I 00 
上限値： 2 已目 00 

旧〇才ートの節囲 

下限値： I 00 
上限値：] 2800 

旧 0 オート低速限界 

オート 


ドライブモード 

□ (I 枚撮影） 

露出補正/ AEB 

解除 

スト□ボ調光補正 

0 脚） 

を重露出 

しない 

HDR モード 

HDR オフ 

ミラーアップ撮該 

しない 

カスタム機能 

そのまま 

スト□ボ機能設定 

そのまま 



力^<ラ巧定扣巧化 

カイラの巧定を田巧巧&1こします 


キザン巧レに 0 K I 
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使い始める前の準備 


画像記録関係 AF 関係 


記録画質 


ピクチャースタイル 

スタンダード 

オートライティング 
オプティマイザ 

標準 

周辺光量補正 

する/ 

登録レンズ保持 

色収差補正 

する/ 

登録レンズ保持 

ホワイトバランス 

(才ート） 

MWB 画像選択 

解除 

WB 補正 

解除 

WB-BKT 

解除 

色空間 

sRG 巨 

長秒時露光のノイズ低減 

しない 

高感度撮影時のノイズ低減 

標準 

高輝度側-階調優先 

しない 

記録機能 

標準 

画像番号 

通し番号 

ファイル名の設定 

カメラ固有 

自動クリーニング 

する 

ダストデリートデータ 

消去 


Case 1〜巨* 

Cas 巨]/ 

各ケースの設定 
内容解除 

AI ヴーボ1コマ目 
レリーズ 

バランス重視 

ヴーボ AF 連続撮該中 
のレリーズ 

バランス重視 

USM レンズ電子式手 
動フオーカス 

ワンシヨッ hAF 
作動後-可能 

AF 補助光の投光 

する 

ワンシヨット AF 時の 
レリーズ 

ピント優先 

AF 測距不能時の 
レンズ動作 

サーチ 駆動する 

任意選択可能な 

AF フレーム 

日1点 

測距エリア選択 
モードの限定 

全項目選択 

測距エリア選択 
モードの切換 

M-Fn ボタン 

縦位置/横位置の 

AF フレーム設定 

同じ 

AF フレーム 
任意選択時の循環 

しない 

(端で突さ当たり） 

測距時の 

AF フレーム表示 

選択 AF フレーム 
(常時表示） 

ファインダー情報の照明 

自動 

AF 7 イク □ 

アジヤストメント 

しない 


初期設定値は、8日〜89ページを参照し 
て < ださい。 


使い始める前の準備 


カメラ設定関係 ライブビュー撮影関係 


オートパワーオフ 

] 分 

電子音 

入 

カードなしレリーズ 

する 

撮影画像の確認時間 

2秒 

八イライト警告表示 

しない 

AF フレーム表示 

しない 

ヒストグラム 

輝度 

再生時のグリッド 

表 7 K しなし、 

拡大倍率設定（約） 

2倍 

での画像送り 

巧 （10 枚） 

縦位置画像回転表示 

する 〇国 

動画再生カウント 

そのまま 

液晶の明るさ 

自動 

曰付/時刻/王 IJ ァ 

そのまま 

言語 

そのまま 

ビデオ出力方式 

そのまま 

旧!西ボタンで 
表示する内容 

全項目選択 

ファインダー# 

表 7 JT しなし、 

CSB ボタンの機能 

レーティング 

カスタム撮影モード 

そのまま 

著作権情報 

そのまま 

HDMI 機器制御 

切 

Eye - 円通信 

しない 

マイメニューの内容 

そのまま 

7イメニューか目表示 

しなし、 


ライブビユー撮該 

する 

AF モード 

ライブモード 

グリッド 

表 7 K しない 

アスペクト比 

3:2 

露出 Simulation 

する 

LV 静音撮影 

モード] 

測光タイマー 

] 日秒 


AF モード 

ライブモード 

グリッド 

表 7 K しない 

動画記録サイズ 

] 920 X 1080/ IP 巨 

録音 

オート 

LV 詩音撮該 

モード] 

測光タイマー 

] 目秒 

タイムコード 

カウントアップ 

そのまま 

スタート時間設定 

そのまま 

動画記録カウント 

そのまま 

動画再生カウント 

そのまま 

ド□ップフレーム 

そのまま 

動画サイレント設定 

無効 

動画撮該ボタン 

m 


0 WFT 、 GPS 使用時の設定については、を機器の使用説明書を参照してください。 
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グリッドと化準器を表示ずる 

カメラの傾さ補正に有効なグ U ッドと水準器を、ファインダー内と液晶モ 
ニターに表示することびでさます。 


ファインダー巧にグリッドを表示する 

1[ファインダー#]を選ぶ 

参 [ V 2] タブの [ファインダー#] を選び、 
〈©〉を押します。 

) [表示する]を選ぶ 

参 〈類〉を回して度 示する] を選び、〈©〉 
を押します。 

♦ ファインダー内にグ U ッドび表示され 
ます。 




フアインダー巧に水準器を表示する 

フアインダー内に、 AF フレームを利用した水準器を表示することびでさ 
ます。詳しくは、操作ボタンカスタマイズ ( P .321) を参照してください。 


B 1 ライブビュー撮影時、動画撮影時に、液晶モニターにグ U ッドを表示することび 
でさます （ P . 203、239)。 
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グリッドと水準器を表おする 


液晶モニターに水準器を表示ずる 

1 ( INFO .) ボタンを巧す 

参 〈 INFO .〉 ボタンを押すたびに表示び変わ 
ります。 

♦ 水準器を表示します。 


•水準器び表示されないときは、 [ V 3: 
肛 I 五! ボタンで表示する内容] で、水準器び 
表示されるよラに設定します （ P .33 目)。 


2カメラの傾きを確認する 

参水平と前後方向の傾さび r さざみで表 
示されます。 

参ホい線び緑色に変わると、傾さびほぼ補 
正された状態です。 




W 参傾さびほぼ補正された状態でわ ± r 程度の誤差び生じることびあります。 

• カメラび大さく傾いているとさは、水準器の誤差び大さくなります。 

Bl ライブビュー撮影時、動画撮影開始前に、同じ操作で水準器を表示することびで 
きます （ P . 200、22已）。なお、動画撮影中に水準器を表示することはできませ 
ん（水準器を表示した状態で動画撮影を開始すると、水準器び消えます)。 
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©機能ガイドについて 

メニュー画面の下に [肛 I 因 ヘルプ] び表示されているとさは、機能ガイド 
(機能の説明）を表示することびでさます。 〈 INFO .〉 ボタンを押している間 
だけ機能ガイドび表示されます。機能ガイドび 2 ページし U 上あるとさは、画 
面のち側にスク□ールバーび表示されます。そのとさは、 〈 INFO .〉 ボタンを 
押しなびら〈類〉を回します。 


♦ [ AF 1] タブ [ Case 2] の例 


〇 Af 回卜 Q. 古 

麵 " ■ ■ …，か EW 


み JU 巧の 

卢 3 i 

iMPn 

巧つて U た®写巧ヴ AF フレーム ■ 

IX] « を拓が入るヒさや、巧写巧が 

iNru. 

か 5HS ホ M てを、该写片じピン 

* がフレームか曰ホれやすいピさ 

み 

卜をるわせ g け A ラヒする巧定で 

% 巧写巧おな特在 


ず， 

ず 3 巧こ巧するお化はら 一 M 


» 写巧の手前に苗室》が一巧入 y 

が巧库点を y 巧がちは 


込むヒきや、坂写巧⑩历きび巧し 

圧に!ヘルフ 


inn 巧 


スク□ールバー 


♦ [ AF 3] タブ [AF 補助光の投光] の例 


が励光の R が 


&AFmmm 

す舌 ON 

iMcn 

•ずる； ■ 

しな U OFF 

定か光ち a の拍の光のを没がの 

EOS 巧ホ曲スト□ボか引げ補めあ 
を巧光するかど5かを巧定します 
田立百 lAj レフ 

iNru. 

み 

なちじ店じてかが义卜 D ボび5 

AF 捕のホが化がごれまず 
•しな U: 

か淀ストロボか5が巧曲先は投お 
されまだん. AFffi の巧が化め人め 

inn-*-# 


参[冉 2] タブ [7 ルチ電子□ック] の例 


7ルチ■子□ヴク 


07ルチ■す□ヴク 

A メインがダイやル 

INFO 

3ルチ«す D ヴクスイジチを 

/を巧ブ笔子ブイヤル 

IlilrVi/i 

<LOC む拉■じしたと青じ、 

かマルチつント□ーラー 

み 

»巧を H 止する巧をに古7—クを 

国 

巧けまず。 



す用*な技を巧巧を巧止するこヒ 
ザできます 

IEEI%I ロ キでンをル 
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かんたん撮影 


この章では、モードダイヤルの〈が〉（シーンインテリジェント 
オート）モードで簡単に撮影するち法を説明しています。 

〈が〉モードでは、 シャッターボタンを押すだけで、カメラま 
かせの撮影びできるように、 各種機能び自動設定されます 
( P .34 目）。また、誤操作による失敗を防ぐため、 主要な撮影機能 
の設定変更はでさないよラになっています ので、ま/こ\して撮影し 
て < ださい。 


シーンインテ IJ ジェントオート 



51オートライティングオプティマイザ機能について 

〈が〉モードでは、撮影結まに応じて、画像を好ましい明るさ、コント 
ラストに自動巧正するオートライティングオプティマイヴ機能 
(P.142) び働きます。 P / Tv / Av / B モードでも初期状態で機能しま 
す。 







がミ自動で i る（シ-ンインテリジ I ントトト） ■ 

〈が〉はカメラまかせの全自動撮影びできるモードでず。カメラび撮影 
シーンを解析し、シーンに適した設定を自動的に行いまず。また、被写体の 
動さを検知して、止まっている被写体や動いている被写体に自動でピントを 
合わせることびでさます。 



モードダイヤルを〈匹 r 〉 にする 

参モードダイヤルの中央を押しなびら回 
します。 



被写体（写したいもの）にエリア AF 
フレームを合わせる 

• すべての AF フレームを 使ってピント合 
わせび行われ、基本的に一番近くにある 
被写体にピントを合わせます。 

参エ U ア AF フレームの中央を被写体に重 
ね合わせると、ピントび合いやすくなり 
ます。 



合焦マーク 



ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しすると、レン 
ズび動いてピント合わせび行われます。 
今 AF 作動中は〈1^^〉び表示されます。 

今ピントび合うと、ピントを合わせた AF 
フレームび表示されます。同時に「ピ 
ピッ」と電子音び鳴り、ファインダー内 
に合焦マーク〈•〉び点なします。 

吟暗い場所では、 AF フレームび一瞬ホく 
光ります。 
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匹[全自動で撮る（シーンインテリジェントオート） 



撮影ずる 

参シャッターボタンを全押しすると撮影 
されます。 

今液晶モニターに撮影した画像び2砂間表 
示されます。 


13〈が〉モードで、自然や屋外シーン、または夕景シーンを撮ると、より印象的な 

色あいの写真になります。なお、好みの色あいにならなかったとさは、撮影モー I 
ドを 〈 P / Tv / Av / M 〉 にして、〈區到〉じ(外のピクチャースタイルを選んで撮 
影してください。 


S こんなとをは 

♦ 合焦マーク〈•〉び点滅してピントび合わない 

明暗差（コントラスト）のある部分にエ U ア AF フレームの中央を合わ 
せてシャッターボタンを半押ししてください （ P .44)。 また、被写体に 
近づさすざているとさは、離れて撮影してください。ピントび合わない 
とさは、 AF 作動表示〉を点滅します。 

参複数の AF フレームび同時に表示される 

表示されているすべての AF フレームにピントび合っています。被写体 
に合わせた AF フレームも表示されているときは、そのまま撮影してくだ 
さい。 

• 電子音び小さく鳴り続ける（合焦マーク〈•〉も点なしない） 

動いている被写体に、カメラびピントを合わせ続けている状態です 
(AF 作動表示は点なしますび、合焦マーク〈•〉は点なしませ 
ん)。動いている被写体にピントの合った写真を撮ることびでさます。 

なお、この状態のときは、 フオー カス□ック撮影 ( P .67) はできません。 

参シャッターボタンを半押ししてもピント合わせをしない 

レンズのフオーカスモードスイッチび 〈 MF 〉 （手動ピント合わせ）に 
なっているときは、 < AF > (自動ピント合わせ）にしてください。 
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が全自動で撮る（シーンインテリジェントオート） 


参シャツター速度（数字）び点滅している 

光び不足している（暗い）ため、そのまま撮影すると手ブレによって 
被写体び鮮明に写らない ことび あります。兰脚を使用するか、別売の EX 
シ U —ズスピードライト ( P .188) を使用して撮影することをおすすめ 
します。 

参が部スト□ボを使用したのに、画面の下側び不自然に暗くなった 

レンズにフードび付いていると、スト□ボの光びフードで遮られま 
す。写したいをのび近くにあるとさは、フードを取り外してスト□ボ撮 
影してください。 


66 




がを自動を胁になす(シ-ンインテリジ I ントオ-卜） - 

構図を変えて撮影ずる 


■ 



シーンによっては、被写体を左ちどちらかに配置して、背景をバランス良 
く入れた方び、奥行さのある写真に仕上びります。 

〈が〉モードでは、止まっている被写体にピントを合わせると、シャッ 
ターボタンを半押ししている間、ピントび固定されます。そのまま構図を変 
え、シャッターボタンを全押しして撮影します。これを「フォーカス□ック 
撮影」といいます。 

動いているちのを撮影ずる 



〈が〉モードでは、ピントを合わせるとさや、ピントを合わせたあとに 
被写体び動く（距離び変わる）と、被写体に対して連続的にピントを合わせ 
続ける機能 （ AI サーボ AF ) び働さます。被写体びエ U ア AF フレームから外 
れないようにして、シャッターボタンを半押しし続けると、ピントを合わせ 
続けます。シャッターチャンスびきたらシャッターボタンを全押しします。 


67 


が全自動を使いこなす（シーンインテリジェントオート） 


〇ライブビュー撮影について 

液晶モニターに表示される映像を見なびら撮影することびでさます。この 
撮影方法を「ライブビュー撮影」といいます。詳しくは、 ] 97ページを参 
照してください。 

1ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を〈〇〉にする 


) 液晶モニターに映像を表示する 

•〈 S 猫?〉ボタンを押します。 

今液晶モニターに映像び表示されます。 


3ピントを合わせる 

♦ 画面中央の AF フレーム〈□〉を被写体に 
合わせます。 

参シャッターボタンを半押しすると、ピン 
卜合わせび行われます。 

今ピントび合うと AF フレームび緑色に変 
わり、「ピピッ」と電子音び鳴ります。 

4撮影する 

参シャッターボタンを全押しします。 

今撮影び行われ、液晶モニターに撮影した 
画像び表示されます。 

今表示び終わると、自動的にライブビュー 
撮影に戻ります。 

•〈 S 端?〉ボタンを押すと、ライブビュー撮 
影び終了します。 
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AF / ドライブの設定 


■til 


ファインター内に配置された目1点の 
AF フレームを使用して、さまざまな撮影 
シーンに対応した AF 撮影を行うことがで 
さます。 


また、撮影状況や被写体にあわせて、オートフォーカスの作動 
特性を選択したり、最適なドライブモードを選択することがでさ 
ます。 


参ページタイトルちの励！]は、モードダイヤルび 〈 P / Tv / Av / 
M / B > のとさに使用でさる機能であることを示しています。 

参〈が〉モードでは、 AF モード、 AF フレーム（測距エ U ア選択 
モード）び自動設定されます。 


13 < AF > は Auto Focus (才ートフォーカス）の略で自動ピント合わせの 
ことです。 〈 MF 〉 は Manual Focus (マニュアル フォー カス）の略で 手 
動ピント合わせのことです。 




AF: AF モードの選択 

撮影状況や被写体にあわせて、 AF の作動特性を選ぶことびでさます。な 
お、〈が〉 モー ドでは 、 「AI フオー カス AF 」 に自動設定されます。 



2 



レンズのフォーカスモードスイツチを 
< AF > にする 


< AF - DRIVE > ボタンを巧す （を 6) 



AF モードを選ぶ 

参表示パネルを見なびら〈猫!〉を回しま 
す。 

ONE SHOT :ワンシヨッ hAF 
AI FOCUS : AI フォーカス AF 
AI SERVO : AI ヴーボ AF 


BlP/Tv/Av/M/B の撮影モードでは、 〈 AF - ON 〉 ボタンで AF を行うことち)でき 
ます。 


止まつている被写体を撮る：ワンシヨツ hAF 

止まっている被写体の撮影に適していまず。シャツターボタンを半押しす 
ると1回だけピント合わせを行いまず。 

参被写体にピントび合ラと、ピント合わせを行った AF フレームび表示さ 
れ、ファインダー内に合焦マーク〈♦〉び点なします。 

参評価測光のとさは、ピントび合ラと同時に露出値びミ夫まります。 

参シャッターボタンを半押ししている間、ピントび固定され、構図を変え 
て撮影することびでさます。 
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AF:AF モードの選択® 


151参 ピントび合わないと、ファインダー内の合焦マーク〈•〉と AF 作動表示〈、心〉 
び点滅します。このとさはシャッターボタンを全巧ししても撮影でさません。 
構図を変えて再度ピント合わせを行うか、 『 AF の苦手な被写体』 （ p .]]0) を 
参照してください。 

• [01:電子音] を [切] に設定すると、ピントび合ったとさに、合焦音び鳴ら 
ないよラになります。 

• ワンショット AF でピントを合わせたあと、ピントを固定したまま構図を変え 
て撮影するち法を「フ ォー カス□ック撮影」といいます。 エ U ア AF フレーム 
に入らない、画面の端に被写体びあるとさなどに有効です。 


動いている被写体を撮る： AI サーボ AF 

撮影距離びたえず変化ずる（動いている）被写体の撮影に適していまず。 
シャツターボタンを半押ししている間、被写体にピントを合わせ続けまず。 

♦ 露出は撮影の瞬間に決まります。 

♦ 測距エ IJ ア 選択モード （ P .72) び、61点自動選択のときは、初めに任 
意選択した AF フレームで 被写体を捉えます。被写体び任意選択した AF 
フレームから 外れて を、 エ U ア AF フレームで 被写体を捉えていれば、継 
続してピント合わせび行われます。 

niAI ヴーボ AF では、ピントび合ってち電子音は鳴りません。また、ファインダー内 
の合焦マーク〈•〉ち点灯しません。 


AF モードを自動的に切り換える： AI フォーカス AF 

被写体の状態に応じて、「ワンシヨット AF 」 か 5 rAI ヴーボ AF 」 へと カメ 
ラび作動特性を自動的に切り換えまず。 

♦ ワンシヨット AF で被写体にピントを合わせたあと、被写体び連続して移 
動を始めると、その移動をカメラび検知して自動的に AI サーボ AF に切り 
換わり、被写体の動さに追従してピントを合わせ続けます。 


B 1 AI フォーカス AF のヴーボ状態でピントび合うと、合焦音び小さく鳴ります。ただ 
し、ファインダー内の合焦マーク〈•〉は点灯しません。なお、この状態のとさ 
は、フオーカス□ック撮影はでさません。 
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回測距エリアを選択ずる®^ 

AF を行ラための AF フレーム（測距点）を 6] 点備えています。撮影シー 
ンや被写体に応じて、 AF フレームを選ぶことびでさます。 

( I 使用するレンズにより、使用可能な測距点の数や、測距パターンび異な 
ります。詳しくは、79ぺージ『使用レンズと AF 測距について』を参照 
して < ださい。 


測距エリア選択モード 

測距エ U ア選択モードを6種類の中から選ぶことびでさます。選択方法 
は、次ページを参照してください。 




醫 yy 


°;回□回;° 口 ° ° 


スポット1点 AF (任意選択） 

狭い部分にピントを合わせることびでき 
ます。 


1点 AF (任意選択） 

ピント合わせに使う AF フレーム]点を 
選択します。 


領域拡大 AF (任意選択。弓。） 

任意に選択した]点〈□〉と、隣接する 
上下左ちの AF フレーム〈。〉でピント合わ 
せを行います。 
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回測距エリアを選択する® 



領域拡大 AF (任意選択周囲） 

任意に選択した]点〈□〉と、隣接する 
周囲の AF フレーム〈□〉でピント合わせを 
行います。 


ゾーン AF (ゾーン任意選択） 

目]点の AF フレームを、9つの測距ゾー 
ンに分けてピント合わせを行います。 


61点自動選択 AF 

すべての AF フレームを使ってピント合 
わせを行います。〈が〉モードでは、この 
モードに自動設定されます。 


測距エリア選択モードを選ぶ 



測距エリア選択モードを選ぶ 

参〈回〉ボタンを押します。 

参ファインダーをのぞきなびら、 〈 M - Fn 〉 
ボタンを押します。 

< M - Fn > ボタンを押すたびに、測距エ U 
ア選択モードび切り換わります。 


151 • [ AF 4: 測距エリア選択モードの限定] で、使用する測距エ U ア選択モードだけに限 
定することびでさます ( p .99 )o 

• [ AF 4: 測距エリア選択モードの切換] を [国^メィン電テダィヤル] に設定すると、 

〈回〉 ボタンを押したあと、〈巡0で測距エ U ア選択モードを選ぶことびで 
さます ( p . lOO)o 
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回測距エリアを選択する= 


AF フレームを任意選択する 

AF フレーム、またはゾーンを任意選択することびできます。なお、目]点 
自動選択 A 刊寺は、 AI サーボ AF の開始位置を任意選択することびでさます。 

1〈回〉ボタンを巧ず 

今ファインダー内に AF フレームび表示さ 
れます。 

参領域拡大 AF のとさは、隣接した有効に 
なる AF フレームを表示されます。 

参ゾーン AF のとさは、選択されている 
ゾーンび表示されます。 




〇 


AF フレームを 選択する 

参〈を〉を操作すると、押した方向の AF フ 
レームび選択されます。〈を〉をまつす 
ぐに押すと、中央の AF フレーム（また 
は中央のゾーン）び選択されます。 

• 〈巡!〉で横ち向、〈類〉で縦方向の AF 
フレームを選択することをでさます。 

♦ ゾーン AF のとさは、〈酱〇または〈類〉 
を回すと、ゾーンび循環して切り換わり 
よ9 〇 


AF フレームの点打/点滅にごいて 

〈回〉 ボタンを押したとさに、「点な」している AF フレームは、高精度な 
ピント合わせびでさる「ク□ス測距点」です。「点滅」している AF フレーム 
は、横線を検出できる測距点です。詳しくは、78ページを参照してください。 


Bl • 〈回〉ボタンを巧したときに、表示パネルに表示される内容は、次の通りです。 
-日 I 点自動選択 AF 、 ゾーン AF (ゾーン任意選択）：じ：] AF 
-スポット I 点 AF 、 1 点 AF 、 領域拡大 AF : SEL [] 冲央） /SELAF (中央政外） 

• [AF 己： AF フレーム任意選択時の循環] で、 [しない{端で突き当たり）][ずる] を選ぶ 
ことびでさます （ P .102)。 
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測距エリア選択モードの内容丽> — 


スポット1点 AF (任意選択) 



1点 AF と同じですび、選択した AF フレーム〈回〉 
で、より狭い部分にピントを合わせることびでさま 
す。ピンポイントでピントを合わせたいとさや、おり 
の中の動物を撮影するとさなどに効果的です。 

なお、スポット AF は測距範囲び狭いので、手持ち 
撮影のとさや動さのある被写体に対しては、ピントび 
合いにくいことびあります。 


1点 AF (任意選択) 


ピント合わせに使う AF フレーム]点〈□〉を選択 
します。 


領域拡大 AF (任意選択み） 

任意に選択した AF フレーム〈□〉と、隣接する上下左ちの AF フレーム 
<°>でピント合わせを行います。 ] 点 AF では被写体の追従び難しい、動さ 
のある被写体を撮影するとさに有効です。 

AI サーボ AF のとさは、初めに任意選択した AF フレーム〈□〉で被写体を 
捉える必要びありますび、ゾーン AF よりを狙った被写体にピントを合わせ 
やすい特性ををっています。 

ワン シヨッ ト AF のときは、領域拡大した AF フレームでピントび合うと、 
任意選択した AF フレーム〈□〉に加えて、その AF フレーム〈□〉を表示さ 
れます。 
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測距 エリア 選択 モードの内容® 


領域拡大 AF (任意選択周囲） 

任意に選択した AF フレーム〈□〉と、隣接する周囲の AF フレーム〈□〉 
でピント合わせを行います。「領域拡大 AF (任意選択。自。）」より、さらに広 
い範囲でピント合わせを行います。 ] 点 AF では被写体の追従び難しい、動 
さのある被写体を撮影するとさに有効です。 

AI サーボ AF 、 ワンショット AF 時の動作は、領域拡大 AF (任意選択。弓。） 
と同じです （P.7 己）。 


0 吕吕 

回回 

回回回 

回□回 
回回回 

冒昌 

□回 
回回 

回□回 
回回回 




ゾーン AF (ゾーン任意選択） 

目]点の AF フレームを、9つの測距ゾーンに分けてピント合わせを行いま 
す。選択したゾーンの全 AF フレームで自動選択 AF を行うため、 ] 点 AF や領 
域拡大 AF よりをピントび合いやすく、動さのある被写体を撮影するとさに 
を有効です。 

ただし、基本的に最を近距離にある被写体にピントを合わせるため、]点 
AF や領域拡大 AF よりを狙った被写体にピントび合いにくいことびありま 
す。 

ピントび合った AF フレームは、〈□〉で表示されます。 


置冒！置 

回回回回 

回回回回 
回回回回 
回回回回 

回回回回 
回回回回 
回回回回 

回回回 

置置冒 

回回巨 
回回巨 
回回巨 


回回回 
回回回 
回回回 

回回回回 
回回回回 
回回回回 

回回回回 
回回回回 
回回回回 

回回回回 
回回回回 
回回回回 
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測距エリア選択モードの内容® 


目1点自動選択 AF 

すべての AF フレームを使用してピント合わせを行います。〈が〉モード 
では、このモードに自動設定されます。 

ワンショット AF のとさは、シャッターボタンを半 
广 ' ~^ 押しすると、ピントの合った AF フレーム〈□〉び表 

:； 示されます。複数の AF フレームび表示されるとさは、 

L 、，，」 そのすべてにピントび合っています。基本的に最を近 
距離にある被写体にピントを合わせます。 

AI サーボ AF のときは、初めに任意選択 （ P .74) し 
た AF フレーム〈□〉でピントを合わせます。ピント 
び合った AF フレームは、〈□〉で表示されます。 



W 参日1点自動選択 AF、 またはゾーン AF で、 AI ヴーボ AF に設定したときは、ピン 
卜合わせを行ラ AF フレーム〈□〉び被写体に追従して移動しますび、被写体 
びルさいなど、撮影条件によっては、追従しないことびあります。また、低 
温下では、追従応答性び遅くなります。 

• スポット1点 AF 設定時は、スト□ボの AF 補助光でピントび合いにくいことび 
あります。 

• AF 補助光を備えた EOS 用外部スト□ボ使用時に、 AF 補助光でピントび合わ 
ないときは、測距エ U ア選択モードを1点 AF (任意選択）にして、中央の AF 
フレームを選んで AF を行ってください。 

参 AF フレーム照明時に、ファインダー内の一部または全体びホく見えることび 
ありますび、これは AF フレーム表示装置（液晶）の特性によるものです。 

• 低温下では、 AF フレーム表示装置（液晶）の特性上、 AF フレームの点滅表示 
(P.74) び見えにくくなります。 


IS • [AF4: 縦位置/横位置の AF フレーム設定] を[□日 別々に設定] に設定すると、測距 
エ U ア選択モードと任意選択した AF フレーム（またはゾーン）を、縦位置撮 
影と横位置撮影で別々に設定することびでさます （P.1 01)。 

参 [AF4: 任意選択可能な AF フレーム] で、任意選択できる AF フレームの数を変更す 
ることびでさます (p.98)o 
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AF センサーについて 

このカメラの AF センサーは、測距点を61点備えています。各測距点に対 
する測距センサーのパターンは、図に示す通りです。開放絞り数値び F 2.8 
までの明るいレンズを使用すると、ファインダー中央部で高精度な AF 測距 
を行うことびでさます。 

なお、 使用するレンズにより、使用可能な測距点の数や測距パターンび異 
なりまず。詳しくは、79〜84ページを参照してください。 


概念図 


间が H ホ[弓] 


[弓] お H ホ L?J 
E 弓]お H ホ Le ] 
H お白 epE 弓] 
E りお白巧[弓] 


- F 已.目縦測距 


F 4 横 + F 日.目縦 
^ク□ス測距: 


F 已.目縦 + F 已 .6 横 


11 



[が曲犯] 
W か H ホ!;?] 
[ E ] 屯 H ホ [ E ] 
[?] を H ホ [?] 
を H ホ 


デュアルク□ス測距： 
F 2.8 ち斜め + F 2.8 左斜め 
F 已.目縦 + F 日.6横 


開放絞り数値び F 2.8 までのレンズに対応した、より高精度なピ 
ント合わせを行ラことびでさる測距センサーです。斜め配列で 
ク□スしているため、ピントび合いにくい被写体び少なくなっ 
ています。ファインダー中央部の縦已点をカバーしています。 

開放絞り数値び F 4 までのレンズに対応した、高精度なピント 
合わせを行ラことびでさる測距センサーです。横配列になって 
いるため、縦線を検出することびでさます。 


開放絞り数値び F 已.日までのレンズに対応した測距センサーで 
す。横配列になっているため、縦線を検出することびでさます。 
フアインダー中央部の縦3列の測距点をカバーしています。 


開放絞り数値び F 己.日までのレンズに対応した測距センサーで 
す。縦配列で61点すベての測距点をカバーしています。横線 
を検出することびでさます。 
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使用レンズと AF 測距について 


W 参このカメラは日]点の AF フレーム（測距点）を備えていますび、 使用するレン 

ズにより、使用可能な測距点の数や測距パターンが異なり、 A 〜 H の8グルー 
プに分類されます。使用するレンズがどのグループに属しているか、確認し 
て < ださい。 

• F 〜 H グループのレンズを使用したときは、測距点が少なくなります。 

15参〈回〉ボタンを巧したとさに、「□」で示した位置の AF フレームび点滅します 
(「■/■/□」は点灯)。 

参 「Extender EF 1.4 X」[Extender EF 2 xJ は l / ll / lll 型共通です。 

参 EOS 已 D Mark III じ(降に発売された、新しいレンズのグループ属性について 
は、キヤノンのホームページなどで確認してください。 

参国や地域によっては、販売されていないレンズびあります。 


A グループ 

61点で AF 測距を行うことびでさます。すべての測距エ U ア選択モードを 
選ぶことびでさます。 

■:デュアルク□ス測距点です。被写体捕 
捉能力に優れ、他の測距点よりを高精 
度なピント合わせを行ラことびでさま 
す。 

■:ク□ス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とびでさます。 

□:横線を検出でさる測距点です。 


□ [ 

■国 ■ 

] □ 

□ [ 


] □ 

□ [ 


] □ 

□ [ 


] □ 

□ [ 

」 ■■■ L 

] □ 


EF24mm F1.4L USM 

EF50mm F1.8 II 

EF200mm F1.8L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF24mm F1.4L II USM 

EF85mm F1.2L USM 

EF200mm F2L IS USM 

EF28mm F1.8 USM 

EF85mm F1.2L II USM 

EF200mm F2US USM 
+ Extender EF1.4x 

EF35mm F1.4L USM 

EF85mm F1.8 USM 

EF200mm F2.8L USM 

EF35mm F2 

EFIOOmm F2 USM 

EF200mm F2.8L II USM 

EF50mm F1.0L USM 

EF135mm F2L USM 

EFSOOmm F2.8L USM 

EF50mm F1.2L USM 

EF135mm F2L USM 
+ Extender EF1.4x 

EFSOOmm F2.8L IS USM 

EF50mm F1.4 USM 

EF135mm F2.8 (Softfocus) 

EFSOOmm F2.8L IS II USM 

EF50mm F1.8 

EF200mm F1.8L USM 

EF400mm F2.8L USM 
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使用レンズと AF 測距について 


EF400mm F2.8L II USM 

EF16-35mm F2.8L USM 

EF28-70mm F2.8L USM 

EF400mm F2.8L IS USM 

EF16-35mm F2.8L II USM 

EF70-200mm F2.8L USM 

EF400mm F2.8L IS II USM 

EF17-35mm F2.8L USM 

EF70-200mm F2.8L IS USM 

TS-E45mm F2.8* 

EF20-35mm F2.8L 

EF70-200mm F2.8L IS II USM 

TS-E90mm F2.8* 

EF24-70mm F2.8L II USM 

EF80-200mm F2.8L 


手動ピント合わせ、テイルト/シフトなし時 


已グループ 

61点で AF 測距を行うことびでさます。すべての測距エ U ア選択モードを 
選ぶことびでさます。 

■ ■■ ■:デュアルク□ス測距点です。被写体捕 

目 □■■■□ □ お能力に優れ、他の測距点よりも高精 

目目 sss 目 □ 度なピント合わせを行ラことびでさま 

□ □■■■□ □ 

■:ク□ス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とびでさます。 

□:横線を検出でさる測距点です。 


EF14mm F2.8L USM 

EF20mm F2.8 USM 

EF28mm F2.8 IS USM 

EF14mm F2.8L II USM 

EF24mm F2.8 

EF24-70mm F2.8L USM 

EF15mm F2.8 Fisheye 

EF24mm F2.8 に USM 



C グループ 

61点で AF 測距を行うことびでさます。すべての測距エ U ア選択モードを 
選ぶことびでさます。 

■ ■ ■ ■:ク□ス測距点です。被写体捕捉能力に 


優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とびでさます。 

□:横線を検出でさる測距点です。 


□□□□□ 

□目目 

■国国 ■■ 
■国国国 ■ 
■国国 ■■ 

□目目 

□□□□□ 
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使用レンズと AF 測距について 


EFSOmm F2.5 Compact Macro 

TS-E24mm F3.5L* 

EF200mm F1.8L USM 
+ Extender EF2x 

EFIOOmm F2.8 Macro 

TS-E24mm F3.5L II* 

EF200mm F2US USM 
+ Extender EF2x 

EFIOOmm F2.8L Macro IS USM 

EF200mm F2.8L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF8-15mm F4L Fisheye USM 

EFSOOmm F4L USM 

EF200mm F2.8L II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF17-40mm F4L USM 

EFSOOmm F4L に USM 

EFSOOmm F2.8L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF24-105mm F4US USM 

EF400mm F4 DO IS USM 

EFSOOmm F2.8L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF28-80mm F2.8-4L USM 

EFSOOmm F4US USM 

EFSOOmm F2.8L IS II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF70-210mm F4 

EFSOOmm F4L に II USM 

EF400mm F2.8L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF70-200mm F4L USM 

EF600mm F4L USM 

EF400mm F2.8L II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF70-200mm F4L IS USM 

EFSOOmm F4US USM 

EF400mm F2.8L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF70-200mm F2.8L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF600mm F4L IS II USM 

EF400mm F2.8L IS II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF70-200mm F2.8US USM 
+ Extender EF1.4x 

TS-E17mm F4L* 

EF135mm F2L USM 
+ Extender EF2x 

EF70-200mm F2.8US II USM 
+ Extender EF1.4x 


* 手動ピント合わせ、テイルト/シフトなし時 


D グループ 

61点で AF 測距を行うことびでさます。すべての測距エ U ア選択モードを 
選ぶことびでさます。 

■ ■■ ■:デュアルク□ス測距点です。被写体捕 

□ ■■■□ □□ お能力に優れ、他の測距点よりも高精 

目 SSS 目目目 度なピント合わせを行うことびできま 

□■■■□□日 ホ 

■ ■■ ず。 

■:ク□ス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行ラこ 
とびでさます。 

□:横線を検出でさる測距点です。 


□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


[EF28mm F2.8 
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使用レンズと AF 測距について 


E グループ 

61点で AF 測距を行うことびでさます。すべての測距エ IJ ア選択モードを 
選ぶことびでさます。 

■:ク□ス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行ラこ 
とびでさます。 

□:横線を検出でさる測距点です。 


□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 


EFSOmm F2.5 Compact Macro 
+ LIFE SEE Converter 

EFSOOmm F2.8L に II USM 
+ Extender EF2x 

EF28-105mm F3.5-4.5 USM 

EFIOOmm F2.8 Macro USM 

EF400mm F2.8L USM 
+ Extender EF2x 

EF28-105mm F3.5-4.5 II USM 

EF400mm F5.6L USM 

EF400mm F2.8L II USM 
+ Extender EF2x 

EF28-135mm F3.5-5.6 IS USM 

EFSOOmm F4.5L USM 

EF400mm F2.8L IS USM 
+ Extender EF2x 

EF28-200mm F3.5-5.6 

EFSOOmm F4L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF400mm F2.8L に II USM 
+ Extender EF2x 

EF28-200mm F3.5-5.6 USM 

EFSOOmm F4L に USM 
+ Extender EF1.4x 

EFSOOmm F4L IS II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF28-300mm F3.5-5.6US USM 

EF400mm F4 DO IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF600mm F4L IS II USM 
+ Extender EF1.4x 

EF35-105mm F3.5-4.5 

EFSOOmm F4L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF20-35mm F3.5-4.5 USM 

EF35-135mm F3.5-4.5 

EF600mm F4L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF24-85mm F3.5-4.5 USM 

EF35-135mm F4-5.6 USM 

EFSOOmm F4L に USM 
+ Extender EF1.4x 

EF28-90mm F4-5.6 

EF38-76mm F4.5-5.6 

EF200mm F2.8L USM 
+ Extender EF2x 

EF28-90mm F4-5.6 USM 

EF50-200mm F3.5-4.5 

EF200mm F2.8L II USM 
+ Extender EF2x 

EF28-90mm F4-5.6 II 

EF50-200mm F3.5-4.5L 

EFSOOmm F2.8L USM 
+ Extender EF2x 

EF28-90mm F4-5.6 II USM 

EF55-200mm F4.5-5.6 USM 

EFSOOmm F2.8L に USM 
+ Extender EF2x 

EF28-90mm F4-5.6 111 

EF55-200mm F4.5-5.6 II USM 


□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 
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使用レンズと AF 測距について 


EF70-200mm F2.8L USM 
+ Extender EF2x 

EF70-300mm F4.5-5.6 DO に USM 

EF80-200mm F4.5-5.6 

EF70-200mm F2.8L IS USM 
+ Extender EF2x 

EF75-300mm F4-5.6 

EF90-300mm F4.5-5.6 

EF70-200mm F2.8L に II USM 
+ Extender EF2x 

EF75-300mm F4-5.6 USM 

EF90-300mm F4.5-5.6 USM 

EF70-200mm F4L USM 
+ Extender EF1.4x 

EF75-300mm F4-5.6 II 

EF100-200mm F4.5A 

EF70-200mm F4L IS USM 
+ Extender EF1.4x 

EF75-300mm F4-5.6 II USM 

EF100-300mm F4.5-5.6 USM 

EF70-210mm F3.5-4.5 USM 

EF75-300mm F4-5.6 III 

EF100- 300 mm F5.6 

EF70-300mm F4-5.6 IS USM 

EF75-300mm F4-5.6 111 USM 

EF100-300mm F5.6L 

EF70-300mm F4-5.6L に USM 

EF75-300mm F4-5.6 に USM 

EF100-400mm F4.5-5.6L IS USM 


F グループ 

47点で AF 測距を行うことびでさます （61 点測距はでさません)。すべて 
の測距エ IJ ア選択モードを選ぶことびでさます。なお、自動選択 A 刊寺の AF 
領域を表す外側の枠（ェ U ア AF フレーム）は、61点自動選択時と異なりま 
す。 


□ □ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □ 



□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 


■:ク□ス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とびでさます。 

□:横線を検出でさる測距点です。 

:使用でさません（非表示)。 


EFSOOmm F5.6L IS USM 

EF28-80mm F3.5-5.6 III USM 

EF35-80mm F4-5.6 II 

EF22-55mm F4-5.6 USM 

EF28-80mm F3.5-5.6 IV USM 

EF35-80mm F4-5.6 III 

EF28-70mm F3.5-4.5 

EF28-80mm F3.5-5.6 V USM 

EF35-80mm F4-5.6 PZ 

EF28-70mm F3.5-4.5 II 

EF28-105mm F4-5.6 

EF35-80mm F4-5.6 USM 

EF28-80mm F3.5-5.6 

EF28-105mm F4-5.6 USM 

EF35-350mm F3.5-5.6L USM 

EF28-80mm F3.5-5.6 USM 

EF35-70mm F3.5-4.5 

EF80-200mm F4.5-5.6 II 

EF28-80mm F3.5-5.6 II 

EF35-70mm F3.5-4.5A 

EF80-200mm F4.5-5.6 USM 

EF28-80mm F3.5-5.6 II USM 

EF35-80mm F4-5.6 
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使用レンズと AF 測距について 


G グループ 

33点で AF 測距を行うことびでさます （61 点測距はできません)。すべて 
の測距エ U ア選択モードを選ぶことびできます。なお、自動選択 A 刊寺の AF 
領域を表す外側の枠（ェ IJ ア AF フレーム）は、61点自動選択時と異なりま 
す。 


□ 

□ □ 
□ 



□ 

□ □ 

□ □□ 
□ □ 


■:ク□ス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
とびでさます。 

□:横線を検出でさる測距点です。 

:使用でさません（非表示)。 


EF180mm F3.5L Macro USM 


EF180mm F3.5L Macro USM 
+ Extender EF1.4x 


EF1200mm F5.6L USM 


H グループ 

ファインダー中央の]点で AF 測距を行ラことびでさます（多点測距はで 
きません)。測距エ U ア選択モードは、「1点 AF (任意選択)」、「スポット] 
点 AF (任意選択)」のみ選ぶことびできます。 

■:ク□ス測距点です。被写体捕捉能力に 
優れ、高精度なピント合わせを行うこ 
■ とびでさます。 

:使用でさません（非表示)。 


[EF35-105mm F4.5-5.6 ]EF35-105mm F4.5-5.6 USM I 


U 開放絞り数値び F 已 .6 よりも暗いレンズのときは、ファインダー撮影時に AF を行 
ラことはでさません。また、ライブビュー撮影、動画撮影時に AFM で AF を行ラ 
ことはでさません。 
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MENU 


巧写做こあわはて Al ヴーボ特性を選ぶ 


撮影する被写体や、撮影シーンにあわせて、に asel 」 〜 「 Case 6」 を 
選ぶだけで、被写体やシーンに適した AI サーボ AF 撮影を簡単に行ラことび 
でさます。この機能を 「 AF カスタム設定ガイド機能」といいます。 


凸が厉 V . 冉，古 

I ■■■" W 1 : Mcwifm 化 

拉 [ 加1 

'k * R 巧也助 i いま本のな没^ 

夕 

ホ巧写化旧が巧な 
ず a をを化に対する追化せ a~ii- 
ぶ a 巧な榮り楼り巧世 S— 

〇!13^ルブ EHD 巧な投左 


[ AF 1] タブを選ぶ 


ケースを選ぶ 

参〈類〉を回してケース（マーク）を選び、 
<©> を押します。 

今選択したケースに設定されます。選択し 
たケースは青色で表示されます。 


各ケースの内容について 

に asel 」 〜に ase 6」 は、9日〜92ぺージで説明する被写体追従特性、 
速度変化に対する追従性、測距点乗り移り特性の組み合わせを6種類用意し 
たをのです。表の内容から、被写体やシーンに適したケースを選びます。 


ヶース 

マー ク 

内容 

撮影シーン例 

ぺージ 

Case ] 

卢 

ミ凡用性の高い基本的な設定 

動さのある被写体全般 

86 

Case 2 

k 

障害物び入るとさや、被写 
体び AF フレームから外れや 
すいとさ 

テニス、水泳のバタフライ、 

フ U —スタイルスキーなど 

86 

Case 3 

が 

急に現れた被写体に素早< 
ピントを合わせたいとさ 

自転車□ー ドレースのスター 
卜、アルペン滑降スキーなど 

87 

Case 4 

夕 

被写体び急加速/急減速する 
とさ 

サッカー、モータースポー 
ツ、バスケットボールなど 

87 

Case 已 

ず 

被写体の上下左ちの動さび 
大さいとさ （1 点 AF 時無効） 

フィギュアスケートなど 

88 

Case 6 

が 

被写体の速度変化と上下左 
ちの動さび大さいとさ （1 点 
AF 時無効） 

新体操など 

89 
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mm 被写体にあわせて Ai ヴーボ特性を選ぶ® 


easel :ミ凡用性の高い基本的な設定 


a AF 回卜冉.古 

■ ■■■■' "，: Wt—rnMW 

巧巧任の! au 巧本的な拉定 

t 餐写巧おな巧任 
ず a 度交こ巧するち巧な£■ィ I — 寸 
が a 巧点巧 y を y 持ほ 
圧!因へルフ（^詳》巧定 


初期設定 

-被写体追従特性： [0] 

-速度変化に対する追従性： [0] 
-測距点乗り移り特性： [0] 


動さのある被写体全般に適応する、標準 
的な設定です。多くの被写体、撮影シーン 
に対応しています。 

障害物び AF フレームを横切るとさや被 
写体び AF フレームから外れやすいとき、急 
に現れた被写体にピントを合わせたいと 
さ、被写体の速度び急激に変わるとさ、被 
写体び上下左ちに大きく移動するときは、 
|：Case 2] 〜に ase 目]を選んでください。 


Cases :障害物が入るとをや、被写体が AF フレームか6かれやすいとを 


〇 が回卜〇.古 

■ ■■■■' ", …，中 tw 

户[- 

[Tj' »を»が入るヒさや、巧ち巧が 
ィがフレームが弓ホれやすいビ3 
t 板写巧おなおを 
す 3巧交こ巧ずる追な巧も一 
が巧を点巧 y 挣 y 特は 
圧旺Iヘルフ M 詳巧設定 


初期設定 

-被写体追従特性：[粘る： -1] 

-速度変化に対する追従性： [0] 
-測距点乗り移り特性： [0] 


障害物び AF フレームを横切ったとさや、 
AF フレームび被写体から外れたとさでを、 
でさるだけ狙っている被写体にピントを合 
わせ続けよラとする設定です。障害物や（ピ 
ント抜けで）背景にピントを合わせたくな 
いとさに有効です。 


Bl 障害物び AF フレームに入り込んでいる時間、または AF フレームび被写体から外 
れている時間び長く、初期設定では狙った被写体からピントびがれてしまうとさ 
は、[被写体追従特性]を[粘る：-到に設定すると、改善することびあります（13.90)。 
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皿！皿被写体にあわせて AI ヴーボ特性を選ぶ® 

Cases :急に!見れた被写体に素早くピントを合わせたいとを 



卢 Case 3 I 

、をに巧れたな写巧に巧草くピント' 
いを II を合むけたいビ舌 


ち巧写巧ちな巧を 
ず a 巧交1化:巧ずるち巧な卜 
が a 巧点巧 y 按 y 特は £■ィー D 

圧！古！ヘルプ 


初期設定 

-被写体追従特性； 臘敏： +1] 

-速度変化に対する追従性： [+1] 
-測距点乗り移り特性； [0] 


AF フレームで捉えた、距離の異なる被写 
体に、次々にピントを合わせることびでさ 
る設定です。狙っていた被写体の手前に、新 
たな被写体び入り込んだとさは、新たな被 
写体にピントを合わせます。最を近い被写 
体にピントを合わせたいとさにを有効で 
す。 


B1 急に現れた被写体により素早くピントを合わせたいときは、 [被写体追従特性] を 
[+S に設定すると、改善することびあります （P.90)。 


Case 4 :被写体が急加速/急減速ずるとま 


〇 AF 因卜冉.古 

■ -_ が 1:AF cwr か Ewri 

户 C 占巧 A 

K 巧？かがを扣ま/を g まずるとき 

t 巧写巧おな巧。 

ず3巧交こ巧ずるをな性 
が a 巧点巧 y が y 特ほ £■ィー D 

圧！回ヘルプ (smmm 


被写体の動く速さび瞬時に大さく変化し 
てを、その速度変化に追従してピントを合 
わせよラとする設定です。 

急な動さ出しや、急加速、急減速、急停 
止する被写体に適しています。 


初期設定 

-被写体追従特性； [0] 

-速度変化に対する追従性： [+1] 
-測距点乗り移り特性： [0] 


0瞬時に変化する速さび非常に大きいときは、 旌度変化に対ずる追従性] を [+2] に 
設定すると、改善することびあります （P.91)。 
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mm 被写体にあわせて Ai ヴーボ特性を選ぶ® 


Cases :被写体の上下ちもの動まが大きいとき。点 A 円き無効) 



声 Cases 

iL »写巧の上て左ちの«さび大をい 


W ときり病が時描巧 )> 

* 板写巧追な特任 
性’ I 法度交化こ巧するあな住 
が a 巧点巧 y を y 持ほ 
圧!因へルフ（^詳》巧定_ 


初期設定 

-被写体追従特性： [0] 

-速度変化に対する追従性： [0] 
-測距点乗り移り特性： [+1] 


狙っている被写体の上下左ちの動さび大 
さくてを、被写体の移動に合わせて、 AF フ 
レームを自動的に切り換えて、ピントを追 
従させる設定です。上下左ちの動さび大さ 
い被写体を撮影するとさに有効です。 

この設定は、測距エ IJ ア選択モードび、 
領域拡大 AF (任意選択。旨。）、領域拡大（任 
意選択周囲）、ゾーン AF (ゾーン任意選択)、 
目]点自動選択 AF のとさに機能します。 

スポット1点 AF (任意選択)、および1点 
AF (任意選択）時は機能しません。 


51 被写体の上下左ちの動さび激しいとさは、 馴距点索り移り特性] を [+2] に設定す 
ると、改善することびあります （ P .92)。 
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皿！皿 被写体にあわせて AI ヴーボ特性を選ぶ® 


Cases :被写体の施劉 t とよ下統の動きが大きいとま。点 AF 時無効) 



卜 Case 6 I 

if . 巧写巧の度 ss 化ヒ上下左ちの動' 
^さび大まいとを （1 をが巧お巧 )> 

ち巧写巧ちな巧な 
ず a 巧交1化:巧ずるち巧な 
巧 a 巧点巧 y 按 y 特は B -^ a ^ 

ra ヘルプ 


初期設定 

-被写体追従特性； [0] 

-速度変化に対する追従性： [+1] 
-測距点乗り移り特性： [+1] 


被写体の動く速さび瞬時に大さく変化し 
てを、その速度変化に追従してピントを合 
わせよラとする設定です。また、狙ってい 
る被写体の上下左ちの動さび大さく、ピン 
卜び合わせにくいとさは、被写体の移動に 
合わせて、 AF フレームを 自動的に切り換え 
なびら、ピントを合わせ続けます。 

この設定は、測距エ U ア選択モードび、 
領域拡大 AF (任意選択。旨。）、領域拡大（任 
意選択周囲）、ゾーン AF (ゾーン任意選択)、 
61点自動選択 AF のときに機能します。 

スポット1点 AF (任意選択)、および1点 
AF (任意選択）時は機能しません。 


QI • 瞬時に変化する速さび非常に大きいときは、 旌度変化に対ずる追従性] を [+2] 
に設定すると、改善することびあります （ P .91)。 

参被写体の上下左ちの動さび激しいとさは、 [測距点索り移り特性] を [+2] に設定 
すると、改善することびあります （ P .92)。 
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mm 被写体にあわせて Ai ヴーボ特性を選ぶ® 


さ巧性にごいて 

参被写体追従特性 

AI サーボ AF 時の測距中に、障害物び AF 
フレームを横切ったとさ や、 AF フレームび 
被写体から外れたとさの、被写体に対する 
追従性の設定です。 


脚 

標準的な設定です。動いている一般的な被写体に適しています。 

[粘る：-2/粘る：- 1] 

障害物び AF フレームを 横切ったとさや 、 AF フレームび 被写体から外れ 
たとさでを、でさるだけ狙っている被写体にピントを合わせ続けよラとし 
ます。一]よりを一2のほうび、狙っている被写体を長く捉え続けようと 
します。 

その反面、意図しない被写体にピントび合ってしまったとさは、狙っ 
ている被写体に対するピント合わせに、やや時間びかかることびありま 
す。 



[俊 K :+2/俊敏：+。 

AF フレームで捉えた、距離の異なる被写体に、次々にピントを合わせ 
ることびでさます。最を近い被写体にピントを合わせたいとさにを有効で 
す。 +] よりを+2のほうび、異なる被写体にスピーディーに反応します。 
その反面、意図しない被写体にピントび合いやすくなります。 


S1 [被写体追従特性]は、 E 0 S -1 D Mark III / IV 、 EOS -1 Ds Mark 111 、 EOS 7 D で [AI 
ヴーボ時の被写体追従敏感度]と呼んでいた機能です。 
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mm 被写体にあわせて Ai ヴーボ特性を選ぶ® 


参速度変化に対ずる追従性 



巧巧巧の^11«本的な拉定 


‘子 a 巧$化こ巧する追な住ら一 

が 

圧のへルフ 11巧巧技定_ 


被写体び急に動さ出したとさや、急に止 
まったとさなど、速さび瞬時に大さく変化 
したとさの、被写体に対する追従性の設定 
です。 


脚 

移動速度びほぼ一定の被写体に適しています。 

[+ 2 /+ 1 ] 

急な動さ出し、急加速、急減速、急停止する被写体に適しています。被 
写体の速さび瞬時に大さく変化してを、狙っている被写体にピントを合わ 
せ続けます。例として、向かってくる被写体の急な動さ出しに対しては 
「後ピン」、急な停止に対しては「前ピン」になりにくくなります。 +] よ 
りを+2のほうび、大さい速度変化に追従することびでさます。 

その反面、被写体のわずかな動さに影響されやすくなり、ピントび一 
時的に不安定になることびあります。 
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mm 被写体にあわせて Ai ヴーボ特性を選ぶ® 


測距点乗り移り特性 


〇 が回卜 〇 古 

麵 "" Wq：Af CQfirkLEHf 

户 i 

I Casel 


' 巧 浦 巧の Bua 本的な 拉定 

ち 

ず 


が 

a 距点ぉ y 巧 y 巧は 

1 ra ヘル フ mmmrn \ 


被写体び上下左ちに大さ < 移動したとさ 
の、被写体に対する測距点 （ AF フレーム） 
の乗り移り（切り換わり）による、追従性 
の設定です。 

測距エ U ア選択モードび、領域拡大 AF 
(任意選択早）、領域拡大（任意選択周囲)、 
ゾーン AF (ゾーン任意選択)、61点自動選 
択 AF のときに機能します。 


[ 0 ] 

測距点の乗り移りび緩やかな、標準的な設定です。 


[+ 2 / + 1 ] 

狙っている被写体び上下左ちに大さく移動して、被写体び測距点から 
外れてを、周囲の測距点に乗り移って、被写体にピントを合わせ続けま 
す。被写体移動の連続性と、コントラストなどを判断し、信頼性の高い測 
距点を選んで乗り移りび行われます。 +] よりを+2のほラび、測距点び 
乗り移りやすくなります。 

その反面、広角レンズなど被写界深度の深いレンズを使用したとさや、 
遠くにある小さい被写体を撮影すると、意図しない測距点でピント合わせ 
び行われることびあります。 
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皿！皿被写体にあわせて AI ヴーボ特性を選ぶ® 


各ケースの設定内容を変更ずる 


に asel 」 〜 「 Cases 」 に設定されている、「①被写体追従特性」、「③速 
度変化に対する追従性」、 r ③測距点乗り移り特粗を、好みに合わせて調整 
することびでさます。 



1ケースを選ぶ 

♦ 〈類〉を回して、調整したいケース（マー 
ク）を選びます。 

2 ( RATE ) ボタンを巧す 

参項目に紫色の枠び付さます。 

3項目を選ぶ 

参 <〇> を回して調整したい項目を選び、 
〈毎)〉を押します。 

参被写体追従特性を選んだとさは、設定画 
面び表示されます。 

4調整ずる 

参〈類〉を回して内容を設定し、〈©〉を 
押します。 

今調整した内容び保存されます。 

♦ 初期設定は、 [■] の薄いグレーで表示 
されます。 


■ 


5終了ずる 

参 〈 RATE 〉 ボタンを押すと、手順 I の状態 
に戻ります。 


0参手順2で <1> ボタンを巧すと、ケースごとに①③③の設定を初期状態に戻す 
ことびでさます。 

• マイメニュー ( P .331) に①③③を登録することち)でさます。そのとさは、選 
択しているケースの設定変更になります。 

• 調整したケースで撮影するとさは、調整したケースを選択してから撮影しま 
す。 
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MENU 


AF 機能のカスタマイズ I ® 



撮影スタイルや被写体に応じて、 [ AF 2] 
〜 [ AF 已]タブで、 AF に関連する機能を細 
かく設定することびでさます。 


AF 2 : AI Servo 


AI ヴーボ AF 1 コマ目レリーズ_ 

AI サーボ AF + 連続撮影で]コマ目を撮影するとさの、 AF の作動特性とレ 
U —ズタイミングを設定することびでさます。 


AI ヴーポコ7目レ U —ズ 
n ランス S 没 




レリ-巧を む Kft ホ 

I AI ヴーボが、1コマ曰のレ U —ス I 
1 タイミン。を脱します 

匹田！ヘルフ KOOK 


口 I を ..バランス重視 

ピントとレ U —ズタイミングのバランス 
をとった設定です。 

口：レリーズ優巧 

シャッターボタンを押すと、ピントび 
合っていなくてをすぐに撮影されます。ピ 
ントよりを一瞬の撮影チャンスを優先した 
いとさに有効です。 


® :ピント優先 

シャッターボタンを押してを、ピントび合ラまで撮影されません。被写体 
にピントを合わせてから撮影したいとさに有効です。 
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mm AF 機能のカスタマイズ丽 


サーボ AF 連続撮影中のレリーズ 

AI サーボ AF + 連続撮影で]コマ目を撮影したあと、連続撮影を続けてい 
るとさの、 AF の作動特性とレ U —ズタイミングを設定することびでさます。 


ヴーボ AFi^liC 中のレリーズ 
"ランス S 視 

_ ■ _ 

mmm ビシホ 

AI ヴ’ボが、紛胀口 7曰 u 
巧めレ U— スタイ3ンクを没定します 
vs 过へ J レフ KOOK 


化/® ..バランス重視 

ピントと連続撮影速度のバランスをとつ 
た設定です。暗いとさや低コントラストの 
とさは、連続撮影速度び遅くなることびあ 
ります。 


撮影速度優先 

ピントよりを連続撮影速度を優先します。連続撮影速度は低下しません。 
撮影間隔を一定に保って撮影したいとさに有効です。 

®: ピント優先 

連続撮影速度よりをピントを優先します。ピントび合ラまで撮影されませ 
ん。被写体にピントを合わせてから撮影したいとさに有効です。 


■ 
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mm AF 機能のカスタマイズ丽 


AF3 : One Shot 


USM レンズ電モ式手動フオーカス 

電子式のフオーカス U ングを備えたのレンズを使用したとさに、電子 
式手動フオーカスを行うかどうかを設定することびでさます。 


EFSOmm F1.0 L USM 

EFSOOmm F2.8L USM 

EF600mm F4L USM 

EF85mm F1.2L USM 

EF400mm F2.8L USM 

EF1200mm F5.6L USM 

EF85mm F1.2L II USM 

EF400mm F2.8L II USM 

EF28-80mm F2.8-4L USM 

EF 200 mm F1.8L USM 

EFSOOmm F4.5L USM 



©■►ON :ワンシヨット AF 作動後-可能 

AF 動作を行ったあと、シャッターボタン 
半押しを続けていれば、手動ピント合わせ 
びでさます。 

©■►OFF :ワンシヨット AF 作動後-不可 

AF 動作を行ったあとの、手動ピント合わ 
せを禁止します。 

OFF : AF 時すベて不可 

レンズのフオーカスモードスイッチび [ A 円に設定されているとさは、手 
動ピント合わせを禁止します。 


USM レンズ I すす手»フ j ーカス 
つ:/シヨットがけの淀.口]能み《 
7ンシヨットが作ホ班■不可み— 
がなずベて不可 OFF 

レンブのフ力; ly ンヴヴ g 子式の 
ヒ2じ»<»&でず 
IHEi ヘルフ 
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El 皿 AF 機能のカスタマイズ丽 


AF 補助光の投光 

EOS 用の外部スト□ボから、 AF 補助光の投光を行ラかどラかを設定する 
ことびでさます。 


ON :する 

必要に応じて外部スト□ボから AF 補助 
光び投光されます。 

OFF :しなし、 

外部スト□ボから AF 補助光は投光され 
ません。 AF 補助光び他の人の迷惑になると I 
さなどに設定します。 

IR ： ホ外光方式の補助光のみ投光 
外部スト□ボの AF 補助光の中で、「ホ外光方式」の AF 補助光だけを投光 
します。「スト□ボ発光ち式の AF 補助光は投光したくない」といラとさに設 
定します。 

W 外部スト□ボのカスタム機能の [AF 補助光のお光]び[しない]に設定されていると 
さは、この設定内容に関わらず AF 補助光はお光されません。 


Afmmm 

ずる ON 

しない OFF 

あかお方巧の巧誠のみ役お IR 

ms 巧ホがスト□ボか弓が巧助が 
を巧がするかど5か巧技をします 
KEi 〜ルフ 


ワンショット AF 時のレリーズ_ 

ワンショット AF で撮影するとさの、 AF の作動特性とレ U —ズタイミング 
を設定することびでさます。 

® :ピント優先 

ピントび合ラまで撮影されません。被写 
体にピントを合わせてから撮影したいとさ 
に有効です。 

口：レリーズ優先 

ピントよりを撮影タイミングを優先しま 
す。一瞬の撮影チャンスを優先したいとさ 
に有効です。 

ピントび合っていなくても撮影されまず 
ので、注意してください。 




レ U —; CB 先 ピシト g ち 
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mm AF 機能のカスタマイズ丽 


AF 4 


AF 測距不能時のレンズ動作 

AF でピントび合わせられなかったとさに、続けて AF 動作を行ラかどラか 
を設定することびでさます。 

ON :サーチ駆動する 

AF でピントび合わせられないときは、レ 
ンズを駆動させて、ピントの合ラ位置を探 
しよ 9 〇 

OFF :サーチ駆動しない 

AF を開始するとさにピントび大さくボ 
ケているとさや、 AF でピントび合わせられ 
ないとさは、レンズの駆動を停止します。 
サーチ駆動により、ピントび大さくボケる 
ことを防止します。 


がす m のレンズ衡げ 
ヴーブ巧》する ON 

巧一于 Eft しない OFF 


I がでピン h がをむせ5れながつたビ 
I さめレンズ》巧を巧をします 
lEEi ヘルフ 


Bl 超望遠レンズ使用時にサーチ駆動を行うと、ピントび大さくボケて、次のピント 
合わせに時間びかかることびあるため、 [サーチ駆動しなし リに設定することをおす 
すめします。 


任意遺択可能な AF フレーム 

任意選択できる AF フレームの数を変更することびでさます。なお、 AF フ 
レーム自動選択時は、設定に関わらず61点で AF び行われます。 

: 61 点 

すべての AF フレームび任意選択でさま 
す。 

:ク□ス測距点のみ 

ク□ス測距点のみ任意選択でさます 。 AF 
フレームの数は、使用するレンズにより異 
なります。 


圧をおが口 ] 能な AF フレーム 

か病 m_i 

ク D ス H 圧点のみ ili 

巧な ：；：；： 


nasiAJ レフ 
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El 皿 AF 機能のカスタマイズ丽 


1己点 

主要な15点の任意選択びでさます。 

自自^: 9点 

主要な9点の任意選択びでさます。 


W 使用レンズび F 〜 H グループのとさは （ P .83、 84)、任意選択でさる AF フレーム 
の数びかな < なります。 

胃!参 [61 点]政がに設定してわ、領域拡大 AF (任意選択中)、領域拡大 AF (任意選 
択周囲)、ゾーン AF (ゾーン任意選択）を行ラことびでさます。 

• 〈回〉ボタンを押したとさに、任意選択でさない AF フレームは表示されませ 
ん/。 


測距エリア選択モードの限定 

測距エ U ア選択モードを、使用するモードだけに限定することびでさま 
す。〈類〉を回して項目を選び、〈©〉を押して<>/>を付けます。 [0 K ] 
を選ぶと設定されます。 


11巧エ117巧巧モードの巧定 

スポット1请 AH 巧 
J ィ j j j j 
旧 ° 中思 t ) じ） 

M キでンたル 

IHEi ヘルフ 


回：スポット1点 AF (任意選択） 

1点 AF より狭い部分にピントを合わせ 
ることびでさます。 

□:1点 AF (任意選択） 

[任意選択可能な AF フレーム]で設定した AF 
フレームび1点選択でさます。 


。音。：領域拡大 AF (任意選択。写。) 


任意選択した AF フレームと、隣接する上下左ちの AF フレームでピントを 
合わせます。 


非置：領域拡大 AF (任意選択周囲） 

任意選択した AF フレームと、隣接する周囲の AF フレームでピントを合わ 


せます。 
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mm AF 機能のカスタマイズ丽 


〔 ）： ゾーン AF (ゾーン任意選択） 

目]点の AF フレームを9つの測距ゾーンに分けてピントを合わせます。 

じ〕： 目 1 点自動選択 AF 

すべての AF フレームを使用してピントを合わせます。 

W •[1 点 AF (任意選択)]の〈>/〉を外すことはでさません。 

• 使用レンズび H グループのときは （ P .84)、 [スポット1点 AF (任意選択)] [1 点 AF 
(任意選択)]政がは選択でさません。 


測距エリア選択モードの切換 

測距エ IJ ア選択モードの切り換え方法を設定することびでさます。 

I の Bn : 国- ► M-Fn ボタン 

〈回〉 ボタンを押したあと、 〈 M - Fn 〉 ボ 
タンを押すたびに測距エリア選択モードび 
切り換わります。 

が fe :国- ► メイン電モダイヤル 

〈回〉 ボタンを押したあと、〈溢〉を回 
すと、測距エ U ア選択モードび切り換わり 
ます。 


M 巧ェ U ア8のモードの切換 
古雨两称ン 

イシ電子タイサル 


lEElAj レフ 


BI [国ーメイン電モダイヤル]設定時に、 AF フレームを横ち向へ移動するときは、〈を〉 
を操作してください。 
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mm AF 機能のカスタマイズ丽 


縦位置/横位置の AF フレーム設定 

縦位置撮影と横位置撮影で、測距エ U ア選択モードと任意選択 AF フレー 
ムを、別々に設定することびでさます。 

曰：同じ 

縦位置撮影、横位置撮影とを、同じ測距 
エ U ア選択モードと任意選択 AF フレーム 
(またはゾーン）になります。 

■ 


巧のめ■のがフレーム巧ぞ 
おじ. 口 

巧々に巧定 に回 

晒过へ)レフ 


口日： 別々に設定 

カメラの姿勢（①横位置状態、③グ U ップを上にした縦位置状態、③グ 
U ップを下にした縦位置状態）ごとに、測距エ U ア選択モードと AF フレー 
ム（またはゾーン）を設定することびでさます。カメラびどの姿勢のとさで 
をち寄りの AF フレームを使いたいとさなどに有効です。 

①②③のそれぞれの姿勢で、測距エ IJ ア選択モードと AF フレーム（ゾー 
ン A 刊寺はゾーン）を任意選択すると設定されます。カメラの姿勢に応じて、 
設定した測距エ IJ ア選択モードと任意選択した AF フレーム（またはゾーン） 
に切り換わります。 

W カメラ設定初期化を行うと （ P . 已日）、設定び闹じ]になります。また、①③③ 
の姿勢で設定した内容び解除され、 ] 点 AF (任意選択）で中央の AF フレームび 
選択された状態になります。 
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mm AF 機能のカスタマイズ丽 


AF5 


AF フレーム任意選択時の循環_ 

AF フレーム任意選択時に、一番端の AF フレームで選択を止めるか、循環 
して反対側の AF フレームび選択でさるようにするかを設定することびでさ 
ます。目1点自動選択 AF (AI サーボ A 刊寺は有効）とゾーン AFiU 外の測距ェ 
U ア選択モードで機能します。 

打品：しない（端で突き当たり） 

一番端の AF フレームを頻繁に使用する 
とさに有効です。 
iiDod ■ る 

一番端の AF フレームで止まらずに反対 
側の AF フレームび選択でさます。 


ザフレーム任寒#肝巧如的！ 

しない（ 端で突き当 たの^ 
ずる "«； 


nasiAj レフ 


測距時の AF フレーム表示 

① AF フレーム選択時、②撮影準備状態 （ AF 測距前)、③ AF 測距中、④合 
焦時に AF フレームを表示するかどラかを設定することびでさます。 

がお：選択 AF フレーム （常時表示） 

選択した AF フレームび、常時表示されま 
す。 

: 全 AF フレーム （常時表示） 

6] 点すベての AF フレームび、常時表示 
されます。 

禮己：選択 フレーム （測距前/合焦時） 

選択した AF フレームび、①③④のときに表示されます。 

ろ苗己：選択 AF フレーム （合焦時表示） 

選択した AF フレームび、①④のとさに表示されます。 

OFF :表示しない 

③③④のときは、選択した AF フレームは表示されません。 


H 巧時の AF フレーム荣示 
巧おがフレーム{巧巧丢ホ} 藏 

ま41=フレーム（?|*^ホ） ^ 

爱おフレーム （31 巧前/合 t 時）己な 
活拆 AF フレーム（合な巧及示}なお 
ま示しない OFF 


田立百 | AJ レブ 
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mm AF 機能のカスタマイズ丽 


B 1 [選択 フレーム 棚 j 距前/合焦時)][選択 AF フレーム（合焦時表示)] 設定時は、 AI ヴーボ AF 
でピントび合っても、 AF フレームは表示されません。 


ファインダー情報の照明 

ファインダー 内に表示される AF フレーム やグリッドを、 AF 合焦時にホく 
照明するかどラかを設定することびでさます。 

AUTO :自動 

暗い場所では自動的にホく照明します 。I 

ON :する 

明るさに関わらず、ホく照明します。 

OFF :しなし、 

ホい照明は行いません。 

W ここで設定した内容は、ファインダー内水準器表示 （ P . 已 9) に対しては反映され 
ません。 

B 1 〈回〉 ボタンを巧したとさは、設定に関わらずホく照明されます。 


フでイング ー怕 獲のお明 
5の 
ずる 
しなり 


AF マイク□アジヤストメント 

AF でピントび合う位置を微調整することびでさます。詳しくは、 ] 日4 
ページの 『 AF による合焦位置を微調整する』を参照してください。 
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MENU 


AF による合焦位置を微調整ずる — 


ファインダー撮影、またはライブビュー撮影のクイックモードで、 AF を 
行ったとさの、ピントの合う位置を微調整することびでさます。この機能を 
「AF マイク□アジャストメント」といいます。調整を行う前に、 ] 日9ぺ一 
ジの 『AF マイク□アジャストメント共通事項』をあわせてお読みください。 

か通常はこの機能でピント合焦位置を調整ずる必要はありません。必要な 
場合のみ、調整を行ってください。なお、調整により適切なピントで撮 
影できなくなる恐れびありまずので、十分に注意してください。 


をレンズー律調壁 


「調整^撮影^確認」を繰り返して、調整値を手動で設定します。 AF 撮影 
のとさは、使用するレンズに関わらず、常に調整値分、ピント合焦位置びシ 
フトします。 


な が囚 


，9- 


がフレーム任腿旧巧め WI 


。巧時の AF フレーム$示 

施 

ブ7インプー胃の院巧 

腳 

iAF 7 イウ□アジャストゾント 

OFF 

が7イク□アジャスト;(ント 


レンスの 画巧 じ 関 巧な<ピントを一» 

じ 巧 B します 


しなり 

をレンスーけ巧ち ±0 

レンスことに巧 E w：±o 

T:±(J 

I lEEitl 巧一括 


[AF マイク□アジヤストメント]を選ぶ； 

参 [AF 引 タブの [ AF マイク□アジャストメン 

卜] を選び、〈毎)〉を押します。 


[全レンズー律調整]を選ぶ 
• 〈類〉を回して [全レンズー律調整] を選び 
ます。 


3 〈 INFO .〉 ボタンを巧す 

[全レンズー律調整] 画面び表示されます。 
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mm AF による合焦位置を微調整する® 



4調整する 

♦ 〈類〉を回して調整値を設定します。調 
整範囲は±2日ステップです。 

•「一 ： が」 側に設定すると、合焦位置び 
基準から手前側（前方）に調整されます。 
• 「+ : ii 」 側に設定すると、合焦位置び 
基準から奥側（後方）に調整されます。 


AF マイク□アジャストイント だ 

レンスの喔巧に W 巧なくピントを 一9 
じ巧査します 

しない 

をレンスーげ巧2 +5 

レンスことに巧居 w：±0 T:±0 

lEIEitl 巧一括 


参調整び終わったら、〈毎)〉を押します。 
♦ 〈類〉を回して [全レンズー律調整] を選び 
<©> を押すと、メニューに戻ります。 



5調整結果を確認する 

参撮影を行い、画像を再生して （ P .244)、 
調整結果を確認します。 

参撮影結果び狙った位置よりを手前にピ 
ントび合っているとさは「+ : ii 」 側、 
奥側にピントび合っているとさは「一： 
が」 側に調整します。 

参必要に応じて、調整を繰り返します。 


W [全レンズ ー律調整]のときは、ズームレンズの広角側と望遠側で、月 ij 々に AF 調整を 
行ラことはでさません。 
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mm AF による合焦位置を微調整する® 


レンズごとに 調整 

レンズごとに調整を行い、調整結果をカメラに登録することびでさます。 
登録でさるレンズ本数は最大4日本です。登録したレンズを使用して AF 撮影 
を行ラと、常に調整値分、ピント合焦位置びシフトします。 

「調整^撮影^確認」を繰り返して、調整値を手動で設定します。使用レ 
ンズびズームレンズのとさは、広角側 （ W ) 、望遠側 （ T ) の調整値を設定 
し 9 〇 

1[レンズごとに調整]を選ぶ 

参 <〇> を回して[レンズごとに調整]を選び 
ます。 


2 〈 INFO .〉 ボタンを巧す 

今[レンズごとに調整]画面び表示されます。 


3レンズ情報を確認/変更する 
レンズ情報の確認 
参 〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

今画面にレンズ名と]日巧のシ U アル番号 
び表示されます。シ IJ アル番号び表示さ 
れているとさは、 [0 K ] を選び手順4に 
進みます。 

参レンズのシ IJ アル番号び認識でさない 
ときは、「0000000000」と表示され 
ます。次の操作で番号を入力します。な 
お、番号の先頭に表示される「*」につ 
いては次ページを参照してください。 


がマイク□アジサスト;(ント だ 

かな-1府 imf / 化 rsUSM 
レンズの g 巧ご t にピント® SS びで 
きます 

しなり 

をレンズー±0 
] レンスごとに 田 S ~ W 30 T:±0 [ 
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mm AF による合焦位置を微調整する® 


シリアル番号の入力 

♦ 〈類〉を回して入力する巧を選び、〈©〉 

を押して〈草〉の状態にします。 

参〈類〉を回して数値を入力し、〈毎)〉を 
押します。 

参すべての巧の入力び終わったら、〈類〉 

を回して [0 K ] を選び、〈©〉を押します。 

レンズのシリアル番号について 

参 手順 3 で 10 巧の番号の先頭に「*」び表示されたレンズは、同じ種類の I 
レンズを複数登録ずることはできません。なお、番号を入力してら「*」 

の表示は消えません。 

参 レンズに記載されているシリアル番号と、手順 3 で表示されるシリアル 
番号び異なることびありまずび、故障ではありません。 

♦ レンズのシ IJ アルま号にアルファベットび含まれているとさは、アル 
ファべットを除く数字を、手順 3 で入力してください。 

参シ U アル番号び記載されている位置は、レンズによって異なります。 

参レンズによっては、シ IJ アルま号びレンズに記載されていないことびあ 
ります。番号の記載びないレンズを登録するとさは、手順 3 で任意のま 
号を入力してください。 


レンズ ffl 獲の苗窃ヒ巧否 

[001 EF24-105mm f/4L 店 USM 
曲0 0 0 0田0 0 0 0 

OK キャンちル 


Q ] • [レンズごとに調劃を選んだときに、エクステンダーを使用しているときは、「レ 
ンズ+エクステンダー」の組み合わせで登録されます。 

参すでに40本登録されているとさは、メッセージび表示されます。上書さ消去 
するレンズを選ぶと、登録することびでさます。 
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mm AF による合焦位置を微調整する® 



4調整ずる 

参ズームレンズのとさは、〈類〉を回して、 
広角側 （ W ) または望遠側 （ T ) を選び 
ます。〈毎)〉を押すと紫色の枠び消え、 
調整びでさるようになります。 

♦ 〈類〉を回して調整値を設定し、〈©〉 
を押します。調整範囲は±2日ステップ 



AF マイク□アジ节スト;(ント む 

£F24-105fflinfMLISUSM 
レンスの«巧こどにピント®巧 S びて 
さます 

しない 

を レンブ-沿巧 が 

レンズことに WB w :+ l J -2 

nasi 巧を pj-sjBii 


です。 

•「一 ：||||」側に設定すると、合焦位置び 
基準から手前側（前方）に調整されます。 

• 「+ : ii 」 側に設定すると、合焦位置び 
基準から奥側（後方）に調整されます。 

参ズームレンズのとさは、手順4を繰り返 
して、広角側 （ W )、 望遠側 （ T ) の調整 
値をそれぞれ設定します。 

参調整び終わったら、 〈 MENU 〉 ボタンを押 
して手順]の画面に戻ります。 

♦ 〈類〉を回して[レンズごとに調整]を選 
び、く@〉を押すと、メニューに戻りま 
す。 


5調整結果を確認する 

♦ 撮影を行い、画像を再生して （ P .244)、 
調整結果を確認します。 

• 撮影結果び狙った位置よりを手前にピ 
ントび合っているとさは「+ 側、 

奥側にピントび合っているとさは「一： 
が」側に調整します。 

参必要に応じて、調整を繰り返します。 


Bl ズームの中間（焦点距離）位置で撮影を行ったとさは、広角側と望遠側の調整結 
まに基づいて自動的に巧正されます。なお、片側だけ調整を行ったとさわ、中間 
位置に対して自動補正されます。 
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皿亞 D AF による合焦位置を微調整する® 


AF マイク□アジヤストメントの一巧解除 

画面の下に [励一括解除] び表示されているとさに、〈1〉ボタンを押す 
と、 [全レンズー律調整][レンズごとに調整] で調整した内容をすべて解除するこ 
とびでさます。 


AF マイク□アジヤストメント共通事項 


W • AF による合焦位置は、被写体条件や明るさ、ズーム位置などの撮影条件によ 
り、わずかに変動します。そのため、この機能で調整を行ってち、適切な位 
置でピントび合わないことびあります。 

• カメラ設定初期化を行ってわ （ P . 已日)、調整した内容は保持されますび、設定 
は [しない] になります。 

0 • 実際に撮影する環境下で調整を行ラことをおすすめします。より適確なピン 
卜調整を行ラことびでさます。 

参調整を行ラとさは、兰脚の使用をおすすめします。 

• 調整結まを確認するとさは、記録画質 4 L で撮影することをおすすめします。 
•] ステップあたりの調整幅は、使用するレンズの開放絞り数値によって異なり 
ます。「調整^撮影^確認」を繰り返してピント調整を行って<ださい。 

• ライブモード、Vライブモード（コントラスト AF) の AF 調整はでさません。 



AF の苦手な巧写な: 

次のよラな特殊な被写体に対してはピント合わせびでさない（ファイン 
ダー内の合焦マーク〈•〉び点滅する）ことびあります。 

ピントび合いに<い被写体 

♦ 明暗差（コントラスト）び極端に低い被写体 
(例：青空、単色の平面など） 

参非常に暗い場所にある被写体 
参極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体 
(例：反射光の強い車のボディ） 

参遠いところと近いところにある被写体び、 AF フレームにかかっている場 
合（例：おりの中の動物） 

参繰り返し模様の被写体 

(例：ビルの窓やパソコンのキーボードなど） 

これらの場合は次のいずれかの方法でピントを合わせます。 

(1) ワンショット AF のとさは、被写体とほぼ同じ距離にあるをのにピン 
卜を固定し、構図をミ夫めなおして撮影する （ P .67)。 

(2) レンズの フオー カスモードスイッチを 〈 MF 〉 にして手動ピント合わ 
せを行ラ （ P .1] ])。 


S 1 ライブビユー撮影時の [ライブモード] [X ライブモード] の AF で、ピントび合いに 
くい撮影条件については、 2]] ページを参照してください。 
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AF の苦手な被写体 


Ml =: 手動ピント合わせ（マニュアルフオーカス） 

1レンズのフオーカスモードスイツチを 
<MF> にする 

今表示パネルに 〈M FOCUS〉 び表示され 
ふ 9 〇 

2ピントを合わせる 

参ファインダー内の被写体びはっさり見 
えるまで、レンズのフ オー カス IJ ングを 
回します。 



B 1 •シャッターボタンを半押ししなびら手動ピント合わせを行ラと、ピントび 
合ったとさに合焦マーク〈•〉び点灯します。 

参日]点自動選択時は、中央の AF フレームでピントび合ったとさに合焦マーク 
<•> び点打します。 
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鸟 1 ドライブモードの選択 一 

ドライブモードには1枚撮影と連続撮影びあります。 



导 


< AF - DRIVE > ボタンを巧す （を 6) 


ドライブモードを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈類〉を回しま 
す。 


□:1枚撮影 

シャツターボタンを全押しすると、]枚だけ撮影します。 

鸟 1H : 高速連続撮影 （最高約 6 コマ/秒） 

鸟 J :低速連続撮影 （最高約3コマ/秒） 

シャッターボタンを全押しすると、押している間、連続して撮影しま 
す。 


□S :詩音 1 枚撮影 

作動音び〈□〉よりを静かな1枚撮影です。 

乌 iS :静音連続撮影 （最高約 3 コマ/秒） 

作動音び〈鸟 J〉 よりを静かな連続撮影です。 

:セルフタイマー：10秒/リモコン 撮影 
!か：セルフタイマー: 2 秒/リモコン 撮影 

セルフタイマー撮影については次ページ、 U モコン撮影については 
186ページを参照してください。 
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& セルフタイマー撮影 


W • < ns > 〈回 S 〉 設定時は、シャッターボタンを全巧ししてからシャッターび切 
れるまでのタイムラグび通常よりも長くなります。 

• 電池の残量び少なくなると、連続撮影速度び若干低下することびあります。 
•鸟 1 H :最高約日〕マ/秒は、シャッター速度： 1/ 已〇〇秒攻上、絞り開放（レン 
ズの種類により異なる）の条件*で連続撮影したとさの最高速度です。連続撮 
影速度は、シャッター速度や絞り数値、被写体条件、明るさ、レンズの種類、 
スト□ボ使用などにより低下することびあります。 

* EF 300 mm F4L IS USM 、 EF28-13 已 mm F3 . 己 - 己.巨 IS USM 、 EF7 已 -300mm F4- 
己 . 目に USM 、 EF 100-400 mm F4 . 己 - 己 . 6L に USM は、ワンシヨット AF 、 手ブレ補正 
機能 OFF で使用時 



&セルフタイマー撮該一 

セルフタイマーは記念撮影などに使用します。 



< AF - DRIVE > ボタンを巧す （を 6) 


セルフタイマーを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈類〉を回して 
選びます。 

:10秒繳こ撮影 
!か： 2砂樹こ撮影 


撮影ずる 

参ファインダーをのぞいてピントを合わ 
せ、シャッターボタンを全押しします。 
今セルフタイマーランプと電子音、表示パ 
ネルに表示される秒数の減算表示で作 
動を確認することびでさます。 

撮影2秒前にセルフタイマーランプび点 
なし、電子音び速く鳴ります。 
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及セルフタイマー 撮影 


U ファインダーから目を離してシャッターボタンを巧すとさは、ファインダーにア 
イピースカバーを取り付けてください （ P .18 己）。ファインダーに光び入ると、適 
切な露出び得られないことびあります。 

31 • 〈！か〉は、兰脚を使用した静物撮影や長秒時露光などで、撮影を開始する際、 
カメラから手を離しておさたい（カメラをぶらせたくない）とさに使用しま 
す。 

• セルフタイマー撮影した画像はその場で再生し、ピントや露出を確認するこ 
とをおすすめします （ P .244)。 

• 自分一人だけをセルフタイマーで写すとさは、自分び入る位置とほぼ同じ距 
離にあるものにフォーカス□ックして撮影します ( p .67 )o 
• セルフタイマー撮影を開始してから途中で中止するときは、 〈 AF ’ DRIVE 〉 ボタ 
ンを巧します。 
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画像に関する設定 


この章では、記録画質、に日感度、ピクチャースタイル、ホワイ 
トバランス、オートライティングオプティマイザ、周辺 光量 補正、 
色収差補正など、画像に関係する機能設定について説明していま 
す。 


参ページタイトルちの励0は、モードダイヤルび 〈P/Tv/Av/ 
M/B> のとさに使用でさる機能であることを示しています。 

* 〈が〉モードでは使用できない機能です。 


MENU 


画像を記録-再をずるカードを還}尺ずる ■ 

カメラに CF 力ード、または SD 力ードのどち5かび入っていれば、撮影 
ずることびできまず。力ードを1枚だけ入れたときは、116〜118ぺージ 
の操作はお> 要ありません。 

CF 力ードと SD 力ードを入れたときは、次の手順で記録方法、記録•再生 
を行うカードを選択します。 


力ードを2枚入れたとまの記録方法の設定 

[記録機能と力ード•フォルダ割尺]を選ぶ 
参[ VI ]タブの [記録機能と力ード•フォルダ 

選択] を選び、〈©〉を押します。 


[記録機能]を選ぶ 

参 <〇> を回して 間録機能] を選び、〈©〉 
を押します。 


記録方法を選ぶ 

参 <〇> を回して記録方法を選び、〈©〉 
を押します。 
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皿！皿画像を記録-再生するカードを選択する 


♦ 標準 

[記録-再生] で選択したカードに画像び記録されます。 

♦ カード自動切り換え 

[標準] と同じですび、記録先のカードの空さ容量びなくなると、記録 
先び自動的にをラー方のカードに切り換わります。なお、自動切り換え 
の際は、新しいフォルダび作成されます。 

♦ 振り分け 

カードごとに記録する記録画質を設定することびでさます （P .] 19)〇 
1回の撮影で CF カードと SD カードに、設定した記録画質の画像び記録 
されます。 JL と 晒の、 S3 と M 晒の など、記録画質を自由に設定して撮 
影することびでさます。 

♦ 同一書き込み 

1回の撮影で CF カードと SD カードに同じ画像び記録されます。 RAW 
+ JPEG を選ぶことをできます。 


W [振り分け] 設定時は、連続撮影可能枚数び大幅にかなくなります （ P .121)。 

0 [振り分け]阳一書き込み] 設定時は、 CF 力ードと SD 力ードに同じ画像番号で記録 
されます。また、表示パネルには、撮影可能枚数びかないちのカードの枚数び表 
示されます。どちらかのカードの空さ容量びなくなると、 [カード*がいっぱいでず] 
び表示され、撮影でさなくなります。そのとさは、カードを交換するか、記録機 
能の設定を [標準] または [力ード自動切り換え] にして、空き容量のある力ードを 
選ぶと、撮影を行ラことびでさます。 
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mm 画像を記録-再生するカードを選択する 


力ードを2枚入れたとまの記録-再生力ードの選択 

間録機能] を [標街访ード自動切り換え] に設定したときは、画像を「記 
録.再生」するカードを選択します。 

[振り分け]隔一書き込み] に設定したときは、画像を「再生」する力ードを 
選択します。 


[標準][力ード自動切り換え]設定時 

[記録•再生]を選ぶ 

参〈〇〉を回して 間録•再生] を選び、〈©〉 
を押します。 

凹] : CF 力ードに記録、 CF 力ードの画 
像を再生 

回： SD 力ードに記録、 SD 力ードの画 
像を再生 

参 <〇> を回して力ードを選び、〈贷)〉を 
押します。 



[振り分け]崎一書き込み]設定時 


を贷 R 也とをード*フォか夕を帝 

ESn£ S り巧け 

T 民生 _ U _ [ 

つオルグ ！明6の日0 

►圧！ >回 

i. IL 

(SIEQ。 


[再生]を選ぶ 

参 <〇> を回して [再生] を選び、〈©〉を 
押します。 

m : CF カードの画像を再生 
回； SD カードの画像を再生 
参 <〇> を回して力ードを選び、〈贷)〉を 
押します。 
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MENU 


記録画質を設定ずる 


記録する画素数と画質を選ぶことびできます。 JPEG の記録画質は、 JL 、 
JL 、 JM 、 JM 、 JS 1、 JS 1、 S 2、 S 3 の8種類です。 RAW の記録画質は、 
皿3 、 M 晒の、 S 皿3の3種類です （ P .122)。 


頸が 


: 

HE 画 R のの 

2巧 


g 子さ 

A 


カードなしレ IJ ーズ 


DN 

レンスホを巧正 



か巧スト□ボ SKI 



ミラーアップが 


OFF 


[記録画質]を選ぶ 

参[01]タブの [記録画質] を選び、〈©〉 
を押します。 


[標準/カード自動切換え/ 
同一書き込み]設定時 


訖沒国!！ 巧が 

'し WKcaWul な" 
MW 田な巧定 A 


1 



記録画質を設定する 

参 RAW の記録画質は く巡〉、 JPEG の言己 
録画質は〈〇〉を回して選びます。 

参画面の数字 「**M (百万画素） **** x ****」 
は記録画素数、ド^^つは撮影可能枚数 
(9999 まで表示）を示しています。 

参 <©> を押すと設定されます。 



[振り分け]設定時 


国をタイブ/ヴイズ 

あ リ3 け 

圧！ JL I2MSH0H3840 [ ¥141 

山 

化 

因 

化 




• [ VI : 記録画質と力ード•フオルダ選択] の 間 
録機能] び [振り分け] に設定されている 
ときは、〈〇〉を回して〈の〉または 
〈回〉を選び、〈©〉を押します。 
表示された画面で、〈〇〉を回して記録 
画質を選び、〈贷)〉を押します。 
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皿！皿記録画質を設定する 


記録画質の設定例 


4L のみ 



化 jWVCOoJWI 5NI 
RAW 画巧投定 — 


j 巧白が磁 • 

—;IL 化 JM JM のの S2 W 


HI+JL 


E 穿围 K 

が 

の … 柳卿 

‘化 SWVW 狐 1 叫 1 

田巧技定 A 

-应 

J itiZD 5 励 

JPKM 磁 

+ 

嚇 

-: JL JL JM 

JM iS1 の S2 幻 


晒！3のみ 



晒化口め田 01 5UI 


關田々蛇 — 

— 1 祀 Uffl 5四 

肿白が職 • 

[-|化 JL JM JM の … S2 S3 


SB+IM 


E 结围 ■ m 

姻 IW 難巧か s … 

MW 田巧技定 A 



JPK が職 • 

—化 JL[J|M【JM iS1 … S2 W 


51 • RAW と JPEG の設定を両方[一]にしたときは、4 L に設定されます。 
• 表示パネルに表示される撮影可能枚数は、 ] 999までです。 
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皿!皿記録画質を設定する 


記録画質を選ぶときの目ま（約) 


記録画質 

記録 

EP 刷 

ファイル 

撮該可能 

連続撮該 

画素数 

サイズ 

サイズ （MB) 

枚数 

可能枚数 


Ml 

22M 

A2 政上 

7.0 

1010 

6已（16270) 


Ml 

3.7 

1930 

1930 (30990) 


MM 

9.8M 

A3 政上 

3.8 

1860 

1860 (29800) 

JPEG 

MM 

2.0 

3430 

3430 (已已00 0) 

1S1 

已.已 M 

A4 政上 

2.5 

2810 

2810 (4 已] 40) 


JS1 

1.3 

已240 

已240 (83980) 


S2*] 

2.已 M 

L 判程度 

1.4 

已030 

已030 (80 已 20) 


S3 *2 

0.3 M 

- 

0.3 

]9已20 

]9已20 (312420) 


Hi 

22M 

A2 於上 

27.1 

260 

13 (18) 

RAW 

M n 

lOM 

A3 政上 

19.1 

370 

10 (11) 


S 

已.已 M 

A4 政上 

]已.1 

480 

12 (15) 

RAW 

+ 

JPEG 

M 

Ml 

22M 

22M 

A2 政上 
A2 政上 

27.1+7.0 

210 

7 (7) 

M n 

IL 

lOM 

22M 

A3 攻上 
A2 政上 

19.1+7.0 

270 

7 (7) 

S 

IL 

已.已 M 

22M 

A4 政上 
A2 政上 

]已. 1+7.0 

320 

7 (7) 


*1 : S2 は、市販のデジタルフォトフレームでの再生にも適しています。 

*2 : S3 は、電子メールで画像を送るときや、ホームページでの使用などに適しています。 



• S2、S3 は、どちらも j (ファイン）の画質です。 

• ファイルサイズ、撮影可能枚数、連続撮影可能枚数は、当社試験基準 8GB の CF カー 
ドを使用し、当社試験基準（アスペクト比3: 2、 ISO] 00、ピクチャースタイル： 
スタンダード設定時）で測定したものです。これ5の数値は、被写体やカードの銘 
柄、アスペクト比、旧0感度、ピクチャースタイル、カスタム機能などの設定によ 
り変動します。 

• 連続撮影可能枚数（バースト枚数）は、〈写 IlH 〉 高速連続撮影時の数値です。なお、 
() 内の数値は、当社試験基準 Ultra DMA (UDMA) モード7対応、] 28G 目カー 
ド使用時の枚数です。 
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皿！皿記録画質を設定する 


IS 参 RAW と」 PEG の両方を選んだとさは、 ] 回の撮影で、設定した記録画質の画 
像びカードに記録されます。2つの画像は、同じ画像番号け広張子は JPEG : 
JPG、RAW : . CR 2) で記録されます。 

•記録画質の読み方は 、晒の （□ウ）、 MB ( S ドル□ウ） 、 S 晒の （スモール 
□ウ ）、 JPEG (ジェイペグ)、4(ファイン ）、 J (ノーマル ）、 L (ラージ）、 
M (ミドル ）、 S (スモール）です。 


RAW にごいて 

カードに記録される RAW 画像は、撮像素テから出力されたデータをデジ 
タル変換してそのまま記録した「生（ロウ）データ」で、 晒の、 MB. 
S 晒 ！;!] から選ぶことびでさます。 

皿 ;！] で撮影した画像は、 [囚 1 : RAW 現像 ] (P.282) で現像処理を行い、 
JPEG 画像として保をすることびでさます (MB. S 晒 ! 3はカメラで現像 
処理でさません)。なお、 RAW 画像そのをのは何を変化しませんので、現像 
条件を変えた JPEG 画像を何枚でを作ることびでさます。 

また、すべての RAW 画像は、付属ソフトウェアの Digital Photo 
Professional (p.394) で、使用目的に応じたさまざまな画像調整を行つ 
たあと、その調整を反映させた JPEG 画像、 TIFF 画像などを生成すること 
びでさます。 


51 市販のソフトウエアでは、撮影した RAW 画像を表示でさないことびあります。付 
属ソフトウエアの使用をおすすめします。 
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皿!皿記録画質を設定する 


ワンタッチ記録画質切り換え 

操作ボタンカスタマイズ機能で、 〈 M - Fn 〉 ボタン、または絞り込みボタン 
に、記録画質を一時的に切り換える機能を割り当てることびでさます。 
< M - Fn > ボタン、または絞り込みボタンに [ワンタッチ記録画質切換] を割り当 
てると、記録画質を素早く切り換えて撮影することびでさます。 

詳しくは、『操作ボタンカスタマイズ』 （P.321) を参照してください。 


^ [>1: 記録機能と力ード•フオルダ選択] び [振り分け] のときは、ワンタッチ記録画質 
切り換えはでさません。 


連続撮影可能枚数（パーストが数） 

ファインダー内のち下の数値で、連続撮 
影でさる枚数の目安び確認でさます。 

「99」と表示されているとさは、連続し 
て99枚撮影でさることを示していま 
す。 



W 連続撮影可能枚数は、カードび入っていないとさにち表示されますので、カード 
び入っていることを確認してから撮影してください。 


IS 参連続撮影可能枚数び、ファインダー内で「99」と表示されているとさは、99 
枚政上の連続撮影びでさます。98枚政下になると、表示されている数値び 
減っていさ、内部メモ U —びいっぱいになると、ファインダー内と表示パネ 
ルに fbuSYj び表示され、一時的に撮影びでさな<なります。撮影を中断す 
ると、数値び増えていさます。撮影した画像びすべてカードに 書 さ込まれる 
と、] 21ページの表に示した枚数の連続撮影びでさるよラになります。 

• UDMA 対応の CF カードを使用してわ、ファインダー内の連続撮影可能枚数の 
表示は変わりませんび、 ] 2] ページの表の （） 内に示した枚数の連続撮影び 
でさます。 
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ISO : 旧 o 感度を設定ずる 

IS 日感度（撮像素テの感度）は、撮影場所の明るさに応じて設定します。 
〈が〉モードでは、に日感度び自動設定されます (p.l25)o 

なお、動画撮影時の IS 日感度については、221、224ページを参照して 
ください。 



〈 ISO •阻〉ボタンを巧す （を 6) 


旧0感度を設定する 

♦ 表示パネルまたはファインダー内を見 
なびら く魅〉 を回します。 

• IS 日]日日〜25目日日の範囲で、1/3段ス 
テツプで設定することびでさます。 

参 「A」 は 「IS 日オート」を表しています。 
IS 日感度び自動設定されます （P.12 己)。 


旧0感度 

撮該シーン 

(スト□ボなし） 

スト□ボ撮影でをる距離 

し100〜400 

晴天時の屋外 

に0感度の数値び大さいほど、 

スト□ボ撮影でさる距離び長< 
なります。 

400〜1600 

曇り空、夕方 

] 600〜2已600、川、 H 2 

暗い屋内、夜景 


* 旧0感度の数値び大さい（高に0感度）ほど、画像のヴラツキ感び増します。 


W • [03: 高輝度側•階-調優先]を[ずる]に設定すると、 「L」（ ISO 已〇相当）、 

ISO ] 00 /] 2己/]日0、 「 H 1」（ ISO 己] 200ホ目当）、 「 H 2」（ ISO ] 02400ホ目 
当）は選択でさなくなります （ P . 14目)。 

• 高温下で撮影すると、画像のヴラツキ感びやや増すことびあります。さらに、 
長秒時露光の条件で撮影を行ラと、画像に色ムラび発生することびあります。 
• 高旧0感度で撮影すると、ノイズ（輝点、搞など）び目立つことびあります。 
• 高旧0感度、高温、長秒時露光の組み合わせなど、ノイズび非常に多くなる条 
件で撮影したとさは、正常な画像び記録でさないことびあります。 
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ISO : に 0 感度を設定する® 


か参 H ] ( ISO 已] 200相当）、 H 2 ( ISO ] 02400相当）はお張に0感度のため、 
通常よりわノイズ（輝点、搞）や色ムラびを<なり、解像感ち低下します。 

• 高に0感度で近距離の被写体をスト□ボ撮景ミすると、露出オーバーになること 
びあります。 

• [ ISO 感度設定範囲] の [上限値:2已日〇 0] 設定時に 、 ISO ] 6000/20000/2已日00 
に設定した状態で動画撮影にすると、に 0] 2800に切り換わります（動画マ 
ニユアル露出撮影時)。静止画撮影にしてち、元の感度には戻りません。 

•① L (已0)、③ H ] (己]20 0) , H 2 (102400)設定時に動画撮影にする 
と、に0感度び①に 0] 00 、③ H (2 已日 00) に切り換わります風画マ 
ニュアル露出撮影時)。静止画撮影にしてち、元の感度には戻りません。 


Q] • [02 : 旧 0 感度に関ずる設定] の [旧 0 感度設定範囲] で、旧0感度の設定範囲を 

ISO 已〇相当 （ L ) 〜 ISO ] 02400相当 ( H 2) まで掘:張することびできます | 

( P .12 日）。 

参拡張に0感度（し H 1, H 2) を設定したときに、ファインダー内に〈①〉を 
表示することびでさます（口.3]8)。 


旧〇才ートについて 



ISO 感度の設定び 「A」(AUTO) のとさ 
にシャッターボタンを半押しすると、実際 
に設定される IS 日感度び表示されます。 

に日感度は、撮影モードに応じて下記の 
ように自動設定されます。 


撮影モード 

旧 0 感度設定 

が 

IS 日]日日〜] 28日日自動設定 

P / Tv / Av/M 

ISO] 00〜2己60び]自動設定 

B 

IS040Cr 固定 

スト□ボ撮影時 

IS 日4日 CT で*3固定 


*1 :[旧 0 才ートの範囲] の [下限値]让限値] による 

*2 :曰中シンク□で露出オーバーになる場合は、最低に 0] 00となる 

*3: 〈が〉 < P > モードで外部スト□ボをバウンスしたときは、 ISO 400〜1600自動 


S 凡。 

日又た 
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Mm ISO 感度の節囲を設定ずる 

手動で設定でさる IS 日感度の範囲（下限値/上限値）を設定することび 
でさます。下限値は L ( IS 日己日）〜 H ] ( IS 日己] 2日日)、上限値は IS 日1日日 
〜 H 2 (ISO 102400) の範囲で設定することびでさます。 


"ぃ SlfDOTl 

■WiitiE け巧技をユ .1 .夕 .1 .ユ3 
isofiS に田する巧を 
オートライテイシブオプテイVイ巧 
ホワイトバランス 田迪 

MW 嚇 a 巧 

I W 哺正/ BKT 巧® 。が时 

色空巧_ sRce 

Iの巧巧に巧する巧を 
I泌坦反脱 才ート 

: ISOg# 備娜 100-25600 

JS0 才ートの巧9 1泌 -12 おめ 

I ISO オートほ g 旧巧オート 


[旧 0 感度に関する設定]を選ぶ 
» [02] タブの [旧 0 感度に関する設定] を 

選び、〈括)〉を押します。 


、[旧 0 感度設定範囲]を選ぶ 

参[旧〇感度設定節囲]を選び、〈©〉を押し 
Os 9 〇 


1畑賊脫《团 

下货ち 

上煩6 

5下限値を設定ずる 

参下限値の枠を選び、〈贷)〉を押します。 

1 LC 50) 1 

25600 

参〈〇〉を回して IS 日感度を選び、〈©〉 



を押します。 

脚破脈*囲 

下巧幢 

上煩6 

4上限値を設定ずる 

参上限値の枠を選び、〈贷)〉を押します。 

L (册 

帖 [102 がの 1 

♦ <〇> を回して IS 日感度を選び、〈©〉 


を押します。 


5 


設定を終了ずる 

参 <〇> を回して [0 K ] を選び、〈贷)〉を 
押します。 

今メニューに戻ります。 









ISO : に 0 感度を設定する® 


I の I が 111 

IS 日才 


旧〇才ート時の自動設定節囲を設定ずる 

〕オート時に自動設定される感度を、 IS 日]日日〜25目日日の範囲で設定 
することびでさます。下限値は IS 日]日日〜] 28日日の範囲、上限値は 
IS 日2日日〜256日日の範囲で、1段ステップで設定することびでさます。 

I [旧0才ートの範囲]を選ぶ 

参[旧0才ートの節囲]を選び、〈©〉を押し 
ふ9 〇 


Iの巧巧に巧する巧定 
Iの賊脈 才ート 

IS0S1 縮娜 1抓-2说00 

ISO 才ートの巧函 1 00-1 巧日口 

I泌オートなさお巧オート 


ISO オートの«囲 

下が n 

上煩6 

100 

12測0 

OK 

キシセル 

IG 匹！ヘルブ 


2 下限値を設定する 

参下限値の枠を選び、〈贷)〉を押します。 
参〈類〉を回して IS 日感度を選び、〈毎)〉 
を押します。 


■ 


ISO オートの«囲 

T 制1 

上煩6 

100 

2剛〇 

况 

丰ヤンたル 

ヘルプ 


上限値を設定する 

参上限値の枠を選び、〈@)〉を押します。 
♦ 〈類〉を回して IS 日感度を選び、〈©〉 
を押します。 


4 


設定を終了する 

♦ 〈類〉を回して [0 K ] を選び、〈©〉を 
押します。 

メニューに戻ります。 


0 [下限値]让限 個は、 ISO 感度でセイフティシフト （P.317) び行われたときの 
下限/上限感度わ兼ねています。 
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ISO : に 0 感度を設定する® 


I 加が 1U 

IS 日3 


旧〇才ート時のシャツター速度のほ速限巧を設定ずる 

〕オート設定時に、シャッター速度び自動的に遅くならないように、低 
速限界（下限速度）を1/25日砂〜1秒の範囲で設定することびでさます。 
この機能は 〈 P 〉< Av > モードで、広角レンズを使用して、動いている 


被写体を撮影するとさに効果的です。手ブレを抑えなびら、被写体ブレを軽 
減することびでさます。 


11祀度度に田する巧定 I 

I 犯 fig 脱 

才-卜 

\sommm 

100-25600 

|の才-卜の蝴 

100 -12 SOO 

防才ート版1拓巧 

オート 


CMID 。 


ISO オートほ法巧巧 

シャツター进度 

才 —h 

vm 1' 阳 vm 
1/30 1/15 tys m 

G'S r 

のの！ A ルづ 


[旧 0 才ート低速限界]を選ぶ 

参[旧〇才ート低速限界]を選び、〈©〉を押 
します。 


低速限界を設定する 

♦ 〈類〉を回してシャッター速度を選び、 
<©> を押します。 

メニューに戻ります。 


W • [旧0才ートの範囲]で設定した上限感度で適切な露出び得られないときは、標準 
露出で撮影できるように、[旧0才ート低速限界]で設定した速度よりも遅い 
シャッター速度び設定されます。 

•スト□ボ撮影時は、[旧0才ート低速限界]は機能しません。 
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ピクチャースタイルを選択する 


ピクチャースタイルは、写真表現や被写体にあわせて、用意された項目を 
選ぶだけで効果的な画像特性び得られる機能です。 

〈が〉モードでは〈國〉けート）に自動設定されます。 




励 [ S ] 励阻]閱 I 

脚脚厕岡岡 


を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[ミこ^]を選び、〈©〉を 
押します。 

スタイル選択画面び表示されます。 


スタイルを選ぶ 

参〈類〉を回してスタイルを選び、〈©〉 
を押します。 

今スタイルび設定され、撮影準備状態に戻 
ります。 



0 [03 :ピクチャースタイル]から設定することわできます。 
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ミこ；ピクチャースタイルを選択する® 


各スタイルの画像特性について 

國才ート 

撮影シーンに応じて、色あいび自動調整されます。特に自然や屋外 
シーン、夕景シーンでは、青空、緑、夕景び色鮮やかな写真になります。 

區到スタンダード 

鮮やかで、くっさりした写真になります。通常はこの設定でほとんど 
のシーンに対応でさます。 

I ミこ; PI ポートレート 

肌色びされいで、ややくっさりした写真になります。人物をアップで 
写すとさに効果的です。 

] 32ページの [色あい] を変えると、肌色を調整することびでさます。 

I ミこ; L | 風景 

青空や緑の色び鮮やかで、とてをくっさりした写真になります。印象 
的な風景を写すとさに効果的です。 

區到ニュートラル 

パソコンで画像処理するかた向けの設定です。自然な色あいで、メ IJ 
八 U の少ない控えめな写真になります。 

區密忠実設定 

パソコンで画像処理するかた向けの設定です。52日日 K (色温度）程 
度の太陽光下で撮影した写真び、測色的に被写体の色とほぼ同じになる 
よラに色調整されます。メ U 八 IJ の少ない控えめな写真になります。 


Bl [オート] で好みの色あいにならなかったとさは、他のスタイルに変更して撮影し 
て < ださい。 
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ミこ；ピクチャースタイルを選択する® 


區 n モノクロ 

白黒写真になります。 


^ JPEG 画質で撮影した画像を、カラー写真に戻すことはでさません。[モノク〇]に 
設定したまま、カラー写真のつわりで撮り続けないよラにま意して<ださい。な 
お、[モノク〇]設定時は、表示パネルに 〈B/W〉 び表示されます。 

B1 [モノク山設定時に、ファインダー内に〈①〉を表示することびできます （13.31 8)。 

医！] ユーザー設定1〜3 

[ポートレート] や [風景]、 ピクチャースタイルファイルなどの基本スタ 
イルを登録し、好みにあわせて調整することびでさます （ P .135) 。登 
録されていないとさは、 [スタンダード] の初期設定と同じ特性で撮影され I 
ます。 


記号について 

スタイル選択画面の記号は、 [シャープネス][コントラスト] などを表してい 
ます。数値ま、各スタイルに設定されている [シヤープネス][コントラスト] な 
どの設定値を示しています。 



® 

シャープネス 

C 

コントラスト 

Sd 

色の濃さ 

倍 

色あい 

% 

フイルター効果（モノクロ） 

0 

調色（モノク〇) 
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ピクチャースタイルを調整する ■ 

それぞれのピクチャースタイルは、好みにあわせて設定内容 （[シャープネ 
ス]ロントラスト] など）を初期設定から変更（調整）することびできます。 
効果については、試し撮りを重ねて確認してください。 [モノクロ] の調整に 
ついては、 134 ページを参照してください。 

1〈凶〉ボタンを巧す 


1 


[-；-] を選ぶ 

• <〇> を回して[ミこ^]を選び、〈©〉を 
押します。 

今スタイル選択画面び表示されます。 


ビクチヤースタイル 

ポー h レー ト 
0 ?，€) 口ぶ0,6 0 

励陋 [^0] 邸剧 
邸强岡圆固 

Ods 巧 a 敝） fiooK 


巧が投定 

むシャ—ブネ又 

匹0ボ-トレ- 

-h 

C コシトラスト 

O - H - H - ffi - t - H . 

■■〇 

&触が 



c 献い 



洲脱 

COHO り I 


3スタイルを選ぶ 

参〈〇〉を回してスタイルを選び、 〈 INFO .〉 
ボタンを押します。 


4項目を選ぶ 

参 <〇> を回して [シャープネス] などの項 
目を選び、〈贷)〉を押します。 
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ミこ；ピクチャースタイルを調整する® 


5内容を設定する 

• 〈類〉を回して効果の度合いを設定し、 
<©> を押します。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、調整した内容 
び保をされ、スタイル選択画面に戻りま 
す。 

初期設定から変更した数値び青色で表 
示されます。 


® シャープネス 

日：輪郭強調-控えめ 

+7 ;輪郭強調-強め 

C コントラスト 

-4 :明暗差•弱 

+4 :明暗差•強 

色の濃さ 

-4 :薄い 

+4 : 濃し、 

C ) 色あい 

-4 :肌色びホめ 

+4 :肌色び黄色め 



設定内容とその効果 


0 • 手順4で [初期設定] を選ぶと、スタイルごとに設定した内容を初期状態に戻 
すことびでさます。 

参調整したスタイルで撮影するとさは、調整したスタイルを選択してから撮影 
します。 
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ミこ；ピクチャースタイルを調整する® 


医1モノク□の調壁 

前のページで説明した [シヤープネス] と [コントラスト] の他に、 [フイルター 
効果][調色] を設定することびでさます。 


专)フイルター効果 

フイルター効果を使うと、同じモノクロ 
画像でを、白い雲や木々の緑を強調した画 
像にすることびでさます。 


フィルター 

効果例 

N 

なし 

フィルター効まなしの通常の白黒画像になります。 

Ye 

黄 

青空びより自然に再現され、白い雲びはっさりと浮かび上びります。 

Or 

オレンジ 

青空びかし暗<なります。夕曰の輝さびいっそラ増します。 

R 

赤 

青空びかなり暗くなります。紅葉の葉びはっさりと明る<なります。 

G 

緑 

人物の肌色や屋び落ち着いた感じになります。木々の緑の葉びはっさ 
りと明るくなります。 


Bl [コントラスト] をプラス側に設定して撮影すると、フィルター効まびより強調され 
ます。 



@調ち 


巧拍陥 

巨 at ノク曰 


化:なし 


S セピア 


日: 询 

‘0 聪 

P: あ 


&8 


調色を設定して撮影すると、色のついた 
モノク□画像にすることびできます。より 
印象的な画像を撮影したいとさに有効で 
す。 

[ N : なし] [ S : セピア] 旧：貴 [ド：紫][6: 
緑]から選ぶことびでさます。 
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ピクチャースタイルを登録する ■ 

[ポートレート] や厕景]などの基本スタイルを選択し、好みにあわせて調 
整して、 [ユー ザー設定 1] から [ユー ザー設定 3] に登録することびでさます。 

シャープネスやコントラストなどの設定び異なる、複数のスタイルを用意 
しておさたいとさに使用します。 

また、付属ソフトウェアの EOS Utility ( p .394) からカメラに登録した 
スタイルをここで調整することをでさます。 


1〈な〉ボタンを巧す 


2 


[ミこ^]を選ぶ 

参 <〇> を回して[ミこ 三 ]を選び、〈©〉を 
押します。 

今スタイル選択画面び表示されます。 




[ュ—ザ-設定]を選ぶ 

参 <〇> を回して [ユーザー設定*] を選び、 
〈 INFO .〉 ボタンを押します。 



イ <©> を巧す 

参[ピクチャースタイル] び選ばれた1犬態で 
<©> を押します。 


5基本にするスタイルを選ぶ 

参 <〇> を回して基本にするスタイルを選 
び、〈©〉を押します。 

参付属ソフトウエアの EOS U 川 ity から登 
録したスタイルを調整するとさは、この 


操作で選択します。 
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ミこ；ピクチャースタイルを登録する® 


mm &^ユ-ヴ-投を 1 

ピクチャースタイル巧*! 

〇シサーブネス & * 小*.王*■.■ぶ 

C 〕 シ]^ ラスト 

么をめ a ご o-H++4++-Ha 


mm 巳过ユ-ヴ-技を1 

ピクチャースタイルぶ最 
C シザーブネス 扫 I ■■： >：〇 



ら 項目を選ぶ 

• 〈類〉を回して[シャープネス]などの項 
目を選び、〈@)〉を押します。 


7内容を設定する 

• <〇> を回して効果の度合いを設定し、 
<©> を押します。 

詳しくは、『ピクチャースタイルを調整 
する』 （ P . 132 〜] 34) を参照してくだ 
さい。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと内容び登録され、 
スタイル選択画面に戻ります。 

今[ユーザー設定*]のちに、基本にしたスタ 
イルび表示されます。 


W 参[ユーザー設定*]にスタイルびすでに登録されているときは、手順己で基本にす 
るスタイルを変更すると、登録されているスタイルの設定内容び無効になり 
ます。 

• [カメラ設定初期化] (P. 已日）を行うと、[ユーザー設定*]に設定した内容はすべて 
初期状態に戻ります。なお、付属のソフトウェアの EOS U 川 ity から登録した 
スタイルは、設定した内容のみ初期化されます。 


IS 参登録したスタイルで撮影するとさは、登録した[ユーザー設定*]を選択してか 
ら撮影します。 

参ピクチャースタイルファイルのカメラへの登録ち法については、 EOS Utility 
使用説明書 （P.39 日）を参照して<ださい。 
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WB : ホワイトバランスの設定— 

ホワイトバランス （ VVB ) は、白いものを白く写すための機能です。通常 
は 〈囚田因〉 （才ート）で適切なホワイトバランスび得られます。 〈四证 3〉で 
自然な色あいにならないときは、光源別にホワイトバランスを選択したり、 
白い被写体を撮影して手動で設定します。 

〈が〉モードでは、 〈凸哑 3〉に自動設定されます。 

〈图 ‘ WB 〉 ボタンを巧す （を 6) 

ホワイトバランスを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈類〉を回しま 
す。 


表示 

モード 

色温度（約 • K : ケルビン） 


オート 

3000〜7000 

米 

太陽光 

已200 

6k 

曰陰 

7000 

A 

くわり、薄暮、夕やけ空 

6000 

米 

白熱電球 

3200 

:端 

白色董光打 

4000 

ち 

スト□ボ使用 

自動設定 


マニュアル （P.138) 

2000〜10000 

口 

色温度 （P.139) 

2已〇〇〜10000 


* 色温度情報通信機能を備えたスト□ボ使用時。それ似外は約目日 00K 固定 

ホワイトパランスにごいて 

人間の目には、照明する光び変化してを、白い被写体は白に見えるといラ 
順応性びあります。デジタルカメラでは、ソフトウェア的に色温度を調整し 
て、色の基準となる白を決め、白を基準に色の補正び行われます。これによ 
り、自然な色あいで撮影することびでさます。 



0 [02: ホワイトバランス] から設定することもできます。 


137 





























WB : ホワイトバランスの 設定= 


じん7ニユアルホワイトバランス 

マニュアルホワイトバランス （ MWB ) は、撮影場所の光源にあわせてホ 
ワイトバランスを厳密に設定するとさに使用します。必ず撮影する場所の光 
源下で一連の操作を行ってください。 


1白い被写体を撮影する 

参スポット測光範囲の領域全体に、白い無 
地の被写体びくるよラにします。 

参手動でピントを合わせ、白い被写体び標 
準露出になるように撮影します。 

• ホワイトバランスはどの設定でを構い 
ません。 

2 [ MWB 画像選択]を選ぶ 

• [02] タブの [ MWB 画像選択] を選び、 
〈©〉を押します。 

今 MWB 画像選択画面び表示されます。 


5ホワイトバランスデータを取り込む 

♦ 〈類〉を回して手順]で撮影した画像を 
選び、〈贷)〉を押します。 

吟表示されるメッセージ画面で [0 K ] を選 
ぶとデータび取り込まれます。 

♦ メニューに戻ったら、 〈 MENU 〉 ボタンを 
押してメニューを終了します。 

4 〈图 ’ WB 〉 ボタンを巧す （を 6) 


5マニュアル WB を選ぶ 

参表示パネルを見なびら〈類〉を回して、 
を選びます。 




スポット測光範囲 


〇 AF 因 V を，古 

■ ■い snoori 

BE を R 正け。没を -L 玉.1‘をん玉コ 
I の fiS に巧する巧定 
才ートライティシブオブテイ7イ田 i 
ホつイト"ラシス 虹日 

MW 用巧 

W 踊正/防 T 巧定 0.0 な0 


を心 I 


imenuu 
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WB : ホワイトバランスの設定® 


W 参手順1で撮影した画像の露出び、標準露出から大さく外れていると、正確なホ 
ワイトバランスび設定されないことびあります。 

• ピクチャースタイルを[モノク〇]に設定して撮影した画像、多重露出画像、他 
のカメラで撮影した画像は、手順3で選択でさません。 

01 • 白い被写体の代わりに、市販のグレーチャートや18%標準反射板を撮影する 
と、より正確なホワイトバランスにすることびできます。 

• 付属のソフトウェアから登録するカスタムホワイトバランスは、に登 
緑されます。なお、手順3の操作を行ラと、登録したカスタムホワイトバラン 
スの データは 消去されます。 


ra ち温度を直接設定ずる 

色温度指定は、ホワイトバランスの色温度を数値で設定する、上級者向け 
の機能です。 



化 OOU 


。がな正け巧致を斗ユ J . を. 1 ‘ぶ J 
ISO 巧度に巧する巧定 
才ートライテイシブオプテイ7イ Ri 
ホワイトバランス m 

MWBWK 撕 

W 哺正/ BKT 巧^ 。が±凸 

臣空巧_巧 GB _ 




[ホワイトバランス]を選店； 

参[〇到タブの [ホワイトバランス] を選び、 

<©> を押します。 


色温度を設定する 

参〈類〉を回して [因] を選びます。 

参<^>を回して色温度を設定し、〈毎)〉 
を押します。 

♦ 設定でさる色温度範囲は、約2500〜 
10000 K り00 K ステップ）です。 


W ♦ 人工光源の色温度を設定するとさは、必要に応じて W 目補正（マゼンタ/グ 
U —ン寄り）を行ってください。 

• 市販のカラーメーターで測定した色温度数値を〈13〉に設定するとさは、事 
前にテスト撮影を行い、カメラとカラーメーター間の誤差を補正した数値を 
設定してください。 
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m ホワイトバランスを補正ずる— 

設定しているホワイトバランスを補正することびでさます。この機能を使 
ラと、市販の色温度変換フィルターや、色補正用フィルターと同じよラな効 
果を得ることびでさます。補正幅は各色 9 段です。 

特に色温度変換フィルターや、色補正用フィルターの役割と効果を理解さ 
れた、上級者向けの機能です。 


ホワイトバランスお正 


〇 AF 因 

咖正け 巧 致を 

IcriH&ttJ rm 甘ス id み 

V S?. * 

snoori 
ふんをん ユリ 

オートライテイシブ; r ブテイマイの 
ホワイトバランス 田迎 

巧«]|朽 

W 喃正/战 TH? 

0.0/±1} 

色を巧 

巧 GB 


[ WB 補正/ BKT 設定]を選ぶ 
♦ [02] タブの [WB 補正/ BKT 設定] を選 

び、〈贷)〉を押します。 




設定例: A2. G1 


ホワイトバランスを補正する 

♦ 〈を〉を操作して、画面上の「■」を希望 
する位置に移動します。 

参目はブルー、 A はアンバー、 M はマゼン 
夕、 G はグ IJ ーンの意味です。移動方向 
寄りの色に補正されます。 

• 画面ちの 「 SHIFT 」 に補正方向と、補正 
量び表示されます。 

• <1> ボタンを押すと [WB 補正/ BKT 設定] 
の設定び一括解除されます。 

• <©> を押すと設定び終了し、メニュー 
に戻ります。 


Bl • WBffi 正時は、表示パネルに 〈 f/5 〉 び表示されます。 

• WB 補正時に、ファインダー内に〈①〉を表示することびでさます （ P .3] 8 )。 
• ブルー/アンバーち向の1段は、色温度変換フィルターの約已 S レッドに相当 
します（ミレッド：色温度変換フィルターの濃度を表すとさなどに使用され 
る色温度の単位)。 
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m ホワイトバランスを補正する® 


ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 

1回の撮影で色あいの異なる3枚の画像を記録することびでさます。設定 
されているホワイトバランスの色温度を基準に、ブルーとアンバー寄りの色 
あい、またはマゼンタとグ IJ ーン寄りの色あいに補正した画像び記録されま 
す。この機能をホワイトバランスブラケティング ( WB - BKT ) 撮影といい 
ます。設定でさる補正幅は、 ] 段ステップ±3段です。 



補正幅を設定ずる 

参『ホワイトバランス補正』の手順2で 
〈類〉を回すと、画面上の「■」び 
「■■叫 （3 点）に変わります。 

ちに回すと、巨 / A 方向、左に回すと M / 
G 方向のブラケティングになります。 

吟画面ちの 「 BKT 」 にブラケティング方向 
と、補正幅び表示されます。 

参 <1> ボタンを押すと [WB 補正/ BKT 設定] 
の設定び一括解除されます。 

参 <©> を押すと設定び終了し、メニュ ー 
に戻ります。 


記録される順番について 

①基準ホワイトバランス③ブルー旧）寄り③アンバー （ A ) 寄り、ま 
たは①基準ホワイトバランス③マゼンタ （ M ) 寄り③グ U —ン （ G ) 寄り 
の順に画像び記録されます。 


151参 WB ブラケティング撮影時は、連続撮影可能枚数びかな<なり、撮影可能枚数 
も約1/3になります。 

• W 目補正や AE 目撮影と組み合わせることびでさます。 AE 目撮影と組み合わせ 
たとさは、合計9枚の画像び記録されます。 

•] 回の撮影で3枚の画像を記録するため、通常の撮影よりちカードに画像を記 
録する時間び長くなります。 

• W 目ブラケティング設定時は、ホワイトバランスのマークび点滅します。 

• W 目ブラケティング時の記録枚数を変更することびでさます （P.3] 日)。 

参 「BKT」 は、目 racketin 呂：ブラケテイングの略です。 
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MENU 


明るさ•コントラストを自動補正する I ® ■ 

撮影結果び暗いとさやコントラストび低いとさに、明るさ-コントラスト 
を自動的に補正することびでさます。この機能を「オートライティングオプ 
ティマイヴ」といいます。初期状態では、 [標準] に設定されています 。 JPEG 
画像は撮影時に補正されます。 

〈ぶ〉モードでは、 [標準] に自動設定されます。 


〇 AF 因 

'Sf 冉 ♦ 

"い 

snoon 

脱正け巧齡 

玉んをんぶづ 

I の度度に巧する设定 


T トライテインブオブテイ7イヴ田由 

ホワイトバランス 


MW 嚇 S 扣 


W 踊正/胜 

。ぶ/抽 

臣空巧 

sRGB 


オートライティングオブティマ イヴ 

m 

のの I 取 j 取！ 
ESa y マニユ7ル B 出巧は OFF 


[才ートライティングオプティ7イザ]を選ぶ 
♦ [02] タブの [才ートライティングオプティ 

マイザ] を選び、〈毎)〉を押します。 


\ y 補正内容を設定する 

• 〈類〉を回して内容を選び、〈@)〉を押 
しよ9 〇 

^撮影する 

参必要に応じて、明るさ-コントラストび 
補正された画像び記録されます。 


W • [ 03 : 高輝度側•階調優先]を [ずる] に設定すると、才ートライティングオプ 
ティマイヴび [しなし リに自動設定され、設定変更びでさなくなります。 

• 撮影条件により、ノイズび増えることびあります。 

• [しなし リ似外の設定では、露出巧正、スト□ボ調光補正で露出を暗めにする設 
定を行ってち、明るく撮影されることびあります。設定したとおりの明るさ 
で撮影したいとさは、 [しない] に設定してください。 

• HDR モード （ P .173)、 多重露出撮景ミ （ P .177) 設定時は、オートライティ 
ングオプティマイヴび自動的に [しない] になります。 HDR モードと多重露出 
撮影を解除すると、元の設定に戻ります。 


Bl 手順2で 〈 INFO .〉 ボタンを巧して[マニュアル露出時は OFF ] の<>/>を外すと、 
< M > モードでわオートライティングオプティマイヴ機能び設定できるようにな 
ります。 
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MENU 


ノイズ巧減機能の設定丽 


高感度撮影時のノイズ低減 

画像に発生するノイズを低減することびでさます。すべての IS 日感度で作 
動しますび、特に高 IS 日感度撮影時に有効です。低に日感度撮影時は、低輝 
度部（暗部）のノイズをさらに低減することびでさます。 


〇 AF 因 > 島， ★ 

mrnmm SnOOTl 

ピク于 V - ス9イルオート 
S け時!*ホのバス蝴 OFF 

离お巧にむ巧のノイス朽巧 .1] 


•丈, 


离居度 B た巧の y イスほな 
巧革 .1 

贸め ぷ 

なめ け| 

しな U OFF 

画巧に発まずる^イスをほ g しまず。 
梯こが〇賊 H た時に有巧です 


1 


[高感度撮影時のノイズ低減]を選ぶ 
参 [03] タブの [高感度撮影時のノイズ低減] 

を選び、〈(©〉を押します。 


レベルを設定する 

参〈類〉を回して低減レベルを選び、〈©〉 
を押します。 

今設定び終了し、メニューに戻ります。 


■ 


3撮影ずる 

参ノイズ低減処理び行われた画像び記録 
されます。 


B1 晒! a 画像をカメラで再生すると、高感度撮影時のノイズ低減効果びルさくなるこ 
とびあります。ノイズ低減効まの確認は、付属ソフトウェアの Digital Photo 
Professional (p.394) で行つてください。 
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mm ノイズ低減機能の設定® 


長秒時露光のノイズ低減 


露光時間1秒似上で撮影した画像に対して、ノイズを低減することびでさ 
ます。 


〇 AF 因 島, 

* 

snoori 

ピクチでースタイルオート 


ミ ft 巧時■光のソイスほ g 

OFF 1 

g 賊の八ス贼 

.1] 

mmm - mm % 

OFF 

タス h テ u—s データ巧巧 


を出 しない 


HDRE — ド HDH オフ 



が術。制)ノイズ蝴 


[ しな瓦 

OFF J 

白» 

垂 

する 

ON 

a 光 時田 n 巧が上めヒさじほ g 巧苗が 
行打れます 

11113 ヘルブ 


[長秒時露光のノイズ低減]を選ぶ 
参 [03] タブの[長抄時露光のノイズ低減]を 

選び、〈贷)〉を押します。 


低減内容を設定する 

♦ <〇> を回して内容を選び、〈贷)〉を押 
します。 

今設定び終了し、メニューに戻ります。 


参旧訓 

露光時間1秒似上で撮影した画像に対し、長秒時露光特有のノイズび 
検出された場合に自動低減処理び行われます。通常は、この設定で十分 
な効果び得られます。 


参[する] 

露光時間]砂似上で撮影した画像に対し、常に低減処理び行われま 
す。[自動]で検出できないノイズびあったときに[ずる]で撮影すると、 
ノイズを低減でさることびあります。 


3撮影ずる 

参ノイズ低減処理び行われた画像び記録 
されます。 
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El 皿ノイズ低減機能の設定 


W ♦ [自動][ずる] 設定時は、撮影後、ノイズ低減処理のために露光時間と同じ時 
間び必要となることびあります。なお、低減処理中でわファインダー内の連 
続撮影可能枚数び「1」政上のときは、続けて撮影することびできます。 

• に 0] 日 00 政上の感度で撮影すると、 [しなし リ 坦動] 設定時よりも [ずる] 設 
定時のちび画像のヴラつさび多くなることびあります。 

♦ [ずる] 設定時に、ライブビュー表示の状態から長秒時露光を行ラと、ノイズ 
低減処理中は、 「BUSY」 び表示され、処理び終了するまでライブビュー表示 
は行われません（次の撮影はでさません)。 


■ 
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MENU 


高輝度側-階調優巧の設定 


画像の八イライト部分の白飛びを緩和することびでさます。 


〇 AF 因 

V 冉 

♦ 

SHoari 

ピウ チでー ス9イル 

オート 


5巧時■おのイス低 g 

OFF 

g 賊議 の八ズ 物！ 

.田 



OFF 

タストテ U — K データ化 德 


を SB 出 

しない 


HD 巧-ド 

H 即す フ 


I 麻を"■巧 細晚 I 

しない 


OFF 

する 


わ 


SB ® { J 、 イライト）なの巧巧巧現は 
ダ向上します 

ルづ 


[高輝度側•階調優先]を選ぶ 

• [03] タブの[高輝度側•階調優先]を選 
び、〈毎)〉を押します。 


[する]を選ぶ 

• 〈類〉を回して [する] を選び、〈©〉を 
押します。 

• 高輝度（八イライト）側の階調表現性び 
向上します。適正露出（18%グレー） 
から高輝度限界までの範囲び拡張され、 
グレーから八イライトまでの階調びよ 
り滑らかになります。 


3撮影する 

参高輝度側-階調優先による処理び行われ 
た画像び記録されます。 


な • [ずる] 設定時は、オートライティングオプティマイヴ （ P .142) び [しなし、] 
に自動設定され、設定変更びできなくなります。[高輝度側•階調優先]を [しな 
しリに設定すると、オートライティングオプティマイヴび元の設定に戻ります。 
参[ずる] 設定時は、 [しない] 設定時よりもノイズび若干増えることびあります。 

Bl [ずる] 設定時は、に0感度の設定範囲びに0200〜2已600 (動画撮影時は 
1 2800) になります。また、ファインダー内と表示パネルに、高輝度側•階調 
優先の設定中を示す 〈 D +〉 び表示されます。 
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MENU 


レンズの周边巧量/ち収差を補正する— 


レンズの特性によって画像の四隅び暗くなる現象を「周辺光量の低下」、 
被写体の輪郭部分に現れる色のにじみを「色収差」といいますび、これらの 
現象を補正することびでさます。初期状態では、とをに補正[する]に設定 
されています。 


周辺光量補正 


〇 AF 囚卜冉，女 

記沒国 R 

i お国巧の度邮巧 

m 


g 宁奇 

A 


力ードなしレ U— ス 


ON 

i レンズお单 HE 


1 


レンス光が M 正 


EF24-105nB f/4L IS USM 
M 正デー 5 击 y 

I 曰ぶ光正 > す 15 

しか、 
HUB 。 


2 


[レンズ光ぎ補正]を選ぶ 
♦ [01]タブの[レンズ光学補正]を選び、 
<©> を押します。 


補正内容を設定する 

参装着レンズの[補正データあり]び表示さ 
れていることを確認します。 

参〈類〉を回して调辺光量補正]を選び、 
<©> を押します。 

参[する]を選び〈©〉を押します。 

参[補正データなし]び表示されているとさ 
は、 ] 49ページの『レンズの補正デー 
夕について』を参照してください。 


■ 


3撮影ずる 

参周辺光量び補正された画像び記録され 
ます。 


W 撮影条件により、画像周辺部にノイズび発生することびあります。 

0 • 付属ソフトウェアの Di 呂 ital Photo Professional で最大補正を行ったときよ 
りをやや控えめに補正されます。 

• ISO 感度び高くなるほど、補正量び少なくなります。 
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HD レンズの周辺光量/色収差を補正する 


色収是補正 


I レンズ巧ず巧正 


げ自 》 fMl IS USH 

fli 正データあり 



»する 


しない 

CHUO 。 I 


補正内容を設定する 

参 装着レンズの [補正データあり] び表示さ 
れていることを確認します。 

♦ 〈類〉を回して [色収差補正] を選び、〈©〉 
を押します。 

• [する] を選び〈©〉を押します。 

参[補正データなし] び表示されているとき 
は、次ページの『レンズの補正データに 
ついて』を参照してください。 


2 撮影する 

• 色収差び補正された画像び記録されま 
す。 


U 色収差補正を行って撮影した晒の画像を再生すると、補正されていない状態で表 
示されます。色収差補正の確認は、付属ソフトウェアの Digital Photo 
Professional ( p .394) で行つてください。 
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皿！皿レンズの周辺光量/色収差を補正する 


レンズの補正データについて 

カメラにはあらかじめ、周辺光量補正、色収差補正を行ラためのデータび 
レンズ約25本分登録されています。補正[ずる]を選んでおくと、補正デー 
夕び登録されているレンズを装着したとさに、自動的に周辺光量補正、色収 
差補正び行われます。 

付属ソフトウェアの EOS U 川 ity を使用すると、登録されているレンズの 
種類び確認でさます。また、未登録レンズの補正データをカメラに登録する 
ことをでさます。詳しくは、ソフトウェア使用説明書 ( CD - ROM ) の EOS 
Utility 使用説明書 （ P .396) を参照してください。 


■ 


周辺光量補正、色収差補正の共通事項 


W • 補正 [しなし リに設定して撮影した JPEG 画像を、後から補正することはでき 
ません。 

• 他社製のレンズ使用時は、 [補正データあり] と表示されていてわ、補正 [しない] 
に設定することをおすすめします。 

参ライブビュー撮影時に拡大表示を行ったとさは、周辺光量補正、色収差補正 
の効まは映像に反映されません。 

151参ネ甫正の効果び分かりにくいとさは、撮影後、画像を拡大して確認することを 
おすすめします。 

• エクステンダー装着時わ補正び行われます。 

• 補正データびカメラに登録されていないレンズで撮影したとさは、補正 [しな 
し、] と同じ撮影結果になります。 

• 距離情報を持たないレンズを使用したとさは、補正量びかな<なります。 
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MENU 


フオルダの作ぶと選択 


画像を保をするフオルダを任意に作成/選択することびでさます。 

なお、この操作を行わなくてを、画像を保をするフオルダは自動で作成さ 
れ、そのフォルダに画像び保をされます。 


フォルダの作ぶ 

1[記録機能と力ード•フォルダ W 尺]を選ぶ 
参[ VI ]タブの 間録機能と力ード•フォルダ選 

択] を選び、〈©〉を押します。 


2 [フォルダ]を選ぶ 

参 <〇> を回して [フオルダ] を選び、〈©〉 
を押します。 


3 [フォルダ作成]を選ぶ 

参 <〇> を回して [フォルダ作成] を選び、 
<©> を押します。 


4フオルダを作成する 

参 <〇> を回して [0 K ] を選び、〈贷)〉を 
押します。 

今番号び]つ繰り上びった、新しいフオル 
ダび作成されます。 





邮的 

»しお 

ファイル如脫 


巧垃■做回后丢'モ 

する 

力—ド娜ヒ 
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皿亞 D フオルダの作成と選択 


フォルダの選択 


最小番号画像 
フォルダ内画像数 



フォルダ名 

最大番号画像 


参フォルダ選択画面び表示された状態で、 
<〇> を回してフォルダを選び、〈©〉を 
押します。 

今画像を保をするフォルダび選択されま 
す。 

参撮影を行うと、選択したフォルダに画像 
び記録されます。 


■ 


フオルタ’について 

フオルダ名は、 「100EOS5D」 のように先頭3巧の数字（フオルダ番号）と、已文字 
の英数字で構成されています。 ] つのフオルダには、画像び最大9999枚保存され 
ます（画像番号00 0] 〜9999)。フオルダ内の画像びいっぱいになると、番号び] 
つ繰り上びったフォルダび自動的に作成されます。また、強制リセット （P.1 已已） 
を行ったとさわフオルダび自動的に作成されます。フオルダは] 00〜999まで作成 
することびでさます。 


パソコンを使ったフォルタ’作成 

力ードを開いたところに roCIMj という名前のフォルダを作ります。次に DCIM 
フォルダを開いたところに、画像を記録するフォルダを必要な数だけ作ります。フォ 
ルダ名は、 riOOABC_D」 のように、必ず100〜999までの3巧の番号に続けて、已 
文字の英数字を付けます。使用でさる文字は、半角アルファベット A 〜 Z (大文字、 
小文字混在可)、半角のし」（アンダーバー)、および数字です。スペースは使用で 
きません。また、同じフォルダ番号（例：10 0A 目 C_D、 100 W_XYZ) を付けた 
とさわ、カメラびフォルダを認識でさません。 
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MENU 


ファイルちをを更ずる 


ファイル名は、先頭4文字の英数字、4巧の画像 
ま号 （ P .154)、 拡張テで構成されています。先頭 BESBOOOl JPG 

4文字の初期設定は、工場出荷時にミ夫められた、力 - 

メラ固有の英数字になっていますび、これを任意 
に変更することびでさます。 

ユーヴー設定1は、任意の4文字を登録することびでさます。ユーヴー設 
定2は、任意の3文字を登録して撮影すると、先頭から4文字目に画像サイ 
ズび自動的に付加されます。 


ファイル名の登録-変更 




[ファイル名の設定]を選ぶ 
参 [ VI ] タブの [ファイル名の設定] を選び、 

<©> を押します。 

[ユーザー設定の変更]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [ユーザー設定*の変更] を 
選び、〈贷)〉を押します。 

任意の英数字を入力する 

参 ユー ヴー設定]は4文字、 ユー ヴー設定 
2は3文字入力します。 

参 <1> ボタンを押して、不要な文字を消 
ムしふ si 〇 

参〈回〉ボタンを押すと、文字パレットの 
枠に色び付さ、文字入力びでさるよラに 
なります。 

• 〈〇/盤〉または〈を〉を操作して □ 
を移動し、希望する文字を選び、〈贷)〉 
を押すと入力されます。 
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皿!皿ファイル名を変更する 


4終了ずる 

♦ 所定の文字数を入力し、 〈 MENU 〉 ボタン 
を押します。 

登録したファイル名び保をされ、手順2 
の画面に戻ります。 


I ファイルちの腺 ^ I 

[?? ィ ' J 曲 

化ぶ 

f 

卜日刖 \ 

南巧けィ_^1 

力；(彌恕 r 

曲3白 

トヴー腕1 
3— ヴ-臓2 

日 DM3 

IMG+ 团1ヴイズ 


のがのご 


設定内容 


5登録したファイル名を選ぶ 

• 〈類〉を回して [ファイル名] を選び、〈©〉 
を押します。 

♦ 〈類〉を回して登録したファイル名を選 
び、〈贷)〉を押します。 

参ユーヴー設定2に登録したとさは、「(登 
録した3文字） *** + 画像サイズ」を選び 


ます。 


0 ユーザー設定 2 について 

ユーヴー設定2で登録した「***+画像サイズ」を選択して撮影すると、そのとさ 
設定されていた記録画質 （1 文字）び、ファイル名の先頭から4文字目に自動的 
に付加されます。付加される文字の意味は次のとおりです。 

「林* し」 = Ml. Ml. m =4M 、 MM. Mm 

r***s」= 4S1 、 JS1、SB r***Tj = S2 

「林* u 」= S 3 

パソコンに画像を取り込んだとさに、自動付加された4文字目を読み取ることで、 
画像を開かずに画像サイズを判別することびできます。なお、 RAW 画像 、 JPEG 
画像は、拡張テから判別することびでさます。 

W 「_」（アンダーバー）を]文字目に指定することはでさません。 

0 • 掘:張子は、 JPEG 画觀ま r . JPG 」、 RAW 画像は r . CR 2」、 動画は 「. MOV 」 に 
なります。 

参ユーヴー設定2で動画を撮影すると、ファイル名の先頭から4文字目びし」 
(アンダーバー）になります。 
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MENU 


画像番号の付け方を設定ずる ~ 


4巧の画像番号は、フイルムのコマま号に相当す 

るをので、撮影した順 ( し日日日 ] 〜 9999の画像 まり列） BE3S0001 JPG 

号び付けられ、 ] つのフオルダに保をされます。画 - 

像番号は、用途に応じて番号の付け方を変えること 
びでさます。 



[画像番号]を選ぶ 

• [ VI ] タブの [画像番号] を選び、〈©〉 
を押します。 


画像番号の付け方を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して内容を選び、〈包)〉を押 
します。 


通し番号 

カード交換やフオルタ’作成を行っても連番で保存したいとき 

カード交換やフオルダ作成、カードの変更（例 ： QJ 一回）を行っても、画 
像番号9999の画像びでさるまで、連続した番号び付けられ、保存されま 
す。複数のカード、またはフオルダにまたびった日日日1〜9999までの画像 
を、パソコンで]つのフオルダにまとめて保存したいとさなどに有効です。 

ただし、交換•変更したカードや、作成したフオルダにすでに画像び保を 
されているときは、その画像に付けられたま号の続きま号になることびあり 
ます。画像を通し番号で保をしたいときは、初期化したカードを使用してく 
ださい。 


力- ドを交換-変更した場合 フォルダを作成した場合 


f 力ード f 力ード B (回）1 r 力-ド A 



続さの画像番号 
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El 皿画像番号の付けちを設定する 


才ートリセット 

力ード交換やフオルタ’作成で、画像番号を0001にしたいとき 

カード交換やフオルダ作成、カードの変更（例：の一回）を行うと、画 
像番号日日日1から順に番号び付けられ、保をされます。力ード単位、または 
フオルダ単位で画像を分類したいとさなどに有効です。 

ただし、交換•変更したカードや、作成したフオルダにすでに画像び保を 
されているとさは、その画像に付けられたま号の続さま号になることびあり 
ます。日日01から順に保をしたいときは、初期化した力ードを使用してくだ 
さい。 

力ー ドを交換-変更した場合 フォルダを作成した場合 


'力ード力ード B (回)^ ( 力ード A 



画像番号リセット 


強制リセット 


任意に画像番号を0001にしたり、新しいフォルダで画像番号0001か5撮 
影したいとき 

この操作を行ラと、自動的に新しいフォルダび作られ、そのフォルダに画 
像番号日日日1から順に番号び付けられ、保をされます。 

前の曰に撮影した画像と、今日撮影する画像を別々のフォルダに保をした 
いとさなどに有効です。操作を行ったあとは、通し番号、またはオート U 
セツトの設定に戻ります（強制 IJ セツトの確認表示は行われません)。 


W フォルダ番号999のフォルダに画像番号9999の画像び保をされると、カードに 
空さ容量びあってち撮影でさな<なります。カードの交換を促すメッセージび表 
示されますので、新しいカードに交換してください。 
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MENU 


著作権情巧を設定ずる丽 


著作権情報の設定を行ラと、その内容び Exif (イグジフ）情報として画像 
に記録されます。 


カスタム tt 影ド （ C 1— 〇) 


つ7-ムウェア over - 1,0,0 



ザ巧が入力 — 

XXKXX，xxxxxj 


3 


8，。/: E] 001234567 S9 

ab こ defghlJklDnapqrstUiirii^Z 

AB [化 FGHI 」 K LH HOF 圳 STL WXY? 

■# .ゎ巧 S’UJ 

iniSl キヤンセル EHM OK 


[著作権情報]を還ぶ 

• [ V 4] タブの唐作権眉報]を選び、 <©> 
を押します。 


設定する項目を選ぶ 

参 <〇> を回して [作成ち名入力] または唐 
作権ち名入力] を選び、〈©〉を押します。 


文字を入力する 

参〈回〉ボタンを押すと、文字パレットの 
枠に色び付さ、文字入力びでさるよラに 
なります。 

• 〈〇/滋〉または〈を〉を操作して □ 
を移動し、希望する文字を選び、〈贷)〉 
を押すと入力されます。 

参最大63文字入力することびでさます。 

• 〈1〉ボタンを押すと、]文字消去され 
ます。 


4設定を終了する 

参文字の入力び終わったら、 〈 MENU 〉 ボタ 
ンを押します。 

設定した内容び保をされ、手順2の画面 
に戻ります。 
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皿!皿著作権情報を設定する® 


著作権情報の確認 



前ぺージの手順2で 唐作権 f 青報の表示] を 
選ぶと、入力した [作成ち][著作権ち] の情 
報を確認することびでさます。 


着作権情報の消去 

手順2で [著作権情報の消去] を選ぶと、 [作成ち][著作権ち] の情報び消去さ1 
れます。 


S 付属ソフトウェアの EOS U 川 ity (P.394) から、著作権情報を設定•確認する 
ことちでさます。 
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MENU 


色空間を設定ずる 


再現でさる色の範囲（色域特性）のことを、色空間といいます。このカメ 
ラでは、撮影する画像の色空間を sRG 目（エスアールジービー ）、 Adobe 
RGB (アドビアールジービー）から選ぶことびできます。なお、一般的な 
撮影のとさは、 sRG 日をおすすめします。 

〈ぶ〉モードでは、 sRG 目に自動設定されます。 


1[色空間]を選ぶ 

♦ [02] タブの [色空間] を選び、〈©〉 
を押します。 



色空間を設定する 
♦ [ sRG 助 または [Adobe 

<©> を押します。 


RG 助 を選び、 


Adobe RGB にごいて 

主に商用印刷などの業務用途で使用します。画像処理と Adobe RGB 、 
DCF 2.0 に xif 2.21 し U 上）についての知識びない方にはおすすめできませ 
ん。 sRG 目のパソコン環境や 、 DCF 2.0 (Exif 2.2 UU 上）に対応していな 
いプ U ンターでは、とてを控えめな感じに仕上びるため、撮影後、パソコン 
のソフトウエアなどで画像処理を行ラ必要びあります。 


Bl • 色空間を Adobe RG 目に設定して撮影した静止画は、ファイル名の先頭文字び 
し」（アンダーバー）になります。 

• に C プ□ファイルは付加されません。に C プ□ファイルについては、ソフトウェ 
ア使用説明書 （ CD - ROM / 13.39目）を参照してください。 
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撮影目的におわせた 
応。撮影 


P / Tv / Av / M/B の撮影モードで 
は、シャッター速度や絞り数値を選択 
したり、露出を自分の好みに変えるな 
ど、カメラの設定を思いどおりに変え 
ることで、さまざまな撮影がでをます。 


♦ ページタイトルちの丽は、モードダイヤルび 〈 P / Tv / Av / 
M / B > のとさに使用できる機能であることを示しています。 

* 〈が〉モードでは使用できない機能です。 

参シャッターボタンを半押ししたあとで指を離してを、タイマー 
の働さにより、ファインダー内と表示ノ（ネルに露出値び4砂間 
(を 4) 表示されます。 

♦ 各撮影モードで設定できる機能は、346ページを参照してくだ 
さい。 



あらかじめ 〈 LOGO 〉 スイッチを左側にしてください。 









P ： プログラム AE 撮露 

被写体の明るさに応じて、カメラびシャッター速度と絞り数値を自動的に 
設定します。これをプ□グラム AE といいます。 

*〈 P 〉 は 、 Program (プ□グラム）の略です。 

* A 曰ま 、 Auto Exposure (才ートェクスポージヤ ー） の略で自動露出のことです。 



モードダイヤルを 〈 P 〉 にずる 



ピントを合わせる 

• ファインダーをのぞいて、 AF フレーム 
を被写体に合わせ、シャッターボタンを 
半押しします。 

今ピントび合うと、ファインダー内ち下に 
合焦マーク〈参〉び点なします。 

(ワンシヨット AF 時） 

今シャッター速度と絞り数値び自動的に 


ミ夫まり、ファインダー内と表示パネルに 


表 7 J \ されます。 




fA" ィ 

至 5 5.S0 

画 

ONESH 饥 


に 巧日 B 

:] 回 

□ 

-3..2. 


四 


表示を確認する 

• シャッター速度と絞り数値び点滅して 
いなければ、標準露出です。 


4撮影する 

• 構図をミ夫め、シャッターボタンを全押し 
します。 
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P ： プ□グラム AE 撮影 





• シャッター速度の「30"」と小さな絞り数値び点滅すると 
さは、被写体び暗すざます。 

ISO 感度を上げるか、スト□ボを使用してください。 

参シャッター速度の「8000」と大きな絞り数値び点滅すると 
さは、被写体び明るすざます。 

ISO 感度を下げるか、減光用の ND フィルター（別売）を 
使用してください。 


园 〈 P 〉 と〈が〉モードの違いについて 

〈が〉モードでは、失敗を防ぐために、 AF モードや測光モードなど、多くの機能 
び自動的に設定され、変更でさる機能び限定されています。それに巧して 〈 P 〉 
モードでは、自動的に設定されるのはシャッター速度と絞り数値だけで、 AF モー 
ドや測光モードなどの機能を自由に設定することびでさます （ P .346)。 

プ□グラムシフトについて 

• プ□グラム AE のときは、自動的に設定されたシャッター速度と絞り数値の組 
み合わせ（プ□グラム）を、同じ露出のままで自由に変えることびでさます。 
これをプ□グラムシフトといいます。 

• プ□グラムシフトは、シャッターボタンを半巧ししてから、希望するシャッ 
ター速度、または絞り数値び表示されるまでく滋〉を回します。 

• プ□グラムシフトは、撮影すると自動的に解除されます。 

• スト□ボを使用したとさは、プ□グラムシフトはでさません。 
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Tv : シャッター速度をミ夫めて撮る 

シャッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび標準露出 
に必要な絞り数値を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE といい 
ます。シャッター速度を速くすると、動さの速い被写体の瞬間をとらえるこ 
とびでさます。逆にシャッター速度を遅くすると、流動感を表現することび 
でさます。 

*〈 Tv 〉 は、 Time value (タイムバリュー）の略で時間量のことです。 




流動感のある写真 
(遅いシャツター速度： 1/3 □秒) 


動さを止めた写真 

(速いシャツター速度：1/20日日秒) 



モードダイヤルを 〈 Tv 〉 にする 


シャッター速度を設定する 

♦ 表示パネルを見なびら〈越!〉を回しま 
す。 


3ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 
今絞り数値び自動的に決まります。 



4 


表示を確認して撮影する 

• 絞り数値び点滅していなければ標準露 


出です。 
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Tv : シャッター速度をミ夫めて撮る 


小さな絞り数値び点滅するとさは、露出アンダー（露出不 
足）です。 

絞り数値の点滅び止まるまで〈巡0を回してシャッター速 
度を遅くするか、に 0 感度を上げます。 

大さな絞り数値び点滅するとさは、露出オーバー（露出過 
度）です。 

絞り数値の点滅び止まるまで〈怒!〉を回してシャッター速 
度を速くするか、に 0 感度を下げます。 

u シャッター速度の表示 

「8000」から「4」までは分数の分母を表しています。例えば「125」は 1/12 已秒 
を表しています。また、「0"5」は 0 .已秒を、「15"」は]已秒を表しています。 

■ 
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Av : 絞り数値をミ夫めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび標準露出に必要 
なシャッター速度を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 
絞り数値を大さくする（絞りを閉じる）と、ピントの合ラ範囲び前後に広く 
なります。逆に絞り数値をルさくする（絞りを開く）と、ピントの合う範囲 
び狭くなります。 

*〈 Av 〉 は、 Aperture value (アパーチヤーバリュ ー) の略で開□量のことです。 



背景をぼかした写真 背景にちピントび合った写真 

(ルさい絞り数値： F 日.目） （大きい絞り数値： F32) 



3ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

今シャッター速度び自動的にミ夫まります。 




表示を確認して撮影する 

• シャッター速度び点滅していなければ 
標準露出です。 
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Av : 絞り数値をミ夫めて撮る 


か 




シャッター速度の「30"」び点滅するとさは、露出アンダー 
(露出不足）です。 

シャッター速度の点滅び止まるまで〈1^〉を回して絞り数 
値を小さくする（絞りを開く）か、に0感度を上げます。 




シャッター速度の「8000」び点滅するときは、露出オーバー 
(露出過度）です。 

シャッター速度の点滅び止まるまで〈巡!〉を回して絞り数 
値を大きくする（絞りを閉じる）か、 ISO 感度を下げます。 


ni 絞り数値の表示 

数値び大さくなるほど、レンズの絞り径は小さくなります。表示される絞り数値 
はレンズによって異なります。カメラにレンズび付いていないとさは、表示び 
「00」になります。 


■ 


ピントの合5節囲を確認する圆司 

レンズの絞りは、撮影する瞬間だけ絞りの大ささ（開□量）び変わり、撮 
影しない状態では、絞りび開いた状態になっています。そのため、ファイン 
ダーやライブビュー映像で見えるピントの合う範囲は、常に狭く（浅く） 
なっています。 



絞り込みボタンを押すと、そのとさ設定 
されている絞り数値でレンズの絞り込みび 
行われ、実際にピントの合う範囲（被写界 
深度）を確認することびでさます。 


0 •絞り数値び大さいほど、ピントの合う範囲は前後に広くなりますび、フアイ 
ンダーは暗<なります。 

• ライブビュー映像を見なびら絞り数値を変えて、絞り込みボタンを巧すと、被 
写界深度の効まびよくわかります （ P .198)。 

• 絞り込みボタンを巧すと、露出び固定された （ AE □ック）状態になります。 
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M : 露出を自分でミ夫めて撮る 

自分でシャッター速度や絞り数値をミ夫めて撮影するとさに設定します。露 
出は、ファインダー内の露出レベル表示を参考にしたり、市販の露出計を利 
用して自分で任意にミ夫めます。これをマニュアル露出といいます。 

*〈 M 〉 は 、 Manual (マニュアル）の略です。 



f ^7 n \ 

视日 BJiiBSB ] 

ONE SHOT 

■3. .2. 

IS 。 只►じ主回 

□ 

图 


モードダイヤルを 〈 M 〉 にする 


シャッター速度と絞り数値を設定する 

参シャッター速度は、〈猫!〉を回して設定 
します。 

参絞り数値は、〈類〉を回して設定します。 
参設定できないときは、 〈 LOCK ^〉 スイッ 
チを左側にしてから〈越!〉または〈類〉 
を回します。 


標準露出指標 3 


露出レベル マーク 


ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半押しします。 

今ファインダー内と表示パネルに露出値 
び表示されます。 

参露出レベルマーク〈0で、標準露出か 
らどのくらいずれているか、確認するこ 
とびでさます。 



ISO SnUBSB] 

ONE SWT 

-3..2. 

に 0; 日日 麗回 

□ 

画 


4 


露出をミ夫めて撮影する 

参露出レベル表示を確認し、任意のシャッ 
ター速度、絞り数値を設定します。 

参標準露出から±3段を超えるとさは、露 
出レベル表示の端び〈イ〉または〈いの 
表 Tld こなります。 


W ISO オート設定時は、設定したシャッター速度と絞り数値に対して標準露出にな 
るようにに0感度び変動するため、意図した露出で撮影でさないことびあります。 
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® 測光モードの選択® 


Q] • [02: オートライティングオプティマイザ] で [マニュアル 露出 時は OF 円の<>/>を外 

すと、 く M 〉 モードでわオートライティングオプティマイヴ機能び設定できる 
ようになります （ P .142)。 

参 に 0 オート設定時に〈乂〉ボタンを押すと、 ISO 感度を固定（□ック）するこ 
とびでさます。 

• <*> ボタンを巧して構図を変えると、〈*〉ボタンを巧したときとの露出差 
を露出レベル表示 （ P .22、23) で確認することびできます。 


® 測がモードの選択 I ® 

被写体の明るさを測る機能の特性を4種類の中から選ぶことびでさます。 
〈が〉モードでは、評価測光に自動設定されます。 



1 〈图 ‘ WB 〉 ボタンを巧す （を 6) 

2 測光モードを選ぶ 

参表示パネルを見なびら〈猫!〉を回しま 
す。 

画： 評価測光 
固： 部分測光 
田： スポット測光 
[] :中央部重点平均測光 



m 


图評価測光 

逆光撮影を含む一般的な撮影に適しています。撮影 
シーンに応じてカメラび露出を自動補正します。 


回部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光びあるとさに有効 
です。フアインダー中央部の約目.2%の範囲を測光し 
ます。 
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® 測光モードの選択® 


田 スポット測光 

被写体の特定の部分を測光するとさに有効です。 
フアインダー中央部の約].5%の範囲を測光します。 


[] 中央部重点平均測光 

ファインダー中央部に重点を置いて、画面全体を平 
均的に測光します。 


0〈田〉設定時に、ファインダー内に〈①〉を表示することびできます （ P .318)。 
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自分の巧みに露出を補正ずる®^ 

カメラび決めた標準的な露出に対して、明るめ（プラス補正）にしたり、 
暗め（マイナス補正）にして撮影することを露出補正といいます。 

P / Tv/Av モードのときに露出補正を行うことびできます。補正できる 
範囲は1/3段ステップ±5段ですび、ファインダー内と表示パネ j レの露出補 
正表示は±3段までです。±3段を超える設定は、クイック設定 （ P .49) 、 
または次ぺージの [02: 露出補正/ AEB 設定] で行ってください。 


1露出表示を確認する 

参シャッターボタンを半押しして（を4)、 
露出レベル表示を確認します。 


明るく（プラス）補正 2 補正量を設定する 

♦ ファインダー内、または表示パネルを見 
なびら〈類〉を回します。 

参設定できないときは、 〈 LOCK ^〉 スイツ 
チを左側にしてから〈類〉を回します。 



暗く（マイナス）補正 



撮影する 

参露出補正を解除するとさは、補正量の設 
定を〈いの位置に戻します。 


^ [ 02 : 才ートライティングオプティマイザ] ( P . 142) び、 [しない] じ(外に設定されて 
いるとさは、暗めにする露出補正を行ってを、明るく撮影されることびあります。 

IS • 設定した補正量は、電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしても記憶されています。 

• 補正量を設定してから 〈 LOCK ^〉 スイッチをち側にすると、補正量び不用意 
に変わることを防止することびでさます。 

参露出巧正量び +3 段を超えるときは、露出レベル表示の端び〈イ〉または〈い 
表示になります。 
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%露出を自動的にをえて撮る/ AEB 撮影 - 

]/3段ステップ±3段の範囲で、自動的にシャッター速度、または絞り数 
値を変えなびら3枚の画像を撮影することびでさます。これを AEB 撮影とい 
います。 * AE 目は 、 Auto Exposure 目 racketing (才ートエクスポージャーブラケ 
ティング）の略です。 



[露出補正/ AEB 設定]を選ぶ 
♦ [02] タブの [露出補正/ AEB 設定] を選 

び、〈贷)〉を押します。 


I ，お a 正け阳授定 I 

«< 

巧る< 

1 J.A J. んよ上 1 j 

I..I 王立 A.I t.T.t* 

S 1 け III ミ iirMl 

邸. •:. ‘1. 于 ! 

r ………’ホ 

If ,-’ れ 


EOOK 


AE 巨レべ J レ 


AEB レベルを設定する 

• <^>を回して AE 巨レベルを設定しま 
す。〈類〉を回すと露出補正量び設定で 
さます。 

参 <©> を押すと設定されます。 

今メニューを終了すると、表示パネルに 
<%>と AE 巨レベルび表示されます。 


f^7n\ 

挪。的の 

ONESH 饥 

-3..2. 

ISO : ロロ哩回 
パ " ド .。 L 

□ 


撮影する 

参設定しているドライブモードに従って、 
標準露出^マイナス補正^プラス補正 
の順に撮影されます。 

• AEB 撮影は自動解除されません。解除す 


るとさは、手順2の操作で AE 巨レベルの 


表示を消します。 


Bl • AE 目撮影中は、ファインダー内の〈乂〉と表示パネルの〈导] 〉 び点滅します。 
• ドライブモードび〈□〉 〈 as 〉 のときは、 3 回撮影してください。〈写山〉 
〈鸟 1〉 〈回5〉のときは、シャッターボタンを全押ししたままにすると、 3 枚 
連続撮影して自動的に停止します。〈！&〉〈！&2〉のとさは、]0秒後または 
2 秒後に 3 枚連続撮影されます。 

• 露出補正と組み合わせて、 AEB 撮影を行ラことわでさます。 

• AE 目レベルび +3 段を超えるときは、露出レベル表示の端び〈イ〉または〈い 
表示になります。 

• バルブ撮影時、およびスト□ボ使用時は、 AEB 撮影でさません。 

• 電源スイッチ 〈 OFF 〉、 スト□ボ充電完了で、 AEB 設定び自動解除されます。 
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关露出を固定して撮る/ AE ロック撮該《® - 

ピントと露出を別々にミ夫めたいとさや、同じ露出で何枚を撮影するとさに 
使用します。〈*〉ボタンを押して露出を固定したあと、構図を変えて撮影 
します。これを AE □ック撮影といいます。逆光下の撮影などで有効です。 

1ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 

今露出値び表示されます。 

2 <*> ボタンを巧す （を 4) 

今ファインダー内に〈*〉び表示され、露 
出び固定 （ AE □ック）されます。 

参〈*〉ボタンを押すたびに、そのときの 
露出び AE □ックされます。 


3構図を決めて撮影ずる 

参連続して AE □ック撮影をするときは、 
<*> ボタンを押しなびら、シャッター 
ボタンを押します。 


AE □ックの効ま 



測光モード 

AF フレーム選択 （ P .74) 

( P .1 日 7) 

自動選択 

任意選択 

画* 

ピントを合わせた AF フレームを 

選択されている AF フレームを中 

中/こ\にした露出値で AE □ツク 

/こ、にした露出値で AE □ック 

固田 □ 

中央の AF フレームを中/。にした露出値で AE □ック 


レンズのフォーカスモードスイッチび 〈 MF 〉 のときは、中央の AF フレームを中/こ N に 
した露出値で AEa ックされます。 


0バルブ撮景ミ時は、 AE □ックでさません。 
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B : 長時間露が（バルブ）撮該— 

シャッターボタンを押している間、シャッターび開いたままになり、 
シャッターボタンから指を離すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。 
夜景や花乂、天体の撮影など長時間の露光び必要なとさに設定します。 



モードダイヤルを〈6〉にする 


1 

3 


露光経過時間 



buLb I /( 

ONE SWT 


ISO •ィ日日組回 

□ 

图 



絞り数値を設定する 

参表示パネルを見なびら〈巡^〉または 
〈類〉を回します。 

撮影する 

参シャッターボタンを全押ししている間、 
露光び行われます。 

今表示パネルに露光経過時間び表示され 
ます。 


W 長時間のバルブ撮影を行ラと、画像に含まれるノイズび多くなります。 

IS • [03: 長秒時露光のノイズほ減] を [自動][する] に設定すると、長秒露光時に発 
生するノイズを低減することびでさます （ P .144)。 

• バルブ撮影を行うときは、兰脚と U モート スイッチ RS -80 N 3 (別売)、 ま 
たはタイマ ー U モートコント □ーラー TC -80 N 3 (別売）の使用をおすすめ 
します （ P .18 已)。 

• リモコン（別売/ P . 18日）を使ってバルブ撮影を行うこともできます。 U モ 
コンの送信ボタンを巧すと、 （2 秒後またはすぐに）バルブ撮影び始まり、わ 
う一度巧すと終了します。 
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HDR : HDR ( A イダイナミックレンジ）撮影丽- 

白とびや黒つぶれを緩和した広ダイナミックレンジな写真や、絵画のよう 
な写真を撮影することびでさます。風景などの静物撮影に適しています。 

HDR 撮影では、 1 回の撮影で露出の異なる 3 枚の画像（標準露出/露出ア 
ンダー/露出オーバー）を撮影して、自動的に画像合成を行います。撮影し 
た HDR 画像は、 JPEG 画質で記録されまず。 

* HDR は、 Hi 旨 h Dynamic Range (八イダイナミックレンジ）の略です。 


HDR 撮影をずる 



〈凶〉ボタンを巧す 


HDR モードを選ぶ 


♦ 〈類〉を回して [ HDR ] を選び、〈©〉 
を押します。 

今 HDR モードの画面び表示されます。 

[ D レンジ調整]を設定する 

参ダイナミックレンジの調整幅を選び、 
<©> を押します。 

参 [自動] を選ぶと、撮影画面全体の明暗差 
に応じて調整幅び自動設定されます。 

参数値び大さいほどダイナミックレンジ 


HDRt - ド 

た J ： ザ y 巧お 

けデミ司レ i 


g 百泪巧巧 


グラフィッ刈 

mm 

ビシテージ開 



び広い写真を撮影することびでさます。 
参 HDR 撮影をやめるときは、 [HDR オフ] を 
選びます。 

[仕上がり効果]を設定する 

参仕上びり効果を選び、〈©〉を押します。 



W • AEB 、 W 目ブラケティング、多重露出び設定されているとさや、バルブ撮影、 
動画撮影時は、 HDR モードの設定はでさません。 

• HDR 撮影時は、スト□ボは発光しません。 
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HDR: HDR (八イダイナミックレンジ）撮影® 


仕上びり効果について 

• ナチュラル 

明暗差の大さいシーンで、通常は白飛びしてしまラ部分や、黒くつぶ 
れてしまラ部分の描写び補正され、白飛びや黒つぶれび緩和された写真 
になります。 

参絵画調標準 

[ナチュラル]よりを白とびや黒つぶれび緩和された写真になりますび、 
コントラストを抑えたフラットな階調のため、絵画のよラな仕上びりに 
なります。被写体の輪郭部分に明るい（または暗い）縁取りび付さます。 

参グラフィック調 

[絵画調標準] よりを鮮やかでありなびら、コントラストを抑えたフラッ 
卜な階調で、グラフィックアートのよラな仕上びりになります。 

参油彩調 

最を鮮やかで被写体の立体感を強調した、油絵のよラな仕上びりにな 
ります。 

参ビンテージ調 

鮮やかさと明るさを抑えなびら、コントラストをさらに抑えたフラッ 
卜な階調で、色あせたちめかしい感じの仕上びりになります。被写体の 
輪郭部分に明るい（または暗い）縁取りび強めに付さます。 



絵画調標準 

グラフィック調 

油家ミ調 

ビンテージ調 

彩度 

標準 

局し、 

より局い 

低い 

輪郭強調 

標準 

弱い 

強い 

ょり強い 

明るさ 

標準 

標準 

標準 

暗い 

階調 

フラット 

フラット 

フラット 

よ0フラット 


51各仕上びり効まとわ、設定されているピクチャースタイルを基本にした画像特性 
で撮影されます。 
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HDR: HDR (八イダイナミックレンジ）撮影® 



[ HDR 撮影の継続]を設定ずる 

♦[1 回で終了] または [繰り返し] を選び、 
<©> を押します。 

参 [1 回で終了] を選んだとさは、撮影び終 
了すると、 HDR 撮影び自動的に解除さ 
れます。 

参[繰り返し] を選んだときは、手順 3 で 
[HD 时フ] を選ぶまで HDR 撮影び続き 


ます。 



[画像位置自動調整]を設定する 

参手持ち撮影を行うとさは [する]、 兰脚な 
どを使用するときは [しない] を選び、 
〈©〉を押します。 

保巧する画像を指定する 

参撮影した 3 枚の画像と、合成した HDR 画 
像を保をするとさは、 [全画像] を選び、 
〈©〉を押します。 

参 HDR 画像だけを保存するとさは、 [HDR 
画像のみ] を選び〈毎)〉を押します。 

撮影する 

参ファインダー撮影、ライブビュー撮影 
で、 HDR 撮影を行うことびでさます。 
表示パネルに 〈 HDR 〉 び表示されます。 

参シャッターボタンを全押しすると、 3 枚 
連続撮影され、 HDR 画像びカードに記 
録されます。 



W • 拡張に0感度で HDR 撮影を行うことはできません （ ISO ] 00〜2已日00の範 
囲で HDR 撮影びでさます)。 

• 画像位置自動調整] を [ずる] に設定して撮影したときは、 AF フレーム表示用の 
情報 （ P .247)、 およびダストデ U —トデータ （ P .291) は画像に付加されま 
せん。 
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HDR: HDR (八イダイナミックレンジ）撮影® 


U 参兰脚の使用をおすすめします。また、手持ち撮影をするとさは、高速シャッ 
ターで撮影することをおすすめします。 

• 動いている被写体を撮影すると、被写体の移動び残像のよラに写るため、お 
すすめでさません。静物撮影をおすすめします。 

• HDR 撮影はシャッター速度を自動的に変えて 3 枚の画像を撮影します。その 
ため、 Tv 、 M モードでわ設定したシャッター速度を基準に、速度び変化しま 
す。 

• 手ブレを抑えるため、通常よりも ISO 感度び高く設定されることびあります。 

• 晒像位置自動調整] を [ずる] に設定して手持ち撮影を行うと、画像の周辺部分 
びわずかに卜 US ングされ、解像感び若干低下します。また、手ブレなどに 
より画像のズレ量び大さいと、自動位置合わせび行われないことびあります。 
なお、極端に明るい/暗い露出設定で撮影すると、自動位置合わせび適切に行 
ねれないことびあります。 

• 晒像位置自動調整] を [しなし リに設定して手持ち撮影を行うと、 3 枚の画像び 
ズレて、 HDR の効まび十分に得られないことびあります。 

•格子模様、ストライプ模様のよラな繰り返しパターンや、画面全体び平坦で 
単調なとさは、自動位置合わせび正常に行われないことびあります。 

参空や白壁のよラなシーンのグラデーションび滑らかに再現されなかったり、 
ムラやノイズび発生することびあります。 

• 堂光灯や LED 電球などの光源下で HDR 撮影を行ラと、照明されている部分び 
適切な色で再現されないことびあります。 

• HDR 撮影は撮影後に画像を合成するため、通常の撮影よりわカードに画像び 
記録されるまでの時間び長<なります。画像処理中は 「 BUSY 」 び表示され、 
処理び終わるまで次の撮影はでさません。 

• HDR モードを設定したとさは、メニュー画面にグレーで表示されている項目 
は設定できません。なお、 HDR モード設定時は、オートライティングオプティ 
マイヴび自動的に [しない] になります。 HDR モードを解除すると、元の設定 
に戻ります。 

IS • RAW 画質で撮影したとさは、 HDR 画像は JL の画質で記録されます。 

RAW+JPEG 画質で撮影したとさは、 HDR 画像は設定した JPEG 画質で記録 
されます。 

• [03:HDR モード ] から設定することもできます。 
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因を重露出撮露 I ® 

複数の画像 （2 〜9枚）を重ね合わせた写真を撮影することびでさます。 
ライブビュー撮影 （ P .197) を併用すると、画像の重なり具合を確認しな 
びら撮影することびでさます。 



1〈凶〉ボタンを巧す 

2 多重露出を選ぶ 

• 〈類〉を回して[因]を選び、〈©〉を 
押します。 


多重露出の設定画面び表示されます。 


I を出 I 

を ■! ホ we 

しなり 


お*!!巧 H を 


法 an お B 先 


[多重露出撮影]を設定する 

• [機能•操作優妃または[連続撮影優泡を 
選び、〈贷)〉を押します。 

参多重露出撮影をやめるとさは、 [しない] 
を選びます。 



♦ 機能-操作優先 

画像の確認を行いなびら、じっくり多重露出撮影を行いたいとさに適 
しています。連続撮影時は連続撮影速度び大幅に遅くなります。 

♦ 連続撮影優先 

動いている被写体を連続して重ね合わせるとさに設定します。連続撮 
影することびでさますび、撮影途中に「メニュー画面の表示」「ライブ 
ビュー表示」「撮影直後の画像確認」「画像再生」「撮影のやり直し 
( P .182)」 はでさません。 

また、撮影画像は多重露出画像のみ保をされます（多重露出画像を生 
成するために撮影した画像の保をはでさません)。 


W • W 目ブラケティング、 HDR モードび設定されているとさや、動画撮影時は、多 
重露出撮影の設定はでさません。 

• [連続撮該優先] の設定でライブビュー撮影を行ったとさは、]枚目を撮影する 
とライブビュー機能び自動的に終了します。2枚目攻降はファインターを見な 
びら撮影してください。 
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因多重露出撮影 


みお！化 

をを奋を诗 a 


»だ3 

mm 

㈱ 嫩 

㈱ 赃 


[多重露出制御]を設定する 

♦ 露出の重ね合わせ方を選び、〈@)〉を押 
します。 


参加算 

撮影した画像の露出を加算して重ね合わせます。 [重ねる枚数] に応じ 
て、マイナス補正を行ってください。露出補正量の目まは似下のとおり 
です。 

重ねる枚数と露出補正量の目安 

に枚： - 1剧「3枚：-] .5 剧「4枚： -2 段」 


W [機能•操作優先]+ [加算]の設定で撮影途中に表示される画像は、ノイズび多 
し、状態で表示されることびありますび、設定した枚数の撮影び終わると、ノ 
イズ低減処理び行われ、撮影途中に表示されたとさよりちノイズびかない状 
態で多重露出画像び記録されます。 


参加算平均 

[重ねる枚数] に応じて自動的にマイナス補正を行いなびら、画像を重 
ね合わせます。なお、同じ構図で撮影したとさは、被写体の背景び標準 
露出になるよラに自動露出制御び行われます。]枚ごとに露光量を変え 
たいとさは [加算] を選びます。 


参比較（明）/比較（暗） 

ベースになる画像と重ね合わせる画像を同じ位置で明るさ（暗さ）比 
較して、明るい（暗い）部分を残します。重なる色によっては、明るさ 
(暗さ）の割合に応じて、色び混ざり合うことびあります。 

5 [重ねる枚数]を設定する 

• 〈類〉を回して枚数を選び、〈毎)〉を押 
します。 

参2〜9枚の範囲で設定することびでさま 
す。 


みお!化 

S ねるをを 
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因多重露出撮影 



保巧ずる画像を指定ずる 

参重ね合わせる画像と、多重露出画像の両 
方を保をするときは、 [全画像] を選び 
<©> を押します。 

参多重露出画像だけを保をするときは、 
[多重画像のみ] を選び〈©〉を押します。 


[多重露出撮影の継続]を設定する 

参 [1 回で終了] または [繰り返し] を選び、 
〈©〉を押します。 

♦[1 回で終了] を選んだとさは、撮影び終 
了すると、多重露出撮影び自動的に解 
除されます。 

参[繰り返し] を選んだときは、手順3で [し 
ない] を選ぶまで多重露出撮影び続さま 


す。 




残り撮影枚数 


8 


1枚目を撮影する 

[機能•操作優先]設定時は、撮影した画像 
び表示されます。 

〈因〉び点滅します。 

•多重露出撮影の残り枚数は、ファイン 
ダー内または画面に表示される [] 内 
の数値で確認することびでさます。 

参〈囚〉ボタンを押すと、撮影した画像を 
確認することびでさます （ P .182)。 


W • オートライティングオプティマイヴ、高輝度側•階調優先、周辺光量補正、色 
収差補正は、 [しなし リ設定で撮影されます。 

• 記録画質、に0感度、ピクチャースタイル、高感度撮影時のノイズ低減、色空 
間などは、 ] 枚目と同じ設定で2枚目じ(降わ撮影されます。 

参ピクチャースタイルび [才ート] に設定されているときは、 [スタンダード] で撮 
影されます。 
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因多重露出撮影 


92枚目似降を撮影する 

[機能•操作優先]設定時は、撮影した画像び重なって表示されます。 

参ライブビュー撮影のときは、そのときまでに撮影した画像び重なって 
表示されます。 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、ライブビュー映像だけを表 
示することびでさます。 

♦ 設定した枚数を撮影すると、多重露出撮影び終了します。連続撮影時 
は、シャッターボタンを押し続けると、設定した枚数を連続撮影して 
停止します。 


W • 多重露出撮影では、重ねる枚数び多いほど、ノイズ、色ムラ、搞び目立つよ 
うになります。また、 ISO 感度び高くなるほどノイズび増えるため、低に〇感 
度で撮影することをおすすめします。 

• [加算] 設定時は、多重露出撮影を終了したとさに画像処理に時間びかかりま 
す（アクセスランプび通常よりち長く点なします)。 

• [機能•操作優先]+ [加算] の設定でライブビュー撮影を行ったとさは、多重露 
出撮景ミ終了時にライブビュー機能び自動的に終了します。 

• 手順9でライブビュー撮影時に重なって表示される画像の明るさやノイズな 
どは、最終的に記録される多重露出画像とは異なります。 

• [連続撮影優先] 設定時は、設定した枚数の撮影び終わったらシャッターボタン 
から指を離してください。 

• 多重露出の設定を行ったあと、電源スイッチ 〈OFF〉、 電池交換を行うと、多 
重露出撮影び解除されます。 

• 撮影途中に撮影モードを〈が〉 〈田]/困/面〉 にすると、多重露出撮影び終 
了します。 

• 多重露出を設定したとさや、多重露出撮影中は、メニュー画面にグレーで表 
示されている項目は設定でさません。 

• カメラにパソコン、またはプ U ンターを接続しているとさは、多重露出撮影 
はでさません。 

13 • [機能•操作優先] のとさは、撮影途中で 〈囚〉 ボタンを巧すと、そのとさまで 
に撮影した画像を確認したり、直前に撮影した画像を消去することびでさま 
す （P.182)。 

• [03: 多重露曲 から設定することもできます。 
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因多重露出撮影 


力ードに記録されている画像に重ね合わせる 

カードに記録されている画像を1枚目に指定して、多重露出撮影を行ラこ 
とびでさます。選択した画像の元画像はそのまま残ります。 

指定できるのは晒の画像のみでず。 M 晒の / S 晒！;！] 画像、および JPEG 画像 
は選択でさません。 


をが化 

巧が'巧巧 

を S 制旬 S m 

邮る校な 3 

mmiSium ま酣 
を SBdiW の货な t 回て-巧了 
由ねる巧度を S 折 

: 傷； I_ 


1[重ねる画像を選択]を選ぶ 

♦ [重ねる画像を選択] を選び〈©〉を押し 

よ 9 〇 

吟カード内の画像び表示されます。 


2 画像を選ぶ 

• 〈類〉を回して、]枚目に設定する画像 
を選び、〈(©〉を押します。 

参〈類〉を回して [0 K ] を選びます。 


選択中の画像ま号び、画面下に表示され 



よ 9 〇 


3撮影ずる 

参画像を選択すると、残り撮影枚数は [重 
ねる枚数] で設定した枚数よりを I 枚少な 
くなります。例えば、 [重ねる枚数] び3枚 
のとさは、2枚撮影します。 


W • 高輝度側-階調優先を [ずる] に設定して撮影した画像、アスぺクト比び3 : 
2政外の画像 （ P . 204)、トリミング情報び付加された画像 （ P . 32 0) は、] 
枚目に指定でさません。 

• オートライティングオプティマイヴ、周辺光量補正、色収差補正は、 ] 枚目に 
指定した H) 画像の設定に関わらず、 [しなし リ設定で撮影されます。 

参に0感度、ピクチャースタイル、高感度撮影時のノイズ低減、色空間などは、 
] 枚目に指定した H) 画像と同じ設定で撮影されます。 

•] 枚目に指定した晒! a 画像のピクチャースタイルび はート] のときは、 [スタ 
ンダード] で撮影されます。 

参他のカメラで撮影した画像は選択でさません。 
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因多重露出撮影 


IS 参多重露出撮影を行った晒! a 画像を選ぶことわでさます。 
• [画像選択解除] を選ぶと、指定び解除されます。 


撮影途中の画像確認と画像消去について 

[機能•操作優先]設定時に、設定した枚数 
の撮影び完了する前に〈囚〉ボタンを押す 
と、撮影途中の（多重）画像び表示され、重 
なり具合や、露出などを確認することびで 
きます（[連続撮影優先]時不可)。 

この状態で〈1〉ボタンを押すと、撮影 
途中に操作でさる項目び表示されます。 



項目 

内容 

台前の画面に戻る 

項目を消して 〈ra〉 ボタンを巧す前の画面に戻ります。 

苗1枚戻る 

直前に撮影した画像を消去します（撮影のやり直し）。残り撮 
影枚数び1枚増えます。 

だ保巧して終了 

[撮影画像のな巧：全画像] 設定時は、途中まで撮影した全画像 
と、多重露出画像を保存して終了します。 

[撮影画像のな巧：多重画像のみ] 設定時は、多重露出画像だけを保 
存して終了します。 

な保存しないで終了 

途中まで撮影した全画像を保存しないで終了します。 


W 多重露出撮影中は、多重露出画像政外の再生はでさません。 
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因多重露出撮影 


S こんなとをは 

• 記録画劃こ制限はありまずか？ 

JPEG は全記録画質を 選択で さます。 M 晒の /S 晒の のとさは、多重露 
出画像は 晒ので 記録されます。 


記録画質設定 

重ね合わせる画像 

多重露出画像 

JPEG 

JPEG 

JPEG 

HI 



MHI/SH) 


H ) 

Hi + JPEG 

圓 +」PEG 

圓 +」PEG 

M n/S n + JPEG 

MH)/SHi+JPEG 

圓 +」PEG 


参カードに記録されている画像に重ね合わせたい 

[重ねる画像を選択] で、多重露出]枚目の画像を選択することびできま I 
す （ P .181) 。なお、カードに記録されている画像どラしを重ね合わせ 
ることはでさません。 

♦ ライブビュー撮影でも多重露出びできますか？ 

[機能•操作優先] 設定時は、ライブビュー撮影でを多重露出を行ラこと 
びできます （ P .197) 。ただし、 [04: アスペクト比] は [3:2] に固定 
されます。 

♦ 多重露出画像の画像番号はどうなりますか？ 

全画像を保存する設定のとさは、多重露出画像を生成するために撮影 
した最終画像の続さま号で保存されます。 

♦ 多重露出撮影中に才ートパワーオフ機能は作動しまずか？ 

2: 才ートパワーオフ] び [しない] じ(外に設定されているときは、才一 
トパワーオフで電源び自動的に切れるまでの時間び 3 日分になります。 

オートパワーオフび働くと多重露出撮影び終了し、多重露出の設定を解 
除されます。 

なお、多重露出撮影を始める前は、カメラで設定した時間通りにオー 
トパワーオフび働さ、多重露出の設定び解除されます。 
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<7 ミラ■アツプ撮露丽> 

セルフタイマー撮影や、 U モートスイッチを使用した撮影でを、カメラブ 
レ防止に十分な効果びありますび、超望遠レンズを使用した撮影のとさや、 
近接（マク〇)撮影のとさに、機械的な振動（ミラーショック）び気になる 
とさは、ミラーアップ撮影という方法を使います。 


1[ミラーアップ撮影]をはる]に設定する 

♦ [01] タブの [ミラーアップ撮影] を選び、〈©〉を押します。 
♦ [する] を選び〈©〉を押します。 

2ピントを合わせ、シャッターボタンを全巧しする 

-► ミラーび上びり、表示パネルの〈グ〉び点滅します。 

3もう一度シャッターボタンを全巧しする 

撮影び行われ、ミラーび下びります。 


U • 晴天の真夏の海岸や、スキー場のよラに極端に明るいところでミラーアップ 
撮影を行ラとさは、 S ラーアップ安定後、速やかに撮影してください。 

• レンズを太陽に向けないで<ださい。太陽の熱でシャッター幕び焼けて損傷 
する恐れびあります。 

• バルブ撮影とセルフタイマーを併用してミラーアップ撮影を行ラときは、 
シャッターボタンを全押しし続けてください（タイマー作動秒時+バルブ撮 
影時間)。タイマー作動中に、シャッターボタンから指を離すと、シャッター 
び切れたよラな音びしますび、実際は撮影されていません。 

• ミラーアップ中は、撮影機能の設定、メニュー操作などはでさません。 

Bl • ドライブモードび連続撮影に設定されていても、 ] 枚撮影になります。 

• セルフタイマーを併用することちでさます。 

• ミラーアップしてから30秒経過すると、ミラーび自動的に下びります。再度 
シャッターボタンを全巧しすると、ミラーアップします。 

• ミラーアップ撮影を行うときは、兰脚とリモートスイッチ RS -80 N 3 ( 別 
売)、またはタイマー U モートコント□ーラー TC -80 N 3 (別売）の使用を 
おすすめします （ P .18 己）。 

• リモコン（別売/ P .18 日）を併用することわでさます。 U モコンのスイッチ 
を「2秒後」に設定することをおすすめします。 
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アイ ピースカバーの 使い方 

セルフタイマー撮影やバルブ撮影のとさなど、ファインダーをのぞかずに 
撮影すると、ファインダーから入つた光の影響で暗い写真になることびあり 
ます。このようなときは、ストラップに付いているアイピースカバー ( P .27) 
を使います。 

なお、ライブビュー撮影と動画撮影のとさは、アイピースカバーを取り付 
ける必要はありません。 



アイカップを取り外す 

♦ アイカップの両脇をつまんだまま引さ 
上げて取り外します。 



アイ ピースカバーを 取り付ける 

参ファインダー接眼部の溝に沿って、アイ 
ピースカバーを取り付けます。 



P U モートスイツチ撮該 

U モートスイッチ RS-8 日 N3 (別売）や、タイマー IJ モートコント □- 
ラー TC-8 日 N3 (別売）など、 N3 タイプの端テを備えた EOS 用アクセサ 
U —をカメラに取り付けて撮影することびでさます （ P .3 已6)。 

アクセヴ U —の操作方法については、各アクセサ IJ 一の使用説明書を参照 
してください。 



1 


端子カバーを開ける 

リモコン端子にプラグを取り付ける 

参図のように取り付けます。 

参取り外すとさは、プラグの銀色の部分を 


つまんで引さ抜さます。 
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! U モコン撮該 



U モートコント□-ラー RC-6 (別売）を使用すると、 
カメラから最大約 5 m 離れて U モコン撮影することびで 
きます。「すぐに撮影」と「2秒後撮影」びでさます。 

IJ モートコント□-ラー RC-1 と RC- 已を使用するこ 
とをでさます。 


1ピントを合わせる 


2レンズのフォーカスモードスイツチを 
< MF > にする 

• <AF> で撮影することをでさます。 




4 



< AF - DRIVE > ボタンを巧す （を 6) 


セルフタイマーを選ぶ 

• 表示パネルを見なびら〈類〉を回して、 
〈!&〉または 〈i&2〉 を選びます。 


リモコンの送信ボタンを巧す 

• IJ モコンの送信部をカメラの受信部に 
向けて、送信ボタンを押します。 

今セルフタイマーランプび点なして撮影 
されます。 


U 堂光灯や LED 電球などび近<にあると、光源の影響でカメラび誤作動して、意図 
せずにシャッターび切れることびあります。でさるだけカメラを光源から離して 
<ださい。 
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6 

スト□ボ撮影 


この章では、 EOS 用の EX スピードライト（別売）や、ミ凡用スト 
□ボを使った撮影ち法、カメラのメニュー画面か5スト□ボの機 
能を設定する方法について説明しています。 
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> ストロボをほった撮露- 

EOS 用 EX シ y — ズ スピー ドラ イト 

EX スピードライト（別売）を使用すると、スト□ボなしの撮影と同じ感 
覚で、簡単にスト□ボ撮影を行ラことびでさます。 

操作方法については、 EX スピードライトの使用説明書を参照してくださ 

い。 なお、このカメラは、 EX スピードライトの全機能び使用できる、 A 夕 
イプカメラに属しています。 

カメラのメニュー画面から、スト□ボの機能や、スト□ボのカスタム機能 
を設定する方法については、 ] 9] 〜] 96ページを参照してください。 

おお詞很 

ク U ップオンタイプス ト □ボ マク□ス ト □ボ 


参 FE □ック 

被写体の任意の部分に適正調光させるスト□ボ撮影方法です。被写体 
をファインダーの中央に置いて、カメラの 〈 M - Fn 〉 ボタンを押してから 
撮影します。 

参スト□ボ調光補正 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボの発光量を調整することびでさま 
す。補正でさる範囲は、]/3段ステップ±3段です。 

カメラの 〈 ISO •阻〉ボタンを押したあと、ファインダー内、または表 
示パネルを見なびら〈類〉を回します。 


^ [02: 才ートライティングオプティマイザ] ( P .142) び [しない] 政外に設定されてい 
るとさは、暗めにする調光補正を行っても、明るく撮影されることびあります。 

S1 AF でピントび合わせにくいときは、必要に応じて EOS 用が部スト□ボから AF 
補助光び自動投光されます。 
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h スト□ボを使った撮影 


EX シリーズなかのキヤノン 製 スピードライト 

♦ EZ/E/EG/ML/TL スピードライトを A-TTL または TTL 自動調光モー 
ドに設定して撮影ずると、 常時フル発光しまず。 

カメラの撮影モードを 〈 M 〉 （マニュアル露出）、または 〈 Av 〉 （絞り優 
先 AE ) に設定して、絞り数値を変えて撮影してください。 

♦ マニュアル発光機能を搭載したスピードライト使用時は、マニュアル発 
光モードで撮影してください。 

沉用スト□ボを ffi つた撮影 

同調 シャッター 速度 

ル型のミ凡用スト□ボは1/2 日日 砂し U 下で同調します。スタジオ用の大型ス 
卜□ボは、ル型のミ凡用スト□ボに比べ閃光時間び長く、機種により閃光時間 
び異なるため、1/6 日〜 1/3 日 砂程度を目勃 こ、 あらかじめスト□ボび正し 
く同調するかどラか、確認してから撮影してください。 


参シンク□端テを利用して、シンク□コー 
ド付さのスト□ボを使用することびで 
さます。端テには、コードの抜け落ちを 
防止する□ックねじび付いています。 

参シンク□端テには極性はありません。シ 
ンク□コードの極性に関わらず、そのま 
ま使用することびでさます。 


シンク□端子について 



ライブビュー撮影時のミ主意 

ミ凡用スト□ボを使用してライブビュー撮影を行うとさは、 [04 丄 V 静音撮 
影] を [しない] 設定にしてください （ P .2 日6)。 巧ード 1] 巧ード到 に設定 
されていると、スト□ボび発光しません。 
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ちストロボを使った 撮影 


U 参他社製の特定カメラ専用のスト□ボ、およびスト□ボ用付属品を使用すると、 
カメラび正常な機能を発揮しないばかりでなく、故障の原因になります。 

• シンク□端テに2已 0 V 政上の電圧びかかるスト□ボを使用しないでくださ 
い。 

• 高圧スト□ボをアクセヴ U —シューに取り付けて使用しないで<ださい。発 
光しないことびあります。 

〇アクセサリーシューとシンク□端テにそれぞれスト□ボを接続して、同時に使用 
することちでさます。 


190 



MENU 


ストロボの機能を設定ずる 


スト□ボ機能設定に対応した EX シ IJ ーズスピードライトを使用すると、 
カメラのメニュー画面から、スト□ボの機能を設定したり、スト□ボのカス 

タム機能を設定することびできます。 設定を行う前に、スト□ボをカメラに 
取り付け、スト□ボの電源を入れておきまず。 

スト□ボの機能については、各スピードライトの使用説明書を参照してく 
ださい。 



KK 国巧の度巧時巧 

微 


■子音 

A 


カードなしレ U— ス 


ON 

レンスお单«正 



ホが义 hO ボ诗 S 

云ラーアジフ nc 


OFF 


かなス h □ボ M 拍 

ス h □ボの発巧 する 

E-m I 旧巧ちす mm 

Av モード時めスト a ポ同 a 法巧 AUTO 
スト□ボ M 度巧定 
スト□ボ n 度のを切巧化 
ス hD ボカスタム a 接設定 
スト〇ボろスタム a 巧一括«な 


1[外部スト□ボ制御]を選ぶ 

♦ [01] タブの [が部スト□ボ制御] を選び、 

<©> を押します。 

今外部スト□ボ制御画面び表示されます。 


2項目を選ぶ 

参設定する項目を選び、〈贷)〉を押します。 



[スト□ボの発光] 



スト□ボ撮影を行うときは、 [する] に設 
定します。スト□ボの AF 補助光だけを利用 
したいときは、 [しなし リに設定します。 


通常は、標準的なスト□ボ露出び得られ 
る [評価調光] に設定します。 [平均調光] に 
設定すると、測光領域全体を平均的に測光 
します。状況に応じてスト□ボ調光補正び 
必要です。上級者向けの設定です。 
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皿！皿スト□ボの機能を設定する® 


[Av モード時のスト□ボ同調速度] 



絞り優先 AE ( Av ) モードでスト□ボ撮 
影を行うとさのスト□ボ同調速度を設定す 
ることびでさます。 


参 AUTO ： 自動 

明るさに応じてシャッター速度び]/2日日〜3日秒の範囲で自動設定 
されます。八イスピードシンク□を行うことをでさます。 

♦ 常>: 1/200- 1/60砂自動 

暗い場所でシャッター速度び自動的に遅くならないようになります。 
被写体ブレや手ブレを防止したいとさに有効です。ただし、被写体はス 
卜□ボ光により標準露出になりますび、被写体の背景び暗くなることび 
あります。 

♦ 1/200： 1/200秒固定 

シャッター速度び] /2 日日砂に固定されるため、 [1/200-1/60 秒自動] 
よりを被写体ブレや手ブレを抑えることびでさます。ただし、暗い場所 
では [1/200-1/60 抄自動] よりも被写体の背景び暗くなります。 


か [1/200- 1/60秒自動] [1/200 秒固赶設定時は、 〈 Av 〉 モードで八イスピードシン 
ク□を行うことはでさません。 
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皿!皿スト□ボの機能を設定する® 


[スト□ボ機能設定] 

画面に表示される内容や設定できる項目は、スト□ボの機種や現在設定さ 
れているスト□ボの発光モード、スト□ボカスタム機能の設定状態などによ 
り異なりまず。 

使用するスト□ボび対応している機能については、スピードライトの使用 
説明書を参照してください。 


表'示例 


ワイヤレス機能 



スト □ボ機能投定 


発光モード 

—ETTL OFF 画一 

ズーム （照射角) 

シンク□設定 

一 は> 越 ±日 趟が一 

FEB 


I 

調光補正 


E-TTL li 



参発光モード 

撮影目的に応じて発光モードを選択します。 



正- TTLII ] は、スト□ボの自動撮影びで 
きる、 EX シ IJ - ズスピードライトの標準的 
なモードです。 

[7 ニュアル発光] は、スト□ボの [発光 量] 
を自分でミ夫めて撮影するモードです。 

その他の発光モードについては、その発 
光モードに対応したスト□ボの使用説明書 
を参照してください。 
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皿!皿スト□ボの機能を設定する® 


ワイヤレス機能 


ワイかレス： OFF 


参ズーム（照射角) 




電波通信、または光通信によるワイヤレ 
ス（多な）スト□ボ撮影を行ラことびでさ 
ます。詳しくは、ワイヤレススト□ボ撮影 
に対応したスピードライトの使用説明書を 
参照してください。 


ズーム機能を内蔵したスト□ボ使用時 
に、発光照射角を設定することびでさます。 
通常は、撮影レンズの焦点距離に応じて照 
射角をカメラび自動設定する [ AUTO ] に設 
定します。 


通常は、撮影開始直後にスト□ボび発光 
する [巧幕シンク □] に設定します。 


[後幕シンク □] に設定すると、シャッターび閉じる直前にスト□ボび発光 
します。遅いシャッター速度と組み合わせると、走行中の車のライトなどの 
軌跡を自然な感じで写すことびでさます。なお、後幕シンク□では、シャッ 
ターボタンを全押ししたとさと撮影終了直前の計2回、スト□ボび発光しま 
す。 

[八イスピード] に設定すると、すべてのシャッター速度でスト□ボ撮影を 
行うことびでさます。特に日中シンク□によるポートレート撮影を、絞りを 
優先して行いたいとさに有効です。 
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皿!皿スト□ボの機能を設定する® 


♦ 調光補正 




] 88ページの『スト□ボ調光補正』と同 
じ設定を行ラことびでさます。 

詳しくは、スト□ボの使用説明書を参照 
して < ださい。 


スト□ボの発光量を自動的に変えなびら 
3枚の撮影を行ラことびでさます。 

言羊しくは、 FEB (Flash Exposure 
Bracketing) に対応したスト□ボの使用 
説明書を参照してください。 


■ 


W 後幕シンク□で撮影するときは、シャッター速度を]/2己秒攻下の遅い速度に設 
定してください。]/30秒じ(上の速い速度のときは、 酸幕シンク山 に設定してい 
てち、自動的に先幕シンク□撮影になります。 

0 • [スト□ボ機能設定初期化] を還ぶと、設定した内容を初期状態に戻すことびでさ 
ます。 

• スト□ボ機能設定に対応していない EX スピードライト使用時は、 [スト□ボの発 
光]正- TTL ir 調光ち式]、 および [スト□ボ機能設定] の [調光補正] のみ設定でき 
ます卜部の EX スピードライトでは、 [シンク□設定] も設定可能)。 

参スト□ボ側で調光補正を設定したとさは、カメラ側から調光補正を行ラこと 
はできません （〈ISO •阻〉ボタン、スト□ボ機能設定）。なお、同時に設定さ 
れているとさは、スト□ボ側の設定び優先されます。 
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皿！皿スト□ボの機能を設定する® 


スト□ボカスタム機能設定 


スト□ボのカスタム機能については、スピードライトの使用説明書を参照 
してください。 


が淀ス h □ポ M 巧 
スト□ポの発巧 する 

E - m I 旧がちす 好《巧が 

Av モード時めスト a ボ同巧ま度が阳 
スト：]ボ»11设$ 

スト□ボ«おのを初 R 化 
ス h □ボカスタム»瞎誤を 
ス h □ボカスタム M お一括 KB * 


ス h □ボカスタム棚巧@定 

mm 

0:タートル饰)ま本 
1:フイート讯)ちを 


理!： 


[スト□ボカスタム機能設定]を選ぶ 

• [スト□ボカスタム機能設定] を選び〈©)〉を 
押します。 


機能を設定する 

• 〈類〉を回して番号を選び、〈毎)〉を押 

0 cts 9 〇 

参〈類〉を回して項目を選び、〈毎)〉を押 
します。 


スト□ボカスタム機能一巧解除 

[スト□ボカスタム機能一括解除] を選ぶと、スト□ボに設定されているカスタ 
ム機能びすべて解除されます （[C.Fn-00: 距離表示] を除く）。 


W EX スピードライト使用時に、スト□ボカスタム機能の [調光方式] を [TTL] (自 
動調光）に設定したときは、常時フル発光します。 

51[外部スト□ボ制御] の画面から、スト□ボのパーソナル機能 (P.Fn ) の設定•解除 
はでさません。スト□ボを直接操作して設定して<ださい。 
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液晶モニターを見なが 6 
撮影する（ライブビユー撮影) 


カメラの液晶モニターに表示される 
映像を見なが5撮影することがでさま 
す。この撮影方法を「ライブビュー撮 
影」といいます。 

ライブビュー撮影/動画撮影スイッ 
チを〈〇〉にすると、ライブビュー撮 
影がでさるよラになります。 

ライブビュー撮影は、被写体との距離び変わ5ない「静物撮影」 
に有効でず。 

カメラを手に持って液晶モニターを見なび5撮影すると、手ブ 
レにより、鮮明な画像び得5れないことびありまず。そのような 
ときは、云脚などの使用をおずずめしまず。 



51 リモートライブビュー撮影について 

付属ソフトウェアの EOS Utility (p.394) びインス!-ールされたパソ 
コンにカメラを接続すると、パソコンの画面を見なびら U モート撮影す 
ることびできます。詳しくは、ソフトウェア使用説明書 （CD-ROM/ 
P.396) を参照してください。 
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o 液晶モニターを見なび s 撮該ずる 



ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を〈〇〉にする 



ライブビュー映像を表示する 

•〈 S 猫?〉ボタンを押します。 

今液晶モニターに映像び表示されます。 

参ライブビュー映像は、実際の撮影結果に 
近い明るさで表示されます。 

ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しすると、設定 
されている AF モード （ P .2 日 7) でピン 
卜合わせび行われます。 


撮影する 

参シャッターボタンを全押しします。 

今撮影び行われ、液晶モニターに撮影した 
画像び表示されます。 

今表示び終わると、自動的にライブビュー 
撮影に戻ります。 


•〈 S 端?〉ボタンを押すとライブビュー撮影 
び終了します。 


0 • 映像の視野率は、約 100% (記録画質 JPEG 4L 時）です。 

• 測光モードはライブビュー撮影用の評価測光に固定されます。 

•〈 P / Tv / Av / M / B 〉 モードでは、絞り込みボタンを押すと、被写界深度を 
確認することびでさます。 

参連続撮影時は、 ] 枚目の露出で 2 枚目攻降び撮影されます。 

• リモコン（別売/ P.] 8 日）を使ってライブビュー撮影を行ラことわでさます。 
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o 液晶モニターを見ながら撮影する 


ライブビュー撮影びでまないとまは 


〇 AF 因 V 島，古 

… ■ SMDOr^iLV Pmi 

ライフビコー!»い J る 
しない 


[04: ライブビュー撮影] を [する] に設定 
します。 

〈匹 r 〉 モードでは、 [02] に表示されま 
す。 


ライブビュー撮影時の撮彰可能枚数の目ま [約糊 


温度 

常温（+23で） 

低温（ぴ〇 

撮影可能枚数 

200 

180 


• 上記の撮影可能枚数は、フル充電のバッテ U- パック LP-E 日使用、 CIPA (カメラ 
映像機器工業会）の試験基準によります。 

• フル充電のバッテ U- パック LP-E 日でライブビュー撮影できる時間は、常温 （ + 23 
む）：合計約]時間30分です。 

■ 


W • ライブビュー撮影時は、レンズを太陽に向けないでください。太陽の熱で力 
メラの内部び損傷する恐れびあります。 

• ライブビュー撮影全般に関ずる注意事項は、21日、216ぺージにまとめて記 
載しています。 

0 • ピント合わせは、 〈AF-0N〉 ボタンで行うことわでさます。 

• スト□ボ撮影時は、シャッターび2回切れたよラな音びしますび、撮影枚数は 
1枚です。 

参カメラを操作しない状態び続くと、[>2: 才ートパワーオス の設定時間で電源 
び自動的に切れます （P. 已已)。なお、設定び [しない] のときは、30分でライ 
ブビュー機能び自動的に終了します（電源は切れません)。 

• 付属のステレオ AV ケーブルや、別売の HDMI ケーブルを使用すると、ライブ 
ビュー映像をテレビに表示することびでさます （P.268、 271)。 
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o 液晶モニターを見ながら撮影する 


情報表示について 


参 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、押すたびに情報表示内容び切り換わります。 


AF モード- 

- AFfflia : ライブモード 
• AFX :顔優先ライブモード 
- AF 四の: クイックモード 


—オートライティングオプティマイヴ 
—— Eye - Fi 力ード通信状態 
— AF フレーム（ライブモード) 



J ぉ影モート 


スト□ボ充電完了 


ヒストグラム 


GPS 接続表示 


FE 巨撮影 


拡大倍率-位置 


露出シミュ 
レー シヨ ン 


電池チェック 


ドライブモー 
ホワイトバラン三、 
ピクチャースタイル 
記録•再生カードー 
記録画質 
スト□ボ調光補正 
AE □ック 


シャッター巧度- 

HDR 撮影/多重露出撮影— 
絞り数値—— 
露出レベル表示一 


■-高輝度側-階調優先 
l - AEB 撮影 
—に0感度 
——電子コンパス 


一撮影可能枚数 


0 • ヒストグラムは、 [露出 Simulation : ずる] ( p .20 已）のときに表示することびで 
さます。 

• 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、水準器を表示することびでさます （ P .60)。 なお、 
AF モードび [ V ライブモード] のときと、カメラとテレビを HDMI ケーブルで 
接続したとさは、水準器は表示されません。 

参〈胚画〉 び白く表示されているとさは、実際の撮影結果に近い明るさでライブ 
ビュー映像び表示されています。 

• 〈胚画〉 び点滅しているとさは、低輝度、高輝度条件下で映像び適切な明るさ 
で表示されていないことを示しています。ただし、撮影を行ラと、露出設定 
どおりに記録されます。 

• スト□ボ使用時、バルブ設定時は、 〈 MU 〉 とヒストグラムび灰色で（参考） 
表示されます。なお、低輝度、高輝度条件下ではヒストグラムび適切に表示 
されないことびあります。 
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o 液晶モニターを見ながら撮影する 


フアイナルイメージシミユレーシヨンについて 

ファイナルイメージシミュレーションは、ピクチャースタイルやホワイト 
バランスなどの効果をライブビュー映像で確認でさる機能です。 

撮影時にライブビュー映像を表示すると、下記に示した機能の設定効果 
び、自動的に反映されて表示されます。 

ライブビュー撮影時のファイナルイメージシミュレーション機能 

参ピクチャースタイル 

* シャープネス、コントラスト、色の濃さ、色あいなどの全設定び反映されます。 
参ホワイトバランス 
•ホワイトバランス補正 
• 露出（[露出 Simulation : する] 設定時） 

参被写界深度（絞り込みボタン日 N 時） 

参オートライティングオプティマイヴ 
参周辺光量補正 
参高輝度側-階調優先 
参アスペクト比（撮影範囲確認） 



撮露機能の設定 

ISO / 阻/ AF / DRIVE / WB / 回/斗 三設定 

ライブビュー映像び表示された状態で 〈ISO •阻〉/〈 AF • DRIVE 〉 / 
〈图 ’WB〉 /〈回〉/ <[^>ボタンを押すと、液晶モニターに設定画面び 
表示され、 〈巡!〉 または 〈〇〉 で撮影機能の設定を行うことびでさます。 

AFfflS 設定時に〈回〉ボタンを押すと、測距エ IJ ア選択モードと、 AF フ 
レームを選択することびでさます。操作方法は、ファインダー撮影時と同じ 
です。なお、〈度]〉測光モードは設定でさません。 

回クイック 設定 

ライブビュー映像び表示された状態で〈回〉ボタンを押すと、オートラ 
イティングオプティマイヴ、カード選択、記録機能、記録画質の設定を行う 
ことびでさます。 

1〈回〉ボタンを巧ず 

吟設定でさる項目び表示されます。 


2 機能を選んで設定する 

参〈を〉で機能を選びます。 

選んだ機能の設定内容び、画面下側に表 
示されます。 

参〈〇〉または〈盤〉を回して設定します。 
参記録機能の設定を行うとさは、〈©〉を 
押したあと〈〇〉〈滋〉を回して設定 
します。 
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MENU 


ゾニュー機能の設定 


1 〇 AF 因 

■ ■■ぶ 

V * 1 

SHOOT われり UVK： 

5イブビユ ー gE する 1 

がトド 

ライブモード 

ブ y ツド 

表示しない 

7スペク^比 

3:2 

g が Imu お加 

する 

LVH 音 a が 

モード1 

測巧タイ7 — 

V嫩 


ライブビュー撮影特有の機能設定につい 
て説明します。メニューの [04] タブで 
表示される各項目の内容は、 203-206 
ページのとおりです。〈が〉モードでは、 
[02] に表示されます。 

このメニュー画面で設定できる機能は、 
ライブビュー撮影時のみ有効でず。フアイ 
ンダー撮影時は無効になりまず。 


参ライブビュー撮影 

ライブビュー撮影 [する][しなし リを選択することびできます。 

参 AF モード 

[ライブモード](口.2日7)、[•山ライブモード] ( P .2 日 8)、[クイックモード] 
( P .212) び選択でさます。 

参グリッド 

[9 分割#] または [24 分割 稱]で格テ線を表示して、水平、垂直の 
傾きを確認しなびら撮影することびできます。また、 [9 分割 + 対角お^] で I 
は、格テ線と対角線び表示され、水平、垂直の傾さの確認だけでなく、 
交点を被写体に合わせることで、バランスの良い構図で撮影することび 
でさます。 
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mm メニュー機能の設定 


参アスぺクト比励!] 

画像のアスペクト比（横縦比率）を [3:2] [4:3] [16： 9][1:1] 
から選択することびできます。 [4:3] [16： 9][1:1] のときは、撮影 
範囲外び黒くマスキングされた状態でライブビュー映像び表示されま 
す。 

JPEG 画働ま、設定したアスペクト比で保をされます。 RAW 画像は、 
常に [3:2] のアスペクト比で保をされます。 RAW 画像には、設定した 
アスぺクト比情報び付加され、カメラや付属ソフトウエアで現像する際 
に、撮影時に設定したアスぺクト比で画像を生成することびでさます。 

[冉 .3: トリミング情報の付加] び [しない] じ(外に設定されているときは、 
アスぺクト比び 3 : 2 になります（アスぺクト比は変更でさません)。 


記録画質 

アスぺク ト 比と画素数（約） I 

3:2 

4:3 

1巨： 9 

1:1 

L 

5760 X 3840 

已] 20 X 3840 

5760 X 3240 

3840 X 3840 


に210万） 

(1970 万） 

(1870 万） 

(1470 万） 

M 

3840 X 2560 

3408 X 2560* 

3840 X 2160 

2已 60 X 2 已巨〇 


(980 万） 

旧70万） 

旧30万） 

(日日0万） 

M 

39巨 0 X 2 巨40 

3已 20 X 2 巨40 

39巨 0 X 2228* 

2640 X 2640 

(10 已〇万） 

(930 万） 

旧80万） 

(700 万） 

S 1 

2880 X 1920 

2已 60 X 1920 

2880 X 1624* 

] 920 X 1920 

(已已0万） 

(490 万） 

(470 万） 

(370 万） 

5圓 

2880 X 1920 

2已巨 0 X 1920 

2880 X 1620 

] 920 X 1920 

(已已0万） 

(490 万） 

(470 万） 

(370 万） 

S 2 

] 920 X 1280 

1696 X 1280* 

] 920 X 1080 

] 280 X 1280 

に已〇万） 

に20万） 

に10万） 

(1日0万） 

S 3 

720 X 480 

640 X 480 

720 X 400* 

480 X 480 

(3 已万） 

(31 万） 

に9万） 

に3万） 
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皿!皿メニュー機能の設定 


W • 「*」印の付いた記録画質とアスペクト比は、正確な比率になりません。 

参ド」印び付いたアスぺクト比の撮影範囲表示は、実際に撮影される範囲よりわ 
わずかに広い範囲び表示されます。撮影結果を確認しなびら撮影して<ださ 
い。 

• アスペクト比]: ] で撮影した画像を、他のカメラでダイレクトプリントする 
と、正常に印刷されないことびあります。 

13 [冉 .2: ライブビュー撮影範囲表示] で撮影範囲の表示ち法を設定することびでさます 
( P .318)。 


参露出 Simulation 丽 

露出 Simulation (シミュレーション）は、実際の撮影結果（露出）に 
近い明るさをシミュレートして映像を表示する機能です。 

• する（面画） 

実際の撮影結果（露出）に近い明るさで表示されます。露出補正を 
行うと、補正量に応じて映像の明るさび変わります。 

- ra 絞り込み中 

通常は、ライブビュー映像び見やすいよラに、標準的な明るさで表 
示されます。絞り込みボタンを押している間だけ、実際の撮影結果（露 
出）に近い明るさで表示されます。 

. しない（囚画） 

ライブビュー映像び見やすいよラに、標準的な明るさで表示されま 
す。露出補正を行ってを、標準的な明るさで表示されます。 


IS • [旧 0 感度設定範囲] で 让限値] を初期設定から拡張すると、より暗い場所でも 
ライブビュー撮影びでさるようになります。 

• に0感度を低く設定してち、暗い場所ではライブビュー映像にノイズび多く表 
示されることびありますび、撮影を行ラとノイズの少ない画質で撮影されま 
す（ライブビュー映像と撮影した画像の画質は異なります)。 
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HD メニュー 機能の設定 


参 LV 静音撮影励!] 

• モード1 

通常撮影よりを作動音び静かになります。連続撮影を行ラことをで 
きます。なお、〈写! 1 H 〉 設定時は、最高約目〕マ/秒の連続撮影を行うこ 
とびでさます。 


-モード2 

シャッターボタンを全押しすると]枚だけ撮影し、全押しを続けて 
いる間、カメラの作動を停止します。半押し状態に戻したとさにカメ 
ラび作動するため、撮影する瞬間の音を最小限に抑えることびでさま 
す。なお、連続撮影に設定していてを]枚撮影になります。 

-しない 

TS-E レンズ（園に記載したレンズを除く）を使用して 上下方向のシ 
フトを行うとさや、エクステンヨンチューブを使用するとさは、必ず 
[しない] に設定してください。 [モード 1] [モード 2] に設定すると、標 
準露出にならなかったり、露出ムラび発生することびあります。 


W • スト□ボ撮影時は、 [LV 静音 撮該] の設定に関わらず、静音撮影はでさません。 

• 況用スト□ボを使用するときは、 [しない] に設定してください。 巧ード 1] [モー 
ド 2] に設定されていると、スト□ボび発光しません。 

• [モード 2] の設定で U モコン撮影 ( P .186) を行ったとさは、 [モード 1] と同 
じ動作になります。 

貢] TS-E]7mmF4 し TS-E24mm F3 .已 L II は、 [モード 1] [モード 2] で使用する 
ことびでさます。 

• 測光 タイマー励!] 

露出値の表示時間 (AED ック時の保持時間）を変えることびでさます。 


Bl [03: ダストデリートデータ取得] [>3: センサークリーニング] [>4: カメラ設定な]期化] 
[>4: ファームウ I ア] を選んだときは、ライブビュー機能び終了します。 
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AF でピントを合わせる 


AF モードを選ぶ 

AF モードには、 [ライブモード]、[: i ： ライブモード] (顔優先/ P .2 日8)、 [ク 
イックモード] ( P .212) びあります。 

なお、厳密にピントを合わせたいとさは、レンズの フオーカ スモ ー ドス 
イッチを 〈 MF 〉 にしたあと、映像を拡大して手動ピント合わせを行ってく 
ださい （ P .214)。 


〇 AF 反 

* 冉，ホ 1 

SHD0T わじり — Q 


AF トト’ 

>ライフモード 


巧イブモ-ド 
クイックモード 


AF モードを選ぶ 

参 [04] タブの [AF モー ド]で選びます。 
〈が〉モードでは、 [ 02 ] に表示され 
ます。 

参ライブビュー映像表示中に 〈 AF ， DRIVE 〉 
ボタンを押して、表示される設定画面で 
AF モードを選ぶことをでさます。 


ライブモード： AFK 

撮像素テを使ってピント合わせを行います。ライブビュー表示のまま AF 
でさますび、クイックモードよりもピント合わせに時間びかかりまず。ま 

た、クイックモードよりをピントび合いにくいことびあります。 



ライブビュー映像を表示する 

•〈 S 端?〉ボタンを押します。 

今液晶モニターに映像び表示されます。 

今 AF フレームの〉び表示されます。 

AF フ レームを 動かず 

•ピントを合わせたい場所に、〈巧*〉で動 
かします（画面の一番端までは動さませ 
ん）。 


参〈を〉をまっすぐに押すと、 AF フレーム 
び画面中央に戻ります。 
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AF でピントを合わせる 



ピントを合わせる 

• AF フレームを 被写体に合わせ、 シャツ 
ターボタンを半押しします。 

今ピントび合うと AF フレームび緑色に変 
わり、「ピピツ」と電子音び鳴ります。 

今ピントび合わないとさは、 AF フレーム 
びオレンジ色に変わります。 



撮影する 

♦ ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します （ P .198)。 


V (顔優先）ライブモード ： AFV 

ライブモードと同じ AF 方式で、人の顔を検知してピント合わせを行いま 
す。写される人は、顔をカメラに向けてください。 



ライブビュー映像を表示する 

•〈 S 猫?〉ボタンを押します。 

今液晶モニターに映像び表示されます。 
•顔を検知すると、ピント合わせを行ラ 
<：：>び顔の部分に表示されます。 

参複数の顔を検知しているときは« » 
び表示されます。〈を*〉でピントを合わ 
せたい顔に〈< >〉を合わせます。 
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AF でピントを合わせる 



ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しすると、 C ]〉 
の顔にピント合わせび行われます。 

今ピントび合うと AF フレームび緑色に変 
わり、「ピピッ」と電子音び鳴ります。 

吟ピントび合わないとさは、 AF フレーム 
びオレンジ色に変わります。 

参顔び検知でさないとさは、 AF フレーム 
〈□〉び表示され、中央の位置でピント合 
わせび行われます。 



撮影する 

参ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します （ P .198)。 


■ 


W • ピントび大きく外れていると、顔を検知できません。レンズのフ ォーカ スモ ー 
ドスイッチび < AF > のまま手動ピント合わせびできるレンズのときは、フォー 
カス U ングを回して、おおまかにピント合わせを行ラと、顔を検知して画面 
に C :〉び表示されます。 

• 顔政外の被写体を顔として検知することびあります。 

• 「顔び画面に巧して極端に小さい/大さい」、「顔び明るすざる/暗すざる」、 
「顔び横や斜めを向いている」、「顔の一部び隠れている」とさは、顔を検知で 
さません。 

• ピント合わせを行ラ〈：：〉び、顔全体ではな<、顔の一部分にだけ表示され 
ることびあります。 

园 • 〈を〉をまっすぐに巧すか〈贷)〉対甲すと、ライブモード （ P . 20 7) に切り 
換わり、〈を〉で AF フレームを移動することびできます。もう一度〈を〉を 
まっすぐに巧すか〈©〉を巧すと 、V (顔優先）ライブモードに戻ります。 

• 画面の端のほラで検知された顔は AF でさないため、<：：> び灰色で表示され 
ます。その状態でシャッターボタンを半押しすると、画面中央の AF フレーム 
<□> でピント合わせび行われます。 
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AF でピントを合わせる 


ライブモードと V (顔優先）ライブモードに関するおことね0 


AF の動作について 

参ピント合わせには、多少時間びかかります。 

参ピントび合った状態でを、シャッターボタンを半押しすると、再度ピン 
卜合わせび行われます。 

♦ AF 中と AF 後で、映像の明るさび変わることびあります。 

♦ ライブビュー映像表示中に光源（照明光）び変化すると、画面びちらつ 
してピントび合いにくいことびあります。その場合は、ライブビュー撮 
影を一旦終了し、撮影する光源下で AF を行ってください。 

参ライブモードで 〈 CO ボタンを押すと、 AF フレームの部分び拡大表示 
されますび、拡大表示でピントび合いにくいとさは、通常表示に戻して 
AF を行ってください。なお、 AF の速度は、通常表示と拡大表示で異な 
ることびあります。 

参ライブモードの通常表示で AF を行ったあと、拡大表示すると正確にピン 
卜び合っていないことびあります。 

参 V ライブモードのとさは、 〈 CO ボタンを押してを拡大表示されません。 


胃! • ライブモード 、V (顔優先）ライブモードで、画面の端のほラにある被写体 
を撮影したときに、わずかにピントびズレているときは、被写体 （ AF フレー 
ム） を画面の中央寄りにして、再度ピント合わせを行ってから撮影してくだ 
さい。 

参外部スト□ボから AF 巧助光は投光されません。ただし、 LED ライト付さ EX ス 
ピードライト（別売）使用時は、ライブモード 、V (顔優先）ライブモード 
時に、必要に応じて AF 補助用のライトび自動点打します。 
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AF でピントを合わせる 


ピントび合いにくい撮影条件 

♦ 青空、単色の平面など、明暗差（コントラスト）のない被写体 
♦ 暗い場所にある被写体 

♦ 搞模様など、水平方向のコントラストしかない被写体 
• 明るさや色、パターンび変化する光源 
参夜景など、点状の光源 

• 堂光なや LED 電球などの光源下で、映像びちらついている場合（フ U ッ 
力一） 

参被写体び極端に小さい場合 
♦ 画面の端のほラにある被写体 
♦ 光を強く反射している被写体 

参近くと遠くにある被写体び、 AF フレームの中に入っている場合（おりの 
中の動物など） 

♦ 手ブレや被写体ブレで、 AF フレーム内の被写体び揺れ動いて、静止しな 
い場合 

参近づく、または遠ざかる被写体 
参大さくピンボケした状態から AF を行った場合 
♦ ソフトフ オー カスレンズで、ソフトフ オー カス撮影する場合 
♦ 特殊効果フィルターを使用している場合 


^似下のレンズで AF を行うとさは、 [クイックモード] をおすすめします。 [ライブモー 
ド] [X ライプモード] で AF を行ラと、ピントび合ラまでの時間び長くなったり、適 
切なピント合わせびでさないことびあります。 

EF24mm F2.8、EF3 已 mm F2、EF 已 0mm F2 .已 Compact Macro、 

EFl00mm F2. 8 Macro、EFl3 已 mm F2.8 (S が tfocus)、EF28-90mm 
F4 -已.日 III、EF 已已 -200mm F4 .己-己.日 USM、EF90-300mm F4 .己-己.日、 
EF90- 300 mm F4 .已-已 .6 USM 
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AF でピントを合わせる 


クイックモード ： AFH 

ファインダー撮影時と同じ AF 方式で、専用の AF センサーを使ってワン 
ショット AF ( P .7 日）でピント合わせを行います。 

ピントを素早く合わせることびできますび、 AF 中はライブビュー表示び 

一時的に中断されまず。 

測距エ IJ ア選択モードび 61 点自動選択モード ■UU 外のときは、 快つ レーム 
を任意選択することびできます。なお、〈が〉モードでは、 6] 点自動選択 
AF に自動設定されます。 


1ライブビュー映像を表示する 

•〈 S 猫?〉ボタンを押します。 

今液晶モニターに映像び表示されます。 

• 測距エ IJ ア選択モードび 6] 点自動選択 
AF のとさは、画面にエ U ア AF フレーム 
び表示されます。 

参それ iU 外のモードのとさは、 AF フレー 
ムびルさい枠で表示されます。 

• 大さい四角い枠は、拡大表示枠です。 

2測距エリア選択モードを選ぶ 

参〈回〉ボタンを押します。 

参 < M - Fn > ボタンを押すたびに、測距エ U 
ア選択モードび切り換わります。 
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AF でピントを合わせる 



□ □I 

□ □I 

□[ 

コ： 

重吕 

UL 



目有 

□ □I 

□[ 

□ I 

]□ 

]□ 

□ t 


h 


〇 


AF フレームを 選ぶ 

♦ 〈を〉を操作すると、押した方向の AF フ 
レームび選択されます。〈を〉をまつす 
ぐに押すと、中央の AF フレーム（また 
は中央のゾーン）び選択されます。 

♦ 〈猫!〉と〈類〉で選択することもでき 
ます。〈巡!〉で横ち向、〈類〉で縦方向 
の AF フレームを選択することびできま 
す。 




ピントを合わせる 

• AF フレームを 被写体に合わせ、 シャッ 
ターボタンを半押しします。 

今ライブビュー映像び消えてミラーび下 
びり、 AF び行われます（撮影は行われ 
ません)。 

今ピントび合うと「ピピッ」と電子音び鳴 
り、ライブビュー表示に戻ります。 

今ピント合わせに使用した AF フレームび 
緑色で表示されます。 

今ピントび合わないとさは、 AF フレーム 
びオレンジ色で点滅します。 




撮影ずる 

参ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します （ P .198)。 


S AF 中は撮影でさません。ライブビュー映像び表示された状態で撮影してくださ 
い。 
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手動でピントを合わせる 

映像を拡大表示して、手動で厳密にピントを合わせることびでさます。 



2 


拡大表示枠 


レンズのフオーカスモードスイツチを 
< MF > にする 

参レンズのフ オー カス U ングを回して、お 
おまかにピントを合わせておさます。 


拡大表示枠を移動ずる 

参ピントを合わせたい位置に、〈を〉でお 
大表示枠を移動します。 

♦ 〈を〉をまっすぐに押すと、画面中央に 
戻ります。 



映像を拡大する 

参 < Q > ボタンを押します。 

今枠内び拡大表示されます。 

♦ < Q > ボタンを押すたびに、次のように 
画面び切り換わります。 



AE □ック 


拡大表示位置 


^約5倍^約1日倍^通常表示 


手動でピントを合わせる 

• 拡大された映像を見なびら、レンズの 
フ オー カス U ングを回してピントを合 
わせます。 

参ピント合わせび終わったら、 〈 CO ボタ 
ンを押して通常表示にします。 


拡大率 


5 


撮影する 

参ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを全押しして撮影します （ P .198)。 
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w ライブビュー撮影全般に関ずる注意事項 

画質について 

• 高に0感度で撮影すると、ノイズ（輝点、搞など）び目立つことびあります。 

• 高温下で撮影すると、ノイズや色ムラび発生することびあります。 

参ライブビュー撮影を長時間継続すると、カメラ内部の温度び上昇して、画質 
び低下することびあります。撮影しないとさは、こまめにライブビュー撮影 
を終了してください。 

• カメラ内部の温度び上昇した状態で長秒時露光を行ラと、画質び低下するこ 
とびあります。ライブビュー撮景ミを一旦終了し、数分間経ってから撮影して 
<ださい。 

カメラ内部の温度上昇にともなう、白い〈圆> とホい〈圆〉表示について 

• ライブビュー撮影を長時間行ったり、高温下でライブビュー撮影を行ラと、力 
メラ内部の温度び上昇し、白い〈励〉び表示されます。このマークび表示さ 
れた状態で撮影すると、画質び低下することびありますので、カメラ内部の 
温度び下びるまで、ライブビュー撮影を一時休止することをおすすめします。 

• 白い〈励〉び表示された状態からカメラ内部の温度びさらに上昇すると、ホ 
し、〈晒〉び点滅します。このマークは、ちうすぐライブビュー撮影び自動的 
に終了することを示しています。そのとさは、カメラ内部の温度び下びるま 
で、撮影びでさなくなりますので、一旦電源を切り、しばらく休止してくだ 
さい。 

• 高温下でライブビュー撮景ミを長時間行ラと、〈励〉と 〈励〉 び表示されるタイ 
S ングび早くなります。撮影しないとさは、こまめに電源を切ってください。 

• 白い〈励〉び表示される手前でわ、カメラ内部の温度び上昇している状態で 
高に0感度撮影、長秒時露光を行ラと、画質び低下することびあります。 

撮影結果について 

• 拡大表示の状態で撮影すると、意図した露出で撮影されないことびあります。 
通常表示に戻して撮影してください。なお、拡大表示中は、シャッター速度 
と絞り数値びオレンジ色で表示されます。なお、拡大表示の状態で撮影して 
わ、通常表示の範囲び撮影されます。 

• [02: 才ートライティングオプティマイザ] ( P . 142)び、 [しない] じ!外に設定され 
ているとさは、暗めに露出補正/スト□ボ調光補正を行ってち明る<撮影さ 
れることびあります。 

• TS-E レンズを使用して上下ち向のシフトを行ったり、エクステンション 
チューブを使用すると、標準露出にならなかったり、露出ムラび発生するこ 
とびあります。 
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u ライブビュー 撮影全般に関ず る 注意事項 

ライブビュー映像について 

• 低輝度、高輝度条件下では、映像び撮影結まに近い明るさで表示されないこ 
とびあります。 

• 表示中に光源（照明光）び変化すると、画面びちらつ<ことびあります。そ 
の場合は、ライブビュー撮影を一旦終了し、撮影する光源下でライブビュー 
撮影を再開して < ださい。 

• カメラの向さを変えると、映像び一瞬適切な明るさで表示されないことびあ 
ります。適切な明るさに安定するのを待ってから撮影して<ださい。 

• 極端に明るい光源び画面内にあると、明るい部分び黒っぽ<つぶれたよラに 
表示されることびあります。ただし、撮影すると、その部分は明るい状態で 
正しく記録されます。 

• 暗い場所で[>2: 液晶の明るさ] を明るい設定にすると、ライブビュー映像に 
ノイズや色ムラび発生することびあります。ただし、このノイズや色ムラは 
撮影画像には記録されません。 

• 映像を拡大表示すると、シャープネスび実際の設定よりち強<かかって見え 
ることびあります。 

カスタム機能について 

• ライブビュー撮影では、設定び無効になるカスタム機能びあります （ P .3] 4)。 

レンズとスト□ボについて 

• 20]] 年下期降に発売されたフォーカスプ U セット機能を備えた（超）望 
遠レンズ使用時のみ、ライブビュー撮影時にフォーカスプ U セットを行ラこ 
とびでさます。 

• 外部スト□ボ使用時に FE □ック、モデ U ング発光はでさません。 
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8 

動画を撮影する 



ライブビュー撮影/動画撮影スイッ 
チを<*^>にすると、動画を撮影する 
ことがでさます。記録形式は M 日V形式 
です。 


^動画び記録できるカードについて 

• 動画を撮影するとさは、書を込み/読み取り速度が下表の速度 m 上 
で、大容量のカードを使用してください。 


圧縮お式 （ P .231) 

CF 力ード 

SD 力ード 

IPB 

1 0 M 目/秒政上 

日 M 目/秒似上 

ALL-I ( l - only ) 

30 MB / 秒政上 

20 M 目/秒政上 


• 動画撮影時に書さ込み速度び遅いカードを使用すると、動画び正常 
に記録でさないことびあります。また、動画再生時に読み取り速度 
び遅いカードを使用すると、動画び正常に再生でさないことびあり 
ます。 

• 動画撮影中に静止画を撮景ミするとさは、さらに高速なカードび必要 
です。 

• カードの書さ込み/読み取り速度については、カードメーカーのホー 
ムページなどで確認して < ださい。 













動画を撮該ずる--- - 

自動露出撮影 

撮影モードび〈が〉 〈 P 〉< B > のときは、明るさに応じて自動露出制御 
び行われます。なお、露出制御の内容は、どの撮影モードでを同じです。 


3^3 


2 


モードダイヤルを〈匹 r 〉< p > 

< B > のいずれかにする 

ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を〇ス〉にする 

今ミラーび動<音びしたあと、液晶モニ 
ターに映像び表示されます。 



ピントを合わせる 

参動画撮影を始める前に、 AF または手動 
でピントを合わせます （ P .2 日7〜 
214)。 

• シャッターボタンを半押しすると、設定 
されている AF モードでピント合わせび 
行われます。 



動画を撮影ずる 

•〈 S 端?〉ボタンを押すと、動画撮影び始ま 
ります。 

今動画撮影中は画面ち上に「♦」び表示さ 
れます。 


動画撮影中 


♦ をラー度 〈 S 滞?〉ボタンを押すと、動画 
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動画を撮影する 


シャッタ_優先 ae 撮影 

撮影モードを 〈 Tv 〉 に設定すると、任意にシャッター速度を設定して、 
動画撮影を行うことびでさます。なお、 IS 日感度、絞り数値は、標準露出に 
なるように、明るさに応じて自動設定されます。 



モードダイヤルを 〈 Tv 〉 にする 


2ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を〈>ス〉にする 



シャッター速度 


シャッター速度を設定する 

参液晶モニターを見なびら く巡 〉を回し 
ます。設定でさるシャッター速度は、フ 
レームレート〈防*〉により異なります。 
• 顶晤同 ： 1/4日日日〜]/3日 秒 
• 喊松〇 :1/4日日日〜]/6日 秒 



ピントを合わせて撮影する 

参『自動露出撮影』 の 手順3,4 と同じです 
( P .218)。 


W • 動画撮影中にシャッター速度の変更を行うと、露出変化び記録されるため、お 
すすめでさません。 

参動さのある被写体を動画撮影するとさは、]/30〜1/12已秒程度のシャッ 
ター速度をおすすめします。シャッター速度を速くするほど、被写体の動さ 
び滑らかに再現されなくなります。 

参堂光なや LED 電球などの光源下で動画撮影を行っているとさに、シャッター 
速度を変更すると、画面のちらつさび記録されることびあります。 
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動画を撮影する 


絞り優先 AE 撮影 

撮影モードを 〈 Av 〉 に設定すると、任意に絞り数値を設定して、動画撮 
影を行うことびでさます。なお、 IS 日感度、シャッター速度は、標準露出に 
なるように、明るさに応じて自動設定されます。 


モードダイヤルを 〈 Av 〉 にする 



2ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を〈>ス〉にする 




ピントを合わせて撮影する 

• 『自動露出撮影』 の 手順3,4 と同じです 
( P .218)。 


W 動画撮影中に絞り数値の変更を行ラと、絞りの駆動による露出変化び記録される 
ため、おすすめでさません。 
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動画を撮影する 


がモード時の旧0感度について 

参 匹 r モード時は、 ISO 1日日〜128日日の範囲で自動設定されます。 


P / Tv / Av/B モード時の旧0感度について 

♦ ISO 1日日〜128日日の範囲で自動設定されます。 

♦ P / Av/B モードで [02: 旧 0 感度に関する設定] の [旧 0 感度設定節囲] の 
让限値] を [25600/ H ] に設定すると （ P .126) 、自動設定範囲の上限 
び拡張され H (IS 日256日日相当）になります。なお、 [上限 個を [25600] 
に設定したときは、上限は ISO 128日日のまま拡張されません。ご注意く 
ださい。 

♦ [03: 高輝度側.階調 優紀を [する] に設定したときは （ P .146 )、IS 日感 
度び ISO 200〜] 2800にな0ます。 

♦動画撮影時は、 [ 02 : 旧 0 感度に関する設定] の [旧 0 才ートの節囲][旧 0 才一 

卜低速限界] は設定できません （ P .127、 128)。また、 Tv モードでは、 
[旧〇感度設定節囲] は設定でさません。 


■ 


W [旧0感度設定範囲] の [下限値] び [L(50) ] 、让限値] び [HI (51200) ] [H2 
(102400)] に設定されている状態で、静止画撮影から動画撮影に切り換えたとき 
は、動画撮影における自動設定範囲の下限びに0100、上限び H ( IS 02 已日00 
相当/が/ Tv モードを除く）になります。 ISO 已〇相当、および ISO 己] 200/ 
102400相当のに0感度拡張はでさません。 
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動画を撮影する 


自動露出、シャッター優先 AE、 絞り優先 AE 撮影の共通事項 


IS • <*> ボタンを巧すと、露出を固定 （ AE □ック）することびできます（应 J + 
モードを除く/ P .] 71)。動画撮影中に AE □ックを行ったときは、〈回〉ボ 
タンを押すと、 AE □ックを解除することびでさます（〈回〉ボタンを押すま 
で保持されます)。 

•〈 LOGO 〉 スイッチを左側にして〈類〉を回すと、露出補正を行うことびでき 
ます（がモードを除<)。 

• シャッターボタン半押しで画面下に表示される、 ISO 感度、シャッター速度 
は、静止画撮影用の露出値です （ P .22 已)。動画撮影の露出値は表示されませ 
ん。なお、動画の撮影露出と、静止画の撮影露出は異なることびあります。 


LED ライト付を EX スピードライト（別売）について 

このカメラは、应 J+/P/TV/AV/B モードで動画を撮影する際、暗い場 
所で LED ライトび自動的に点なする機能に対応しています。詳しくは、 EX 
スピードライトの使用説明書を参照してください。 
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動画を撮影する 


マニュアル 露出撮影 

任意にシャッター速度、絞り数値、 IS 日感度を設定して、動画撮影を行ラ 
ことびでさます。なお、動画のマニュアル露出撮影は上級者向けの機能です。 



モードダイヤルを 〈 M 〉 にする 


ライブビュー撮影/動画撮影スイッチ 
を〈>ス〉にする 



旧0感度を設定する 

参 〈 ISO •阻〉ボタンを押します。 

今液晶モニターにに日感度の設定画面び 
表 7 J \ されます。 

参〈巡!〉を回してに日感度を設定します。 
参 IS 日感度については、次ページを参照し 
て < ださい。 



シャッター速度と絞り数値を設定する 

参シャッターボタンを半押しして、露出レ 
ベル表示を参考に設定します。 

♦ シャッター速度は、〈猫!〉を回して設定 
します。設定でさる速度は、フレーム 
レート〈に*〉により異なります。 

• 顶晤同：1/4日日日〜]/3日秒 
• 喊励 :1/4日日日〜]/6日秒 

♦ 絞り数値は、〈類〉を回して設定します。 

参設定できないときは、 〈 LOCK ^〉 スイッ 
チを左側にしてから く巡〉 または〈類〉 
を回します。 

ピントを合わせて撮影ずる 

参『自動露出撮影』の手順3、4と同じです 
( P .218)。 
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動画を撮影する 


マニュアル露出撮影時の旧0感度について 

♦ [ Auto ] ( A ) のときは、 ISO 1日日〜128日日の範囲で自動設定されます。 

参手動設定のとさは、 IS 日]日〇〜128日日の範囲で、1/3段ステップで設 
定することびできます。 [ 02 : 旧 0 感度に関する設定] の [旧 0 感度設定節囲] 
の 让限値] を [25600/ H ] に設定すると、手動設定範囲の上限び拡張さ 
nH (IS 日25目日日相当）になります。なお、 让限値] を [25600] に設 
定したときは、上限は IS 日] 28日日のまま拡張されません。ご注意くださ 
い。 

参 [03: 高輝度側•階調 優泡を [する] に設定したときは （ P .146)、 IS 日感 
度び IS 日2日日〜] 28日日になります （[旧 0 感度設定節囲] の設定による）。 

参動画撮影時は、 [ 02 : 旧 0 感度に関する設定] の [旧 0 才ートの節囲][旧〇才一 
卜低速限財 は設定できません （ P .127、 128)。 


"• 動画撮影時の ISO ] 日000/20000/2已日00は、ノイズび多いことびあるた 
め拡張に0感度になります (fHj 表示)。 

• [旧0感度設定範囲] の [下限値] び [L (50) ] . 让限値] び [H1 (51200)] [H2 
(102400)] に設定されている状態で、静止画撮影から動画撮影に切り換えた 
ときは、動画撮影における手動設定範囲の下限び ISO 100.上限び H 
( IS 02 已600ネ目当）にな0ます。 ISO 已〇ネ目当、および ISO 已] 200 /] 02400 
相当の ISO 感度拡張はでさません。 

• 動画撮影中にシャッター速度や絞り数値の変更を行ラと、露出変化び記録さ 
れるため、おすすめでさません。 

• 動さのある被写体を動画撮影するとさは、1/30〜1/12已秒程度のシャッ 
ター速度をおすすめします。シャッター速度を速くするほど、被写体の動さ 
び滑らかに再現されなくなります。 

• 堂光灯や LED 電球などの光源下で動画撮影を行っているとさに、シャッター 
速度を変更すると、画面のちらつさび記録されることびあります。 

Bl • に0オート設定時に 〈*〉 ボタンを巧すと、 ISO 感度を固定（□ック）するこ 
とびでさます。 

• <*> ボタンを押して構図を変えると、〈乂〉ボタンを巧したときとの露出差 
を露出レベル表示 （ P .22、 22己）で確認することびできます。 

•〈INFO.〉 ボタンを巧すと、ヒストグラムを表示することびでさます。 
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動画を撮影する 


情報表示について 

♦〈 INFO .〉 ボタンを押すと、押すたびに情報表示内容び切り換わります。 



AF モード- 

- AFfflia : ライブモード 
- AFV :顔優先ライブモード 
- AF 四の: クイックモード 
撮影モード 


ドライブモード 
ホワイトバランス 
記録-再生カード 
記録画質 
動画記録サイズ 
録音レベル-手動設定 
AE □ック 


フレームレート 


シャツター巧度一 


圧縮形 iC — 


—ピクチャースタイル 
—オートライティングオフテイマイヴ 


—タイムコード 

—— AF フレーム（ライブモード) 
動画撮影中 


Eye - Fi 力ード 
通信状態 


GPS 接続表示 


電子コンパス 


拡大倍率-位置 


電池チェック 


撮影モード 
B 自動露出 
ino :シャツタ-優先 AE 
^ :絞り優先 AE 
ma -マニュアル露出 


絞り数値一 

動画撮影可能時間*/—— 
撮影経過時間 


L 高輝度側-階調優先 
——に0感度 
-撮影可能枚数 
-レベル メーター 


—露出レへル表术 


* 1回の撮影可能時間です。 


IS •〈 INFO .〉 ボタンを押すと、水準器を表示することびでさます （ P . 日0)。 

参 AF モードび [V ライブモード] のとさと、カメラとテレビを HDMI ケーブルで 
接続 ( P .268) したとさは、水準器は表示されません。 

• カードび入っていないとさは、「動画撮影可能時間」びホ<表示されます。 

• 「動画撮影可能時間」は、撮影び始まると「撮景ミ経過時間」に変わります。 
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動画を撮影する 


動画撮影時共通事項 


W 参ビデオカメラのように、自動的にピントを合わせ続ける機能は搭載していま 
せん。 

• 動画撮影中に AF を行ラと、一時的にピントび大さ<ボケたり、露出変化び生 
じることびあります。 

• 動画撮影時は、レンズを太陽に向けないで<ださい。太陽の熱でカメラの内 
部び損傷する恐れびあります。 

• [*1:記録機能と力ード•フオルダ選択]の[記録機能]を[同一書き込み]に設定して 
ち） （P.1] 目)、動画を CF 力ード〈の〉と SD 力ード〈回〉に同時記録すること 
はできません。なお、[振り分け]阳一書き込み]に設定されているときは、[再 
生]に設定されているカードに動画び記録されます。 

• 〈囚田因〉で動画撮影中に、 ISO 感度や絞り数値び変わると、ホワイトバランス 
び変化することびあります。 

• 堂光灯や LED 電球などの光源下で動画を撮影すると、画面にちらつさび発生 
することびあります。 

• 動画撮影中にレンズのズーム操作を行ラことはおすすめでさません。ズーム 
操作により開放絞り数値び変化するレンズ、変化しないレンズに関わらず、露 
出変化び記録されることびあります。 

• 動画撮影全般に関ずる注意事項は、241、242ページにまとめて記載してい 
ます。 

• 必要に応じて21日、21巨ぺージの『ライプビュー撮該全般に関する注意事項』 
もお読みください。 

31 • メニューの [04] [〇 引 タブで、動画撮影に関する設定を行うことびでき 
ます （P.239)。 〈が〉モード時は、 [02] [03] タブです。 

•] 回撮影するごとに、 ] ファイルび記録されます。ファイルサイズび 4G 目を超 
えるときは、約 4G 目ごとに新たなファイルび作成されます。 

• 映像の視野率は、約100% (動画記録サイズ而 20 時）です。 

参 〈 AF -0 N 〉 ボタンでピントを合わせることわできます。 

• 動画撮影中にピント合わせを行ラとさは、 〈 AF -0 N 〉 ボタンを巧してくださ 
し、。シャッターボタンでピント合わせはできません。 

• [〇己：動画撮影ボタン]で[み/圓]を選ぶと、シャッターボタンの全押しで、 
動画撮影を開始/終了することびでさます （P. 240)。 

• 音声は、カメラに内蔵されたマイク （p.2]8) でモノラル録音されます。 

• 外部マイク入力端テ （P .19) に 、ミコぅつ' (03 .已 mm) を備えた市販の 
ステレオマイクを接続すると、ステレオ録音することびでさます。 
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動画を撮影する 


動画撮影時共通事項 


13参ヘッドフォン端テ （ P .19) に、ミニプラグ （03 .已 mm ) を備えた市販のス 
テレオへッドフォンを接続すると、動画撮影時の音声を聴<ことびでさます。 

• U モートコント□-ラー RC -6 (別売/口.] 8日）を使用すると、ドライブモー 
ドび 〈！&〉と 〈 i &2〉 のとさに、動画撮影の開始/停止を行ラことびでさま 
す。撮影タイ S ングスイッチを〈2〉 （2 秒後撮影）の位置にして、送信ボタン 
を押します。〈•〉（すぐに撮影）の位置のとさは、静止画撮影になります。 

• フル充電のバッテ U —パック LP - E 日で動画撮影でさる時間は、常温 （+23 
に）：合計約]時間30分、低温のに）：合計約]時間20分です。 

• 20]] 年下期政降に発売された、パワーフォーカス機能を備えた（超）望遠 
レンズ使用時は、動画撮影時にパワーフオーカスを行ラことびでさます。 


ファイナルイメージシ5 ユレー シヨンについて 

ファイナルイメージシミュレーションは、ピクチャースタイルやホワイト 
ノ（ランスなどの効果を映像で確認でさる機能です。 

動画撮影時に映像を表示すると、下記に示した機能の設定効果び、自動的 
に反映されて表示されます。 

動画のファイナルイメージシミュレーション機能 

♦ ピクチャースタイル 

* シャープネス、コントラスト、色の濃さ、色あいなどの全設定び反映されます。 
参ホワイトバランス 
参ホワイトバランス補正 
• 露出 
参被写界深度 

参オートライティングオプティマイヴ 
♦ 周辺光量補正 
♦ 色収差補正 
参高輝度側-階調優先 
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動画を撮影する 


静止画を撮影する 



シャッターボタンを全押しすると、動画 
撮影中でを静止画を撮影することびでさま 
す。 


動画時の静止画撮影について 

参動画撮影中に静止画撮影を行ラと、動画の中に静止状態の映像び約]砂 
間記録されます。 

参静止画びカードに記録され、ライブビュー映像び表示されると自動的に 
動画撮影び再開します。 

♦ カードには、動画ファイルと静止画ファイルび別々に記録されます。 

参 間録機能] (p .]]6) び [標街[力ード自動切り換え] のときは、動画と静 
止画は同じ力ードに記録されます。 [振り分け]隔一書き込み] のときは、 
動画は [再生] に設定されているカード、静止画はそれぞれのカードに対 
する記録画質の設定通りに記録されます。 

参静止画撮影特有の機能は下記のよラになります。その他の機能は動画撮 
影と同じです。 


機能 

設定内容 

記録画質 

[〇1 :記録画 動設定のとおり 

動画記録サイズ [1920 X 1080] [1280 X 720] 設定時は 1 日： 9、 
[640 X 480] 設定時は 4 : 3 のアスぺクト比で撮影 

旧 0 感度* 

- 〈が/ P / Tv / Av / B 〉 ： 100 〜 12800 
- < M > : 224 ページ『マニュアル露出撮影時のに 0 感度について』 
参照 

露出値 

-〈が/ P / B 〉 ：自動設定されたシャッター速度、絞り数値 
. 〈 Tv 〉 ：手動設定したシャッター速度、自動設定された絞り数値 
. < Av > :手動設定した絞り数値、自動設定されたシャッター速度 
- < M > :手動設定したシャッター速度、絞り数値 


高輝度側-階調優先設定時は、 ISO 200 〜となる 
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動画を撮影する 


W • AEB 撮影はでさません。 

• 外部スト□ボを使用してち発光しません。 

• 動画撮影中に静止画を連続撮景ミすることびでさますび、連続撮影中は映像び 
表示されません。なお、静止画の記録画質や、連続撮影する枚数、カードの 
性能などにより、動画撮影び自動的に停止することびあります。 

• [〇己：動画撮影ボタン]び[み/圓]のときは、静止画撮影はできません。 

0 •動画撮影中に静止画を連続撮影するとさは、高速タイプのカードの使用をお 
すすめします。また、静止画の記録画質を低くしたり、連続撮影する枚数を 
少なくすることをおすすめします。 

• すべてのドライブモードで撮影でさます。 

• セルフタイマーは動画撮影開始前に有効です。動画撮影中は1枚撮影に切り換 
わります。 


■ 
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撮露機能の設定 

AF / DRIVE / WB / ISO / 回/な設定 

液晶モニターに映像び表示された状態で 〈 AF • DRIVE 〉 /〈图 ’ WB 〉 / 
〈 ISO •阻〉/〈回〉/〈凶〉ボタンを押すと、液晶モニターに設定画面び 
表示され、 く巡〉 または〈類〉で撮影機能の設定を行うことびでさます。 

AFffla 設定時に〈回〉ボタンを押すと、測距エ IJ ア選択モードと、 AF フ 
レームを選択することびでさます。操作方法は、ファインダー撮影時と同 
じです。マニュアル露出撮影時 （ P .223) に 〈 ISO •阻〉ボタンを押すと、 

IS 日感度を設定することびでさます。 

なお、〈画〉測光モード、〈阻〉調光補正、 〈 HDR 〉 HDR モード、〈因〉 
多重露出は設定でさません。 

回クイック設定 

液晶モニターに映像び表示された状態で〈回〉ボタンを押すと、オート 
ライティングオプティマイヴ、カード選択、記録機能、記録画質（静止画)、 
動画記録サイズ、録音レベル（[録音： マニュアル] 設定時）の設定を行ラこと 
びでさます。 

1〈回〉ボタンを巧す 

今設定でさる項目び表示されます。 

2 機能を選んで設定する 

♦ 〈を〉で機能を選びます。 

選んだ機能の設定内容び、画面下側に表示されます。 

♦ <〇> または く巡〉 を回して設定します。 

♦ カード選択、記録機能の設定を行うとさは、〈@)〉を押したあと、 
〈類〉〈酱 I 〉を回して設定します。 


Bl 動画撮影中は、シャッター速度、絞り数値、に0感度、露出補正、録音レベルの 
設定びでさます（撮影モード、 [録音] の設定により、設定でさる内容び異なりま 
す）。 
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MENU 


動画記録画質の設定 


历1技趴ィズ 

192か1 ㈱ ）飾 

t I 7 ；ii 

站巧 。 W 


咖嚼函 

称晒四 

耐垃画 I 

疏晒画 

耐巧陋 

咖顶画 



[04: 動画記録サイズ] で、動画の画像サ 
イ又フレームレート （1 秒間に何コマ記録 
するか)、圧縮形式を設定することびでさま 
す。なお、フレームレートは、 [^^3:ビデオ 
出力方式] の設定により、自動的に切り換わ 
ります。 

〈が〉モードのときは、 [ 02 ] に表示さ 
れます。 


参画像サイズ 

而 20 [1920 X 1080] :フル八イビジョン (Full HD ) 画質で記録します。 
画面の横縦比は]目； 9です。 

11280 [1280 X 720] :八イビジョン ( HD ) 画質で記録します。画面の横 
縦比は]目： 9です。 

阮〇 [640 X 480] :標準画質で記録します。画面の横縦比は4: 3です。 

参フレームレート (fps : frame per second ) 

同)/協）： テレビの映像方式び 「 NTSC 」 の地域（北米、日本、韓国、メ 
キシコなど）で設定します。 

屈/原）： テレビの映像方式び 「 PAU の地域（ヨー□ッパ、□シア、中 
国、オーストラ U アなど）で設定します。 

面 ：主に映画関連で使用します。 

参圧縮形式 

画 IP 目 :複数のフレーム単位で効率的に圧縮して記録しま 

す。 ALL - I よりをファイルサイズびルさくなるた 
め、撮影でさる時間び長くなります。 

画 ALL-I ( l - only ) : ] フレーム単位で圧縮して記録します。 IP 目よりも 
ファイルサイズび大さくなりますび、撮影後の編 
集作業に適しています。 
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皿!皿動画記録画質の設定 


動画の総記録時間と1分巧あたりのファイルサイズの目ま 


動画記録 
サイズ 

総記録時間（約） 

ファイルサイズ 
(約） 

4 GB 力ード 

8 GB 力ード 

1 巨 GB 力ード 


"30 惊恼 

画 

] 目分 

32分 

1時間4分 

23已 M 巨/分 

11920 

顿恆圆 

画 

已分 

]] 分 

22分 

巨8已 M 巨/た\ 


協原） 

画 

]8分 

37分 

] 時間14分 

20已 M 巨/分 

11280 

協原） 

画 

目分 

]2分 

2已分 

目] 0 M 巨/分 

阮〇 

同)屈 

画 

48分 

1時間37分 

3時間14分 

78 M 巨/分 


参ファイルサイズび 4GB を超える動画撮影について 

1回の撮影でファイルサイズび 4 G 目を超える場合でを、一時中断する 
ことなく、動画撮影を続けることびでさます。 

動画撮影を開始してから、ファイルサイズび 4 G 目に達する約3日秒前 
になると、動画撮影画面に表示されている撮影経過時間、またはタイム 
コードび点滅します。そのまま撮影を継続し、 4 G 目を超えると、新しい 
動画ファイルび自動的に作成され、点な表示に戻ります。 

なお、再生時は、動画ファイルごとの再生になります。動画ファイル 
を自動で連続再生することはでさません。再生び終わったら、続さのファ 
イルを選んで再生してください。 

• 撮影時間の制限について 

] 回に撮影できる時間は、最長29分59秒です。29分59秒に達した 
時点で動画撮影び自動的に終了します。 〈 S 猫?〉ボタンを押すと、動画撮 
影を再開することびでさます（新規フアイルとして記録されます)。 
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皿!皿 動画記録画質の設定 


W 参カメラ内部の温度上昇により、前ページの表に示した時間よりも早く動画撮 
影び終了することびあります （ P .241)。 

• [記録機能] を [カード自動切り換え] に設定していてち、動画撮影中はカードの自 
動切り換えは行われません。 


■ 


0 Full HD 1080について 


Full HD ] 080 は、垂直画素（走査線）数： 1080 画素（本）の 
HD (High Definition :ハイディフィニション）映像に対応して 
いることを示しています。 
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MENU 


録音の設定口 


沒音 

:齡 三 I 3 E 


ウインドカット m 

- d 白が 12 



録音/録音レベル 


内蔵のモノラルマイク、または市販のス 
テレオマイクを使用して、動画撮影を行ラ 
ことびでさます。また、録音レベルを任意 
に調整することをでさます。 

[04: 録音] で録音に関する設定を行い 
ます。〈が〉モードのとさは、 [ 02 ] に表 
示されます。 


[才ート] :録音レベルび自動調整されます。音の大ささに応じて、オー 

トレべルコント□ール機能び自動的に働さます。 

[7 ニユアル] :上級者向けの機能です。録音レベルを64段階で任意に調整す 
ることびでさます。 

[録音レベル] を選び、レベルメーターを見なびら〈〇〉を回 
すと、録音レベルを調整することびでさます。音量び大さい 
ときに、レベルメーターの「12」 (-12 dB ) のち側び、時々 
点なするように、ピークホールド機能 （3 秒間）を参考にし 
て調整します。「0」を超えると音び割れます。 

[しない] :録音は行われません。 


ウインドカット 

[入]に設定すると、屋外で撮影する際、風の影響により発生する「ボコ 
ボコ」という音を低減することびでさます。内蔵マイク使用時のみ機能しま 
す。 

ただし、[入]に設定すると、低い音の一部を低減されるため、風の影響 
を受けない場所では[切]に設定することをおすすめします。[入]のとさよ 
りを自然な音で録音されます。 
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( Ml 皿 録音の設定 


♦ マイクについて 

通常は内蔵マイクでモノラル録音されます。外部マイク入力端テ 
(P.19) に、ミニプラグ （03.5 mm ) を備えた市販のステレオマイクを 
接続すると、外部マイクび優先され、ステレオ録音することびでさます。 

♦ へッドフオンについて 

ヘッドフオン端テ （ P .19) に、ミニプラグ (03.5 mm ) を備えた市 
販のステレオへッドフオンを接続すると、動画撮影時の音声を聴くこと 
びでさます。外部ステレオマイク使用時は、ステレオで聴くことびでさ 
ます。 

なお、動画再生時をへッドフオンを使用することびでさます。 


■ 


W ヘッドフオンに出力される音声は、ノイズ低減処理は行われていません。そのた 

め、実際に動画に記録される音声とは異なります。 

13参撮影 モードび 〈が〉 のときは、[録音]:[ずる/しない]になります。なお、[ず 
る]に設定したとさは、録音レベルび自動調整され（[才ート]と同じ）、ウィ 
ンドカットび行われます。 

• ヘッドフオンの音量調節を行うときは、〈回〉ボタンを巧したあと、 〈 RATE 〉 
ボタンを巧しなびら〈を*〉を上下に操作します。なお、音量調節の表示は画 
面に表示されません。へッドフオンの音声を聴さなびら調整してください。 

• L/R (左/ち）の音量バランスを調整することはでさません。 

• L/R ともに、サンプリング周波数 48 kHz /16 bit で記録されます。 

• [〇己：動画サイレント設定] を [な有効]にすると （ P .23 日)、動画撮影中に〈な〉 
(十字タッチパッド）を使って操作音を抑えなびら録音レベルを調整すること 
びでさます。 
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MENU 


動画サイレント設定 


動画撮影中に操作音を抑えなびら、に日感度や録音レベルなどの設定を変 
要したいとさに有効です。 


«国サイレント技を 



[〇已：動画サイレント設定] を [な有効] に 

設定すると、サブ電子ダイヤルの内側にあ 
る、 〈な〉 （十字タッチパッド）び機能する 
ようになります。 

〈匹 f 〉 モードのときは、 [03] に表示さ 


9 m , 她巧 


れます。 




〈な〉の上下左ちに触れるだけで静かに 
操作することびでさます。 

動画撮影中に〈回〉ボタンを押して、ク 
イツク設定状態にすると、〈な〉で似下の機 
能の設定を変更することびでさます。 


変更可能項目 

撮影モード 

P/B 

Tv 

Av 

M 

①シャッター速度 

- 

〇 

- 

〇 

③絞り数値 

- 

— 

〇 

〇 

③に〇感度 

- 

- 

- 

〇 

④露出補正 

〇 

〇 

〇 

- 

⑥録音レベル 

〇 

〇 

〇 

〇 


な • [〇己：動画サイレント設定] を [な有効] に設定したときは、動画撮影中に〈類〉 
(サブ電子ダイヤル）で録音レべ J レを調整することはでさません。 

• 〈な〉 で静かに絞り数値を変更してわ、絞りの駆動音は動画に記録されます。 
• 〈な〉 に水や巧れなどび付<と、動作しないことびあります。そのとさは、巧 
などでされいにふさ取って<ださい。ふさ取ってわ動作しないとさは、しば 
らく経ってから操作してください。 

S 1 動画撮影開始前は、クイック設定および [録音レベル] の設定で、 〈な〉 を使って 
録音レベルの調整を行ラことびでさます。 
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MENU 


タイムコードの設定 


1タイムコード 1 

J カウントアツフ 

レックラツ 1 

スター ト時 MR を 


«画記 g カウント 

記録時面 

B 国再生カウント 

記经時巧 

ド D ヴプフレーム 

する 

CHIB 。 1 


タイムコードとは、動画撮影時に映像- 
音声に同期して自動的に記録される時間軸 
のことです。「時/分/砂/フレーム」の単 
位で常時記録されます。主に撮影した動画 
を編集するとさに利用します。 

[〇已：タイムコード] でタイムコードの設 
定を行います。〈が〉モードのときは、 
[03] に表示されます。 


カウントアップ 

[レックラン] :動画撮影しているとさだけ、タイムコードのカウントび 
進みます。 

[フリーラン] :動画撮影をしていないときを、タイムコードのカウント 
び進みます。 

スタート時間設定 

タイムコードの起点（スタート時間）を設定することびでさます。 

[手動入力設定] :「時：分：砂：フレーム」を任意に設定することびで ■ 
きます。 

[リセット] :[手動入力設定][カメラ時間に設定] で設定した時間び IJ 

セットされ、「日日：日日：日日；日日」になります。 

[カメラ時間に設定]: カメラに設定されている「時：分：砂」に設定されま 
す。「フレーム」は「日〇」に設定されます。 

動画記録カウント 

動画撮影画面に表示する内容を選ぶことびでさます。 

[記録時間] :動画撮影時に撮影開始からの経過時間び表示されます。 

[タイムコード] :動画撮影時にタイムコードび表示されます。 


W • 動画撮影中に静止画を撮影すると、実時間とタイムコードに差び生じます。 
参[フリーラン] 設定時に時刻/エ U ア/サマータイムの設定を変更すると （13.3 日)、 
タイムコードに影響び生じます。 
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皿!皿タイムコードの設定 


Bl タイムコードは、 [動画記録カウント] の設定に関わらず、動画ファイルに常時記録 
されます。 

動画再生カウント 

動画再生画面に表示する内容を選ぶことびでさます。 

[記録時間] :動画再生時に撮影時間または再生時間び表示されます。 
[タイムコード] :動画再生時にタイムコードび表示されます。 


[タイム コー ド]設定日寺 



動画撮影時 



動画再生時 


Bl • [〇己{動画）：タイムコード] の 風画再生カウント] と [囚 3: 動画再生カウント] は、 

設定び連動して切り換わります。 

• 動画撮影時、および動画再生中は、「フレーム」は表示されません。 


ド□ツプフレーム 


フレームレートび、同） （29.97 fps )、 協） (59.94 fps ) のときに、タイ 
ムコードでフレームをカウントすると、実際の時間とタイムコードで差び生 
じます。この差を自動的に補正することびでさます。この機能をド□ップフ 
レームといいます。 

[する] :タイムコードを間引く補正び自動的に行われます。 

[しない] :補正は行われません。 


13フレームレートび面に 3.97 日 fps ) のときは、ド□ップフレームは行われません。 
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MENU 


メニュー機能の設定 


[04] メニュ ー 


6 AF 囚 

> み古 

な 0 T •: M … 

相ード 

ラけモ-ド ‘ 

グリッド 

巧示しない 

ft 自记的イス 

耐巧翻 

沒さ 

才 一h 

LV 解が 

モード 1 

測巧タイ 7- 

哺 


ライブビュー撮影/動画撮影スイツチを 
〈■>〉にすると、メニューの [04] [〇引 
タブび、動画撮影特有の項目として表示さ 
れます。各項目の内容は下記のとおりです。 

〈匹 r 〉 モードのときは、 [02] [03] に 
表示されます。 


参 AF モード 

2日7〜213ページで説明している AF モードと同じです。 [ライブ モー 
ド] [: i ： ライブ モー ド][クイック モー ド] び選択できます。なお、動いている 
をのにピントを合わせ続けることはでさません。 

なお、 AF モードを [クイック モー ド] に設定していてを、動画撮影中は 
[ライブ モー ド] に切り換わります。 

参グリッド 

[9 分割#] または [24 分割 稱]で格テ線を表示して、水平、垂直の 
傾きを確認しなびら撮影することびできます。また、 [9 分割 + 対角お^] で 
は、格テ線と対角線び表示され、水平、垂直の傾さの確認だけでなく、 ■ 
交点を被写体に合わせることで、バランスの良い構図で撮影することび 
でさます。 

参動画記録サイズ 

動画記録画質（画像サイズ、フレームレート、圧縮形式）を設定する 
ことびできます。詳しくは、 23] 〜233ページを参照してください。 

参録音 

録音に関する設定を行うことびできます。詳しくは、234、23己ぺ一 
ジを参照してください。 
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HD メニュー機能の設定 


参 LV 静音撮影励!] 

静止画撮影用の機能です。詳しくは、2日6ページを参照してください。 

♦ 測光タイマー画!] 

露出値の表示時間 (AED ック時の保持時間）を変えることびでさます。 


[〇引メニュ ー 


〇 AF 回 

卜冉 女 

■ ■■ ■ ■ 


タイムコード 


t 困ヴィレン h 技を 

み励 

»田 gE ボタン 

阻 


♦ タイムコード 

タイムコードを設定することびできます。詳しくは、237、238ペー 
ジを参照してください。 

参動画サイレント設定 

[な有効] にすると、動画撮影中のクイック設定時に、十字タッチパッ 
ド 〈な〉 を使って、操作音を抑えなびら設定を変更することびでさます。 
詳しくは、236ページを参照してください。 

参動画撮影ボタン 

[冬 V 圓]に設定すると、巧が?〉ボタンだけでなくシャッターボタン 
の全押し、または IJ モートスイッチ RS -8 日 N 3 (別売）や、タイマー IJ 
モートコント□ーラー TC -8 日 N 3 (別売）で、動画撮影を開始/終了す 
ることびできます （ P .185)。 ただし、[み/圆]に設定したときは、詩 
止画撮影 （ P .228) はでさません。 
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w 動画撮影全般に関ずる注意事項 

カメラ内部の温度上昇にともなう、白い 〈圆 > とホい〈陋> 表示について 

• 動画撮影を長時間行ったり、高温下で動画撮影を行ラと、カメラ内部の温度 
び上昇し、白い〈励〉び表示されます。このマークび表示された状態で動画 
撮影をしてち、動画の画質はほとんど低下しません。ただし、静止画を撮影 
すると、静止画の画質び低下することびありますので、カメラ内部の温度び 
下びるまで、静止画撮影を一時休止することをおすすめします。 

• 白い〈励〉び表示された状態からカメラ内部の温度びさらに上昇すると、ホ 
い 〈励〉 び点滅します。このマークは、ちうすぐ動画撮影び自動的に終了す 
ることを示しています。そのとさは、カメラ内部の温度び下びるまで、撮影 
びでさなくなりますので、一旦電源を切り、しばらく休止してください。 

• 高温下で動画撮影を長時間行ラと、〈励〉と 〈励〉 び表示されるタイ S ングび 
早くなります。撮影しないとさは、こまめに電源を切ってください。 

記録と画質について 

• 手ブレ補正機能を搭載したレンズ使用時は、シャッターボタンを半押ししな 
くてち、常時手ブレ補正機能び作動します。そのため、電池び消耗し、撮影 
条件により動画撮影時間び短くなったり、撮影可能枚数びかなくなることび 
あります。兰脚使用時など、補正の必要びないとさは、手ブレ補正スイッチ 
を 〈 OFF 〉 にすることをおすすめします。 

• カメラに内蔵されたマイクにより、撮影中の操作音やカメラの作動音などわ 
一緒に録音されます。なお、市販の外部マイクを使用すると、これらの音を 
録音しないよラに（低減）することびでさます。 

• 外部マイク入力端テに、外部マイク政外は接続しないでください。 

• 極端に明るい光源び画面内にあると、明るい部分び黒っぽ<つぶれたよラに 
表示されることびあります。動画撮景ミ時は、表示された映像とほぼ同じ状態 
で記録されます。 

• 暗い場所では映像にノイズや色ムラび発生することびあります。動画撮影時 
は、表示された映像とほぼ同じ状態で記録されます。 



241 




w 動画撮影全般に関ずる注意事項 

記録と画質について 

• 書さ込み速度び遅いカードを使用すると、動画撮影中に画面のち 
側に已段階のインジケーターび表示されることびあります。イン 
ジケーターは、カードにまだ書さ込まれていないデータ量（内蔵 
メモ U —の空さ容量）を表し、遅いカードほど、段階び早<上 
びっていさます。インジケーターびフルになると、動画撮影び自 
動的に停止します。 

書さ込み速度び速いカードは、インジケーターび表示されない 
か、表示されてち段階はほとんど上びりません。そのため、事前 
にテスト撮影を行ラことで、動画撮影に適したカードかどラかを 
判断することびでさます。 

動画撮影時の静止画撮影について 

• 静止画撮影の画質については、 2] 已ページの『画質について』を参照してく 
ださい。 

再生とテレビ接続について 

• 自動露出撮影、シャッター優先 AE 撮影、絞り優先 AE 撮影で動画撮影中に明る 
さび変化すると、その場面の映像び一瞬止まって見えることびあります。こ 
のよラなとさは、マニュアル露出で撮影してくださし、。 

• カメラとテレビを接続 （ P .2 日8、 271) して動画撮影を行ラと、撮影中テレ 
ビから音は出ません。ただし、音声は正常に記録されます。 


T 

インジ 
ケーター 
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画像の再生 


この章では、撮影した画像や動画をカメラで再生-消去する方 
法や、テレビで見る方法など、撮影画像の再生に関連する内容に 
ついて説明しています。 


他の機器で撮影-記録された画像について 

他のカメラで撮影された画像や、このカメラで撮影したあとにパソコンな 
どで画像を加工したり、ファイル名を変更した画像は、カメラで正常に表 
示でさないことびあります。 
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囚画像を再生ずる 


1備巧 



画像を再生ずる 

• 〈囚〉ボタンを押します。 

最後に撮影した画像、または最後に再生 
した画像び表示されます。 



画像を選ぶ 

• 〈類〉を左に回すと、最後に撮影した画 
像から新しい順に画像び表示されます。 
ちに回すと、ちい画像から順に新しい画 
像び表示されます。 

•〈 INFO .〉 ボタンを押すたびに、表示形式 
び切り換わります。 



情報表示なし 


ヒストグラム表示 


簡易情報表示 


撮影情報表示 


P 03の-化なり脚 W か 
1352 阳巧 A2 .な臣理 3, 0, 0. Q 
血 kJL ぶ.讯 IB が巧 

リ M の 1 Z 巧川]化化 m 
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囚画像を再生する 


3再生を終了する 

参〈囚〉ボタンを押すと再生び終了し、撮 
影準備状態に戻ります。 


mm グリッド表示について 


〇 AF 因 

卜冉 ★ 

け 

1巧を時のグ U ッド 

を示しない 




2Amm 


が冉+滿>*^ 


] 枚表示、2枚表示 （ P .253) のとさに、 
再生画像に重ねて格テ線を表示することび 
でさます。 

[[33:再生時のグリッド] で [9 分割#] [24 
分割 稱] [9 分割+巧角お^] から選ぶことびで 
さます。 

撮影画像の水平、垂直の傾さや、構図を 
確認するとさに便利です。 


■ 


Bl 動画再生時にグ U ッドは表示されません。 
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INFO .: 撮露情巧の内容 

静止画の例 


AF マイク□アジヤストメント- 
露出補正量 一! 
スト□ボ調光補正量 一！ 


-画像プ□テクト 
レー テイング 


絞 0 数値 


シャツター巧度 


測光モード 


撮影モード^ 


ホワイト- 
バランス I 

記録画質 • 

再生番号/ 

総記録画像数 

〈囚〉設定時の一 I 
色温度数値 

Eye - Fi 転送 



フオルダ番号一画像番号 
力ード 
ヒストグラム 
(輝度/ RGB ) 

ピクチャースタイル/ 
設定内容 
に0感度 

高輝度側-階調優先 

色空間 
撮影曰時 


ホワイトバランス補正量 


ファイルサイズ 


* RAW+JPEG の設定で撮影した画像は、 RAW 画像のファイルサイズび表示されます。 
* 調光補正なしでスト□ボ撮影を行ったとさは、〈0〉び表示されます。 

*HDR モードで撮影した画像は、 〈 HDR 〉 とダイナ S ックレンジの調整幅び表示されま 
す。 

* 多重露出で撮影した画像は、〈因〉び表示されます。 

* 動画撮影時に撮影した静止画のとさは、 <.- P > び表示されます。 

* RAW 現像、 U サイズを行った画像は、〈尼]〉び表示されます。 
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INFO.: 撮影情報の内容 


動画の例 


撮影時間.再生時間/ 
タイムコード 



フレームレート 圧縮形式 


再生知掘 


撮影モード 
動画記録サイズ 


-が [] VI 25 8.0 剛00 
田自巧〇 願10,孔〇 

-临〇顿画 6 e .6 MB -が课- 

3/24 1 I 2012/01/1113:如:00 


シャッター速度 
絞り数値 

動画ファイルサイズ 


参ノ V イライト警告表示について 

[囚 3: パイライト警告表示] を [する] に設定すると、露出才ーパ'-で白 
飛びした部分び点滅表示します。階調を再現させたい部分び点滅してい 
るとさは、露出をマイナス補正して、をう一度撮影すると良い結果び得 
られます。 


参 AF フレーム 表示について 

[囚 3: AF フレーム表示] を [する] に設定すると、ピント合わせを行っ 
た AF フレームびホい枠で表示されます。なお、 AF フレーム自動選択の 
とさは、 AF フレームび複数同時に表示されることびあります。 
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INFO.: 撮影情報の内容 


♦ ヒストグラムについて 

ヒストグラムには、露出レベルの傾向と全体の階調を確認でさる輝度 
表示と、色の飽和と階調を確認でさる RGB 表示びあります。表示の切り 
換えは、 [囚3:ヒストグラム] で行います。 


[輝度]表示 

このヒストグラムは、横軸に明るさ（左；暗、 
ち；明）、縦軸に明るさごとの画素数を積み上げた 
グラフで、画像の輝度分布を表しています。画面の 
中の「暗い成分」ほどグラフの左寄りに積み上げら 
れ、「明るい成分」ほどグラフのち寄りに積み上げ 
られて表示されます。横軸の左端に積み上げられた 
成分は黒くつぶれ、ち端に積み上げられた成分は白 
く飛びます（八イライト）。その他の成分は階調び 
再現されます。再生画像とそのヒストグラムを見る 
ことで、露出レベルの傾向と全体の階調を確認する 
ことびでさます。 


ヒストグラム例 



暗い成分び多い 


普通の明るさ 



明るい成分び多い 


[ RGB ] 表示 

このヒストグラムは、横軸に色の明るさ（左：暗、ち；明）、縦軸に 
色の明るさごとの画素数を積み上げたグラフで 、 R (ホ ） /G (緑）/巨 
(青）別に色の輝度分布を表しています。画面の中の「暗く薄い色」ほど 
グラフの左寄りに積み上げられ、「明るく濃い色」ほどグラフのち寄りに 
積み上げられます。横軸の左端に積み上げられた成分は色の情報びなく、 
ち端に積み上げられた色は飽和して階調びありません。 RG 目のヒストグ 
ラムを見ることで、色の飽和と階調の状態や、ホワイトバランスの傾向 
を確認することびでさます。 
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囚見たい画像を素早く巧ず 

因一度に複数の画像を表示する（インデックス表示） 

見たい画像を素早く見つけることびでさる、インデックス表示といわれる 
再生ち法で、一度に4枚、または9枚の画像を表示することびでさます。 



〈 CO ボタンを巧す 

参画像を再生した状態で、 〈 CO ボタンを 
押します。 

今画面ち下に[猫 iQJ び表示されます。 



インデックス表示にする 

参〈猫!〉を左に回していさます。 

4枚表示になります。選択されている画 
像に青色の枠び付さます。 

参 {巡') をさらに左に回すと、9枚表示に 
なります。 く魅〉 をちに回すと、9枚一 
4枚^1枚表示になります。 




画像を選ぶ 

参〈類〉を回して青色の枠を移動させ、画 
像を選びます。 

参 〈 C ^〉 ボタンを押して[酱 iQJ の表示 
を消した状態で〈猫!〉を回すと、]画 
面分先、または前の画像び表示されま 


す。 


♦ インデックス表示の状態で〈@)〉を押 
すと、選んだ画像び1枚表示されます。 
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囚見たい画像を素早く探す 


曲画像を飛ばして表示する（ジャンプ表示） 

1枚表示のとさに く巡〉 を回すと、指定した方法で前後に画像を飛ばして 
表示することびでさます。 


1[盗^での画像送り]を選ぶ 

参 [囚 2] タブの[盤 での画像送り] を選 
び、〈毎)〉を押します。 

2 ジャンプ方法を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して、ジャンプ方法を選び、 
<©> を押します。 

n : 1 枚ずつ画像表示 
巧：10枚飛びに画像表示 
編：100枚飛びに画像表示 
お：撮影曰を切り換えて画像を表示 
な：フォルダを切り換えて画像を表示 
巧：動画だけを表示 
な：静止画だけを表示 
な：指定したレーテイング （ P .255) 

の画像を表示 
く盤〉 を回して選びます。 

5画像送りをする 

参 〈囚〉 ボタンを押して画像を再生しま 
す。 

参 ] 枚表示の状態で く巡〉 を回します。 

再生位置 




IS • [撮該田は、撮影した日付で画像を探したいときに選びます。 

• [フォルダ] は、フォルダを指定して画像を探したいときに選びます。 

• 閣励[静止画]は、力ードの中に動画と静止画び混在しているときに、動画、 
静止画のどちらかだけを表示したいとさに還びます。 

• [レーティング] で対象となる画像びないとさは、〈巡0を回しても画像送りは 
行われません。 
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み拡大して見る 

撮影した画像を、約].已倍〜1日倍に拡大して表示することびでさます。 



拡大表示位置 


画像を拡大する 

参画像再生中 （1 枚表示)、撮影直後の画像 
表示中、撮影準備状態から拡大すること 
びでさます。 

参 〈 C ^〉 ボタンを押します。 

拡大表示になります。画面ち下に拡大位 
置と[巡 iQJ び表示されます。 

参〈猫!〉をちに回すごとに拡大します。約 
1日倍まで拡大することびでさます。 

参〈巡!〉を左に回すごとに縮小します。さ 
らに回していくと、インデックス表示 
(P.249) になります。 



表示位置を移動ずる 

参〈榮〉を操作した方向に表示位置び移動 
します。 

参〈み〉ボタンまたは〈囚〉ボタンを押す 
と、拡大表示び終了し、 ] 枚表示になり 
ます。 



QI • 掘:大表示中に〈類〉を回すと、拡大表示のまま画像び切り換わります。 
参撮影直後に表示された画像を拡大表示することわでさます。 

• 動画は拡大表示でさません。 
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み拡大して見る 


mm 拡大開始倍率/拡大開始位置を設定ずる 



[囚 3] タブの 弧大倍率設定（約)] を選ぶ 
と、拡大表示を開始したとさの、表示倍率、 
拡大位置を設定することびでさます。 


♦ 1倍け広大なし） 

拡大表示は行われません。]枚表示の状態で拡大表示び始まります。 

♦ 2倍/4倍/8倍/10倍（中央か! 5) 

選択した倍率で画面中央から拡大表示び始まります。 

参等倍（任意選択合焦点か 5) 

記録画像の画素を約] 日日％ で表おします。合焦した AF フレームの 位 
置から拡大表示び始まります。なお、手動ピント合わせで撮影した画像 
は、画面中央から拡大表示び始まります。 

♦ 前回と同じ倍率（中央か 5) 

前回、 〈囚〉 < Q > ボタンを押して拡大表示を終了したとさと同じ倍 
率で、画面中央から拡大表示び始まります。 


51[ライブモード][ X ライブモード] ( P . 20 7) で撮影した画像は、画面中央から拡大表 
示び始まります。 
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田画像を比較ずる （2 巧表巧） 

撮影した画像を、左ちに並べて表示することびでさます。 



2枚表示にする 

参画像を再生した状態で、 〈の •な〉ボタン 
を押します。 

-► 2枚表示になります。選択されている画 
像に青色の枠び付さます。 



比較する画像を選ぶ 

参 <©> を押すと、青色の枠び切り換わり 
よ9 〇 

♦ 〈類〉を回して画像を選びます。 

参手順2を繰り返して、左ちの画像を選び 
ふ9 〇 


参〈回〉ボタンを押すと、左ちの画像の拡 
大倍率、拡大位置を同じにすることびで 
さます（青色の枠び付いていない画像と 
同じ拡大設定になります)。 

♦ 〈囚〉ボタンを押している間、青色の枠 
び付いている画像を1枚表示にすること 
びでさます。 


参〈の •な〉ボタンを押すと、 ] 枚表示に戻 
ります。 



QI • 掘:大表示、ジャンプ表示、レーティング、画像プ□テクト、画像消去を行ラ 
ことびでさます。 

参 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、情報表示を切り換えることびでさます。 

• 2 枚表示の状態から動画を再生することはでさません。 
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国回巧をせる 

画像び表示される向さを変えたいとさに、この方法で回転させます。 



1[画像回転]を選ぶ 

•[囚 I ]タブの [画像回転] を選び、〈©〉 
を押します。 


2 画像を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して回転する画像を選びま 
す。 

• インデックス表示 （ P .249) にして選ぶ 
ことをでさます。 


3画像を回おする 

参 <©> を押すたびに、時計方向に回転 
(9 日。一27日。一日。）します。 

参ほかに回転したい画像びあるときは、手 
順2、3を繰り返します。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、メニューに戻 


ります。 


Bl • [ V 1:縦位置画像回乾表示]を [する 〇国] ( P . 28 0) に設定して撮影すると、こ 
の機能で画像を回転する必要びなくなります。 

• 回転した画像び、再生時に回転した向さで表示されないとさは、[>1:縦位置 
画像回輯表示]を [ずる 〇国]に設定します。 

• 動画は回転でさません。 
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お気に入りのレベルを設定ずる 

撮影した画像（静止画/動画）に、5種類のお気に入りマーク （[★]/[★*]/ 
じ]/む]/お])を付加することびできます。この機能をレーティングといいま 
す。 

* レーティングは、「評価」や「等級」などの意はです。 

< RATE > ボタンで設定する 

1画像を選ぶ 

♦ 画像を再生した状態で〈類〉を回して、 
お気に入りマークを付ける画像を選び 

On 〇 

参インデックス表示にして設定すること 
をでさます （ P .249)。 

2 お気に入り情報を付ける 

参 〈 RATE 〉 ボタンを押すたびに、お気に入 
り マークび 切り換わります （[★]/[★★]/ 
じ]/む]/お]/なし）。 

参他にお気に入りを設定する画像びある 
とさは、手順 I 、2を繰り返します。 



Ql • [>3: GHB ボタンの 機能]を [プ□テクト] に設定しているときは、 [レーテイング] 
に変更してください。 

• [>3: CSB ボタンの 機能]で [レーテイング] を選んで〈回〉ボタンを押すと、 
〈RATE〉 ボタンを押したときに選択できる（使用する）お気に入りマークを 
設定することびできます。 



m メニューか6設定ずる 



[レーティング]を選ぶ 

参 [囚 2] タブの [レーティング] を選び、 
<©> を押します。 
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お気に入りのレベルを設定する 



2 画像を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して、お気に入りマークを付 
ける画像を選びます。 

• < Q > ボタンを押して、〈巡0を左に回 
していくと、3画像表示にして選ぶこと 
びでさます。〈猫!〉をちに回すと、]枚 


表(しおります。 



お気に入り情報を付ける 

参〈@)〉を押すと、[日田]マークび消え 
ます。 

参〈類〉を回して、お気に入りマークを選 
びます。 

今お気に入りマークを付けると、そのマー 
クの横にある数値びカウントされます。 
• 他にお気に入りを設定する画像びある 
ときは、手順2、3を繰り返します。 

•〈 MENU 〉 ボタンを押すと、メニューに戻 


ります。 


Bl お気に入りマークの横にある数値は、3巧 （999 枚）までしか表示されません。 
]000枚を超えると、 [###] と表示されます。 

お気に入り情報の利用方法 

• [囚2: 巡！ での画像送り] で、特定のお気に入りマークを付けた画像だけを表 
示することびでさます。 

• [囚2:スライドショー] で、特定のお気に入りマークを付けた画像だけを再生 
することびでさます。 

• 付属ソフトウェアの Digital Photo Professional ( p .394) で、特定のお気 
に入り7—クを付けた画像だけを選択することびでさます。 

• Windows 7 、 Windows Vista では、ファイルの詳細表示や、標準装備され 
た画像表示機能で再生したときに、「評価」という項目でお気に入りマークを 
確認することびでさます。 
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回再生時のクイック設定 

再生時に〈回〉ボタンを押すと、再生しなびら [囚：画像プ□テクト/ 
国：画像回転/★: レーティング/ fp^i : RAW 現像 （ RAW 画像のみ）/ 
团； U サイズ （ JPEG 画像のみ）/ 刪： A イライト警告表示 /。? A : AF フレー 
ム表示/巧： 巡! での画像送り] の設定を行うことびできます。 

なお、動画のとさは、太字の項目のみ設定でさます。 

1〈回〉ボタンを巧す 

♦ 画像を再生した状態で〈回〉ボタンを 
押します。 

クイック設定の項目び表示されます。 


2 項目を選んで設定する 

♦ 〈を〉を上下に押して、項目を選びます。 
選んだ項目と設定内容び、画面下側に表 
示されます。 

参〈類〉を回して設定します。 

参 RAW 現像と IJ サイズは、さらに〈@)〉 

を押して設定を行います。詳しくは、 

RAW 現像 （ P .282) と U サイズ 
( P .287) のページを参照してくださ ■ 

い。キャンセルするときは、 〈 MENU 〉 ボ 
タンを押します。 



3設定を終了する 

参〈回〉ボタンを押すと、クイック設定び 
終了します。 
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回再生時のクイック設定 


W 画像回転を行うときは、[>1:縦位置画像回起表示]を [する〇国] に設定してくだ 
さし、。[>1:縦位置画像回起表示]び [ずる国][しない] に設定されているときは、 
[国画像回転]で選んだ内容は画像に記録されますび、カメラで回転表示は行われ 
ません。 

151参インデックス表示中に〈回〉ボタンを巧すと、 ] 画面表示に切り換わり、ク 
イック設定状態になります。再度〈回〉ボタンを巧すと、インデックス表示 
に戻ります。 

• 他のカメラで撮影した画像は、選択でさる項目び制限されることびあります。 
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ス撮った動画の楽しみ方 

撮影した動画は、主に次の3つの方法で再生して楽しむことびでさます。 


テレビに接続して再生する （ P 268、271) 



付属の AV ケーブル、または別売の HDMI 
ケーブル HTC -1 日日でカメラとテレビを接 
続して、撮影した動画や静止画をテレビで 
再生することびでさます。 

フル八イビジョン (Full HD :192日 X 
1080). または八イビジョン （ HD : 1280 
X 720) 画質で撮影した動画は、 HDMI ケー 
ブルで八イビジョン対応のテレビに接続す 
ると、より高画質な映像を楽しむことびで 
さます。 


W 参動画び入ったカードは、 MOV 形式の動画ファイルの再生に対応した機器政外 
では再生でさません。 

参八ードディスクレコーダーは、 HDMI 入力端テを備えていないため 、 HDMI 
ケーブルでカメラとレコーダーを接続することはでさません。 

• US 目ケーブルでカメラと八ードディスクレコーダーを接続してわ、動画や静 
止画を再生-保存することはでさません。 


カメラの液晶モニターで再生する 


( P .2 目]〜 267) 


■ 



カメラの液晶モニターで動画を再生する 
ことびでさます。また、動画の前後部分を 
カット（簡易編集）したり、カードに記録 
されている静止画と動画を、スライド 
シヨーで自動再生することをでさます。 


W パソコンで編集した動画をカードに書さ戻して、カメラで再生することはでさま 
せん。 
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撮った動画の楽しみち 


パソコンで再生•編集する ( P .394) 



カードに記録されている動画ファイルを 
パソコンに取り込んで、付属ソフトウェア 
の Ima 旨 eBrowser EX で再生することびで 
さます。 


W • 撮影した動画をパソコンで滑らかに再生するには、高性能なパソコンび必要 
です。動作環境については、 Ima 呂 eBrawserEX ガイド （PDF) を参照して 
<ださい。 

参市販のソフトウェアで再生•編集するとさは、 MOV 形式の動画に対応したソ 
フトウエアを使用してください。市販のソフトウエアについては、ソフトウェ 
アメーカーにお問い合わせください。 
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^ス動画を再生ずる 



画像を再生する 


参〈囚〉ボタンを押して画像を表示しま 
す。 



動画を選ぶ 

参 <〇> を回して再生する動画を選びま 
す。 

参 ] 枚表示のとさに、画面左上に〈ち日田〉 
び表示されている画像び動画です。 

参インデックス表示のとさは、画面左側に 
縦帯の付いた画像び動画です。インデッ 

クス表示か5は再生できませんので、 
<©> を押して1枚表示にしまず。 


31 枚表示のが態で〈©〉を巧す 

-► 画面の下に動画再生パネルび表示され 
ふ9 〇 


4動画を再生する 

♦ 〈類〉を回して [►] 属生）を選び、〈©〉 



スピーカー 


を押します。 

動画再生び始まります。 

参再生中に〈©〉を押すと、再生び一時 
停止します。 

参<^>を回すと、再生中でを音量を調整 
することびでさます。 

参再生操作に関する詳しい内容は、次ペー 
ジを参照してください。 



W ヘッドフォンで動画の音声を聴 < とさは、耳を痛めないよラに、音量を下げてか 
ら取り付けてください。 
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動画を再生する 


項目 

再生内容 

台終了 

] 枚表示の状態に戻ります。 

► 再生 

<©> を押すたびに再生/停止を繰り返します。 

!► ス□-再生 

〈類〉を回すとス□一再生の速さを変えることびでさます。画面 
ち上に速さの度合いび表示されます。 

\ii 先頭 フレーム 

動画の先頭画面を表示します。 

i \\ フレーム 戻し 

<©> を押すたびに]コマ戻します。〈©〉を巧し続けると、早 
戾しします。 

!!► フレーム 送り 

<©> を押すたびに]コマ送ります。〈©〉を巧し続けると、早 
送りします。 

► H 最終 フレーム 

動画の最終画面を表示します。 

K 編集 

編集画面を表示します （P.2 日3)。 


再生位置 

mm ' SS " 

再生時間 （ mm ’ ：分、 SS " :秒/ 閣画再生カウント：記録時間] 設 
定時） 

hh : mm : ss:ff 

タイムコード （hh :時 、 mm :分 、 SS :秒 、 ff :フレーム/ [動 

画再生カウント：タイムコード] 設定時） 

11111日 量 

〈巡!〉を回すと、内蔵スピーカー (P.261) の音量を調整する 
ことびでさます。 


15 • フル充電のバッテ U —パック LP-E6 で連続再生でさる時間は、常温 （+23 
°0で約3時間30分です。 

• ヘッドフォン端テ （P.19) に、ミニプラグ （03 .已 mm) を備えた市販の 
ヘッドフォンを接続すると、動画の音声を聴<ことびでさます （P.23 己）。 

• カメラをテレビに接続して動画を再生するとさは （P.2 目8、271)、テレビ 
側で音量の調整を行って<ださい（〈巡!〉を回してわ音量は変わりません)。 
参動画撮影中に静止画を撮影した場面では、約1秒間、静止した映像び表示され 
ます。 
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K 動画の前を SB 分をカツトずる 

撮影した動画の前後部分を約1秒単位で削除することびでさます。 



動画再生画面で[炎]を選ぶ 

今画面の下に動画編集パネルび表示され 
ふづ 0 


2 



削除する節囲を指定する 

• [媽](前部を削除）か、[0«](後部を 
削除）を選んで く@〉 を押します。 

♦ 〈を〉を左ちに押すと、フレームび送ら 
れます。押したままにすると、早送りに 
なります。〈〇〉を回すと、]フレーム 
ずつ送られます。 

参削除する範囲びミ夫まったら、〈贷)〉を押 
します。画面上部の青色で表示された範 
囲び残ります。 



編集内容を確認する 

• [►] を選んで〈贷)〉を押すと、青色で 
表示された範囲び再生されます。 

参削除する範囲を変更するとさは、手順2 
の操作を行います。 

•編集を中止するとさは、[: b ] を選び 


<©> を押します。 
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K 動画の前後部分をカツトする 



4保巧する 

•[だ] を選んで〈毎)〉を押します。 

吟保存画面び表示されます。 

• 別画像として保をするとさは [新規保存]、 
編集前の動画を残さないとさは [上書き 
保存] を選択して、〈©〉を押します。 


参確認画面で [0 K ] を選び〈@)〉を押す 


と、編集した動画び保をされ、動画再生 


画面に戻ります。 


U • 約]秒単位 （[炎] び表示される位置）で削除されるため、実際にカットされ 
る位置び指定した位置と異なることびあります。 

• カードの空さ容量び少ないとさは、 [新規保存] は選択でさません。 
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MENU 


自動再生ずる（スライドシヨー) 


カードに記録されている画像を自動的に連続再生します。 



[スライドシヨー]を選ぶ 

参 [囚 2] タブの [スライドシヨー] を選び、 

<©> を押します。 



再生する枚数 


1 


再生ずる画像を選ぶ 

参 <〇> を回して図に示した項目を選び、 
<©> を押します。 

[全画像/動画/静止画] 

参 <〇> を回して[回 全画像/動画/〇静 
止画] のいずれかを選び、〈贷)〉を押し 
ます。 


[曰付/フォルダ/レーティング] 


参 <〇> を回して[圆 日付/—フォルダ/ 
★レーティング] のいずれかを選びます。 
参〈肛四只〉び明るく表示された状態で、 
〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

• <〇> を回して内容を選び、〈贷)〉を押 
します。 



265 









mm 自動再生する（スライドショー) 


項目 

再生内容 

回 全画像 

カード内のすべての静止画、動画を再生します。 

圆 曰付 

選んだ撮影曰の静止画、動画を再生します。 

—フオルタ’ 

選んだフォルダ内にある静止画、動画を再生します。 

動画 

カード内の動画だけを再生します。 

〇静止画 

カード内の静止画だけを再生します。 

★レーティング 

選んだお気に入りマークび付いた静止画、動画を再生 
します。 



再生間隔とリピートを設定する 

参 <〇> を回して 感定] を選び、〈©〉を 
押します。 

参静止画の [再生間隔] と [リピート] (繰り 
返し再生）の設定を行い、 〈 MENU 〉 ボタ 
ンを押します。 


[再生間隔] 



[リピート] 
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皿！皿自動再生する（スライドショー) 



スライドショーを開始する 

♦ 〈類〉を回して [スタート] を選び、〈©〉 
を押します。 

[画像読み込み中…] び表示されたあと、ス 
ライドショーび始まります。 


5スライドシヨーを終了する 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、スライドシヨー 
び終了し、 設定画面に戻ります。 


■ 


0 • -時停止したいときは〈贷)〉を巧します。一時停止中は画像の左上に [II] 
び表示されます。再度〈©〉を押すと、再開します。 

• 自動再生中に 〈INFO.〉 ボタンを巧すと、静止画の表示形式を切り換えること 
びでさます （P.244)。 

• 動画再生中に〈1^〉を回すと、音量を調節することびでさます。 

• 自動再生中、または一時停止中に〈類〉を回すと、画像び切り換わります。 
• 自動再生中、オートパワーオフ機能は働さません。 

参画像により表示時間び異なる場合びあります。 

• テレビでスライドシヨーを見るときは、2日8、271ページを参照してくださ 
い。 
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八イビジョン （ HD ) テレビで見る 

別売の HDMI ケーブル HTC -1 日日び必要です。 


0 

0 


HDMI ケーブルをカメラに接続する 

• プラグの 〈▲HDMI MINI〉 びカメラの 
前面に向くようにして、 〈HDMI OUT〉 
端テに差し込みます。 


) テレビに HDMI ケーブルを接続する 

参 HDMI ケーブルを、テレビの HDMI 入力 
端テに接続します。 


5テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
り換えで接続した端子を選ぶ 

4 カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にす 
る 



テレビで見る 

撮影した静止画や動画を、テレビなどで見ることびでさます。 

^参動画再生時の音量は、テレビ側で調整します。カメラ側から音量の調整はで 
さません。 

• ケーブルの取り付け/取り外しを行うときは、カメラとテレビの電源を切っ 
た状態で行ってください。 

• 使用するテレビにより、表示内容の一部び欠けて表示されることびあります。 
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テレビで見る 



〈囚〉ボタンを巧す 

今画像びテレビに表示されます（液晶モニ 
ターには何を表示されません)。 

参接続したテレビに合わせて、自動的に最 
適な解像度で画像び表示されます。 

参 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、表示を切り換 
えることびでさます。 

• 動画の再生方法は、261ページを参照 
してください。 


W〈HDMIOUT〉 端子と 〈A/VOUT〉 端テから、映像を同時に出力することはでき 
ません。 


151 • カメラの 〈HDMIOUT〉 端テに、他の機器からの出力を入力しないでくださ 
し、。故障の原因になります。 

• テレビとの相性により、撮影した画像を再生でさないことびあります。その 
とさは、付属の AV ケーブルで接続してください。 


HDMI CEC 巧応のテレビについて 

HDMI 機器制御機能 （HDMI CEC *) 対応のテレビとカメラをり01\/11ケー 
ブルで接続すると、テレビの U モコンで再生操作びでさます。 

* HDMI 規格でミ夫められた相互機器制御機能のことです。 



[ HDMI 機器制御]を[入]にする 

♦ [囚 3] タブの [ HDMI 機器制御] を選び、 
<©> を押します。 

•[入] を選び〈©〉を押します。 
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テレビで見る 


2テレビとカメラを接続する 

参 HDMI ケーブルでテレビとカメラを接 
続します。 

今自動的にテレビの入力びカメラを接続 
した HDM 喘テに切り換わります。 

5カメラの〈囚〉ボタンを巧す 

今テレビに画像び表示され、テレビの U モ 
コンで画像び再生でさるよラになりま 
す。 

4画像を選ぶ 

• U モコンをテレビに向けて卜/ー ボタン 
を押すと、画像を選ぶことびでさます。 


静止画再生メニュー 



動画再生メニュー 


戲难 ihfo . 


5リモコンの決定ボタンを巧す 

今メニューび表示され、左図に示す再生を 
行うことびでさます。 

参ボタンで項目を選び、ミ夫定ボタン 
を押します。スライドショー選択時は、 


13 

尊 

INFO . 


戻る 

9枚インデックス表示 
動画再生 
スライドシヨー 
撮影情報の切り換え 


t /丄ボタンを押して項目を選び、ミ夫定ボ 
タンを押します。 

参[戻る] を選択し、ミ夫定ボタンを押すと、 
メニューび消え、卜/ーボタンで画像び 
選べるようになります。 


国 


画像回転 


W 2枚表示のときは （P.2 已3)、テレビの U モコンで再生操作はできません。〈田•な〉 
ボタンを巧して、 ] 枚表示にしてから操作してください。 

IS 参 テレビによっては、 HDMI 機器制御機能を有効にする必要びあります。詳しく 
はテレビの使用説明書を参照してください。 

参 HDMI 機器制御機能に対応したテレビでわ、正しく操作でさないことびありま 
す。そのときは、[囚3: HDMI 機器制御]を[切]にして、カメラ側で操作して 
<ださい。 
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テレビで見る 


八イビジョン ( HD ) 非が応のテレビで見る 



付属の AV ケーブルをカメラに接続す 
る 

参プラグの 〈Canon〉 □コび、カメラの背 
面に向くようにして、 〈A/VOUT〉 端テ 
に差し込みます。 






音声 

映像 


1 


テレビに AV ケーブルを接続する 

参 AV ケーブルを、テレビの映像入力端テ 
と、音声入力端テに接続します。 


テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
り換えで接続した端子を選ぶ 


4カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にす 



〈囚〉ボタンを巧ず 

今画像びテレビに表示されます（液晶モニ 
ターには何を表示されません)。 

参動画の再生ち法は、261ページを参照 
してください。 



W • 付属の AV ケーブル似外は使用しないでください。画像び表示されないことび 
あります。 

• テレビ方式と異なるビデオ出力ち式び設定されていると、画像び正し<表示 
されません。そのとさは、[>3: ビデオ出力ち式] で方式を切り換えてください。 


271 






























因保護ずる（プロテクト） 

大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないように、プ□テクトをか 
ける（保護する）ことびでさます。 


画像を選択して1枚ずつプロテクト 

[画像プ□テクト]を選ぶ 

参 [囚 1] タブの [画像プ□テクト] を選び、 
〈括)〉を押します。 


2 [画像を選択]を選ぶ 

• [画像を選択] を選び〈©〉を押します。 
今画像び表示されます。 



〜■国攻フ □テク ト 

の 

] 面皮5巧が 
フォルダ巧‘き肋 
フォルグ内•を!!际 
カード巧•を国 g 

r 

1 

をード巧-を mg 

CUES 。 


プ□テクト表示 




プ□テクトをかける 


参 <〇> を回してプ□テクトをかける画像 
を選び、〈贷)〉を押します。 

今画像びプ□テクトされ、画面の上に 
〈因〉び表示されます。 

参をう一度〈贷)〉を押すと、プ□テクト 
び解除され〈囚〉び消えます。 

参他にプ□テクトをかけたい画像びある 


とさは、手順3を繰り返します。 


参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、メニューに戻 


ります。 
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因保護する（プ□テクト) 


mm フォルダ巧/力ード巧を画像プ□テクト 


フオルダ内、またはカード内のすべての画像をまとめてプ□テクトするこ 
とびでさます。 


h 国巧フ□テクト 田 

届齡娜 

7オルグ巧■壬星巧！ 

フオルヴ巧•壬庶 I ; 

力ード巧を里« 

力ード巧- 

CHHD 。 


[El : 画像プ□テクト] で [フォルタ’内.全画 
像] または 访ード内•全画像] を選ぶと、そ 
の中のすべての画像にプ□テクトびかかり 
ます。 

解除するときは [フォルダ巧•全解除] また 
は [力ード内•全解除] を選びます。 


< RATE > ボタンで設定ずる 

再生時に 〈 RATE 〉 ボタンでプ□テクトをかけることびできます。 

• [4^3: 〇0因ボタンの機能] を [プ□テクト] 

に設定します。 


参画像を再生し、プ□テクトする画像を選 
びます。 

参 〈 RATE 〉 ボタンを押すと画像びプ□テク 
卜され、画面の上に〈囚〉び表示され ■ 
ます。 ■ 

参もう一度 〈 RATE 〉 ボタンを押すと、プ 
□テクトび解除され〈囚〉び消えます。 



W カードを初期化すると （P. 已 3)、プ□テクトされた画像も消まされます。 

0 •動画ちプ□テクトすることびでさます。 

• プ□テクトをかけた画像は、カメラの消去機能で消去でさません。画像を消 
去するときは、プ□テクトを解除してください。 

• 必要な画像にプ□テクトをかけてから全画像消去 ( P .278) を行うと、プ〇 
テクトをかけた画像政外はすべて消去されます。不要な画像を一度にまとめ 
て消去するとさに便利です。 


273 





固コピーずる 

カード内に記録されている画像を、をラー方のカードにコピー（複製保 
を）することびでさます。 


画像を1巧ずつ選んでコピーずる 

[画像コピ ー] を選ぶ 

参 [囚 1] タブの [画像コピ -] を選び、〈©〉 
を押します。 


[画像選択]を選ぶ 

参コピー元と、コピー先の空さ容量を確認 
します。 

• 〈類〉を回して 晒像選択] を選び、〈©〉 
を押します。 

フオルダを選ぶ 

参 <〇> を回してコピーしたい画像び入つ 
ているフオルダを選び、〈(§)〉を押しま 
す。 

♦ 画面ち側に表示される画像を参考にし 
て、フオルダを選びます。 

今選択したフォルダ内の画像び表示され 
ます。 



最小番号画像 
フオルダ内画像数 



フオルダ名 

最大番号画像 


Bl コピー元は、[>1:記録機能と力ード•フォルダ選択]の[記録•再生]([再生])で選択 
されているカードです。 
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総指定枚数 



コピーちはカード2です。 

コビーモフオルブを S 巧して <ださ1、 


コピーす る画像を選ぶ 

参 <〇> を回してコピーする画像を選び、 
<©> を押します。 

今画面左上に〈>/〉び表示されます。 

参 < Q > ボタンを押して、〈巡!〉を左に回 
していくと、3画面表示になります。 
〈巡!〉をちに回すと、 ] 枚表示に戻りま 
す。 

参他にコピーしたい画像びあるとさは、手 
順4を繰り返します。 

( RATE ) ボタンを巧す 

参画像を選び終わったら、 〈 RATE 〉 ボタン 
を押します。 

[0 K ] を選ぶ 

参コピー先のカードを確認し、〈©〉を押 
します。 


苗 コビー ホフオルグ @ 

1 ME 阳 5 D 12 


コピー先のフォルダを選ぶ 

参 <〇> を回して画像をコピー保をする 
フォルダを選び、〈©〉を押します。 

参 [フォルダ作成] を選ぶと、新しいフオル 
ダを作成することびでさます。 
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理コピー する 


挂国®：!ビー 

コビー元 の lOOE の 5 D 

池 口.？州 

コピー走 回 101 E 0 SSD 

空さ容麵 7.72 站 
宙&をコビーします 
キでン t ル f ~ oicTn 


挂国®コビー 


コビーがち T しました 


コビーが械致 

3 

コビーした巧巧 

1 

：!ビーしなかつた巧窃 

0 

1 0 K 1 



8 


[ OK ] を選ぶ 

参コピー元とコピー先の情報を確認しま 
す。 

• 〈類〉を回して [0 K ] を選び、〈毎)〉を 
押します。 

今コピーび始まり、コピー状況び表示され 

よ9 〇 

• コピーび終了すると、結果び表示されま 
す。 

参 [0 K ] を選ぶと、手順2の画面に戻りま 
す。 


mm フォルダ巧/力ード巧を画像をコピーする 

フォルダ内、またはカード内のすべての画像をまとめてコピーすることび 
できます。 [囚 1: 画像コピ ー] で[咖 選択] または [全画像] を選ぶと、その 
中のすべての画像びコピーされます。 


胃] • 才 U ジナルの画像と同じファイル名でコピーされます。 

• [画像選択] のときに、複数フォルダ内の画像を、同時にコピーすることはでき 
ません。フォルダごとに画像を選んでコピーして<ださい。 

• コピー先のフォルダ/カードに、同じ画像番号の画像び記録されているとさ 
は、 [スキップしてコピ ー] [上書きコピ ー] [コピー中止] び表示されます。コピーち 
法を還んで〈©〉を押します。 

-[スキップしてコピー] :画像番号び重複する画像だけコピーされません 
-[上書きコピー] :画像番号び重複する画像は、コピー画像に書さ換えられます 
(プ□テクト画像を含む） 

なお、印刷指定 （P.30 已）されている画像に巧して、上書さコピーを行った 
ときは、再度指定してください。 

• 印刷指定情報、画像転送情報はコピーされません。 

参コピー実行中は撮影でさません。 [キャンセル] を選んでから、撮影してくださ 
い。 
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命消去ずる 

不要な画像を1枚ずつ選んで消去したり、まとめて消去することびでさま 
す。なお、プ□テクト （ P .272) をかけた画像は消去されません。 

か消去した画像は復元できません。十分に確認してか5消去してくださ 
し、。また、大切な画像は、誤って消去しないようプ□テクトをかけてく 
ださい。 RAW + JPEG で撮影した画像は、両方消去されまず。 


1巧ずつ消去 

消ましたい画像を再生する 


<ra> ボタンを巧す 

今画面の下に消去メニューび表示されま 
す。 

消去する 

♦ 〈類〉を回して [消ま] を選び、〈©〉を 
押すと、表示されている画像び消去され 
ふ 9 〇 


B 1 [冉 .3: 画像消まの初期設定] を [[消去]を選択] に設定すると、画像を素早く消去す I 

ることびでさます （P. 320)。 



mm チェック<>/>を付けてまとめて消去 

消去したい画像にチェックを付けて、まとめて消去することびでさます。 


〇 AF 巧 V . 島古 

華" PL か 

SR プロ子クト 
国曲回后 

\mm nzz^ 

印！!脱 
B 巧コビー 
巧巧 


[画像消ま]を選ぶ 

♦ [囚 1] タブの 陋像消ま] を選び、〈©〉 
を押します。 
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1 消去する 


巧画巧辑去 
S おして消去 
つオルダ巧‘ま宙》 
力ード巧を巧ホ 


[選択して消去]を選ぶ 

♦ [選択して消 田を選び、〈©〉を押します。 
今画像び表示されます。 

• < Q > ボタンを押して、〈巡0を左に回 
していくと、3画像表示になります。 
〈猫!〉をちに回すと、 ] 枚表示に戻りま 
す。 



消去したい画像を選ぶ 

• 〈類〉を回して消去したい画像を選び、 
〈©〉を押します。 

今画面の左上に〈>/〉び表示されます。 

参他に消去したい画像びあるとさは、手順 
3を繰り返します。 


巧画巧辑虽 田 

»巧した画ホをおまします 


4消去する 

• <1> ボタンを押します。 

• [0 K ] を選び〈@)〉を押します。 
今選択した画像び消去されます。 


キザンた/レ【 0 K n 


HD フォルダ巧/力ード巧を画像消去 

フォルダ内、またはカード内のすべての画像をまとめて消去することびで 
きます。 [囚 1: 画像消ま] で [フォルダ内•全画像] または 访ード内•全画像] を 
選ぶと、その中のすべての画像び消去されます。 


01 • プ□テクトびかけられた画像わ含めてすべて消去するとさは、カード初期化 
を行います （ P . 已3)。 

• [カード内•全画像] を選んだとさに画像を消去するカードは、[>1: 記録機能と 
力ード•フォルダ選択] の [記録•再生]([再生]) で選択されている力ードです。 
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再生に関ずる機能の設定ををまずる ~ 

( HD 液晶モニターの明るさを調壁する 

液晶モニターは、見やすい明るさに自動調整されます。なお、自動調整時 
の明るさ（明るめ/暗め）を設定したり、手動で明るさを調整することをで 
さます。 



[液晶の明るさ]を選ぶ 
参 [ V 2] タブの 陳晶の明るさ] を選び、〈©〉 
を押します。 


旧動]または[手動]を選ぶ 

参<^>を回して選びます。 


3明るさを調整ずる 

参グレーチャートを参考にして、〈類〉を 
回して調整し、〈(@〉を押します。 

♦ [自動] は3段階、 [手動] は7段階に調整 
することびでさます。 



■ 


W [自動]のときは、液晶モニターの下側にある丸い部分（外光センサー / P .20) を 
指などでふさびないよラにしてください。 

S 撮影した画像の露出を確認するとさは、ヒストグラム （ P .248) で確認すること 
をおすすめします。 
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再生に関する機能の設定を変更する 


mm 縦位置で撮影した画像の自動回面表示の設定 

縦位置で撮影した画像は、カメラで再生するとさや、 
パソコンの画面で見るとさに、被写体び横向さで表示 
されないよラに、自動回転して見やすい向さで表示さ 
れますび、この設定を変更することびでさます。 


1[縦位置画像回転表示]を選ぶ 

参 [ VI ]タブの [縦位置画像回転表示] を選 
び、〈贷)〉を押します。 

2 回乾表示を設定する 

参 内容を選び、〈哲)〉を押します。 

♦ ずる〇国 

カメラで再生するとさとパソコン画面で見るとさに、自動回転させた 
いとき 

参 ずる国 

パソコン画面で見るとさだけ自動回転させたいとさ 

参 しない 

自動回転させたくないとさ 


I 拉が巧巧防位をで》する曰夕 
i する ■ 



W [しない] で撮影した画像は、 [ずる] に設定して再生しても、自動回転表示されま 
せん。 

Bl • 撮影直後に表示される画像は、自動回転表示されません。 

• カメラを上や下に向けて撮影すると、自動回転表示び正し<行われないこと 
びあります。 

• パソコンの画面で自動回転しないとさは、使用しているソフトウェアび回転 
表示に対応していません。付属ソフトウエアの使用をおすすめします。 
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10 

撮影した画像を加工する 


RAW 画像をカメラで現像したり、 JPEG 画像をリサイズ徊素 
数を少なく）することがでさます。 

♦ ページタイトルちの励!]は、モードダイヤルび 〈 P / Tv / Av / 
M / B > のとさに使用でさる機能であることを示しています。 

* 〈が〉モードでは使用でさない機能です。 


^ • 他のカメラで撮影した画像は、加工でさないことびあります。 

• HDR 撮影、多重露出撮影を設定しているとさや、カメラとパソコ 
ンを 〈 DIGITAL 〉 端テで接続しているときは、この章で説明してい 
る画像の加工はでさません。 



抱省 i RAW 画像をカメラで視像ずる ■ 

晒;！]で撮影した画像をカメラで現像処理を行い、 JPEG 画像として保存す 
ることびでさます。 RAW 画像そのをのは撮影時のまま、何を変わりません 
ので、現像条件を変えた JPEG 画像を何枚でを作ることびでさます。 

なお、 MB . S 晒ので撮影した画像はカメラで現像処理でさません。付 
属ソフトウエアの Distal Photo Professional ( p .394) で現像処理を 
行ってください。 



1 旧 AW 現像]を選ぶ 

♦ [囚 I ] タブの [RAW 現像]を選び、〈©〉 
を押します。 

-► 晒ので撮影された画像び表示されます。 


2 画像を選ぶ 

参 <〇> を回して現像処理を行う画像を選 
びます。 

参 〈 CO ボタンを押して〈巡!〉を左に回 
していくと、インデックス表示にして選 
ぶことびでさます。 



現像処理を行う 

参〈©〉を押してしばらくすると、現像処 
理の項目び表示されます （ P .284 〜 
286)。 

参〈を〉で項目を選び、〈〇〉を回すと、 
内容び切り換わります。 

今「明るさ補正」や「ホワイトバランス」な 
どは、その内容び反映された画像び表示 
されます。 

参 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、撮影時の設定 


に戻ります。 
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も説 i RAW 画像をカメラで現像する® 



設定画面表示について 

参〈贷)〉を押すと、設定画面び表示されま 
す。〈〇〉または〈滋〉を回して設定 
を変更します。 <©> を押すと設定され、 
手順3の画面に戻ります。 


4保存する 

•[だ] (保存）を選び、〈©〉を押します。 
参 [0 K ] を選び保をします。 

参表示される保を先のフォルダと画像ま 
号を確認して [0 K ] を選びます。 

参他に現像処理を行いたい画像びあると 
さは、手順2〜4を繰り返します。 


参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、メニューに戻 


ります。 


拡大表示について 


手順3で〈み〉ボタンを押すと、画像を拡大することびできます。拡大率 
は、 旧 AW 現像] で設定している [記録画質] の画素数によって異なります。 
〈を*〉で拡大表示位置を変えることびでさます。 

をう一度 〈 CO ボタンを押すと、拡大表示び終了します。 


アスぺクト比を設定した画像について 


ライブビュー撮影のアスペクト比で、 [4:3] [16： 9][1:1] で撮影し 
た画像は、設定したアスぺクト比の画像び表示されます。また、 JPEG 画像 
を設定したアスぺクト比で保をされます。 
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も説 i RAW 画像をカメラで現像する® 


現像処理の頂目について 


参水±0明るさ補正 

]/3段ステップで、±]段の明るさ補正を行ラことびでさます。設定 
内容び反映された画像び表示されます。 

•巧哑ホワイトバランス （ P .137) 

ホワイトバランスを選ぶことびでさます。 [ra] を選んだとさは、設 
定画面で {巡') を回して色温度数値を設定します。設定内容び反映さ 
れた画像び表示されます。 

•を^ピクチャースタイル （ P .129) 

ピクチャースタイルの種類を選ぶことびでさます。シャープネスなど 
の設定を行ラとさは、 〈贷)〉 を押して設定画面を表示します。 〈猫!〉 を 
回してスタイルを選びます。 〈類〉 を回して調整する項目を選び、く 巡〉 
を回して内容を設定します。〈©〉を押すと設定び保をされ、手順3の 
画面に戻ります。設定内容び反映された画像び表示されます。 

•国„才ートライティングオプティマイザ （ P .142) 

オートライティングオプティマイヴの内容を設定することびでさま 
す。設定内容び反映された画像び表示されます。 

• nr , 高感度撮影時のノイズ低減 （ P .143) 

ノイズ低減の内容を設定することびでさます。設定内容び反映された 
画像び表示されます。効果び分かりにくいとさは、 〈CO ボタンを押し 
て拡大表示で確認します（をう一度 〈CO ボタンを押すと元に戻ります)。 

•化 記録画質 （ P .119) 

JPEG 画像に変換する際の、記録画質を設定します。表示されるド** M 
™x™] などの数値は、アスぺクト比3 ; 2のものです。アスペクト比 
ごとの画素数は、288ページの表を参照してください。 
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j 培' RAW 画像をカメラで現像する® 


♦ SRGB 色空間 （ P .158) 

sRG 目と Adobe RG 目び選択できます。カメラの液晶モニターは 
Adobe RG 巨に対応していないため、どちらを選んでを画像の見えかた 
はほとんど変わりません。 

• noFF 周辺光量補正 （ P . 1 47) 

[する]を選ぶと、補正された画像び表示されます。効果び分かりにく 
いときは、〈み〉ボタンを押して拡大表示で画面の四隅を確認します（を 
う一度 〈 CO ボタンを押すと元に戻ります）。なお、付属ソフトウェア 
の Distal Photo Professional で行う周辺光量補正よりも、控えめに補 
正されるため、補正効果び確認でさないことびあります。そのとさは、 
Digital Photo Professional で周辺光量補正を行ってください。 

♦ 苗 : DFF 歪曲補正 

[する]を選ぶと、レンズの特性によって起こる画像の「ゆびみ」を補 
正することびでさます。[する]を選ぶと、補正された画像び表示されま 
す。なお、画像処理の都合上、画像の周辺部びカットされます。 

解像感び少し低下することびありますので、必要に応じてピクチャー 
スタイルのシャープネスで調整してください。 


■ 


W 厘曲補正]を[ずる]に設定して現像を行ったときは、 AF フレーム表示用の情報 
( P .247)、 およびダストデ U —トデータ （ P .29]) は画像に付加されません。 
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も説 i RAW 画像をカメラで現像する® 


• % OFF 色収差補正 

[する]を選ぶと、レンズの特性によって起こる色収差（被写体の輪郭 
部分に現れる色ズレ）を補正することびでさます。[する]を選ぶと、補 
正された画像び表示されます。効果び分かりにくいとさは、 〈 CO ボタ 
ンを押して拡大表示で確認します（をう一度〈み〉ボタンを押すと元に 
戻ります)。 


U 周辺光量補正と歪曲補正、色収差補正について 

周辺光量補正、歪巧補正、色収差補正を行ラには、撮影時に使用したレンズの 
データびカメラに登録されている必要びあります。登録されていないとさは、付 
属ソフトウエアの EOS Utility (p.394) を使用して、レンズデータの登録を行つ 
て < ださい。 

W カメラで行う RAW 現像の結果と、 Digital Photo Professional で行う RAW 現 
像の結まは、完全に同じにはなりません。 
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团リサイズ 

撮影した画像の画素数をかなくする IJ サイズ処理を行い、別画像として保 
をすることびできます。なお、 IJ サイズ処理は、 JPEG の L/M/S1/S2 で 
撮影した画像で行うことびでさます。 JPEG の S3 と RAW で撮影した画像 
は、リサイズ処理を行うことはできません。_ 

1[リサイズ]を選ぶ 

参[囚 2] タブの[リサイズ]を選び、〈©〉 

を押します。 

今画像び表示されます。 

2 画像を選ぶ 

参 <〇> を回して IJ サイズ処理を行う画像 
を選びます。 

参 < Q > ボタンを押してく猫〉を左に回 
していくと、インデックス表示にして選 
ぶことびでさます。 

3画像サイズを選ぶ 

参 <©> を押すと、画像サイズび表示され 
ます。 

参 <〇> を回して U サイズする画像サイズ 
を選び、〈贷)〉を押します。 

■ 



U サイズするサイズ 



保巧ずる 

参 [0 K ] を選ぶと、 IJ サイズされた画像び 
保をされます。 

参表示される保を先のフォルダと画像ま 
号を確認して [0 K ] を選びます。 

• 他に IJ サイズ処理を行いたい画像びあ 
るときは、手順2〜4を繰り返します。 


参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、メニューに戻 
ります。 
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团リサイズ 


撮該時の記録画質と、リサイズでをるサイズ 


撮影時の記録画質 

I リサイズでをるサイズ I 

M 

S1 

S2 

S3 

L 

〇 

〇 

〇 

〇 

M 


〇 

〇 

〇 

S1 



〇 

〇 

S2 




〇 


画像サイズにごいて 

前ページの手順3で表示される[が M **** x ****] などの数値は、アスぺク 
卜比3 : 2のをのです。アスぺクト比ごとの画像サイズは表のとおりとなり 
ます。 

なお、門印の付いた記録画質とアスペクト比は、正確な比率になりませ 
ん。また、画像びわずかに卜 U ミングされます。 


記録画質 


アスぺク ト 比と画素数 


3:2 

4:3 

1巨： 9 

1:1 

M 

3840 X 2560 

3408 X 2560* 

3840 X 2] 60 

2已 60 X 2 已巨〇 


(980 万） 

旧70万） 

(830 万） 

(日日0万） 

S 1 

2880 X 1920 

2已 60 X 1920 

2880 X 1624* 

] 920 X 1920 

(已已0万） 

(490 万） 

(470 万） 

(370 万） 

S 2 

] 920 X 1280 

1696 X 1280* 

] 920 X 1080 

] 280 X 1280 

に已〇万） 

に20万） 

に10万） 

(1日0万） 

S 3 

720 X 480 

640 X 480 

720 X 400* 

480 X 480 

(3 已万） 

(31 万） 

に9万） 

に3万） 
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撮像素子の清掃 


このカメラは、撮像素子の前面（□ーパスフイルター）に付い 
たゴミを自動的に取り除く、セルフクリーニングセンサーユニッ 
卜を搭載しています。 

また、ダストデリートデータ（ゴミ消し情報）を画像に付加す 
る機能により、除去しされなかったゴミを、付属ソフトウェアの 
Digital Photo Professional ( p .394) で、自動的に消去するこ 
とがでさます。 


撮像素子の前面に付着ずるミちれについて 

撮像素テの前面には、外部から入り込むゴ S の他に、ご<まれにカメ 
ラ内部の潤滑剤などび付着することびあります。撮像素テの自動清掃後 
に巧れび画像に写り込むとさは、でさるだけ別紙の修理受付窓□に撮像 
素子の清掃をお申し付けください。 


0セルフクリーニングセンサーユニットの作動中でも、シャッターボタ 
ンを半巧しすると、清掃作業び中止され、すぐに撮影することびでさま 
す。 


289 




た撮像素子の自動清掃 

このカメラは、電源スイッチを 〈 ON 〉 にしたときと、 〈 OFF 〉 にしたと 
さに、撮像素テ前面に付いた 3' ミを自動的に取り除く、セルフク U —ニン 
グセンサーユニットび作動するようになっています。通常はこの機能を意 
識する必要はありませんび、任意に作動させたいとさや、このユニットを作 
動させたくないとさは、次のよラにします。 


任意に作動させて清掃する 

1[センサークリーニング]を選ぶ 

• [ V 3] タブの [センサークリーニンク’] を選 

び、〈贷)〉を押します。 


2 [今すぐク IJ — ニングた >] を選ぶ 

♦ [今すぐクリーニング た>]を選び、〈毎)〉を 
押します。 

参メッセージ画面で [0 K ] を選び、〈毎)〉 
を押します。 

今ク IJ 一ニング中を示す画面び表示され、 
清掃び行われます。清掃中にシャッター 
の作動音びしますび、撮影は行われませ 
ん。 



0 • 効果的なゴ S の除去を行ラため、机の上などにカメラを置いて（底面び机に 
付いた状態で）清掃してください。 

参繰り返し清掃を行ってち、効まは大さく変わりません。清掃終了直後は、[今 
ずぐクリーニングた> ] び一時的に選べなくなります。 


自動清掃を行わないよ5にする 

♦ 手順 2 で [自動クリーニングた を選び、 [しない] を選びます。 

今電源スイッチを 〈 ON 〉 にしたとさと、 〈 OFF 〉 にしたとさに、清掃び 
行われなくなります。 
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MENU 


ゴミ消し情巧を画像に付力〇する®- 


通常は、セルフクリーニングセンサーユニットで、画像に写り込む可能 
性びあるほとんどの3ミを除去することびでさます。しかし、除去でさな 
かった3ミびある場合に備え、3ミを消すための情報（ダストデ IJ ートデー 
夕）を画像に付加することびできます。付加された情報は、付属ソフトウェ 
アの Di 旨 ital Photo professional ( p .394) で、自動コミ消し処理を行う 
とさに使われます。 


事前準備 

参白い無地の被写体（白紙など）を用意する。 

参レンズの焦点距離を日日 mm 似上にする。 

参レンズの フオー カスモードスイッチを < MF > にして、無限遠（〇〇)に設 
定する。距離目盛のないレンズは、正面から見てフオーカス U ングを時 
計方向に突さ当たるまで回します。 

ダストデ y — トデータを取得ずる 

1[ダストデリートデータ取得]を選ぶ 
参 [03] タブの[ダストデリートデータ取得] 

を選び、〈贷)〉を押します。 


2 [0 K ] を選ぶ 

• [0 K ] を選び〈贷)〉を押すと、撮像素テ 
の自動清掃び行われたあと、説明画面び 
表示されます。清掃中にシャッターの作 I 
動音びしますび、撮影は行われません。 


グストデ IJ ートデータ取巧 

を«ダでさた弓シャツターボタンを 
を冉ししでくださ U 


〇 AF 囚卜み女 

■ snDori 

ピク于でースタイルオート 
ちけ時 R 无の J イス抵巧 OFF 

巧觀を OFF 

タス h デ iJ — K テータ化巧_ 


グストデ IJ- トデータ®巧 

ソつ h ウ17で： rs をおすための 
テータを巧巧します • 

氏巧巧巧■をさ況しだで U 

$新日時 阳/抓/の M; 化 


キサンたル I 0 K 1 
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HD ゴミ消し情報を画像に付加する® 


■3 真っ白な無地の被写体を撮影する 

• 2日〜 30 cm の距離で、（模様などびな 
し^真っ白な無地の被写体を画面いっぱ 
いに入れて撮影します。 

絞り優先 AE 、 絞り数値 F 22 で撮影され 

• 醜はなをされませんので、力-ドび 
入っていなくてをデータを取得するこ 
とびでさます。 

今撮影を行ラと、データの取得び始まりま 
す。取得び終わると、完了画面び表示さ 
れます。 

[0 K ] を選ぶと、メニューに戻ります。 
参データび取得でさなかったとさは、その 
内容の画面び表示されます。前ページの 
『事前準備』の内容を確認し、 [0 K ] を選 
んだあと、をラー度撮影します。 


ダストデ U — トデータについて 

ダストデ U —トデータを取得すると、そのあとで撮影したすべての JPEG 
画像、 RAW 画像にデータび付加されます。大切な撮影をするとさは、撮影 
の直前にデータの再取得（更新）を行ってください。 

なお、付属ソフトウェアの Digital Photo Professional ( p .394) によ 
る自動コミ消し処理については、ソフトウェア使用説明書に D - ROM / 
P .396) を参照してください。 

画像に付加されるダストデ IJ ー トデータの容量は、ごくルさいため、画像 
のファイルサイズにはほとんど影響しません。 


グストデ IJ ートデータ®巧 
データの巧みヴ完 T しました 

戒 


^未使用のコピー用紙など、必ず真っ白な無地の被写体を撮影して<ださい。被写 
体に模様などびあると、その模様びゴ S 情報として記録され、付属ソフトウェア 
使用時に、正常なゴ S 消し処理び行われないことびあります。 
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MENU 


手作業で撮像素子を清掃ずる® ■ 


撮像素テの自動清掃で取りされない 3' ミやほこりびあったとさに、市販品 
のブ□アーなどを使用して、自分で清掃することびでさます。清掃を始める 
前にレンズを取り外してください。 

撮像素子は非常にデリケートな部品です。直接清掃び必要なときは、でき 
るだけ別紙の修理受付窓□にお申し付けください。 


ビデオ出扫ちち rmc 

バッテリー巧が 

わンたづリ_ 

田!ボタンて塞示才る巧宫 

巧!ポタシの«巧 レーティンク 




手ザ冢でクリ^ニング 

5ラーアツ ブします • 

手 ff 巧でク IJ — ニングを巧つたおヒ、 
« 思 スイ ツチを <0件> に 
してくだでい 

キでンた/レ [ ~^~ ] 


2 


[センサークリーニング]を選ぶ 
• [ V 3] タブの [センサークリーニング] を選 

び、〈毎)〉を押します。 


[手作業でクリーニング]を選ぶ 
♦ [手作業でクリーニング] を選び <©> を押 

します。 


[0 K ] を選ぶ 

参 [0 K ] を選び〈贷)〉を押します。 

-► 一瞬の間をおいたあと、ミラーび上びり 
シャッターび開さます。 

参表示パネルに rCLnJ び点滅します。 


4撮像素子を清掃する 

5清掃を終了する 

参電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 


W 電池を使うとさは、必ずフル充電した電池を使用してください。なお、バッテ 
U —グ U ップを装着して、電源に単3形電池を使用しているとさは、手作業で撮 
像素テの清掃はでさません。 

0電源には、 AC アダプターキット ACK - E 目（別売）の使用をおすすめします。 
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皿！皿手作業で撮像素子を清掃する® 


U 参 清掃中は、絶対に次のことを行わないでください。電源が切れてシャッター 
が閉じ、シャッター幕や撮像素子が損傷する恐れがあります。 

•電源スイッチを 〈 OFF 〉 にする 
•電池を取り出す/入れる 

• 撮像素テの表面は非常にデ U ケートな部分です。細むのを意を仏って清掃し 
て < ださい。 

• ブ□アーは、ブラシの付いていないちのを使用して<ださい。ブラシび撮像 
素テに触れると、撮像素テの表面に傷び付<ことびあります。 

参ブ□アーは、レンズマウント面より内側に入れないでください。電源び切れ 
ると、シャッターび閉じ、シャッター幕やミラーを破損する原因になります。 

• 高圧の空気やガスを吹さ付けて清掃しないで<ださい。圧力により撮像素テ 
び破損したり、吹さ付けたガスび凍結することで、撮像素子の表面に傷び付 
くことびあります。 

• 撮像素子の清掃中に電池の残量びかな<なると、警告のため電子音び鳴りま 
す。作業を中止し、清掃を終了してください。 

• ブ□アーで除去でさない巧れびあったとさは、別紙の修理受付窓□に撮像素 
テの清掃をお申し付け<ださい。 
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12 

画像の EP 刷と 
パソコンへの面送 


参印刷 （ P .298) 

カメラとプ IJ ンターを直接つないで、カードに記録されてい 
る画像を印刷することびでさます。このカメラは、ダイレクト 
プ IJ ント標準規格の「が PictBrid 旨 e 」 に対応しています。 


参画像を印刷指定ずる/ DPOF ( P .305) 

カードに記録されている画像の中から、印刷したい画像と印 
刷枚数などを指定することびできる DPOF (Digital Print 
Order Format ) に対応しています。複数の画像を一度に印刷 
したいとさや、写真店に印刷注文する際に使います。 

参パソコンに画像を送る ( P .309) 

カメラとパソコンをつないで、カメラを操作するだけで、 
カードに記録された画像をパソコンに送ることびでさます。 



カメラとプ y ンターを接続する 

1カメラの電源スイッチを 〈 OFF 〉 に 
する 


2プ U ンターの準備をする 

♦ 詳しくは、プ U ンターの使用説明書を参 
照してください。 

3カメラとプリンターを接続する 

参カメラに付属のインターフェースケー 
ブルを使用します。 

• カメラ側を接続するとさは、プラグの 
〈々〉び、カメラの前面に向くようにし 
て、 〈 DIGITAL 〉 端テに差し込みます。 

参プ U ンター側の接続方法については、プ 
IJ ンターの使用説明書を参照してくだ 
さい。 


4プリンターの電源を入れる 

C カメラの電源スイッチを〈01\1〉にす 
る 

今プ U ンターの機種により、電子音び「ピ 
ピッ」と鳴ることびあります。 



m 



印刷の準備をずる 

ダイレクトプリントの操作は、 カメラの液晶モニターに表示される操作画 

面を見なびら、 ずべてカメラ側で行いまず。 
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印刷の準備をする 



バ 円 ctBridge 


6 


画像を再生する 

参 ( E ) ボタンを押します。 

今画像び表示され、画面左上にプ IJ ンター 
び接続されていることを示すマーク 
〈が〉び表示されます。 


W ♦ 動画は印刷でさません。 

• に P ダイレクト」または「目 ubble」et ダイレクト」のみに対応したプリン 
ターは使用でさません。 

• 付属のインターフェースケーブル政がは使用しないでください。 

• 手順已で電子音び「ピーピーピー」と長<鳴ったとさは、プ U ンターに問題び 
発生しています。表示されるエラーメッセージに対応した処置を行って<だ 
さし、 （ P . 304)。 

• HDR モード設定時は印刷でさません。 

Q ] • このカメラで撮影した RAW 画像わ印刷でさます。 

参カメラの電源に電池を使用するとさは、フル充電してから使用してください。 

フル充電した電池で約4時間印刷でさます。 

• ケーブルを取り外すとさは、カメラとプ U ンターの電源を切ってから、プラ 
グの側面を持って引いて<ださい。 

参ダイレクトプ U ントを行ラとさは、カメラの電源に AC アダプターキット 
ACK - E 6 (別売）の使用をおすすめします。 


■ 
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が印刷ずる 

使用ずるプリンターによって表示される内容や、設定できる内容び異なり 

まず。 また、設定そのをのびでさないことびあります。詳しくは、プ U ン 
ターの使用説明書を参照してください。 

1 EP 刷する画像を選ぶ 

• 液晶モニターの左上に〈が〉び表示さ 
れていることを確認します。 

♦ 〈類〉を回して印刷する画像を選びます。 

)<©> を押す 

今印刷設定画面び表示されます。 



印刷設定画面 


ろ巧 
R フォト 

贸フチなし 


[ 巧ち 巧 設定—— ' 

切- 

岛1巧- 

トリミング 
巧腮定一 
_キでシたル—— 
巧刷 


L 


-印刷効果を設定します ( P .300) 

曰付や画像番号を入れて印刷するかどラか 


J を設定します 
一何枚印刷するかを設定します 
——印刷範囲を設定します （ P .303) 

一用紙のサイズ、タイプとレイアウトを設定 
n します 

L 手順1の画面に戻ります 
——印刷を開始します 


設定されている用紙のサイズ、タイプ、レイアウトの情報び表示されます 


* プリンターの機種により、日付/画像番号印刷やトリミングなど、一部の設定項目 
が選択できないことがあります。 



[用紙設定]を選ぶ 

♦ [用紙設定] を選び〈©〉を押します。 
今用紙設定画面び表示されます。 
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r( 印刷する 


の 用紙サイズの設定 



取用紙タイプの設定 



屬レイアウトの設定 


巧6が レイアウト 

フチ糾 

う于 

フモあり M 


参プ U ンターにセツトされている用紙の 
サイズを選び、 く@〉 を押します。 

用紙タイプの設定画面び表示されます。 


♦ プ IJ ンターにセツトされている用紙の 
タイプを選び、く@〉を押します。 
レイアウトの設定画面び表示されます。 


♦ 印刷レイアウトを選び〈©〉を押しま 
す。 

印刷設定画面に戻ります。 


フチあり 

用紙の周りにを白を付けて印刷します。 

フチなし 

余白なしで用紙いっぱいに印刷します。「フチなし」印刷でさないプ 

U ンターでは、「フチあり」で印刷されます。 

フチあり H 

L サイズ政上の用紙のを白に撮影情報*^を印刷します。 

XX 面配置 

用紙1枚に画像を小さく、2/4/879/1日/20画面印刷します。 

20面配置 H 
35面配置 □ 

20画像または3己画像単位で、 A4 サイズの用紙に縮小印刷します*2。 

- に 0 面配置 H] では、撮影情報*^を印刷します。 

標準設定 

プリンターの機種や設定により、印刷レイアウトび異なります。 


*1 : Exif 情報の中から、カメラ名、レンズ名、撮影モード、シャツター速度、絞り数値、 
露出巧正量、に0感度、ホワイトバランスなどを印刷します。 


*2 :『画像を印刷指定する/ DPOF』(P.305) で印刷指定を行ったあと、『印刷指定画 
像のダイレクトプリント』 （P. 30 8) で印刷することをおすすめします。 


W 用紙の縦横比と、画像のアスペクト比び異なる条件でフチなし印刷を行ラと、大 
さく卜 U ミングされることびあります。また、卜 U ミングされる分、印刷に使用 
する画素数び少なくなるため、解像度び低い写真になることびあります。 
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r( 印刷する 



EP 刷効果を設定する 

♦ 必要に応じて設定します。設定しないと 
きは、手順5に進みます。 

• 表示される内容は、プリンターの機種に 
より異なりまず。 

• 項目を選び〈贷)〉を押します。 

参印刷効果を選び〈毎)〉を押します。 

参〈肛四〉横の〈国〉び明るく表示されて 
いるとさは、印刷効果の調整を行うこと 
をでさます （ P .3 日2)。 


項目 

印刷内容 

因入 

プ U ンターの標準色で印刷されます。画像の Exif 情報を活用して、 
自動的に補正び行われます。 

因切 

自動巧正は行われません。 

因 VIVID 

海や空の青、植物の緑などび、いっそラ色鮮やかに印刷されます。 

因 NR 

画像のノイズ低減処理び行われ印刷されます。 

B/W 白黒 

純黒調の白黒で印刷されます。 

B/W を黒調 

クールな印象の青っぽい（冷黒調）白黒で印刷されます。 

B/W 温黒調 

温かい印象の黄色っぽい（温黒調）白黒で印刷されます。 

〇ナチュラル 

画像本来の色やコントラストを活かした印刷び行われます。自動色 
調整は行われません。 

〇ナチュラル M 

印刷特性は「ナチュラル」と同じです。「ナチュラル」よりも細か 
い印刷調整を行ラことびでさます。 

因標準設定 

プ U ンターの機種により、印刷内容び異なります。プ U ンターの使 
用説明書を参照して<ださい。 


巧刷効果の設定を変更ずると、画面左上に表示されている画像に設定内容が反映され 
ます。ただし、実際の印刷結果とは多少異なることがあるため、目まとしてと 5 えて 
ください。302ぺージの[明るさ補正]と[レベル補正]も同様です。 


W ISO 感度 H]、H2 で撮影した画像の撮影情報を印刷すると、 ISO 感度び適切な値 
で印刷されないことびあります。 
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r ( 印刷する 



曰付/画像番号 EP 刷を設定する 

♦ 必要に応じて設定します。 

〈な〉を選び〈毎)〉を押します。 
印刷内容を選び〈毎)〉を押します。 



巧！■刊 

c フォト 

巧7于はし 


因入 
@西方 
切1化 
卜 US ンク 
巧活泣定 


ら EP 刷枚数を設定ずる 

参必要に応じて設定します。 

参〈な〉を選び〈毎)〉を押します。 

♦ 印刷枚数を選び〈©〉を押します。 


17 印刷する 

参閒刷] を選び〈毎)〉を押します。 


151参同じ設定で別の画像を印刷するとさは、画像を選んで、〈の•な〉ボタンを巧 
すだけで「かんたん印刷」びでさます。なお、「かんたん印刷」のとさは、] 
枚ずつ印刷されます（印刷枚数は指定でさません)。また、卜 U ミングの設定 
(P.303) は反映されません。 

参印刷効果などの選択肢にある[標準設定]は、プリンターメーカーび独自に設 
定する印刷内容のことです。[標準設定]の内容は、プ U ンターの使用説明書を 
参照してくださし、。 

• 印刷する画像のファイルサイズや記録画質により、[印刷]を選んでから実際 
に印刷び始まるまで、しばらく時間びかかることびあります。 

• 画像の傾さ補正 （P. 30 3) を行ラと、印刷に時間びかかることびあります。 

• 印刷を途中で中止するとさは、[中止]び表示されている間に〈@)〉を巧して 
[0K] を選びます。 

• [>4:カメラ設定初期化] (P. 已日）を行うと、設定した内容びすべて初期状態に 
戻ります。 
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r ( 印刷する 


固印刷効まの調壁について 



30日ページの手順4で項目を選び、 

〈四因〉の横に〈昌〉び明るく表示されて 
いるとさに、 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、印 
刷効果の調整を行ラことびでさます。調整 
でさる（表示される）内容は、手順4の選 
択内容により異なります。 


参明るさ補正 

画像の明るさを調整することびでさます。 

参レベル補正 

[手動] を選ぶと、ヒストグラムの分布を変更し 
て、画像の明るさとコントラストを調整すること 
びでさます。 

レベル補正画面で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、 

<1>の位置び切り換わります。〈類〉を回すと、 

シャドウレベル（日〜127)、八イライトレベル 
(128-255) を任意に調整することびでさます。 

♦ ぶ明るく補正 

逆光などで被写体の顔び暗<なった画像で効果的です。 [入] に設定す 
ると、顔び明るく印刷されます。 



参赤目補正 

スト□ボ撮影で被写体の目びホ<なった（赤目現象び発生した）画像 
で効果的です。 [入] に設定すると、目のホみび緩和されて印刷されます。 

01 • ド i 明るく補正] と [赤目補正] の効果は、画面で確認できません。 

• [詳細設定] を選ぶと、 [コントラスト][色の 濃 さ][色あい][カラーバランス] を調整 
することびできます。なお、 [カラーバランス] の調整は、〈を〉で行います。目 
はブルー、 A はアンバー、 M はマゼンタ、 G はグ U —ンの意味です。移動方向 
寄りの色に補正されます。 

• 战] 期化] を選ぶと、設定した印刷効まの内容びすべて初期状態に戻ります。 
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r ( 印刷する 


トリミング（印刷節囲）の設定 



傾さ補正 


画像を部分的に拡大したり、構図を変え 
たような感じで印刷することびでさます。 

トリミングの設定は、印刷ずる直前に 
行ってください。 卜 U ミングを行ったあと 
で印刷設定の内容を変更すると、卜 IJ ミン 
グの再設定び必要になることびあります。 


1 E 口刷設定画面で[トリミング]を選ぶ 

2トリミング枠の大きさ、位置、縦横を設定ずる 

参枠で囲まれた範囲び印刷されます。枠の形状（縦横比）は、 [用紙設定] 
の設定で変わります。 

枠の大きさを変える 

〈巡!〉を回すと、枠の大ささび変わります。枠をルさくするほどお 
大して印刷されます。 

枠を移動ずる 

〈を*〉を操作すると、枠び上下左ちに移動します。好みの構図にな 
るように枠を移動します。 

枠を回転ずる 

〈 INFO .〉 ボタンを押すと、枠び縦長、横長に変わります。横位置で 
撮影した画像を、縦位置で撮影したよラに印刷することをでさます。 

画像の傾きを補正ずる 

<〇> を回すと、日.5度単位±]日度の範囲で画像を回転することび 
でさます。回転を行ラと、画面上の〈な〉び青色に変わります。 

3 〈©〉を巧してトリミングを終了する 

印刷設定画面に戻ります。 

参印刷設定画面の左上で印刷範囲を確認することびでさます。 
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r ( 印刷する 


U 参プ u ンターの機種により、枠のとおりに印刷されないことびあります。 

参枠を小さくするほど印刷の画質び粗くなります。 

• トリミングは、カメラの液晶モニターを見なびら行ってください。画像をテ 
レビに表示しなびら卜 US ングを行ラと、枠び正しく表示されないことびあ 
ります。 

园プリンターエラー発生時の操作について 

プ U ンターに関するエラー（インク切れ、用紙切れなど）を解決したあと、 [続行] 
を選んでち印刷び再開されないとさは、プリンター側を操作して印刷を再開してく 
ださい。印刷の再開ち法については、プリンターの使用説明書を参照してください。 

エラーメッセージについて 

印刷中に問題び発生したとさは、カメラの液晶モニターにエラーメッセージび表 
示されます。〈@)〉を巧して印刷を中止し、問題を解ミ夫してから再度印刷してく 
ださい。プリンターの問題解決方法については、プ U ンターの使用説明書を参照 
して < ださい。 

用紙 エラー 

用紙び正しくセットされているかどラか確認してください。 

インク エラー 

インク残量や、インク吸収体の状態を確認してください。 

八ー ドウ 王アエラー 

用紙、インクじ(がの問題び発生していないか確認してください。 

ファイル エラー 

選択した画像は PictBrid 邑 e で印刷できません。別のカメラで撮影した画像や、 
パソコンに取り込んで加工した画像は、印刷でさないことびあります。 
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A 画像を印刷指定ずる / DPOF — 

印刷タイプや曰付、画像番号の入/切といった印刷内容の設定を行いま 
す。この設定は、印刷指定したすべての画像に対して、一律に適用されます 
(1 画像ごとに別々の設定はでさません)。 


1[印刷指定]を選ぶ 

参 [囚I ]タブの 閒刷指定] を選び、〈©〉 
を押します。 


2 [設定]を選ぶ 

参[設定] を選び〈©〉を押します。 


3項目の内容を設定する 

♦ 脚刷タイプ]旧付]晒像番号] の内容を 
設定します。 

参項目を選びく@〉を押します。内容を 
選び〈贷)〉を押します。 

[印刷タイプ] [日付] [画像番号] 
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i > 画像を EP 刷指定する/ DPOF 


印刷タイプ 

0 

スタンダード 

用紙1枚に]画像を印刷します。 

趣 

インデックス 

用紙]枚に縮小画像を複数印刷します。 

© 

盧 

両方 

スタンダードとインデックスの両方を印刷し 
ます。 

曰付 

入 

[入]にすると、撮影画像に記録されている曰付情報を入 
れて印刷します。 

切 

画像番 S 

入 

[入]にすると、画像番号を付けて印刷します。 

切 


4設定を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

印刷指定画面に戻ります。 

参次に印刷指定画面の [画像選択][—指定] 
[全画像] で、印刷する画像を指定します。 


W • 旧 付] 晒像 番号] を [入] にしても、印刷タイプの設定や、プリンターの機種 
により、印刷されないことびあります。 

• [インデックス] に設定したときは、旧优と[画像番哥を同時に [入] にできません。 

• 印刷するとさは、印刷指定を行ったカードを使用して<ださい。画像データ 
だけをカードから抜さ出して印刷すると、指定した内容で印刷でさません。 

• DPOF に対応したプリンターの機種や、写真店の機器により、指定内容び反 
映されないことびあります。プ U ンターの場合は、プ U ンターの使用説明書 
を参照して<ださい。写真店の場合は、事前にお店に確認して<ださい。 

• 他のカメラで印刷指定した画像を、このカメラに入れて再度印刷指定しなし、 
でください。印刷指定されている内容び、意図せずにすベて書さ換えられる 
ことびあります。また、画像の種類により、印刷指定でさないことびあります。 


51 RAW 画像と動画は印刷指定できません。 RAW 画像は、 Piet 目 ridge ( p .29 日）で 
印刷することびでさます。 
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i> 画像を EP 刷指定する/ DPOF 


□スタン ター ド 
ちイシデツクス 
日け 

苗皮を号 

I 田な g 巧 I 


rt 巧日縮 田 


印刷ずる画像を指定する 

參画像選択 



指定枚数 


総指定枚数 


チェックマーク I 

インデックス マーク 


画像を1枚ずつ選んで指定します。 

< Q > ボタンを押して〈酱 I 〉を左に回し 
ていくと、3画像表示になります。〈巡^〉を 
ちに回すと、元の表示に戻ります。 

〈 MENU 〉 ボタンを押すと、指定した内容 
びカードに保存されます。 

[スタンタード][両方] 

<©> を押すと、表示されている画像び 
1枚印刷指定されます。続けて〈類〉を回 
すと、枚数を最大99枚に設定することびで 
さます。 

[インデックス] 

<©> を押して〈>/〉を付けた画像び、 
インデックス印刷用の画像として指定され 
ます。 


—指定 

[フォルタ’内の全画像を指定] を選び、フォルダを選択すると、フォルダ内 
のすベての画像び、 ] 画像]枚で印刷指定されます。なお、 [フォルダ内の 
全画像指定を解除] を選び、フォルダを選択すると、フォルダ内の印刷指定 
びすベて解除されます。 

全画像 

[力ード巧の全画像を指定] を選ぶと、カードに記録されているすべての画 
像び、 ] 画像]枚で印刷指定されます。なお、 [力ード内の全画像指定を解除] 
を選ぶと、カード内の印刷指定びすべて解除されます。 


W • >指定、全画像指定を行ってち、 RAW 画像と動画は印刷指定されません。 

• Piet 目 rid 呂 e で印刷するときは、一度に印刷指定する画像の数を400画像政下 
にしてください。それじ(上指定すると、すべての画像を印刷でさないことび 
あります。 


□7 
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。印 H 括定 

□スタンブート‘ 
巧イシデヴクス 
曰け 

敞を号 


1>巧刷指定画像のダイレクトプリント 


印刷指定した画像を、 PictBrid 旨 e 対応の 
プ U ンターで簡単に印刷することびでさま 
す。 


1 EP 刷の準備をする 

参296ページを参照してください。 

『カメラとプ U ンターを接続する』の手順5まで行います。 

2 [囚 1] タブの[印刷指定]を選ぶ 

3 [印刷]を選ぶ 

参[印刷] は、カメラとプ IJ ンターび接続され、印刷でさる状態になって 
いないと表示されません。 

4 [用紙設定]の内容を設定する （ P .298) 

♦ 印刷効果 （ P .3 日日）は必要に応じて設定します。 

5 [0 K ] を選ぶ 


W • 印刷するとさは、必ず用紙サイズの設定を行って<ださい。 

• プリンターの機種により、画像番号び印刷できないことびあります。 

参[フチあり]にすると、プ U ンターの機種により、日付びフチにかかることびあ 
ります。 

• 曰付の背景び明るいとさや、曰付びフチにかかるときは、プ U ンターの機種 
により、曰付び薄く印刷されることびあります。 

胃! • [レベル補正]の[手動]は選択できません。 

• 印刷を中止したあと、残りの画像を印刷するとさは、[再開]を還びます。た 
だし次のとさは、印刷の再開はでさません。 

-再開する前に印刷指定の内容を変更したり、指定した画像を削除したとさ 
-インデックス設定時、再開する前に用紙設定を変更したとさ 
-印刷を中断したとさに、カードの空さ容量び少なかったとさ 
参印刷中に問題び発生したとさは、304ページを参照してください。 
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画像面送の準備 

1カメラの電源スイッチを 〈 OFF 〉 に 
ずる 

2カメラとパソコンを接続する 

参カメラに付属のインターフェースケー 
ブルを使用します。 

参カメラ側を接続するとさはプラグの 
〈々〉び、カメラの前面に向くようにし 
て、 〈 DIGITAL 〉 端テに差し込みます。 
参パソコンの US 目端テにプラグを差し込 
みます。 


■ 



[&パソコンに画像を送る 

カメラとパソコンをつないで、カードに記録された画像をパソコンに送る 
ことびでさます。この機能をダイレクト画像転送といいます。 

画像転送の操作は、カメラの液晶モニターに表示される画面を見なび!5、 
カメラ側で行いまず。 

パソコンに送られた画像は、[ピクチャ]または [7 イピクチャ]フォルダに、 
撮影曰ごとのフォルダに分けられて保存されます。 

II カメラとパソコンを接続ずる前に、付属のソフトウエアに 0 S 
DIGITAL Solution Disk / CD - ROM ) をパソコンにインス I ルし 

てください。付属ソフトウェアのインス!-ール方法は、395ページを 
参照してください。 
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[&パソコンに画像を送る 



カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にす 
る 

♦ パソコンに、プ□グラムを選択する画面 
び表示されたとさは、正 0 S Utility ] を選 
びます。 

今パソコンに EOS U 川 ity の画面び表示さ 
れます。 


W EOS Utility の画面が表示されたあと 、 EOS Utility を操作しないでくださし、。 

EOS U 川 ity の先頭画面政外び表示された状態では、312ページの手順已で [ダイ 
レクト 輯送]び表示されません（パソコンへの画像転送びできません)。 

IS • EOS U 川 ity の画面び表示されないときは、ソフトウェア使用説明書に D - 
R 0 M / P .396) を参照してください。 

• ケーブルを取り外すときは、カメラの電源を切ってから、プラグの側面を持つ 
て引いて < ださい。 


mm RAW + JPEG で撮影した画像を面送するとを 


I 百 R 揣 I 

FWW + J 巧 G ち送 

い巧。巧み 


RAW のみ I 


RAW+JPEG 




RAVV+JPEG で撮影した画傲ま、どの画 
像を転送するかを設定することびでさま 
す。次ぺージの手順2で旧 AW+JPEG 転送] 
を選び 、 [JPEG の别 [RAW のみ] [ RAW + JPEG ] 
から選びます。 
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[&パソコンに画像を送る 


HD 面送ずる画像を選択する 

• 画像選択 





[画像転送]を選ぶ 

参 [囚 2] タブの 晒像転送] を選び、〈©〉 
を押します。 


[画像選択/転送]を選ぶ 

参 [画像選択/転送] を選び〈©〉を押します。 

[画像選択]を選ぶ 

参 晒像選択] を選び〈毎)〉を押します。 

転送ずる画像を選ぶ 

参〈類〉を回して転送する画像を選び、 
<©> を押します。 

参 <〇> を回して画面の左上に〈>/〉を表 
示させ、〈@)〉を押します。 

参 W ボタンを押して、〈猫!〉を左に回 
していくと、3画像表示になります。 
<^>をちに回すと、 ] 枚表示に戻りま 
す。 

参他に転送したい画像びあるときは、手順 
4を繰り返します。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、手順3の画面 
に戻ります。 



IS • [画像選択]を選んだとさに、画面の左上に表示されるマークで転送履歴を確認 
することびでさます（マークなし：未選択画像、:転送する画像 、X :転 
送失敗画像、〇:転送済み画像)。 

参310ぺージの旧 AW+JPEG 輯迸、および手順1〜4の操作は、カメラとパソ〕 
ンび接続されていない状態でち行ラことびでさます。 
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[&パソコンに画像を送る 


ち 国巧な 巧/な £ 

の 

^巧を ずる®! 

7 

x 腿灿置巧 

C 

视& 

0 

函 ftji 旧 — 》识 

细皮 

I ダイレクト^ I 

dSID 。 


画像を転送する 

♦ パソコンの画面に EOS U 川 ity の先頭画 
面び表示されていることを確認します。 
• [ダイレクト転送] を選び〈©〉を押します。 
• 確認画面で [0 K ] を選ぶと、画像びパソ 
コンに転送されます。 

•[—選択][全画像] で選択した画像を、 
この操作で転送します。 


参—選択 

[> 選択] を選び、 [フォルダ内の未転送画像を選択] を選びます。フォルタ' 
を選択すると、そのフォルダに入っている、パソコンに転送していない 
すべての 画像び選択されます。 

[フォルダ内の転送失敗画像を選択] を選ぶと、選択したフォルダに入って 
いる、転送に失敗した画像び選択されます。 

[フォルタ’内の転送履歴をクリア] を選ぶと、選択したフォルダに入ってい 
る画像の転送履歴び消去されます。転送履歴を消去してから、 [フォルダ内 
の未転送画像を選択] を選ぶと、フォルダに入っているすべての画像ををう 
一度転送することびでさます。 

参全画像 

[全画像] を選び、 访ード内の未転送画像を選択] を選ぶと、力ードに記録 
されている、パソコンに転送していないすベての画像び選択されます。 

[力ード内の転送失敗画像を選択][力ード巧の転送履歴をクリア]の内容は、「> 
選択」を参考にしてください。 


か 


パソコンの画面に EOS U 川 ity の先頭画面政外び表示されているときは、[ダイ 
レクト輯送]は表示されません。 

画像転送中は、操作でさないメニュー項目びあります。 


〇参動画を転送することちでさます。 

• 一度に9999画像まで転送することびでさます。 
• 画像転送中ち、撮影を行ラことびでさます。 
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13 

カメラをカスタ 7 イズする 


撮影スタイルに応じて、カメラの機能を細かく変更することが 
でさます。これをカスタム機能といいます。 

また、現在使用しているカメラの設定内容を、モードダイヤル 
の〈田〉〈困〉〈田〉に登録することができます。 

なお、この章で説明する機能は、 P / Tv / Av / M / B モードで設 
定、機能します。 
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MENU 


カスタム機能一覧 I ® 


冉 . 1 : Exposure (露出） 

な LV 撮影 

* ，動画撮該 

露出設定ステップ 

P .3] 已 

〇 

〇 

に0感度設定ステップ 

〇 

M 時 

ブラケティング自動解除 

〇 

(静止画： 

W 巨-巨 KT 
時） 

ブラケティング順序 

P .316 

〇 

ブラケティング時の撮影枚数 

〇 

セイフティシフト 

P .317 

〇 



冉 .2 : Disp./Operation (表示.操作） 


ファインダー内〇警告の項目 

P .318 



ライブビュー撮影範囲表示 

〇 


Tv/Av 値設定時のダイヤル回転 

P .319 

〇 

〇 

マルチ電子□ック 

〇 

〇 

操作ボタンカスタマイズ 

設定により異なる 


冉 .3 : Others (その他) 


卜 U 三ング情報の付加 

P .320 

〇 


画像消去の初期設定 

(再生時） 


冉 .4 : Clear 懈除） 

[冉 .4: カスタム機能に. Fn ) —括解除] を選ぶと、設定されているカスタム機能 
びすベて解除されます。 


IS • □び付いたカスタム機能は、ライブビュー ( LV ) 撮影時、または動画撮影 
時は機能しません（設定び無効になります）。 

•カスタム機能の一括解除を行っても、[冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ] の設定内 
容は解除されません。 
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MENU 


カスタム機能で変更でをる内容 I ® ■ 


〇 AF 回 V - 再.’ 

い " CJna： 

•古 

ぶ關をステ灯 A 

ISO 巧を化走ステップ 

Vi 

フラクテインク巨 BR お 

ON 

フラヴテインク顆巧 

0- + 

フラヴテイング時の llbR 技 

3 

t イフテイシフト 

OFF 


撮影スタイルに応じて、[冉 .] タブで力 
メラの機能を細かく設定することびでさま 
す。初期設定から変更した内容は、設定値 
び青色で表示されます。 


C . Fnl : Exposure (露出） 



1/3:1 /3段 
1/2:1 /2段 

シャッター速度と絞り数値、および露出補正、 AE 日、スト□ボ調光補正 
などの設定ステップを1/2段ステップにすることびできます。1/3段ス 
テツプの設定では細かすざるといラとさに有効です。 


[1/2 段]設定時は、ファインダー内と表示パネルの露出レベル表示は図のよラ 
になります。 




旧0感度設定ステップ 


1/3:1 /3段 
1/1:1段 



ング自動解除 


ON :ずる 

電源スイッチを 〈 OFF 〉 にすると、 AEB 、 W 目ブラケティングの設定び 
解除されます。また、スト□ボ充電完了、動画撮影への切り換えで AE 巨の 
設定び解除されます。 

OFF :しなし、 

電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしてち、 AEB 、 WB ブラケティングの設定び 
解除されないよラになります。（スト□ボ充電完了、動画撮影への切り換え 
で AE 目は一旦解除されますび、設定した AEB レベルは記憶されています。） 
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HD カスタム機能で変更できる内容® 


ブラケティング順序 


AE 目の撮影順序と、 W 巨ブラケティング撮影時の画像の記獄頃序を変更するこ 
とびでさます。 

0 -+ : 0 —--►+ 

- 0 + : -- + 

+0- : + 一0一一 


AEB 

WB ブラケティング 

B/A 方向設定時 

M/G 方向設定時 

0 :標準露出 

0 :基準ホワイトバランス 

0 :基準ホワイトバランス 

一：マイナス補正 

一： ブルー 寄りに補正 

一：マゼンタ寄りに補正 

+:プラス補正 

+:アンバー寄りに補正 

+:グリーン寄りに補正 


ブラケティング時の撮影枚数 


AEB 、 および W 目ブラケティング時の撮影枚数を通常の3枚から、2枚/已枚/ 
7枚に変更することびでさます。 

[ブラケティング順序： 0—+] 設定時は、下表のよラに撮影されます。 

3 : 3枚 
2 : 2枚 
己：日枚 
7 : 7枚 

(1 段ステップ設定時) 



胃!に枚]設定時は、 AEB レベルを設定するときに補正ち向 （+ または一)を選 
ぶことびでさます。 
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mm カスタム機能で変更できる内容® 



OFF :しない 


Tv/Av : Tv 値/ Av 値 

シャッター優先 AE ( Tv )、 絞り優先 AE ( Av ) モードで機能します。被 
写体の明るさび変化して、自動露出で標準露出び得られる範囲を超えると、 
手動設定値をカメラび自動的に変更して、標準露出で撮影することびでさ 
ます。 

ISO :旧0感度 

プ□グラム AE ( P ) 、シャッター優先 AE ( Tv ) 、絞り優先 AE ( Av ) 
モードで機能します。被写体の明るさび変化して、自動露出で標準露出び 
得られる範囲を超えると、手動設定したに0感度をカメラび自動的に変更し 
て、標準露出で撮影することびでさます。 

0 参 [02: 旧0感度に関ずる設定] で、 [旧0感度設定範囲][旧0才ート低速限界] び初期状 

態から変更されていても、標準露出び得られないときは、セイフティシフト 
び優先されます。 

• に0感度でセイフティシフトび行われたときの下限/上限感度は、 [旧〇才ート① 
範配の設定によります （P.127)。 ただし、手動設定されているに0感度び 
[旧〇才ート① 範囲]を超えているときは、手動設定した感度までの範囲でセイフ 
ティシフトび行われます。 

• [ Tv 値/ Av 個[旧0感度] 設定時は、スト□ボ撮影時も状況に応じてセイフティ 
シフトします。 


■ 
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HD カスタム機能で変更できる内容® 


■ 


C . Fn 2 : Disp./Operation (表巧 • 操作) 


ファインダー内〇警告の項目 


しソ下の機能び設定されているときに、ファインダー視野内のち下に〈①〉を 
表示することびでさます (p.23)o 

警告表示を行ラ対象を選び、〈©〉を押して〈>/〉を付けて、 [0 K ] を選びます。 

區 li モノク□設定時 

ピクチャースタイルび [モノク〇] ( P .131) に設定されているとさに、 警 
告表示を行います。 

ホワイトバランス補正時 

ホワイトバランス補正わ.14日）び設定されているとさに、警告表示を 
行います。 

ワンタッチ記録画質切り換え時 

ワンタッチ記録画質切り換え機能 （ P .328) で、記録画質び変更されて 
いるとさに、警告表示を行います。 

拡張 ISO 感度時 

に0感度び 、 L (已 □)、 m (已] 200)、 H 2 (102400) に手動設定さ 
れているとさに （ P . 12已)、 警告 表示を行います。 

スポット測光設定時 

_測光モードび [スポット 測光] ( P .168) に設定されているとさに、警告表 
zr \ をィ了います。 


一撮影節囲表示 


ライブビユー撮影でアスペクト比を、 [4:3] [16:9] [1:1] に設定したと 
さの ( P .204). 撮影範囲の表示方法を設定することびでさます。 

□ マスクで表示 


D 線で表示 
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mm カスタム機能で変更できる内容® 


Tv / Av 値設定時のダイヤル回転 


通常 

+ベ設定方向を反転 

シャッター速度、絞り数値設定時のダイヤルによる設定方向を反転する 
ことびでさます。 

撮影モードび 〈 M 〉 のときは〈巡0〈類〉、それし U 外の撮影モードでは 
〈巡0の設定方向び反転します。 〈 M 〉 モード時と露出補正時の〈類〉の 
設定方向び同じになります。 

< LOCK ^> スイッチをち側にすると、〈滋〉<〇>〈を〉による不用意な設定 
の変更を防止することびでさます。 

□ックしたときに操作を禁止する部材を選び、〈©〉を押して<>/>を付け 
て、 [0 K ] を選びます。 

巡^ メイン電子ダイヤル 
類 サブ電子ダイヤル 
祭 マルチコント□-ラー 


QI • □ックした状態で禁止した部材を操作すると、ファインダー内と表示パネル 
に 〈し〉、 撮影機能の設定状態 （ P .48) の画面に 〈 LOCK 〉 び表示されます。 
• 初期状態で□ックしたときは、〈類〉び□ックされます。 

• 〈類〉に〈>/〉を付けて□ックしても、 〈な〉 （十字タッチパッド）による操 
作は□ックされません。 


操作ボタンカスタマイズ 


よく使ラ機能を、自分び操作しやすいボタンやダイヤルに割り当てることび 
でさます。詳しくは、 32] ページを参照してください。 


■ 
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HD カスタム機能で変更できる内容® 


C . Fn 3 : Others (その他) 


トリミング情報の付加 


卜 U 三ング情報の設定を行ラと、ライブビュー撮影時に、設定した比率に応 
じた縦線び画面に表示され、日 X 日 cm 、4 X 己 inch など、中判/大判カメラと同 
じ構図で撮影することびでさます。 

撮影を行ラと、付属ソフトウェアで卜 U 三ングを行ラための縦横比の情報び、 
画像に付加されます（卜 U 三ングされた画像び、カードに記録されるわけでは 
ありません)。 

パソコンに画像を取り込み、付属ソフトウェアの Digital Photo 
Professional ( p .394) を使用すると、撮影時に設定した縦横比で簡単に卜 
U 三ングすることびでさます。 


OFF : しない 6:7 : 比率 6 : 7 

6:6 : 比率 6 : 巨 5:6 : 比率己：巨（四切） 

3:4 : 比率 3 : 4 5:7 : 比率日： 7 

4:5 : 比率 4 : 日（六切） 

W • [04: アスペクト比]び [3 ぶじ(外に設定されているときは、卜 U ミング情 
報を画像に付加することはでさません。 

• 卜 U ミング情報び付加された晒! a 画像を、カメラの RAW 現像機能で卜 U ミン 
グすることはでさません。 


画像消去の初期設定 


画像再生時や撮影直後の画像表示中に〈•§〉ボタンを押すと、消去メニュー 
び表示されますび （ P .277)、 そのとさに [キャンセル] と [消去] のどちらび選 
択されているかを設定することびでさます。 

[消苗 に設定したときは、〈©〉を押すだけで画像を素早く消去することび 
でさます。 

[キャンセル]を選択 
1[消去]を選択 


W [消去]に設定したとさは、画像を誤って消去しないよラにを意してください。 
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冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ 

よく使う機能を、自分び操作しやすいボタンやダイヤルに割り当てること 
びでさます。 



[冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ]を選ぶ 
♦ [.9.2] タブの [操作ボタンカスタ7イズ] を 

選び、〈毎)〉を押します。 

操作部材の選択画面び表示されます。 


操作部材を選ぶ 

参〈類〉を回して操作部材を選び、〈©〉 
を押します。 

操作部材の名称と、割り当てでさる機能 
び表示されます。 


機能を割り当てる 

参〈類〉を回して機能を選び、〈毎)〉を押 
します。 

参画面左下に[肛 I 因]マークび表示され 
る機能は、 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、さ 
らに関連項目の設定を行ラことびでさ 
ます （ P .324 〜330)。表示される画面 
で項目を選び、〈毎)〉を押します。 


4設定を終了する 

参 <©> を押して設定び終了すると、手順 
2の画面に戻ります。 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押して設定を終了しま 
す。 


B 1 手順2の画面でく®〉ボタンを押すと、設定した内容を解除することびでさます。 

なお、 [冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ] の設定は、 [冉 .4: カスタム機能 （ C . Fn ) - 括解除] 

を選んでち解除されません。 
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冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ 


操作部材に对して割り当てできる機能の一覧 


機能 

参照頁 

み 

M 欄 

Ea 

A 

F 

面 AF 

測光 • AF 開始 

324 

〇 

び1 

び1 

AF-OFF 

AF 停止 

32已 


〇 

〇 

AF み 

登録 AF 機能に切り換え 




训 ESHOT 一 

AI SERVO 一 

ワンシヨットご AI ヴーボ 




♦ 

□ 口 HP 

登録 AF フレームに移動 

326 




回 

AF フレームダイレクト還択 




露 

出 

固 

測光開始 

326 

〇 



关 

AE □ック 


〇 

〇 

* 

AE □ック（押している間） 

〇 



乂 H 

AE □ック（ホールド） 


〇 

〇 

FEL 

FE □ック 

327 


〇 

〇 

ISO え 

ISO 感度設定（巧しなびら:^) 




ISO 回 

に0感度設定（測光中策） 




Tv 

M モード時、シャッター速度変更 




Av 

M モード時、絞り数値変更 




画 

像 

RAW 

JPEG 

ワンタッチ記録画質切換 

328 




RAWu 

JPEG" 

ワンタッチ記録画質切換（ホールド） 




を 

記録画質還択 




く ^ 

ピクチャースタイル選択 




操 

作 

O 

絞り込み 

329 




m 

手ブレ補正機能作動 




o 

ファインダー内水準器表示 




MENU 

メニュー表示 

330 




囚 

画像の再生 




な 

拡大/縮ル （ SET ボタン +：^) 




OFF 

無効 


〇 

〇 
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冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ 




* AF ストップボタン（旧旧）は、手ブレ補正機能付きの超望遠レンズに装備されてい 
ます。 
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冉 .2: 操作 ボタンカスタマイズ 


[® AF :測光. AF 開始] 

この機能を割り当てたボタンを押すと、測光と AF を行います。 

*1 : 〈A 卜 ON 〉 ボタンと 〈乂〉 ボタンでは、 [測光 ’AF 開槪 機能を割り当てるときに、 
登録 AF フレームへの切り換え機能を付加すると、登録した AF フレームに瞬時に切 
り換えることびできます。この機能を有効にするためには、 32] ページの手順 3 で 
〈 INFO .〉 ボタンを巧し、 [AF 開始位置] の選択画面で 憧録 AF フレーム] を還びます。 

参 AF フレームの登録方法と使用方法 

①測距エ IJ ア選択モードを、スポット]点 AF/ 1 点 AF/ 領域拡大 AF (任 
意選択）/領域拡大 AF (任意選択周囲） /61 点自動選択 AF の中から選 
びます（ゾーン AF は登録でさません)。 

③ AF フレームを任意選択します （ P .74)。 

③ 〈回〉ボタンを押しなびら〈み〉ボタンを押すと、"ピッ"という音び 
して AF フレームび登録されます。測距エ U ア選択モードび、目]点自動 
選択 AF な外のとさは、登録した AF フレームび点滅します。 

[ AF 4: 縦 位置/横位置の AF フレーム設定] を [別々に設定] に設定していると 
さは、縦位置撮影（グ U ップ上/下)、横位置撮影に使用する AF フレー 
ムを別々に登録することびでさます。 

④ この機能を割り当てた 〈 AF - ON 〉 ボタン、または〈*〉ボタンを押 
すと、登録したとさの測距エ U ア選択モード、任意選択した AF フレー 
ムに切り換わります。 

なお、登録した AF フレームを解除するとさは、〈回〉ボタンを押し 
なびら 〈じ〇 •阻〉ボタンを押します。 [^^4:カメラ設定初期化] を選んだ 
とさを、登録した AF フレームび解除されます。 


IS • AF フレーム登録時に、表示される内容は、次の通りです。 

•61 点自動還択 AF: じ ] HP 

-スポット 1 点 AF、 1 点 AF 、 領域拡大 AF : SEL [] 仲央 ） /SEL HP (中央政夕り 
• SEL[]、SEL HP で登録したときは、登録した AF フレームび点滅します。 
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冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ 


西- OFF : AF 停止] 

この機能を割り当てたボタンを押している間 、 AF を停止します。 AI サー 
ボ AF 中にピントを固定したいとさなどに有効です。 


[ AFo ： 登録 AF 機能に切り換え I 

「測距エ IJ ア選択モード （ P .72)」、 「被写体追従特性 （ P .9 日)」、「速度変 
化に対する追従性 （ P .91)」、 「測距点乗り移り特性 （ P .92)」 「AI サーボ1コ 
マ目レ U —ズ （ P .94)」、 「サーボ AF 連続撮影中のレ IJ ーズ （ P .9 已）」を設 
定し、この機能を割り当てたボタンを押している間だけ、その設定内容で 
AF を行ラことびでさます。 AI サーボ AF 中に AF 特性を変えたいとさに有効 
です。 

*2 : 321ページの手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、 

「登録 AF 機能に切り換え」の設定画面び表示され 
ます。〈類〉または〈滋〉を回して、登録する 
項目を選び、〈©〉で り') を付けます。項目名 
を選び〈©〉を巧すと、機能の内容を設定する 
ことびでさます。 

<1> ボタンを押すと、設定を初期状態にするこ 
とびでさます。 


登没が!!柏に切 y 巧え 


な巧王， J ア曲 R モード 

□ 

0巧写株追な巧を & 

r U 

ま度を化こなす る お巧をを 
巧店点度り移り巧巧 も 

— B ~ U 

けー ボ1 コマ B レ IJ - ズ 

口贼 

巧ーボ 中 レリーズ 

化份 

M 讶。齡 四邸。 


〇尴战卜: ワンショットご AI ヴーボ 

AF モードを切り換えることびできます。ワンショット A 刊寺に、この機能 
を割り当てたボタンを押すと、押している間だけ AI サーボ AF になり、 AI サー 
ボ A 刊寺に押すと、 押している間だけワンショット AF になります。移動/停 
止を繰り返す被写体で、ワンショット AF 、 AI サーボ AF を交互に切り換えた 
いとさに有効です。 


■ 
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冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ 


良 HP : 登録 AF フレームに移動 I 

測光タイマー作動中に、この機能を割り当てたボタンを押すと、324ペー 
ジで登録した AF フレームに移動することびでさます。 

*3 : 321ぺージの手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、邮している間だけ切り換え][もう一 
度巧ずまで切り換え保持]を選択することびでさます。 


^ : AF フレームダイレクト選択] 

測光タイマーび作動中であれば、 〈回〉 ボタンを押さずに、〈類〉または 
〈を〉で直接 AF フレームを選択することびできます。なお〈類〉では、横 
方向の AF フレームを選択することびでさます（ゾーン A 刊寺は循環)。 

*4 :〈を〉のときは、 32] ぺージの手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、〈を〉の中央 
押しで曲央 AF フレームに移動][登録 AF フレームに移動]を選択することびできます。 


固：測光開始;] 

シャツターボタンを半押しすると、測光のみ行います。 


阵： AE □ック I 

この機能を割り当てたボタンを押すと、測光タイマーび作動している間、 
露出び固定されます （ AE □ック）。ピントと露出を別々にミ夫めたいとさや、 
同じ露出で何枚を撮影するとさに有効です。 


*:AE □ック（押している間)] 

シャッターボタンを押している間、露出び固定されます （ AE □ック）。 


[乂 H - At □ックけ、一 V レドう I 

この機能を割り当てたボタンを押すと、露出び固定されます ( AED ック）。 
をう一度、この機能を割り当てたボタンを押すまで、 AE □ックび継続しま 
す。ピントと露出を別々にミ夫めたいとさや、同じ露出で何枚を撮影するとさ 
に有効です。 


な [AE □ツク湘してし巧間)]をシャツターボタンに割り当てたときは 、 [AE □ツク] [AE 
□ック（ホールド)]を割り当てたボタンわ [AE □ック{巧している間)]で動作します。 
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冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ 


[ FEL ： FE □ック I 

スト□ボ撮影時にこの機能を割り当てたボタンを押すと、スト□ボびプ U 
発光して撮影に必要な発光量を記憶 （ FE □ック）します。 


匹0を：旧0感度設定（押しなび 5^) I 

〈©〉を押しなびら〈巡0を回すと、 IS 日感度を設定することびできます。 
IS 日オートのとさに操作すると、 IS 日感度手動設定になります。 IS 日オー 
卜には設定でさません。なお、 〈 M 〉 モードのとさにこの機能を使用すると、 
設定したシャッター速度、絞り数値を保持したまま、 IS 日感度による露出調 
整を行うことびでさます。 


匹0回：旧〇感度設定（測光中策。 

測光タイマー作動中に〈類〉を回すと、 IS 日感度を設定することびでさ 
ます。 IS 日オートのとさに操作すると、 IS 日感度手動設定になります。 IS 日 
オートには設定でさません。なお、 〈 M 〉 モードのとさにこの機能を使用す 
ると、設定したシャッター速度、絞り数値を保持したまま、 IS 日感度による 
露出調整を行ラことびでさます。 

[ Tv ： M モード時、シャッター速度変更 I 

< M > マニュアル露出時に、〈酱 I 〉または〈類〉でシャツター速度を設 
定することびでさます。 


[Av ： M モード時、絞り数値変更] 

< M > マニュアル露出時に、 く巡〉 または〈類〉で絞り数値を設定する 
ことびでさます。 


■ 


327 














冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ 


^1省：ワンタッチ記録画質切換] 

この機能を割り当てたボタンを押すと、ここで設定した記録画質に切り換 
えて撮影することびでさます。切り換え中は、表示パネルの記録画質び点滅 
します。撮影び終了すると、切り換えび自動解除され、元の記録画質に戻り 
よ9 〇 

巧： 321ぺージの手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、切り換える記録画質を還択する 
ことびでさます。 


犀'^ H : ワンタッチ記録画質切換 （ホールド）] 

この機能を割り当てたボタンを押すと、ここで設定した記録画質に切り換 
えて撮影することびでさます。切り換え中は、表示パネルの記録画質び点滅 
します。撮影を行ってを、切り換えは自動解除されません。をう一度この機 
能を割り当てたボタンを押すと、元の記録画質に戻ります。 

*5 : 321ぺージの手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、切り換える記録画質を還択する 
ことびでさます。 


百;-:記録画質選択] 

<©> を押すと、液晶モニターに記録画質設定画面 （ p . l ]9) び表示さ 
れます。 

^こ；：ピクチャースタイル選択」 

<©> を押すと、液晶モニターにピクチャースタイル選択画面 （ P .129) 
び表示されます。 


51 ワンタッチ記録画質切り換え中に、ファインダー内に〈①〉を表示することびで 
きます ( p .318 )o 
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冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ 


[〇：絞り込み I 

絞り込みボタンを押すと、絞り込みび行われ、被写界深度を確認すること 
びでさます （ P .1 目己)。 

[ 51 ))：手ブレ補正機能作動 J 

レンズの手ブレ補正機能スイッチび〈01\1〉のとさに、この機能を割り当 
てたボタンを押すと、手ブレ補正機能び作動します。 


[〇-:ファインダー内水準器表示 I 

この機能を割り当てたボタンを押すと、ファインダー内にグリッドと、 AF 
フレームを利用した水準器び表示されます。 




























冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ 


MENU ： メニュー表示 I 

<©> を押すと、液晶モニターにメニューび表示されます。 

囚：画像の再生 I 

<©> を押すと、画像を再生することびでさます。 


区：拡大/縮小 （ SET ボタン+典）] 

<©> を押すと、カードに記録されている画像を拡大表示することびでさ 
ます。操作方法は 25] ページを参照してください。また、ライブビュー撮 
影、動画撮影時のライブモード、クイックモード、手動ピント合わせのとさ 
を、映像を拡大表示することびでさます （ P .2] 日、 2] 4)。 

[ off ： 無効] 

ボタンに機能を割り当てないときに設定します。 
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MENU 


マイゾニユーを登録ずる 


設定変更の頻度び高いメニュー機能とカスタム機能を選んで、マイメ 
ニュータブに目項目まで登録することびでさます。 




2 

3 


[マイメニューの設定]を選ぶ 

♦ [★] タブの [マイメニューの設定] を選び、 

<©> を押します。 

[マイメ ニュー への登録]を選店； 

• [7 イメ ニユーへの 登録] を選び <©> をホ甲 
します。 


登録する 

参項目を選び〈贷)〉を押します。 

参確認画面で [0 K ] を選び、〈贷)〉を巧す 
と登録されます。 

参目項目まで登録でさます。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと手順2の画面に 
戻ります。 


7イメニューの設定にごいて 


参並べ替え 

登録した項目の並び順を変えることびでさます。 [並べ替え] を選び、並 
び順を変える項目を選んで く@〉 を押します。[令]び表示された状態 
で〈〇〉を回して並び順を変え、〈贷)〉を押します。 

参選択して削除/全項目削除 

登録した項目を削除することびでさます。 [選択して削除] を選ぶと]項 
目ずつ削除、 [全項目削除] を選ぶと登録内容びすべて削除されます。 

参マイメニューか5表示 

[ずる]に設定すると、メニュー画面を表示したときに [★] タブから 
表示されます。 
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のカスタム撮露モードの登録— 

撮影モードやメニュー、カスタム機能など、現在カメラに設定されている 
内容を、モードダイヤルの〈百!〉〈困〉〈困〉にカスタム撮影モードとして 
登録することびでさます。 



[カスタム撮影モード （ C 1- C 3)] を選ぶ 
♦ [ V 4] タブの[カスタム撮影モード （ C 1- C 3)] 

を選び、〈贷)〉を押します。 


瞪録]を選ぶ 

参 <〇> を回して 憧録] を選び、〈©〉を 
押します。 


登録する 

参 <〇> を回して登録するカスタム撮影 
モードを選び、〈贷)〉を押します。 

参確認画面で [0 K ] を選び、く@〉を巧し 
ます。 

今カメラの設定内容 （ P .333、334) び 
モードダイヤルの C * に登録されます。 


登録内容の自動更新 

〈百!〉〈困〉〈困〉モードで撮影しているときに、設定変更した内容を反 
映して登録内容を自動更新することびでさます。自動更新するとさは、手順 
2で [登録内容の自動更新] を [する] に設定します。なお、自動更新される設 
定内容は、333、334ページを参照してください。 


カスタム撮影モードの登録解除 

手順2で [登録解除] を選ぶと、登録前の初期設定に戻すことびでさます。 
操作方法は手順3と同じです。 
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のカスタム撮影モードの登録 


登録される設定内容 

参撮影機能 

撮影モード+設定値、 IS 日感度、 AF モード、測距エ IJ ア選択モード、 
AF フレーム、測光モード、ドライブモード、露出補正量、スト□ボ調光 
補正量 

参メニュー機能 

[ 01 ] 記録画質、撮影画像の確認時間、電子音、カードなしレ IJ ーズ、 
レンズ光学補正（周辺光量補正、色収差補正）、外部スト□ボ制 
御、ミラーアップ撮影 

[ 02 ] 露出補正/ AE 目設定、に日感度に関する設定、オートライティン 
グオプティマイヴ、ホワイトバランス、 MW 目画像選択、 W 目補 
正/ BKT 設定、色空間 

[03] ピクチャースタイル、長秒時露光のノイズ低減、高感度撮影時の 
ノイズ低減、高輝度側-階調優先、多重露出（設定値)、 HDR モー 
ド馈定値） 

[04 (ライブビュー撮影)] 

ライブビュー撮影、 AF モード、グリッド、アスペクト比、露出 
Simulation 、 LV 静音撮影、測光タイマー 
[04 (動励] 

AF モード、グ IJ ッド、動画記録サイズ、録音、 LV 静音撮影、測 
光タイマー 
[〇已風励] 

動画記録カウント、動画再生カウント、動画サイレント設定、動 
画撮影ボタン 

[ AFl ] Case]、Case 2 、 Case 3 、 Case 4 、 Case 已 、 Case 6 
[ AF 2] AI サーボ AFl コマ目レ IJ ーズ、サーボ AF 連続撮影中のレ IJ ーズ 
[ AF 3] USM レンズ電子式手動フォーカス、 AF 補助光の投光、ワンシヨッ 
卜 A 刊寺のレ U —ズ 

[ AF 4] AF 測距不能時のレンズ動作、任意選択可能な AF フレーム、測距 
エ U ア選択モードの限定、測距エ IJ ア選択モードの切換、縦位置 
/横位置の AF フレーム設定 
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のカスタム撮影モードの登録® 


[ AF 引 AF フレーム 任意選択時の循環、測距時の AF フレーム 表示、 ファ 
インダー情報の照明 

[囚 2] スライドシヨー、溢での画像送り 

[囚 3] 八イライト警告表示、 AF フレーム表示、再生時のグ U ッド、ヒス 
トグラム、動画再生カウント、拡大倍率設定（約） 

[ VI ]画像番号、縦位置画像回転表示、 Eye-Fi 設定 
[ V 2] オートパワーオフ、液晶の明るさ、ファインダー# 

[ V 3] センサーク U —ニング（自動ク U —ニング)、肛 I 因ボタンで表示 
する内容、ボタンの機能 

[冉 .1] 露出設定ステップ、 IS 日感度設定ステップ、ブラケティング自動 
解除、ブラケティング順序、ブラケティング時の撮影枚数、セイ 
フテイシフ h 

[冉 .2] ライブビュー撮影範囲表示、 Tv/Av 値設定時のダイヤル回転、マ 
ルチ電子□ック、操作ボタンカスタマイズ 
[冉 .3] 卜 U ミング情報の付加、画像消去の初期設定 


^ • マイメニューの設定内容は、登録されません。 

• モードダイヤルび〈百]〉〈困〉〈田〉のときは、[>4:カメラ設定巧期化]と 
[冉 .4: カスタム機能に Fn) -括解除]は選択できません。 

IS • モードダイヤルび〈の〉〈困〉〈面〉のときも、撮影機能やメニューなどの 
設定を変更することびでさます。 

•〈INFO.〉 ボタンを押すと、〈百]〉〈困〉〈面〉に登録されている撮影モードを 
確認することびできます （P.33 日、337)。 
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この章では、撮影の参考になるカメラの機能情報、システムア 
クセヴリーの紹介などを行っています。 
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INFO . ボタンの機能 



撮影準備状態で 〈 INFO .〉 ボタンを押す 
と、「カメラ設定の内容」と「水準器」 
( P .60)、 「撮影機能の設定状態」 （ P .337) 
を表示することびでさます。 


[ V 3] タブの[肛 I 五! ボタンで表示する内容] 

で、 〈 INFO .〉 ボタンを押して表示する項目 
を選ぶことびでさます。 

• 使用する項目を選び、〈@)〉を押して 
<>/>を付けます。 

参選択び終わったら [0 K ] を選び、〈@)〉 
を押します。 


151 参3 項目すベての〈>/〉を外すことはできません。 

• [カメラ設定の内容]のサンプル画面は、どの言語でわ英語で表示されます。 

• [水準器]を表示しない設定にしてち、ライブビュー撮影時、動画撮影時は、 
〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、水準器び表示されます。 


カメラ設定の内容 


モードダイヤル の、 
困、困に 登録され 
ている撮影モード 


色温度 （13.139) 


( P .32、121) 


a：P C2：P C3:P 

well 正巧 KT 度を 0,かち日 

520：! 13 が日日 

を X 

を巧時，が0ソィズ化な 肝 

なみ度»8^^のノイズな巧 .1日 

ファイルさ 拍 W 

( HE 巧お巧がをき容祖 
の[的巧7,の加を[的巧 7-72 加 


( P .140、141) 
V ( P .158) 


——転送失敗画像あり 
—— （ P. 1 44) 

し P .1 已 2) 


転送失敗画像びあるとさに表示されます。 
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INFO. ボタンの機能 


撮影機能の設定状態 


ホワイトバランス補正 
シャツター速度—— 
撮影モード 


露出レベル表示 
ピクチャースタイル 
AF モード 
クイック設定 マーク 

電池チェック 
ホワイトバランス 
Eye - Fi 力ード通信状態 

測光モードー 

スト□ボ充電完了/ FE □ック/ 

八イスピードシンク □ 

ドライブモードー ■ 



絞0数値 
AE □ック 
スト□ボ調光補正 
に0感度 

高輝度側-階調優先 

操作ボタン 
カスタマイズ 

記録画質 
撮影可能枚数 

残り撮影枚数（多重露出） 
カード装慎表示 
—カード選択 マーク 
-多重露出 / HDR 
オートライティング 
オプティマイヴ 


参〈回〉ボタンを押すと、クイック設定を行うことびでさます ( p .49 )o 
参 〈 ISO •阻〉 〈 AF . DRIVE 〉 〈图 ’ WB 〉 〈回〉ボタンを押すと、液晶モニター 
に設定画面び表示され、 {巡') または〈類〉で設定を行うことびできま 
す。 AF フレームは〈ミも〉で選択することもできます。 



B1 「撮影機能の設定状態」の画面び表示された状態で電源を切ると、次に電源を入 
れたときに同じ画面び表示されます。解除するときは、 〈INFO.〉 ボタンを巧して 
画面び表示されていない状態で電源を切ります。 
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MENU 


電池情巧を巧認ずる 


使用している電池の状態を画面で確認することびでさます。また、バッテ 
U —パック LP - E 6 には固有の番号（シ U アルま号）び記録されているため、 
複数の電池をカメラに登録することびでさます。この機能を利用すると、手 
元にある登録済みの電池の残容量や、使用履歴を確認することびでさます。 



[バッテリー情報]を選ぶ 
• [ V 3] タブの [バッテリー情報]を選び、 
〈毎)〉を押します。 

今電池情報の画面び表示されます。 


電池位置 



使用している電池、または家庭用電源の型式び 
表示されます。 

電池チェック表示 (P.35) ととわに、残量び 
1%単位で表示されます。 

使用している電池で撮影した回数び表示され 
ます。充電を行ラと回数び U セットされます。 

電池の劣化状態び3段階で表示されます。 

III (緑）：劣化していません 

■ (緑）：少、し劣化しています 

■ (ホ）：電池の買い換えをおすすめし 

ます 


W キヤノン純正のバッテ U —パック LP-E 日のご使用をおすすめします。純正品じ(が 
の電池を使用すると、カメラ本来の性能を発揮でさない恐れや、故障の原因にな 
ることびあります。 

IS • 撮影回数は、静止画撮影を行った回数び表示されます（動画撮影は回数に含 
まれません)。 

• バッテ U— グ U ップ目 G-E] 1に、バッテリーパック LP-E6 を入れたときも、 
電池情報び表示されます。単3形電池を使用したとさは、電池チェック表示の 
情報のみ表示されます。 

• 何らかの原因で電池と通信でさない、または通常の通信と異なるとさは、[こ 
のバッテリーを使用しまずか?]と表示されますび、 [0 K ] を遺ぶとそのまま撮影で 
さます。ただし、電池によってはバッテ U —情報の画面び表示されなかった 
り、画面び表示されてち、バッテ U —の情報び正し<表示されないことびあ 
ります。 
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皿!皿電池情報を確認する 


電池をカメラに営録する 

バッテ IJ ーパック LP-E6 を最大 6 個までカメラに登録することびできま 
す。複数の電池を登録するときは、電池ごとに似下の操作を行ってください。 



〈INFO.〉 ボタンを巧す 

参バッテ U —情報の画面び表示された状 
態で、 〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

今使用履歴画面び表示されます。 

今登録されていない電池は灰色で表示さ 
れます。 



瞪録]を選ぶ 

参[登録] を選び〈毎)〉を押します。 
今確認画面び表示されます。 


バッテリー«货 

モを因!のバッテ U —摘巧を 
gS します 

キ1^シセル I OK I 


3 [OK ] を選ぶ 

参 [0 K ] を選び〈@)〉を押します。 

-► 電池び登録され、使用履歴画面に戻りま 
す。 

今表示び灰色から白色に変わります。 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと、バッテ U - 情 
報の画面に戻ります。 


Q] • バッテ U —グ U ップ目 G - E ] ] に単 3 形電池を装填しているとさや、電源に AC 
アダプターキット ACK - E 6 を使用しているときは登録できません。 

参すでに電池び日個登録されているとさは、 [登録] は選べません。 34] ページ 
を参照して、不要な電池情報を削除して<ださい。 
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HD 電池情報を確認する 


電池のシリアル番号び一目でねかるよ5にずる 

登録したバッテ IJ ーパック LP - E 6 のシ IJ アルま号を、市販のシールなど 
に書さ留めて、すべての電池に貼り付けておくと便利です。 



バッテト醒 

0 7[がの M 頃因9巧扣11/阳/の 


L 枯巧消去 


シリアル番号をシールに書き留める 

• 使用履歴画面に表示されたま号を、横 
25 mm X 縦] 5 mm 程度のシールに書 
さ留めます。 



電池を取り出しシールを貼り付ける 
参電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

参電池室ふたを開けて、電池を取り出しま 
す。 

参図の位置（接点びない面）にシールを貼 
り付けます。 


参この手順を繰り返して、すべての電池の 
シ U アル番号び一目でわかるよラにし 
ます。 


W • 手順2の図攻外の位置にシールを貼り付けないでください。電池び入れにくく 
なったり、電源び入らな<なることびあります。 

• BG - E 1 1 使用時は、バッテ U —マガジンへの取り付け/取り外しを繰り返す 
と、シールびはびれることびあります。はびれたとさは、新しいシールを貼 
りなおして < ださい。 
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mm 電池情報を確認する 


登録済みで使用していない電池の巧容量の確認方法 

手元にある（現在使用していない）電池の残容量や前回使用した曰を、画 
面で確認することびでさます。 



シ U アル番号前回使用曰 


シリアル番号を照合する 

参使用履歴画面の内容と、電池に貼り付け 
たシールのシ IJ アル番号を照合します。 
今手元にある電池のおおよその残容量や、 
前回使用した曰を確認することびでさ 
ます。 


登録した電池情報を消去ずる 

1 [情報消去]を選ぶ 

参339ぺージの手順2で [情漸肖ま] を選び、〈©〉を押します。 


2 消去する電池を選ぶ 

参消去する電池を選び〈贷)〉を押します。 

今<>/>び表示されます。 

参他に消去したい電池びあるとさは、繰り返します。 

3 <1> ボタンを巧す 

叶確認画面び表示されます。 

4 [0 K ] を選ぶ 

• [0 K ] を選び〈贷)〉を押します。 

電池情報び消去され、手順1の画面に戻ります。 







家庭用電源を使。ずる 

AC アダプターキット ACK - E 6 (別売）を使うと、家庭用電源を使用して 
電池の残量を気にせずにカメラを使ラことびでさます。 



DC カプラーのプラグを接続する 

♦ DC カプラーのプラグを、 AC アダプター 
のソケットに接続します。 


電源コードを接続する 

• 電源コードを図のよラに接続します。 

• 使い終わったら、プラグをコンセントか 
ら抜いてください。 



コードを溝にはめ込む 

♦ DC カプラーのコードを傷つけないよラ 
に、ていねいにはめ込みます。 



Y\A DC 力 

j • iM 


DC カプラーコード 
通し部 


プ ラーを 入れる 

ふたを開け、 DC カプラーコード通し部 
の力八'一を開さます。 

DC カプラーを□ック位置までしっかり 
と入れ、コードを通し部に入れます。 
ふたを閉じます。 


W 電源スイッチを〈01\1〉にしたまま、電源コードや DC カプラーのプラグの抜き差 
しを行わないでください。 
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曰付/時計機能用電池を交換ずる— 

曰付/時計機能用電池（バックアップ電池）の電池寿命は約5年です。電 
源を入れたとさに、曰付/時刻び U セットされるようになったら、次の手順 
で新しい CR 1616 IJ チウム電池に交換してください。 

日付/時刻/エリアび初期化されまずので、必ず再設定してください 

( P .36)。 



電源スイッチを 〈 OFF 〉 にする 


電池ホルダーのねじを取り外す 

参ル型のプラスドライバーを使用します。 
参取り外したねじは、なくさないようにを 
意してください。 




4 


(-)(+) 


電池ホルダーを取り外す 

参電池は③の方向に押し出します。 


電池を入れ換えてホルダーを入れる 

参+—を正しく合わせて入れます。 



W 日付/時計機能用電池は、必ず CR 1 日1日 U チウム電池を使用してください。 
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Eye-Fi 力ードを使う 

セットアップした市販の Eye - 円カードを使ラと、撮影しなびら画像を無 
線 LAN 経由でパソコンに自動転送したり、オンライン上のサービスにアッ 
プ□ー ドすることびでさます。 

画像の転送は、 Eye - Fi カードの機能です。カードのセットアップ方法、使 
用ち法、転送時の不具合などについては、カードの使用説明書を参照するか 
カードメーカーにお問い合わせください。 

II 本製品は、 Eye - Fi カードの機能（無線送信を含む）を保証ずるもので 
はありません。力ードに関ずる不具合は、力ードメーカーにお問い合わ 
せください。また、 Eye - Fi 力ードの使用には、をくの国や地域で認可 
び必要であり、認可を取得していないものの使用は認め5れていませ 
ん。使用び認め5れているかご不明の場合は、カードメーカーにご確認 
ください。 


1 Eye-Fi 力ードを入れる ( p .3 l ) 



■ I '' 鬥 || 


[Eye-F 駿定]を選ぶ 

♦ [ VI ]タブの 圧 ye- 円設定] を選び、 <©> 
を押します。 

• このメニューは、 Eye - Fi カードを入れた 
とさだけ表示されます。 

通信機能を有効にする 

• <©> を押し、 圧 ye- 円通信] の [する] を 
選び、〈@)〉を押します。 

参[しない] を選ぶと、 Eye - Fi 力ードび入つ 
ていてを、自動転送されません（通信状 
態 マーク讀）。 



通信情報一覧を表示ずる 

参[通信情報一 覧]を選び〈©〉を押します。 
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Eye- 円力ードを使う 


mm -% 

艇 I をの SSID: 

か COEFGUM 巧 ? 的 0 
g ほが！居： す巧 8 中 .-. 

M W アドレ义 M -12-5a -07- 化-お 
E が- n つ？-ムウ iTV&r,; 

J.0144 Jim 1 2M9 化巧 ：17 

COBD 。 


[接続先の SSID :] を確認する 

参[接続巧の SSID :] に転送先び表示されてい 
るか確認します。 

参 Eye- 円力ードの MAC アドレスとファー 
ムウェアのバージョンを確認でさます。 
♦〈 MENU 〉 ボタンを押してメニューを終了 
します。 



撮影ずる 

-► 画像び転送され、〈ぞ〉びグレー（未接 
続）状態から、下記のように切り換わつ 
ていさます。 

参転送した画像は、撮影情報表示 （ P .246) 
の画面に國び表示されます。 


ぞ （グレー) 未接続： 転送先に接続していません。 
ぞ （点滅） 接続中 ：転送先に接続しています。 
ぞ （点な） 転送待機： 転送先に接続しました。 

ぞ （ t ) 転送中 ：画像を転送しています。 


心 Eye-Fi 力ードを使用ずるときのごを意 

• 「の」 び表示されたとさは、カード情報の取得エラーです。カメラの電源を入 
れなおして < ださい。 

• 正 ye - F 腫信] を [しない] に設定しても、電波び発信されることびあります。病 
院や航空機内など電波の発信び禁止されている場所では、事前に Eye - Fi カー 
ドを取り出しておいてください。 

• 画像び転送できないときは、カードやパソコンの設定を確認してください。詳 
細はカードの使用説明書を参照して<ださい。 

• 無線 LAN の接続状態により、画像の転送に時間びかかったり、転送び中断す 
ることびあります。 

• Eye - Fi 力ードは、通信機能びあるため、熱くなることびあります。 

• 電池の消耗び早<なります。 

• 画像の転送中、オートパワーオフは機能しません。 
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各撮露モードで設定でをる機能一覧~ 


•:自動設定〇:還択可能 a :還択不可/無効 


機能 

1 静止画 

動画 1 

が 

P 

Tv 

Av 

M 

B 

— 

か 

全記録画質の選択 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

旧 0 感度 

自動設定/ IS 日オート 

参 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

参 隨 外 

OM 時 

手動設定 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

OM 時 

ピクチャー 

スタイル 

自動選択 

1 み AI 






お" 時： 1 ミこ; AI 

任意設定 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホワイト 

バランス 

才ート 

参 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プリセット 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

マニュアル 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

色温度指定 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

補正/ブラケティング 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

オートライティングオプティマイザ 

参 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

為 ? 正 

周辺光量補正 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

色収差補正 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

長砂時露光のノイズ低減 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


高感度撮影時のノイズ低減 

参 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

高輝度側-階調優先 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

を重露出撮影 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


HDR 撮影 


〇 

〇 

〇 

〇 



色空間 

sRGB 

参 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

参 

〇 

Adobe RGB 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

AF 

AF モード 

ワンシヨット AF 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

afB 

AFV 

AFfflS で * 4 

AI ヴーボ AF 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AI フォーカス AF 

参 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

測距エ U ア選択モード 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

匹! ■ しツ外、 AFM 時 


*1 : 〇は、動画撮影時の静止画撮影を示しています。 
*2 : 動画撮影中は Af 画に 切り換わります。 
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各撮影モードで設定でをる機能一賣 


機能 

静止画 

動画 

が 

P 

Tv 

Av 

M 

B 

1 か 1 

AF 

AF フレーム選択 

自動 

参 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

匹!■化ん AFM 時 

任意 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AF 補助光 

参 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


手動ピント合わせ （ MF ) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


AF カスタム設定ガイド 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


AF マイク□アジヤストメント 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

匹!■化ん AFM 時 

測光方式 

評価測光 

参 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


測光モード選択 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


露出 

プ□グラムシフト 


〇 






AE □ッ クっ 


〇 

〇 

〇 



P , Tv , Av,B 時 

露出補正 


〇 

〇 

〇 



AEB 


〇 

〇 

〇 

〇 



被写界深度確認 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ドライブ 

1枚撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



高速連続撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



低速連続撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


a 

詩音1枚撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



静音連続撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


B 

i 攻 （10 秒） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



i 攻 2 (2 秒） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



外部 
スト□ボ 

FE □ック 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


スト□ボ調光補正 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ライブビュー 撮影 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


アスぺクト 比で 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


クイック設定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



*3 : < M > モードでに0オート時は、 ISO 感度を固定することびできます。 
*4 :動画撮影開始前のみ機能します。 

* 已：ライブビュー撮影時のみ設定でさます。 







ゾニュー機能一覧 


ファインダー撮影/ライブビユー撮影時 

〇:撮影1(ホ） 参照頁 


記録画質 

1; たの" /M 1; たの" / S 1; たの" 

119 

JL / JL / JM / JM / JS 1/ JS 1/ S 2/ S 3 

撮影画像の確認時間 

切/2秒/4秒/8秒/ホールド 

已已 

電子音 

入/切 

- 

力ードなしレリーズ 

する/しない 

32 

レンズ光学補正 

周辺光量補正：する/しない 
色収差補正：する/しない 

147 

が部スト□ボ制御 

スト□ボの発光/ E-TTL II 調光方式/ Av モー 
ド時のスト□ボ同調速度/スト□ボ機能設定 
/スト□ボ機能設定初期化/スト□ボカスタ 
ム機能設定/スト□ボカスタム機能一括解除 

191 

ミラーアップ撮影 

しない/する 

184 


IS 参 IZD の項目は、〈が〉モードでは表示されません。 

参[〇1:記録画質] で表示される内容は、 [>1 : 記録機能と力ード•フォルダ選択] の 
間録機能] ( P .116) の設定により変わります。 [振り分け] に設定されている 
とさは、カードごと記録画質を設定します。 
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CM 撮影 2 廊） 参照頁 


露出補正/ AEB 設定 

1/3段ステップ、+已段 （ AEB ±3段） 

169 

170 

に0感度に関ずる設定 

ISO 感度設定/に0感度設定範囲/に0オート 
の範囲/に0オート低速限界 

124 

1 

128 

オートライティング 
オプティマイザ 

しない/弱め/標準/強め 

142 

マニュアル露出時は日 FF 

ホワイトバランス 

四の D / 米/米/雜/ち/ 

口（約2已〇〇〜] 000 0) 

137 

MWB 画像選択 

ホワイトバランスの手動設定 

138 

WB 補正/ BKT 設定 

W 巨補正：目/ A / M / G 寄り各色9段 

WB-BKT :目/ A 、 M / G 方向]段ステップ±3 
段 

140 

141 

色空間 

sRG 巨 / Adobe RGB 

]已8 


動画撮影時、[露出補正 / A 比設定]は[露出補正]になります。 


む 撮影3 ( ホ) 


ピクチャースタイル 

區空!オート/區到スタンダード/區空]ポー h 
レート/區 ID 風景/區到ニュートフル/巨10 
忠実設定/医1モノク □ /巨！!]ユーヴー設定 
]〜3 

129 

\ 

136 

長秒時露光のノイズ低減 

しない/自動/する 

144 

高感度撮影時のノイズお 
減 

標準/弱め/強め/しない 

143 

高輝度側-階調優先 

しない/する 

146 

ダストデリートデータ取 
得 

付属ソフトウエアで3三消し処理を行ラため 
のデータを取得 

291 

多重露出 

多重露出撮影/多重露出制御/重ねる枚数/ 
撮影画像の保存/を重露出撮影の継続 

177 

HDR モード 

D レンジ調整/仕上びり効果/ HDR 撮影の継 
続/画像位置自動調整/撮影画像の保存 

173 


* 動画撮影時は、[多重露出 ] [HDR モード] は還択でさません（グレー表示になります)。 
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メニュー機能一覽 


む 撮影 4* ( ホ） 


参照頁 

ライブビュー撮影 

する/しない 

203 

AF モード 

ライブモード/ V ライブモード/クイック 
モード 

207 

グリッド 

表示しない/9分割# /24分割稱/9分割 
+対角お^ 

203 

アスペクト比 

3:2/4:3/16:9/1:1 

204 

露出 Simulation 

する/固絞り込み中/しない 

20已 

LV 詩音撮影 

モード1/モード2/しない 

206 

測光タイマー 

4秒/16秒/30秒/1分/10分/30分 

206 

* 〈が〉モードでは、 [02] 

タブに表示されます。 


AF : AF 1 (紫） 



Cass 1 

ミ凡用性の高い基本的な設定 

86 

Case 2 

障害物び入るとさや、被写体び AF フレームか 
ら外れやすいとさ 

86 

Case 3 

急に現れた被写体に素早< ピントを合わせた 
いとさ 

87 

Case 4 

被写体び急加速/急減速するとさ 

87 

Case 己 

被写体の上下左ちの動さび大さいとさ （1 点 

A 刊寺無効） 

88 

Case 6 

被写体の速度変化と上下左ちの動さび大さい 
とさ （1 点 A 刊寺無効） 

89 


AF : AF 2 ( 紫) 


AI ヴーボ AF 1 コマ 目 レ 
リーズ 

レ U —ズ優先/バランス重視/ピント優先 

94 

ヴーボ AF 連続撮影中の 
レリーズ 

撮影速度優先/バランス重視/ピント優先 

9已 
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メニュー機能一覧 


AF : AF 3 娛） 参照頁 


USM レンズ電子式手動 
フ オー カス 

ワンショット AF 作動後-可能/ワンショット 
AF 作動後-不可/ AF 時すベて不可 

96 

AF 補助光の投光 

する/しない/ホ外光方式の補助光のみ投光 

97 

ワンシヨット A 刊寺のレ 
リーズ 

レ U —ズ優先/ピント優先 

97 


AF : AF 4 娛) 


AF 測距不能時のレンズ 
動作 

サーチ駆動する/サーチ駆動しない 

98 

任意選択可能な AF フ 
レーム 

61 点/ク□ス測距点のみ/ 1 日点/ 9 点 

98 

測距エリア選択モードの 
限定 

スポット 1 点 AF (任意選択） /I 点 AF (任意 
選択）/領域拡大 AF (任意選択。旨。）/領域お 
大 AF (任意選択周囲）/ゾーン AF (ゾーン 
任意選択）/目 1 点自動選択 AF 

99 

測距エリア選択モードの 
切換 

回一 M-Fn ボタン/回ーメイン電子ダイヤル 

100 

縦位置/横位置の AF フ 
レーム設定 

同じ/別々に設定 

101 


AF : AF 5 娛) 


AF フレーム任意選択時 
の循環 

しない（端で突さ当たり）/する 

102 

測距時① AF フレーム表 
示 

選択 AF フレーム（常時表示）/全 AF フレー 
ム（常時表示）/選択フレーム（測距前/合焦 
時）/選択 AF フレーム（合焦時表示）/表示 
しない 

102 

ファインタ’一情報の照明 

自動/する/しない 

103 

AF マイク□アジャスト 
メント 

しない/全レンズー律調整/レンズごとに調 
整 

104 
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メニュー機能一覧 


囚：再生！（青） 参照頁 


画像プ□テクト 

画像の保護 

272 

画像回転 

画像の縦横回転 

2已4 

画像消去 

画像の消去 

277 

E 口刷指定 

印刷する画像を指定 ( DPOF ) 

30已 

画像 コピー 

カード間の画像コピー 

274 

RAW 現像 

B で撮影した画像を現像 

282 


囚：再生 2 (青) 


リサイズ 

画素数を少な<処理 

287 

レー テイング 

[ OFF ] /[*]/[★★]/ に]/に;]/お] 

2已已 

スライド シヨー 

再生内容/再生間隔 /U ピートを設定して自 
動再生 

26已 

画像転送 

パソコンに送信する画像を指定 

309 

巡^での画像送り 

1枚/1日枚/100枚/撮影曰/フォルダ/ 
動画/静止画/レーティング 

2已〇 


囚：再生 3 (青) 


八イライト警告表示 

しない/する 

247 

AF フレーム 表示 

しない/する 

247 

再生時のグリッド 

表示しない/9分割# /24分割稱/9分割 
+対角お^ 

24已 

ヒストグラム 

輝度/ RGB 

248 

動画再生カウント* 

記録時間/タイム コード 

238 

拡大倍率設定（約） 

] 倍な広大なし）/2倍（中央から）/4倍 
(中央から）/8倍（中央から）/10倍（中 
央から）/等倍（任意選択合焦点から）/前 
回と同じ倍率（中央から） 

2已2 

HDMI 機器制御 

切/入 

269 


[〇己（動画)] タブの [タイムコード] の [動画再生カウント] と設定び連動します。 
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メニュー機能一覧 


^^:機能設定！（黄） 参照頁 


記録機能とカード- 
フ オルタ’選択 

[記録機能] 標準/カード自動切り換え/振り 
分け/同一書さ込み 
間録•再生][再生]の/回 
[フォルダ] フォルダの作成と選択 

116 

118 
]已0 

画像番号 

通し番号/オート U セット/強制リセット 

]已4 

ファイル名の設定 

カメラ固有設定/ユーヴー設定1/ 

ユーヴー設定2 

]已2 

縦位置画像回転表示 

する〇国/する国/しない 

280 

カード初期化 

記録内容を初期化して消去 

已3 

Eye- 円設定 

Eye - Fi カード（市販品）装慎時に表示 

344 


V :機能設定2 (黄) 


オートパワーオフ 

1 分/2分/4分/8分/1日分/30分 /しな 

し飞 

已已 

液晶の明るさ 

自動： 3段階の明るさ調整 
手動： 7段階の明るさ調整 

279 

曰付/時刻/王 U ァ 

日付件/月/日）/時刻（時/分/秒）/ヴ 
マータ イム/ エ IJ ア 

36 

言語 顔 

表示言語を選択 

38 

ファインダー# 

表术しない/表术する 

已 9 

GPS 機器の設定 

GPS レシーパー GP - E 2 (別売）装着時に設 
定可能 

- 


* [ GPS 機器の設定] び表示されないとさは、ファームウェアのアップデートを行ってくだ 
さい。 


W GPS 機器やワイヤレスファイルトランスミッターを使用するときは、使用可能な 
国や地域を確認の上、法令等の規制にしたびって<ださい。 


■ 
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メニュー機能一覧 


V :機能設定3 (黄） 参照頁 


ビデオ出力方式 

NTSC/PAL 

231 

271 

バッテリー情報 

電源/残容量/撮影回数/劣化度/電池の登 
録/使用履歴確認 

338 

\ 

341 

センサークリーニング 

自動ク U —ニング：する/しない 

290 

今すぐク U —ニング 

手作業でク U —ニング 

293 

阻!因ボタンで表示ずる 
内容 

カメラ設定の内容/水準器/撮影機能の設定 
状態 

336 

ボタンの機能 

レーティング/プ□テクト 

2已已 
273 

通信機器の設定 

WFT - E 7 (別売）装着時に表示 

- 


V :機能設定4 (黄) 


カスタム 撮影 モード 
に 1-C3) 

モードダイヤルの田、困、困に現在のカメ 
ラ設定を登録 

332 

カメラ設定初期化 

カメラの設定を初期状態にする 

已6 

著作権情報 

著作権情報の表示/作成者名入力/ 

著作権者名入力/著作権情報の消去 

]已6 

ファームウエア 

ファームウェア変更時に選択 

- 


冉 . ：カスタム機能け登) 


C.Fnl : 露出 

カメラの機能を細かく設定 

3] 已 

C.Fn2 : 表示-操作 

318 

C.Fn3 : その他 

320 

C.Fn4 : 解除 

カスタム機能をすべて解除 

314 

★:マイメニユ ー （ 緑） 

マイメニューの設定 

よく使ラメニュー機能やカスタム機能を登録 

331 
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メニュー機能一覧 


動画撮影時 

む 撮影少 1 (動励啸） 参照頁 


AF モード 

ライブモード/ V ライブモード/クイック 
モード 

239 

グリッド 

表示しない/ 9 分割# /24 分割 SS /9 分割 
+対角お^ 

239 

動画記録サイズ 

1920 X 1080 (回 〇/ 屈/同）（画/画） 

1 280 X 720 (喊/厨）（画/画） 
640 X 480 (回 〇/ 屈）（画） 

231 

録音 >2 

録音：才ート/マニュアル/しない 

234 

録音レベル 

ウインドカット：切/入 

LV 詩音撮影 

モード]/モード 2/ しない 

240 

測光タイマー 

4 秒/ 1 目秒/ 3 日秒/ 1 分/ 1 日分/ 30 分 

240 


*1 :〈が〉モードでは、 [ OS タブに表示されます。 

*2 :〈が〉モードでは、[録苗： [する/しない] になります。 

む 撮影已(動励廊） 


タイムコード 

カウントアップ/スタート時間設定/動画記 

録カウント/動画再生カウント 
ド□ップフレーム 

237 

動画サイレント設定 

な有効/な無効 

236 

動画 撮影 ボタン 

m / み/圓 

240 


*1 :〈が〉モードでは、 [03] タブに表示されます。 

*2: [囚 3] タブの風画 再生カウント] と設定び連動します。 


■ 
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システム回 



ST-E2 ST-E3-RT 270EX II 320EX 430EX II 600EX-RT マクロ」ングライトマク□ツインライト 
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システム図 



レヴーケース EH20-L 
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巧障かな？とおった 5 

「カメラび故障したのかな？」と思ったら、下記の例を参考にしてカメラ 
をチェックしてください。なお、チェックしても状態び改善しないときは、 
別紙の修理受付窓□にご相談ください。 


電源関連 


電池が充電できない 

参バッテ IJ 一残容量 (P.338) び94%似上のとさは、充電は行われま 
せん。 

参キヤノン純正のバッテ U —パック LP-E 目を使用してください。 

充電器のランプび高速点滅する 

•(1) 充電器または電池に異常び発生した場合や、 （2) 電池と通信でさ 
ない場合（純正似外の電池使用時）は、保護回路び働さ充電び中止さ 
れ、オレンジ色のランプび等間隔で高速点滅します。 （1) の場合は、 
充電器のプラグをコンセントから抜さ、電池の取り外し/取り付けを 
行ってから、2〜3分後にをう一度コンセントに差し込んでください。 
改善しない場合は故障ですので、修理受付窓□にご相談ください。 

充電器のランプび点滅しない 

参充電器に取り付けた電池の内部温度び高い場合は、安全のため充電を 
行いません（消な）。また、充電中何らかの原因により、電池び高温 
になった場合は、自動的に充電を停止します（点滅継続）。なお、電 
池の温度び下びると自動的に充電び始まります。 

電源スイッチを 〈 ON 〉 にしてもカメラび作動しない 

参電池びカメラにさちんと入っているか確認してください （P.3 日)。 

参電池室ふたび閉まっているか確認してください （P.3 日)。 

参カードス□ットカバーび閉じているか確認してください （P.31)。 

参電池を充電して<ださい （P.28)。 
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故障かな？と思ったら 


電源スイッチを 〈OFF> にしてちアクセスランプび点滅する 

参カードへの画像記録中に電源を切ると、アクセスランプび数秒間 
点な/点滅します。画像記録び終了すると、自動的に電源び切れます。 

電池の消耗び早い 

参フル充電した電池を使用してください （P.28)。 

参電池の性能び劣化している可能性びあります。 [>3:バッテリー情報] で 
電池の劣化状態を確認してください (p.338)o 劣化している場合は、 
新しい電池をお買い求めください。 

参似下の操作を行ラと、撮影可能枚数びかなくなります。 

. シャッターボタン半押しの状態を長く続ける 
- AF のみを行って撮影しない操作を頻繁に行ラ 
-レンズの手ブレ補正機能を使う 
-液晶モニターを頻繁に使用する 
-ライブビュー撮影や動画撮影を長時間行ラ 

電源び勝手に切れる 

参オートパワーオフ機能び働いています。自動的に電源び切れないよう 
にしたいとさは、 [^^2:才ートパワーオフ] を [しない] にしてください 
(P.5 已)。 

参1>2: 才ートパワーオフ] を [しない] に設定していてを、カメラを3日分 
放置すると、節電のため液晶モニターの表示び消えます（カメラの電 
源は切れません)。 


■ 
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故障かな？と思ったら 


撮影関連 


レンズび装着でをない 


参 EF-S レンズは使用でさません （ P .39)。 


ファインダーび暗い 

参充電した電池をカメラに入れて<ださい （ P .28)。 

撮影-記録びできない 

参カードび正しくセットされているか確認してください （ P .31)。 

参 SD カード使用時は、カードの書さ込み禁止スイッチを、書さ込み•消 
去可能な位置にしてください （ P .31)。 

参カードの空さ容量びない場合は、空さ容量のあるカードに交換する 
か、不要な画像を消去してください （ P .31、 277)。 

参ワンショット AF でピントを合わせたとさに、ファインダー内の合焦 
マーク〈•〉び点滅するとさは撮影でさません。をう一度シャッター 
ボタンを半押ししてピントを合わせなおすか、手動でピントを合わせ 
てください （ P .44、]] 1)。 


カードび使えない 


参カードのトラブルに関するメッセージび表示されたとさは、33ペー 
ジ、371ページを参照してください。 


カードを他のカメラに入れるとエラーになる 

参容量び 128G 目を超える力ードは exFAT 形式で フォーマッ トされる 
ため、このカメラで初期化した] 28G 目を超えるカードを他のカメラ 
に入れると、エラーび表示され使用でさないことびあります。 
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故障かな？と思ったら 


画像びボケて写っている 

参レンズのフオーカスモードスイッチを 〈AF〉 にしてください （P.39)。 

• 手ブレを起こさないよラに、シャッターボタンを静かに押してくださ 
し^1(0.43、 44)。 

• 手ブレ補正機能を搭載したレンズは、手ブレ補正スイッチを 〈 ON 〉 
にして撮影してください （P.42)。 

参暗い場所では、シャッター速度び遅くなることびあります。シャッ 
夕一速度を速くする (P.162). IS 日感度を上げる （P.124)、 スト □ 
ボを使用する （P.188)、 兰脚を使用するなどの方法で撮影してくだ 
さい。 

AF フレーム（測距点）び少ない 

参使用するレンズにより、使用可能な測距点の数や測距パターンび異な 
り、 A 〜 H の8グループに分類されます。使用するレンズびどのグルー 
プに属しているか確認してください。なお、 F 〜 H グループのレンズを 
使用したとさは、測距点びかなくなります (p.79)o 

AF フレームび 点滅している 

参〈回〉ボタンを押したときに点滅している AF フレームは、ク□ス測距 
びでさない横線検出のみに対応した測距点を表しています。点なして 
いる AF フレームびク□ス測距点です （P.74)。 

• 登録した位置の AF フレームび点滅しています （P.324)。 

ピントを固定したまま構図を変えて撮影できない 

参 AF モードをワンショット AF にしてください。 AI サーボ AF 、 および AI 
フオーカス AF でサーボ状態のときは、フオーカス□ック撮影はできま 
せん （P.7 日)。 


連続撮影速度び遅い 

• シャッター速度、絞り数値、被写体条件、明るさなどにより、連続撮 
影速度び低下することびあります。 
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故障かな？と思ったら 


連続撮影可能枚数び少な くなる 

参芝生など細かいパターンの被写体を撮影すると、]枚あたりのフアイ 
ルサイズび大さくなり、実際に連続撮影でさる枚数び、 ] 21ページに 
目安として示した連続撮影可能枚数よりかなくなることびあります。 

IS01 00に設定できない/拡張旧0感度び選択できない 

参 [03: 高輝度側•階調 優妃び [する] に設定されているときは、 IS 日 
感度の設定範囲び IS 日2日日〜25目日日（動画撮影時は] 28日日）にな 
ります。 [ISO 感度設定節囲] で設定範囲を拡張してを、拡張感度 
(し H ， H 1， H 2) は選択できません。 [03: 高輝度側.階調 優妃を [しな 
し、] に設定すると、に日1日日/12已/ I 目日び設定できるようになりま 
す （ P .146)。 


オートライティングオプティマイザび設定でをない 

参 [03: 高輝度側•階調優先] び [する] に設定されているときは、才ート 
ライティングオプティマイヴは設定でさません。 [03 : 高輝度側•階調 
優先] を [しない] に設定すると、オートライティングオプティマイヴ 
び設定でさるようになります （ P .14 目)。 

露出を暗めに補正したのに、明るく撮影される 

参 [02: 才ートライティングオプティ7イザ] を [しない] に言ミ定してくださ 
し、 [標準/弱め/強め] に設定されているときは、露出補正、スト□ボ調 
光補正で露出を暗めに補正してを、明るく撮影されることびあります 
( P .169)。 

多重露出撮影時にライブビュー映像や撮影画像び表示されない 

参 [連続撮影優先] 設定時は、撮影途中に「ライブビュー表示」「撮影直後 
の画像確認」「画像再生」はでさません ( p . l 77 )o 

多重露出画像び旺皿で撮影される 

参記録画質の設定び MM、S 晒の のとさは、多重露出画像は 晒ので 記録 
されます （ P .183)。 
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故障かな？と思ったら 


〈 Av 〉 モードでスト□ボ撮影すると、シャッター速度び遅くなる 

参夜景などを背景にした暗い場所で撮影すると、を被写体を背景を適正 
露出となるように、自動的にシャッター速度び遅くなります（ス□一 
シンク□撮影）。シャッター速度び遅くならないようにするときは、 

[01:が部スト□ボ制御] の [ Av モード時のスト□ボ同調速度] を、 [1/200- 
1/目〇秒自動] または [1/200 砂固定] に設定してください （ P .192)。 

ストロボび発光しない 

参カメラにスト□ボ（またはシンク□コード）びしっかり取り付けられ 
ているかどうか確認してください。 

参ミ凡用スト□ボを使用してライブビュー撮影を行ラとさは、 [04 丄 V 静 
音撮影] を [しない] に設定してください （ P .2 日6)。 

ストロボびいつちフル発光する 

参 EX シ IJ ーズスピードライト似外のスト□ボを使用すると、常時フル発 
光します （ P .189)。 

•スト□ボカスタム機能の [調光方式] び [TTL (自動調光)] に設定されて 
いると、常時フル発光します （ P .196)。 

スト□ボ調光補正びでさない 

参スト□ボ側で調光補正量び設定されているとさは、カメラで補正量の 
設定はでさません。スト□ボ側の設定を解除（ゼ□に設定）すると、 
カメラで設定でさるようになります。 


〈 Av 〉 モードで八イスピードシンク□びでをない 


♦ [01:が部スト□ボ制御] の [ Av モード時のスト□ボ同調速度] を [自動] に 
設定してください （ P .192)。 

ライブビュー撮影でシャッター音び2回する 

参スト□ボ撮影時は、 ] 回の撮影でシャッター音び2回します （ P . 199)。 
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故障かな？と思ったら 


ライブビュー撮影と動画撮影時に、白い励とホい励び表示される 

参カメラ内部の温度び上昇していることを示しています。白い 〈圆〉 び 
表示されたとさは、静止画の画質び低下することびあります。ホい 
〈励〉 び表示されたとさは、をうすぐライブビュー撮影、または動画 
撮影び自動的に終了することを示しています （ P .2] 日、241)。 

動画撮影び勝手に終了する 

♦ 書さ込み速度び遅いカードを使用すると、動画撮影び自動的に終了す 
ることびあります。圧縮形式び 「 IPB 」 のとさは、実際の書さ込み/読 
み取り速度び CF 力ード：]日 MB / 秒上/ SD 力ード： 6 MB / 砂似上、 
「 ALL-I ( l - only ) 」のとさは実際の書さ込み/読み取り速度び CF カー 
ド； 3日 MB / 秒し: Lb/SD 力ード； 2日 M 巨/砂上の力ードを使用して 
ください。なお、速度については、力ードメーカーのホームぺージな 
どで確認してください （ P .217)。 

♦ 動画撮影を開始してから29分59秒経過すると、動画撮影び自動的に 
終了します。 

動画撮影時に旧0感度び設定でをない 

• 撮影モードび〈が/ P / Tv / Av / B 〉 のときは、 IS 日感度び自動設定 
されます。 〈 M 〉 モードのとさは、 IS 日感度を任意に設定することび 
でさます （ P .224)。 

動画撮影時に旧016000/20000/2己巨00び設定できない 


♦ [02: 旧0感度に関ずる設定] の [旧0感度設定節囲] の 让限値] を 
[25600/ H ] に設定すると、手動設定範囲の上限び拡張され、 

ISO ] 6000/20日日0/2已6日0び言受定でさるよラにな0ます。ただ 
し、動画 i 最影時の IS 日] 6日日日/2日日日日/256日日は、ノイズわく多し^ 
ことびあるため拡張 IS 日感度になります （「 H 」 表示)。 
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故障かな？と思ったら 


動画撮影にすると、手動設定した旧0感度び変わる 

参[旧0感度設定節囲] の [上限値： 2已目 00] 設定時に 、 ISO 16000/ 

2日日日日/2已60日に設定した状態で動画撮影にすると 、 IS 日] 28日日 
に切り換わります（動画マニュアル露出撮影時)。静止画撮影にして 
を、元の感度には戻りません。 

•① L (5 日)、③ H ] (51200) , H 2 (102400) 設定時に動画撮影 
にすると 、 IS 日感度び ① IS 日]日日、 ③ H (2 已目日日）に切り換わりま 
す（動画マニュアル露出撮影時)。静止画撮影にしてを、元の感度に 
は戻りません。 


動画撮影時に露出び変化する 

参動画撮影中にシャッター速度や絞り数値の変更を行うと、露出変化び 
記録されることびあります。 

参開放絞り数値び変化するレンズ、変化しないレンズに関わらず、動画 
撮影中にズーム操作を行ラと、露出変化び記録されることびありま 
す。 


動画撮影時に被写体びゆびむ 

参動画撮影中にカメラを素早く左ちに動かしたり（高速パンニング)、動 
さのある被写体を撮影すると、像びゆびんで写ることびあります。 

動画撮影時に画面がち5つく/横搞び写る 

参堂光なや LED 電球などの光源下で動画撮影を行ラと、画面のちらつさ 
や、横稿（ノイズ）や露出ムラび記録されることびあります。また、 
露出（明るさ）や色あいの変化び記録されることびあります。なお、 
< M > モードのとさは、シャッター速度を遅くすると、この現象び緩 
和されることびあります。 


■ 
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故障かな？と思ったら 


動画撮影中に静止画を撮影すると、動画撮影び終了する 

参動画撮影中に静止画を撮影するとさは、 UDMA 転送に対応した CF 
カードの使用をおすすめします。 

参静止画の記録画質を低くしたり、連続撮影する枚数をかなくすると、 
改善することびあります。 

タイムコードびずれる 

参動画撮影中に静止画を撮影すると、実時間とタイムコードに差び生じ 
ます。タイムコードを利用して動画編集を行ラとさは、動画撮影中に 
静止画撮影を行わないことをおすすめします。 


操作関連 


〈盗0〈©〉〈策〉で設定を変更できない 

参 < LOCK ^> スイッチを左側（□ック解除）にしてください （ P .47)。 
参 [冉 .2: マルチ電子□ック] の設定内容を確認してください （ P .319)。 


操作部材の機能び入れ換わつている 

参[冉 .2: 操作ボタンカスタマイズ] の設定内容を確認してください （ P .321)。 


表示関連 


メニュー画面に表示されるタブや項目び少ない 

参 〈が〉 モードでは、一部のタブや項目は表示されません。 撮影 モード 
を 〈 P / Tv / Av / M / B 〉 にしてください （ P . 已 1)。 

ファイル名の巧頭文字びアンダーバー（「_」）になる 

参色空間を sRG 巨に設定してくださし、 Adobe RG 目に設定されている 
ときは、先頭文字びアンターバーになります （ P .158)。 
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故障かな？と思ったら 


ファイル名の4文字目び変化する 

参:ファイル名の設定] で、カメラ固有のファイル名、またはユーヴー 
設定]に登録したファイル名を選択してください （ P .1 已2)。 


画像番号び0001か5始ま5ない 

参画像び記録されているカードを使用すると、撮影した画像の番号び 
日日日]から始まらないことびあります （ P .154)。 

撮影年月日/時刻び正しく表示されない 

参曰付/時刻び正しく設定されているか確認してください （ P .36)。 

参エ U ア、サマータイムの設定を確認してください （ P .37)。 

画像に曰付/時刻び写し込まれない 

• 撮影した画像に曰付/時刻は写し込まれません。画像データに撮影情 
報として記録されます。写真を印刷するとさに、その情報を利用して 
用紙に曰付/時刻を入れることびでさます （ P .3 日]、3日己)。 

け##]び表示される 

参カードに記録されている画像数び、カメラで表示でさるが数を超える 
と [###] と表示されます （ P .256)。 


フアインター内の AF フレームの表示速度び遅い 


参低温下では、 AF フレーム表示装置（液晶）の特性上、表示速度び遅く 
なります。常温に戻れば表示速度び速くなります。 

液晶モニターの表示•画像び不鮮明になる 

• 液晶モニターびミちれているとさは、やわらかい布などでふいてくださ 
い。 

参低温下、または高温下では、液晶の特性上、表示反応び遅くなったり 、I 
表示び黒くなったりすることびありますび、常温に戻れば正常に表示 
されるよラになります。 
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故障かな？と思ったら 


[ Eye - F 駿定]び表示されない 

参圧 ye - 円設定] は、 Eye - 円カードを入れているとさにだけ表示されます。 
力ードの書き込み禁止スイッチびある Eye-Fi 力ードでは、スイッチび 
「 LOCK 」 側になっていると、通信状態を確認したり、 Eye-Fi 通信を 
しない設定にする機能び使えません （ P .344)。 


再生関連 


画像の一部び黒<点滅する 

参 [囚 3: ハイライト 警告 表示] び [する] に設定されています （ P .247)。 

画像にホい枠び表示される 

参 [囚 3: AF フレーム表示] び [する] に設定されています （ P .247)。 

画像を消去でをない 

参プ□テクトびかかっている画像は消去でさません （ P .272)。 

動画び再生でをない 

参パソコンで編集した動画は、カメラで再生でさません。 

動画を再生すると操作音や作動音びする 

参動画撮影中にダイヤル操作やレンズ操作を行ラと、その操作音を録音 
されます。市販の外部マイクの使用をおすすめします （ P .23 已)。 

動画び一瞬止まって見える 

参自動露出撮影時に、大さな露出変化び生じると、明るさび安定するま 
での一瞬の間、記録を止める仕様になっています。このようなときは、 
< M > モードで撮影してください （ P .223)。 
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故障かな？と思ったら 


テレビに画像び表示されない 

参付属のステレオ AV ケーブルを使用してください （ P .271)。 

• ステレオ AV ケーブル、または HDMI ケーブルのプラグび根元までしっ 
かりと差し込まれているか確認してください （ P .2 目8、271)。 

• ビデオ出力ち式 ( NTSC / PAL ) をテレビと同じ方式に設定してくだ 
さい （ P .271)。 

動画ファイルび複数作成される 

•] 回の撮影でファイルサイズび 4 G 目を超えるときは、動画ファイルび 
複数作成されます （ P .232)。 

カードリーダーでカードを認識でをない 

参容量び] 28 G 目を超える力ードをこのカメラで初期化すると 、 exFAT 
形式でフ オー マツトされるため、カード U —ダーやパソコンの日 S の 
種類により、カードび正しく認識されないことびあります。そのとさ 
は、カメラとパソコンを付属のインターフェースケーブルで接続し、 
付属ソフトウェアの EOS U 川 ity を使って画像を取り込んでください 
( P .394)。 

RAW 画像び現像できない 

• MB . S 晒の 画像はカメラで現像処理を行ラことはでさません。付属 
ソフトウェアの Di 旨け al Photo Professional で現像処理を行ってく 
ださい （ P .394)。 

画像をリサイズでをない 


参 JPEG の S 3 と 晒の / M 晒の / S 晒の 画働ま、カメラで IJ サイズ処理を行う 
ことはでさません （ P .287)。 


■ 
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故障かな？と思ったら 


センサークリーニング関連 


センサークリーニング中にシャッター音びする 

参 [今すぐクリーニング を選んだとさは、シャッターの作動音びしま 
すび、撮影は行われません （ P .29 日)。 

撮像素子の自動清掃び行われない 

参電源スイッチの 〈ON〉〈OFF〉 を短い時間で繰り返すと、〈た^^〉び 
表示されないことびあります。 （ P .34)。 


印刷関連 


印刷効果の項目び説明書より少ない 

参表示される内容は、プ U ンターの機種により異なります。本書ではす 
ベての項目を記載しています （ P .3 日日)。 


画像お送関連 


パソコンに画像び転送できない 

参付属のソフトウエア (EOS D に ITAL Solution Disk / CD-R 日 M ) を 
パソコンにインス!ルしてください （ P .39 己）。 

参 EOS U 川 ity の先頭画面び表示されていることを確認してください。 
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エラー表巧 


エラー 番号 


力;(ラどレンスの M ホ島です ■ 
レンブの陪点を j みして 
くだごし、 


原因-も処方法 


カメラに異常び発生すると、エラー画面び 
表示されます。表示される内容に従って対応 
してください。 


番号 

メッセージ/巧処方法 

01 

カメラとレンズの通信不良です。レンズの接点を清掃してください 

今カメラ/レンズの接点清掃、純正レンズを使用する （ P .1 已、] 8) 

02 

カード*にアクセスでをません。カード*を入れなおすか、交換するか、 
このカメラで初期化してください 

今力ード抜き差し、力ード交換、力ード初期化 （ P .31、 已 3) 

04 

カード*がいっぱいになったため、記録でをませんでした。カード*を交 
換してください 

今カード交換、不要画像の消去、カード初期化 （ P .31、 已3、 277) 

06 

センサークリーニングがでをませんでした。電源スイッチを入れなおして 
<ださい 

今電源スイッチ操作 （ P .34) 

10, 20 
30, 40 
已0, 60 

70, 80 

99 

エラーが発生したため撮影でをません。電源スイッチを入れなおすか、電 
池を入れなおしてください 

今電源スイッチ操作、電池出し入れ、純正レンズを使用する （ P .30、 

34) 


* 上記の対処を行ってもエラーが表示されるとをは、エラー番号を控えて別紙の修理受 
付窓□にご相談ください。 


■ 
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主な仕様 

■型式 

型式 . デジタルー眼レフレックス AF • AE カメラ 

記録媒体 . CF 力ード（タイプ I 準拠、 UDMA モード7対応)、 SD メモ 

U —カード、 SDHC メモ U —カード、 SDXC メモ I 」ーカード 
撮像画面サイズ . 約3目 X 24 mm 

使用レンズ . キヤノン EF レンズ群に F - S レンズを除く） 

(有効撮影画角は、表記焦点距離の等倍に相当） 

レンズマウント . キヤノン EF マウント 

■撮像素子 

形式 . CMOS センサー 

カメラ部有効画素 . 約2230万画素 

アスペクト比 . 3:2 

ダスト除去機能 . 自動/手動/ダストデリートデータ付加 

■記録形式 

記録フオーマット . DCF 2.0 

画像タイプ . JPEG、RAW ( Mbit キヤノン独自） 

RAW + JPEG 同時記録可能 

記録画素数 . L (ラージ） ：約22]0万（已7目 0 X 3840) 画素 

M (ミド J レ） ：約980万 （3840 X 2560) 画素 

S 1 (スモー J レ]):約已已〇万 (2880 X 1920)画素 

5 2 (スモ ー J レ 2) :約2已〇万 (1920 X 1280) 画素 

5 3 (スモ ー J レ 3) :約3已万 (720 X 480) 画素 

RAW (ロウ） ：約22]0万（已7目 0 X 3840) 画素 
M-RAW :約] 0已〇万 (3960 X 2640) 画素 

S-RAW :約已已〇万 (2880 X 1920)画素 

記録機能 . 標準、カード自動切り換え、振り分け、同一書き込み 

フオルダ作成/還択 . 可能 

ファイル名 . カメラ固有設定、ユーヴー設定1、ユーヴー設定2 

画像番号 . 通し番号、オートリセット、強制リセット 

■撮影時の画像処理 

ピクチャースタイル . オート、スタンダード、ポートレート、風景、ニュートラ 

ル、忠実設定、モノク□、ユーヴー設定]〜3 

ホワイトバランス . オート、プリセット（太陽光、曰陰、くわり、白熱電球、白 

色董光灯、ストロボ)、マニュアル、色温度指定（約2已〇〇 
〜10000 K )、 ホワイトバランス補正、ホワイトバランス 
ブラケティング可能 
* スト□ボ色温度情報通信対応 
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をな仕様 


ノイズ低減 . 長秒時露光、高感度撮影に対応 

画像の明るさ自動補正 ...... オートライティングオプティマイヴにより対応 

高輝度側-階調優先 . 可能 

レンズ光学補正 . 周辺光量補正、色収差巧正 

■ファインダー 

ち式 . ペンタプ U ズム使用、アイレベル式 

視野率 . 上下/左ちとわ約] 00% (アイポイント約 2] mm 時） 

倍率 . 約0 .7] 倍（已 0mm レンズ -oo. —im—]) 

アイポイント . 約 2] mm (—] m-] 時/接眼レンズ中むから） 

視度調整範囲 . 約一 3.0 〜 + 1.0m-^ (dpt) 

フオーカシングスク U- ン...固定式 

AF 作動表示 . あり 

グリッド表示 . 可能 

水準器表示 . 水平ち向： r ステップ+日 D 

垂直ち向； r ステップ+4° 

* 横位置撮影時 

ミラー . クイック U ターン式 

被写界深度確認 . 可能 

■オートフオーカス 

ち式 .TTL 二次結像位相差検出ち式 

測距点 . 目]点（ク□ス測距点；最大 4] 点） 

* 使用レンズにより、測距点数、ク□ス測距点数び変動する 

測距輝度範囲 .EV -2-18 (中央 F2.8 対応測距点-常温- ISO 100) 

フオーカスモード . ワンショット AF、AI ヴーボ AF、AI フオーカス AF、 手動 

(MF) 

測距エ U ア還択モード ...... スポット]点 AF (任意選択)、]点 AF (任意還択)、領域 

掘:大 AF (任意還択上下左ち)、領域拡大 AF (任意還択周 
囲)、ゾーン AF (ゾーン任意還択)、目]点自動還択 AF 

AF カスタム設定 

ガイド機能 .Case] 〜日 

AI ヴーボ特性 . 被写体追従特性、速度変化に対する追従性、測距点乗り移り 

特性 

AF 微調整 .AF マイク□アジャストメントにより対応（全レンズー律調 

整、レンズごとに調整） 

AF 補助光 .EOS 用外部スト□ボの AF 補助光による 
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をな仕様 


■露出制御 

測光方式 . 目3分割 TTL 開放測光 

•評価測光（すべての AF フレームに対応） 

-部分測光（中央部-ファインダー画面の約目.2%) 

-スポット測光（中央部-ファインダー画面の約].已％) 

-中央部重点平均測光 

測光範囲 .EV 1〜20 (常温- EF 已 0mm F1.4 USM 使用- 

に 0] 0 0) 

露出制御方式 . プ□グラム AE (シーンインテ U ジェントオート、プ□グラ 

ム)、シャッター優先 AE、 絞り優先 AE、 マニュアル露出、 
バルブ 

ISO 感度 . シーンインテリジェントオート：侶日]0〇〜12800自動設定 

(推奨露光指数） P, Tv, Av, M, 目：に0オート、に0 ] 00〜2已日00任意設 

定（1/3、 ] 段ステップ)、および L (已0)、 H] (51200 
相当）、 H2 (102400相当）の感度掘:張び可能 

に0感度関連設定 .ISO 感度設定範囲、 ISO オート範囲、 ISO オート低速限界設 

定可能 

露出ネ甫正 . 手動：]/3、1/2段ステップ+已段 

AEB :1/3、1/2段ステップ+3段（手動露出補正との併 
用可能） 

AE □ック . 自動：ワンショット AF • 評価測光時、合焦と同時に AE 

□ック 

手動： AE □ックボタンによる 


■ HDR 撮影 

ダイナミックレンジ調整..自動、+]、+2、+3 


仕上びり効果 . ナチュラル、絵画調標準、グラフィック調、油彩調、ビン 

テージ調 

画像位置自動調整 . 可能 

■る重露出撮影 

撮影ち法 . 機能•操作優先、連続撮影優先 

多重枚数 . 2〜9枚 

多重露出制御 . 加算、加算平均、比較（明)、比較（暗） 
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をな仕様 


■シャッター 

形式 . 電子制御式、フォーカルプレーンシャッター 

シャッター速度 . 1/8000〜30秒、バルブ（すべての撮影モードを合わせ 

て)、スト□ボ同調最高シャッター速度=1/200秒 

■ドライブ関係 

ドライブモード .] 枚撮影、高速連続撮影、低速連続撮影、詩音]枚撮影、静 

音連続撮影、セルフタイマー：]0秒 /U モコン、セルフタ 
イマー; 2砂/リモコン 

連続撮影速度 . 高速連続撮影：最高約日コマ/秒 

低速連続撮影：最高約3コマ/秒 
詩音連続撮影：最高約3コマ/秒 

連続撮影可能枚数 .JPEG ラージ/ファイン：約目己枚（約]目270枚） 


RAW :約] 3枚（約] 8枚） 

RAW+JPEG ラー ジ /ファイン： 約7枚（約7枚） 

当社試験基準 8GB カードを使用し、当社試験基準 
(ISO] 00、ピクチャースタイル；スタンダード）で測定 
* () 内の数値は、当社試験基準 UDMA モード7対応、 

1 28G 目カード使用時の枚数 


■外部スト□ボ 

対応スト□ボ .EX シ U —ズスピードライト 

調光方式 .E-TTLII 自動調光 

スト□ボ調光補正 . 1/3、1/2段ステップ+3段 

FE □ック . 可能 

シンク□端テ . あり 

外部スト□ボ制御 . 可能 

* 電波通信ワイヤレススト□ボ撮影対応 

■ライブビュー撮影機能 

アスぺクト比切り換え ...... 3 : 2、4 : 3、 ] 日： 9、1:1 

フオーカスモード . ライブモード、顔優先ライブモード（コントラスト検出ち 

式)、クイックモード（位相差検出ち式)、手動ピント合わせ 
(約已倍/10倍拡大可能） 

測距輝度範囲 .EV ] 〜 ] 8 (コントラスト検出方式時/常温-に 0] 00) 

測光ち式 . 撮像素子による評価測光 


■ 
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をな仕様 


測光範囲 . EV 〇〜20 (常温- EF 已 0 mm F 1.4 USM 使用- 

に 0] 0 0) 

静音撮影 . 可能（モード1、 2) 

グリツド表示 . 3種類 

■動画撮影機能 

映像記録ち式 . MPEG -4 AVC / H .264 

可変（平均）ビツトレート方式 

音声記録ち式 . U ニア PCM 

記録形式 . MOV 形式 

記録サイズと 

フレームレート . 1920 X 1080 (Full HD ) : 30 p /2 已 p /24 p 

1280 X 720 ( HD ) : 60 p / 已 Op 

640 X 480 ( SD ) : 30 p /2 已 p 

* 30 p ： 29.97 fps 、2 已 p : 2 已 . OOfps 、24 p ： 23.97日 fps 、 
目 Op ; 已 9.94 fps 、 已 Op : 已0.00 fps 
圧縮形式 . ALL -1 ( l - only )、 IP 目 

フアイ J レサイズ .1920 X 1080 (30 p /2 已 p /24 p ) / IP 巨：約23已 M 目/分 


1 920 X 1 080 (30p/2 已 p/24p) / ALL -1 :約日 8 已 M 巨/分 
1 280 X 720 (60p/ 已 Op) / IP 巨 :約 20 已 M 巨/分 

1280X720 (日 Op/ 已 Op) / ALL-I :約日] 0M 目/分 

640 X 480 (30P/2 已 P) / IP 目 :約 78M 巨/分 

* 動画撮影に必要なカードの書さ込み/読み取り速度 
CF 力ード： IP 目： 10 M 目/秒攻上、 ALL-I : 30M 目/秒攻上 
SD 力ード： IP 目：日 M 目/秒攻上、 ALL-I : 20M 目/秒政上 


フォーカスモード . ライブビュー撮影機能のフォーカスに準ずる 

測光ち式 . 撮像素子による中央部重点平均測光、および評価測光 

* フォーカスモードにより自動設定 

測光範囲 . EV 〇〜20 (常温- EF 已 0 mm F 1.4 USM 使用- 

ISO 100) 

露出制御 . ①自動露出撮影、③シャッター優先 AE 撮影、③絞り優先 

AE 撮影、④マニュアル露出撮影 

* ①③③は露出補正、 AE □ック可能（シーンインテリジェン 
トオートモードを除 <) 

露出補正 . 1/3段ステップ+3段（静止画+已段） 
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をな仕様 


IS 日感度 . シーンインテ U ジェントオート ， Tv :に0100〜12800自動設定 

(推奨露光指数） P , Av , 目： ISO ] 00〜] 2800自動設定 、 H (2 已目00ネ目 

当）の感度拡張び可能 

M : ISO 才ート （ ISO ] 00〜12800自動設定)、 ISO 100 
〜12800手動設定（1/3、 ] 段ステップ )、 H 
(] 6000/20000/2已600相当）の感度拡張び可能 

タイムコード . 対応 

ド□ップフレーム .60 P /30 P 対応 

録音 . 内蔵モノラルマイク、外部ステレオマイク端子装備 

録音レべ j レ調整可能、ウィンドカット機能搭載 

へッドフォン . へッドフォン端テ装備 

グリッド表示 . 3種類 

静止画 . 撮影可能 

■液晶モニター 

形式 . TFT 式カラー液晶モニター 

画面サイズ/ドット数 ....... ワイド 3.2 型 （3:2) /約] 04万ドット 

明るさ調整 . 自動（暗め/標準/明るめ)、手動 （7 段階） 

水準器表示 . 可能 

メニュー表示言語 . 日本語、英語、簡体字中国語 

機能ガイド . 表示可能 

■再生機能 

画像表示形式 .] 枚表示、]枚+情報表示（簡易情報、撮影情報、ヒストグ 

ラム）、4枚インデックス、9枚インデックス、2枚表示 

八イライト警告 . 八イライト部分点滅表示 

AF フレーム表示 . 可能 

グリッド表示 . 3種類 

掘:大ズーム倍率 . 約] .5-1 0倍、拡大開始倍率/開始位置設定可能 

画像送り . 1枚/10枚/100枚/撮影曰/フォルダ/動画/静止画/レー 

ティング 

画像回転 . 可能 

レーティング . 可能 

動画再生 . 可能（液晶モニター、映像/音声出力、 HDMI 出力） 

スピーカー内蔵 

スライドショー . 全画像/曰付/フォルダ/動画/静止画/レーティング 

画像プ□テクト . 可能 

画像コピー . 可能 




























主な仕様 


■撮影後の画像処理 

カメラ内 RAW 現像 . 明るさ補正、ホワイトバランス、ピクチャースタイル、オー 

トライティングオプティマイヴ、高感度撮影時のノイズ低減、 
」 PEG 記録画質、色空間、周辺光量補正、歪巧補正、色収差巧正 
リサイズ . 可能 

■ダイレクトプリント機能 

対応プ I 」ンター . 円 ct 目 rid 旨 e 対応プ U ンター 

印刷対応画像 . JPEG 画像、 RAW 画像 

印刷指定 . DPOF バージョン ]. 1準拠 

■画像転送機能 

転送対応画像 . 静止画 （ JPEG 画像、 RAW 画像 、 RAW + JPEG 画像)、 

動画 

■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 13種 

マイメニュー登録 . 可能 

カスタム撮影モード . モードダイヤルの C 1/ C 2/ C 3 に登録 

著作権情報 . 設定/付加可能 

■インターフェース 

映像/音声出力- 

デジタル端テ . アナ□グ映像 （ NTSC 、 PAL 対応）/ステレオ音声出力 

パソコン通信、ダイレクトプリント （ Hi-Speed US 目相当） 
ワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 7、 GPS レ 
シーバー GP - E 2 接続 

HDMI ミニ出力端子 . タイプに（解像度自動切り換え)、 CEC 対応 

外部マイク入力端テ . の3.已 mm ステレオミニジャック 

へッドフオン端テ . の3.已 mm ステレオミニジャック 

U モコン端子 . N 3タイプの U モコンに対応 

ワイヤレスリモコン . U モートコント□-ラー RC - 目に対応 

Eye - 円力ード . 対応 
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をな仕様 


■電源 

使用電池 . バッテ U - パック LP - E 日、]個 

* AC アダプターキット ACK - E 日使用により、 AC 駆動可能 
* バッテ U —グ U ップ目 G - E ]] 装着時、単3形電池使用可能 

電池情報 . 残容量、撮影回数、劣化度確認、電池登録可能 

撮影可能枚数の目安 . ファインダー撮影： 

( CIPA 試験基準による）常温 （23 む）約9已〇枚/低温のに）約8已〇枚 
ライブビュー撮影： 

常温(23°〇約200枚/低温のに）約180枚 

動画撮影可能時間 . 常温 （23 C ) 約]時間30分 

低温ので）約]時間20分 
* フル充電のバッテ U —パック LP - E 日使用時 
曰付/時計機能用電池 ....... U チウム電池 CR ] 日]日、]個 

■大ささ-質量 

大ささ . 約]已 2.0 (幅） X 1 16.4 (高さ） X 76.4 (奥行 ） mm 

質量 . 約9已〇旨 （ CIPA ガイドラインによる）/約8日〇呂（本体の 

み） 

■動作環境 

使用可能温度 . crc 〜 +4 crc 

使用可能湿度 . 8已％政下 

■バッテリーパック LP - E 6 

形式 . 充電式 U チウムイオン電池 

公称電圧 . DC 7.2 V 

容量 . 1800 mAh 

大ささ . 約 38.4 (幅） X 21.0 (高さ） X 已日 .8 (奥行 ） mm 

質量 . 約80邑 


■ 
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をな仕様 


■バッテリーチャージヤー LC - E 6 


充電可能電池 . バッテ U —パック LP - E 6 

充電時間 . 約2時間30分 

定格入力 . AC ] 00〜24 0 V (已0/日 OHz ) 

定格出力 . DC 8.4 V /1.2 A 

使用可能温度 . +已で〜 +4 crc 

使用可能湿度 . 8已％政下 

大ささ . 約日 9.0 (幅） X 33.0 (高さ） X 93.0 (奥行 ） mm 

質量 . 約130呂 

■ EF 24-105 mm F 4 L IS USM 

画角 . 対角線： 84°〜23° 20' 

水平: 74° ~ 19° 20' 

垂直：已3°〜 ] 3。 

構成枚数 . 13群] 8枚 

最小絞り . F 22 

最短撮影距離 . 0.4已 m (撮像面から） 

最大撮影倍率 . 0.23倍 （10 已 mm 時） 

画界 . 已3已 X 34已 mm 〜 ] 已8 x ] 0目 mm (0.4已171日寺） 

手ブレ補正機能 . レンズシフト式 

フィルター径 .77 mm 

レンズキャップ . E -77 U 

最大径 X 長さ . 83.已 X 1 07 mm 

質量 . 約日70旨 

対応フード . EW -83 H 

対応ケース . LPT 2] 9 


• 記載データはすべて当社試験基準、または CIPA 試験基準/ガイドラインによります。 
• 大ささ、最大径、長さ、質量は CIPA ガイドラインによります（カメラ本体のみの質 
量を除く）。 

• 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することびあります。 

• 他社製のレンズを使用して不具合び生じた場合は、そのレンズメーカーへお問い合 
わせ <ださい。 
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商標について 

• Adobe は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

• Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における商標、または 
登録商標です。 

• Macintosh、Mac OS は、米国および他の国で登録された、米国アップル社の商標、 
または登録商標です。 

参 CompactFlash (コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

参 SDXCnj ' は、 SD -3 C . LLC . の商標です。 

参 HDMI 、 HDMI □コ、および Hi 邑 h - Defin 怕 on Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing LLC の商標または登録商標です。 

• DCF 4 は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、日本国内における登録商標です。 
DCF □ゴマークは、（社）電子情報技術産業協会の 「Design rule for Camera 円 le 
System 」 の規格を表す団体商標でず。 

• その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

• DCF は、主としてデジタルカメラの画像を関連機器間で簡便に利用しあうことを目的 
として制定された（社）電子情報技術産業協会 ( JEITA ) の規格の 「Design rule for 
Camera File System 」 の略称です。 


巧害電波自主規制について 

この装置（カメラ）は、クラス目情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用 
することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して 
使用されると、受信障害を引さ起こすことびあります。使用説明書（本書）に従って 
正しい取り扱いをしてください。 


VCCI-B 


MPEG -4 使用許諸について 

"This product is licensed under AT&T patents for the MPEG -4 standard 
and may be used for encoding MPEG -4 compliant video and/or decoding 
MPEG -4 compliant video that was encoded only (]) for a personal and 
non-commercial purpose or (2) by a video provider licensed under the 
AT&T patents to provide MPEG -4 compliant video . No license is 邑 ranted 
or implied for any other use for MPEG -4 standard ." 

* 規定により英語で表記しています。 


■ 
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アクセサリーは、キヤノン純正品のご使用をおずずめしまず 

本製品は、キヤノン純正の専用アクセサリーと組み合わせて使用した場合に最適な性 
能を発揮するよラに設計されておりますので、キヤノン純正アクセヴ U —のご使用を 
おすすめいたします。 

なお、純正品政外のアクセヴ U —の不具合（例えばバッテ U —パックの液漏れ、破裂 
など）に起因することび明らかな、故障や発火などの事故による損害については、弊 
社では一切責任を負いかねます。また、この場合のキヤノン製品の修理につさまして 
は、保証の対象外となり、有償とさせていたださます。あらかじめご了承<ださい。 


W バッテ U —パック LP - E 日は、キヤノン製品専用です。指定外の充電器、および製 
品と組み合わせて使用した場合の故障、事故に関しては一切保証でさません。 


アフターサービスについて 

1. 保証期間経過後の修理は原則として有輯となります。なお、運賃諸掛か 
りは、お客様にてご負担願います。 

2. 本製品のアフターサービス期間は、製品製造巧切り後7年間です。なお、 
弊社の判断により、アフターサービスとして同一機種または同程度の仕 
様製品への本体交換を実施させていただく場合びあります。同程度の機 
種との交換の場合、ご使用の消耗品や付属品をご使用いただけないこと 
や、対応日 S び変更になることびあります。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、 
修理箇所を明確にご指示の上、十分な捆包でお送りください。 
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ソフトウエアスタート 

ガイド 


この章では、付属の EOS DIGITAL Solution Disk ( CD - ROM ) 
に収録されている、各ソフトウェアの概要と、パソコンへのイン 
ストール方法、およびソフトウェア使用説明書に D - R 日 M ) に収 
録されている PDF ファイルの見かたを説明しています。 



EOS DIGITAL Solution Disk ソフトウエア使用説明書 

(ソフトウエア） 
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ソフトウエアスタートガイド 

イオス デジタル ソリユーシヨン ディスク 

EOS DIGITAL Solution Disk 

EOS D に ITAL 用の各種ソフトウエアび収録されています。 


イオスユーテイ U テイー 

EOS Utility 

カメラとパソコンを接続し、撮影画像（静止画/動画）のパソコンへの取 
り込み、カメラの各種設定、パソコン操作による U モート撮影などを行ラこ 
とびでさるソフトウエアです。 



デジタル フォト プ□フェツシヨナル 

Digital Photo Professional 

主に RAW 画像を撮影される方におすすめのソフトウエアです。 RAW 画 
像の高速閲覽/編集/現像/印刷などびでさます。 JPEG 画像を才 U ジナル 
画像を残したまま編集することびでさます。 


イメージブラウザーイーエツクス 

ImageBrowser EX 

主に JPEG 画像を撮影される方におすすめのソフトウェアです。簡単な操 
作で、静止画/ MOV 動画の閲覧-再生、および JPEG 画像の印刷びできま 
す。また、インターネットに接続して取得でさる追加機能をあります。 

W 従来製品に付属していたソフトウエア Zoom 目 rawser EX / lma 邑 e 目 rawser は、 
このカメラで撮影した静止画ファイル、 MOV 動画ファイルをサポートしていま 
せん（動作対象が）。このカメラに付属の Ima 呂 e 目 rawser EX を使用してくださ 
い。 


ピクチャー スタイル エディター 

Picture Style Editor 

ピクチャースタイルを編集し、才 u ジナルピクチャースタイルファイルの 
作成/保をびでさます。画像処理上級者向けのソフトウエアです。 
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ソフトウェアスタートガイド 


ソフトウェアのインストール 


W • ソフトウェアをインス!-ールする前に、カメラとパソコンを絶対に接続しな 
いでください。インストールび正しく行われません。 

• 旧バージョンのソフトウェアびインス!-ールされている場合でわ、下記の手 
順に従ってインス I -ールしてください（上書さインストールされます）。 

1 EOS DIGITAL Solution Disk ( CD - ROM ) を入れる 

参 Macintosh では、デスクトップ上に表示された CD-R 日 M アイコンを 
ダブルク IJ ックして開き、に anon EOS Digital Installer ] をダブルク 
IJ ックしてください。 

2 [おまかせインストール]をクリックし、画面の指示に従って操作 
する 



参インストール途中に、 "Microsoft Silvern 旨 ht " のインストール画面 
び表示されたときは、 "Microsoft Silvern 旨 ht " のインストールを 
行ってください。 

3 [再起動]をクリックし、再起動した 6 CD - R 0 M を取り出す 

•パソコンび再起動したら、インス!-ール完了です。 


■ 
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ソフトウェアスタートガイド 



ソフトウェア使用説明書 

ソフトウエアの使用説明書び収録されています。 


使用説明書 PDF ファイルのコピー方法と見かた 

1 パソコンに「ソフトウェア使用説明書」の CD-ROM を入れる 

2 CD-ROM のアイコンをダブルクリックする 

参 Windows では、[(マイ）コンピューター]内に表示されるアイコン 
♦ Macintosh では、デスクトップ上に表示されるアイコン 

3 [Japanese] フオルダをパソコンにコピーする 

参下の名前の使用説明書 PDF ファイルびコピーされます。 


Windows Macintosh 


EOS Utility 

EUx.xW J xx 

EUx.xM J xx 

Digital Photo Professional 

DPPx.xW J xx 

DPPx.xM J xx 

Ima 邑 eBrowser EX 

IBXx.x J xx 

Picture Style Editor 

PSEx . xW _ J_xx 1 PSEx . xM _ J_xx 


4コピーした PDF フアイルをダブルクリックする 


♦ パソコンに Adobe Reader (最新版推奨）びインス!ルされてい 
る必要びあります。 

参 Adobe Reader はインターネット上から無料でダウン□-ドできま 
す。 
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索引 


英数字 


10砂後/2秒後撮影 . 113 

1280 X 720. 231 

] 920 X 1080 . 231 

] 点 AF .72. 7已 

] 枚撮影 . 112 

] 枚表示 . 244 

2枚表示 . 2已3 

4枚/9枚インデックス表示 . 249 

日]点自動選択 AF . 73, 77 

640 X 480. 231 

が . 64, 218 

AC アダプターキット . 342 

Adobe RGB .] 已8 

AEB . 170, 3] 已 

AE □ック . 171 

AF 

AF 作動表示 . 64 

AF の苦手な被写体 . 110, 211 

AF フレーム . 72, 7已 

AF フレーム選択 . 74, 326 

AF 補助光 . 97 

AF マイク □ 

アジヤストメント . 104 

AF モード . 70 

カスタマイズ . 94 

構図変更 . 67 

手動ピント合わせ . 111,214 

測距エ U ア還択モード . 72, 7已 

電子音 . 348 

ピンボケ . 42, 43,110, 211 

AF -0 N (スタート）ボタン . 44 

AF カスタム設定ガイド機能 . 8已 

AF フレームの登録-呼び出し . 324 


AI FOCUS ( AI フォーカス AF ). 71 


AI SERVO ( AI ヴーボ AF ). 71 

速度変化に対する追従性 . 91 

測距点乗り移り特性 . 92 

被写体追従特性 . 90 

ALL-I ( l - Qnly ). 231 

Av (絞0優先 AE ). 164, 220 

A/V OUT . 2已9, 271 

B/W . 131，134 

目（バルブ） . 172, 218 

の（カスタム撮影） . 332 

CF カードーカード 

DC ヵプラー . 342 

DP 0 F . 30已 

exFAT . 已4 

Eye-Fi カード . 344 

FEB . 19已 

FE □ック . 188 

Full HD . 231,233 

HD . 231,268 

HDMI .2 已 9, 268 

HDMI CEC .269 

HDR .173 

に C プ□ファイル .] 已 8 

INFO . ボタン..…200, 22己, 244, 336 

IP 巨 . 231 

ISO 感度 . 124, 221,224 

感度掘;張 . 126 

自動設定（オート） . 12已 

自動設定範囲 . 127 

手動設定範囲 . 126 

設定ステップ .3] 已 

低速限界 . 128 

JPEG (ジェイペグ） . 119 

LOCK . 47 
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M (マーユアル露出） . 

166, 223 

皿皿マーク . 

. 4 

MF (手動ピント合わせ) ....... 

111,214 

M-Fn . 

...73, 323 

M-RAW (ミドル□ウ） . 

119,122 

MWB . 

. 138 

NTSC . 

231. 354 

ONE SHOT (ワンショット AF )....... 70 

P (プ□グラム AE ). 

,160, 218 

PAL . 

.23], 3已4 

Piet 巨 ridge . 

. 29已 

回 .49, 202, 

230, 2已7 

RAW+JPEG . 

. 119 

RAW 現像 . 

. 282 

RAW (□ゥ ）. 

,119,122 

SD 、 SDHC 、 SDXC 力ード 

一力ード 

S-RAW (スモール□ウ） ...... 

119,122 

sRGB . 

.] 已8 

Tv (シャツター優先 AE ) …… 

162, 219 

Ultra DMA ( UDMA ). 

. 32 

USB (デジタル）端テ ......... 

296, 309 

WB (ホワイトバランス） ...... 

. 137 

友 

アイカップ . 

. 18已 

アイピースカバー . 

,...27,18已 

アクセヴ U - シュー . 

. 188 

アクセスランプ . 

. 33 

アスペクト比 . 

. 204 

後幕シンク □. 

. 194 

色あい . 

. 133 

色温度 . 

,137,139 

色空間 . 

.] 已8 

色収差巧正 . 

. 148 
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色の濃さ . 133 

印刷 . 29己 

印刷効ま . 300 

印刷指定 （ DP 0 F ). 30已 

傾さ（角度）補正 . 303 

卜|」ミンク' . 303 

用紙設定 . 299 

レィアウト . 299 

インデックス表示 . 249 

ウィンドヵット . 234 

映像/音声出力 . 2已9, 268 

液晶モニター .] 已 

明るさ調整 . 279 

画像の再生 . 243 

撮影機能の設定状態表示....48, 337 

水準器 . 60 

メニュー表示 . 己 1. 348 

エラー表示 . 371 

工 U ア AF フレーム . 23, 72, 77 

エリア（地域） . 36 

丽マーク . 4 

オートパワーオフ . 34,已已 

オートフォーカス —AF 
オートライティング 

オプティマイヴ . 63,142 

才ートリセット .] 已己 

お気に入りマーク . 2已已 

温度警告 . 215, 241 

音量（動画再生） . 262 


力ード . 15, 31,已3 

入れ忘れ防止 . 32 

初期化（フオーマット） . 已3 

トラブ J レ . 33,已4 

物理 フオー マット . 已 4 
































































カード自動切り換え . 

. 117 

カードなしレ U —ズ . 

. 32 

外光センサー . 

. 20 

階調優先 . 

. 146 

回転（画像） . 2已4, 280, 303 

外部スト□ボ^スト〇ボ 


拡大開始倍率/開始位置 ....... 

. 2已2 

掘:大表示 . 

.214, 251 

拡張テ . 

.] 已3 

各部の名称 . 

. 18 

カスタム機能 . 

. 314 

カスタム撮影モード . 

. 332 

カスタムホワイトバランス ... 

. 139 

画像 


2枚表示 . 

. 2已3 

AF フレーム表示 . 

. 247 

インデックス . 

. 249 

掘:大表示 . 

. 2已] 

コピー . 

. 274 

再生 . 

. 243 

撮影情報 . 

. 246 

自動回転 . 

. 280 

自動再生 . 

. 2巨已 

ジャンプ表示（画像送り） 

. 2已〇 

手動回転 

2已4 

消去 . 

. 277 

スライドショー . 

. 2巨己 


テレビで見る . 2已9, 268 


転送 . 309 


八イライト警告 . 

. 247 

番号 . 

.] 已4 

ヒストグラム . 

. 248 

保護（プ□テクト） . 

. 272 

レーティング . 

. 2已已 


画素数 . 119 


家庭用電源 . 

カメラ 

構えち . 

カメラブレ.... 
設定初期化.... 
設定内容表示 

感度 - HS 0 感度 

機能ガイド ......... 

強制リセット ..... 

記録画質 . 

記録機能 . 


. 342 

. 43 

. 184 

. 已巨 

. 33巨 

. 61 

.] 已已 

. 119 

. 116 

クイック設定 ..... 

..49, 202, 

230, 2已7 

クイックモード 

( AF ). 

. 212 

ク IJ 一ーング ..... 


. 289 

クリエイティヴ 



フオト . 

. 129, 

173,177 

グリッド表示 ..... 

..已9, 203, 239, 24已 

ク□ス測距 . 


.……74, 78 

警告表示 . 


. 318 

ケーブル . 

…3, 268, 

271,3已巨 



. 38 

高感度撮影時のノイズ低減.. 

. 143 

高輝度側-階調優先 . 

. 146 

合焦マーク ......... 


. 64 

故障 . 


. 3已8 

3この写り;入み防1卜 . 

. 289 

コントラスト ..... 


. 133 


ヴーボ AF . 


.……67, 71 

再生 . 


. 243 

先幕シンク □..... 


. 194 

撮影画像の確認時間 . 

. 已已 

撮影可能枚数 ..... 

. 3已, 

121. 199 

撮影機能の設定状態 . 

… .48, 337 
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索引 


撮影情報表示 . 


.246 

撮影モード . 


....24 

Av (絞り優先 AE ). 


.164 

目（バルブ） . 


.172 

の（カスタム撮影） . 


.332 

M (マ—ユアル露出） ........ 


.166 

P (プ□グラム AE ). 


. 160 

Tv ドノゎ、ソ々一優先 AF ) 


.162 

が（シーンインテ U ジェント 

トト） . 


....64 

撮影モードで設定できる機能 ......... 

.346 

撮像素子の清掃 . 


.289 

サブ電子ダイヤル . 


....46 

サマータイム . 


… .37 

二脚ねじ穴 . 


… .20 

システム図 . 


.3 已日 

自動再生 . 


PRR 

自動選択 （ AF ). 

……73, 77 

視度調整 . 


… .43 

絞り込み . 165, 

198, 

201 

絞り優先 AE . 

164, 

220 

シャープネス . 


.133 

シャッターボタン . 


… .44 

シャッター優先 AE . 

162, 

219 

ジャンプ表示 . 


.2 已〇 

十字タッチパッド . 

...46, 236 

巧電 . 


… .28 

周辺光量巧正 . 


.147 

縮小表示 . 

249, 

251 

手動ピント合わせ . 

111, 

214 

消去（画像） . 


.277 

照明（表示パネル） . 


....48 

初期化（フォーマット） . 


….已3 

白黒写宣 

131134 
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白飛び . 247 

シンク□設定 . 194 

シンク□接点 . 18 

シンク□端テ . 189 

水準器 . 60, 329 

ストラップ . 27 

スト□ボ（スピードライト） 

FE □ック . 188 

外部スト□ボ . 188 

カスタム機能 . 196 

シンク □ (先幕/後幕） . 194 

スト□ボ制御 . 191 

調光補正 . 188 

同調速度 . 189 

マニュアル発光 . 193 

ワイヤレス . 194 

スピーカー . 261 

スポット]点 AF . 72, 7已 

スポット AF フレーム . 23 

スポット測光 . 168 

スモール（記録画質） . 121，287 

スライド'シ3 — . 2巨已 

静音撮影 

1枚撮影 . 112 

LV 静音撮影 . 20日, 240 

連続撮影 . 112 

セイフティシフト . 317 

設定初期化 . 已日 

セピア調（モノク□写真) . 134 

セルフタイマー . 113,186 

全巧し . 44 

センサーク I 」一ニング . 289 

全自動（シーンインテリジェント 

才ート) . 64 

操作ボタンカスタマイズ . 已0, 321 




































































ゾーン AF . 73 

測距エ U ア還択モード . 72, 7己 

測距点 （ AF フレーム） . 72, 7已 

測距点自動選択 . 73, 77 

測光タイマー . 20目，240 

測光モード . 167 

ソフトウェア . 393 



タイムコード . 237 


タイムコード . 237 

ダイレクト還択 （ AF フレーム） ....... 326 

ダイレクトプ U ント . 308 

多重露出 . 177 

ダストデ U —トデータ . 291 

縦位置画像回転表示 . 280 

縦位置/横位置登録 . 101 

チャージャー . 2日, 28 

中央部重点平均測光 . 168 

調光補正 . 188,19已 

長時間露光 . 172 

調色（モノク□写真） . 134 

長秒時露光のノイズ低減 . 144 

著作権情報 .] 已日 

デジタル端テ . 29目，309 

手ブレ . 42, 43 

手ブレ補正機能（レンズ） . 42 

テレビで見る . 2已9, 268 

電源 

オートパワーオフ . 已已 

家庭用電源 . 342 

撮影可能枚数 . 35,121,199 

充電 . 28 

電池情報 . 338 

電池チェック . 3已, 338 

劣化度 . 338 


電子音 . 348 

電子ダイヤル 

サブ電子ダイヤル . 46 

メイン電子ダイヤル . 4已 

電池 . 28, 30, 3已 

同一書さ込み . 117 

動画 . 217 

AE □ック . 222 

A 巧ード . 230, 239 

圧縮形式 . 231 

ウィンドカット . 234 

外部マイク . 23已 

記録時間 . 232 

クイック設定 . 230 

グリッド表示 . 239 

再生 . 261 

自動露出撮影 . 218 

絞り優先 AE 撮影 . 220 

シャッター優先 AE 撮影 . 219 

情報表示 . 22已 

詩音撮影 . 240 

静止画撮影 . 228 

前後カット . 263 

測光タイマー . 240 

タイムコード . 237 

楽しみ方 . 2已9 

テレビで見る . 2已9, 268 

動画記録サイズ . 231 

動画サイレント設定 . 236 

ド□ツプフレーム . 238 

ファイルサイズ . 232 

フレームレート . 231 

へツドフオン . 23已 

編集 . 263 

マイク . 218, 23已 

マニュアル露出撮影 . 223 

録音 . 234 
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通し番号 . 

ドライブモード . 

トリミング（印刷） . 

卜 U ミング情報 . 

.] 已4 

. 112 

. 303 

. 320 


任意還択 （AF). 

. 72, 7已 

ノイズ低減 


局感度 . 

. 143 

長秒時 . 

. 144 

ノーマル（記録画質) ......... 

. 119 


バースト枚数 . 121,123 

ノ、イビジ'ヨン （HD)...23], 2已9, 268 

八イライト警告 . 247 

発光モード . 193 

ノくツテ U —. 28, 30, 3已 

ノ（ツテ U— グ U ツプ . 3已，3已6 

バルブ撮影 . 172 

半巧し . 44 

況用スト□ボ . 189 

ピクチャースタイル....] 29,132,13已 

ピク h ブ U ッジ . 29已 

被写界深度確認 . 165, 198, 201 

ヒストグラム（輝度/ RGB). 248 

曰付/時刻 . 36 

時計用電池の交換 . 343 

ビデオ出力ち式 . 231,271,3已4 

評価測光 . 167 

表示パネル . 21 

ピント合わせ 一 AF 

ファームウエア . 3已4 

ファイナルイメージ 

シミュレーション . 201,227 


ファイルサイズ . 

ファイル名 . 

ファインダー . 

グリッド . 

視度調整 . 

っレミ伟叫 

.121, 232, 246 

.] 已2, ] 已4 

. 23 

. 已9 

. 43 

CO oon 

歌半な . 



ファイン（記録画質） 


. 119 

フィルター効ま . 


. 134 

フード（レンズ） ........ 


. 41 

フオーカスモード 



スイッチ . 

.... 39, 

111,214 

フオーカス□ック ...... 


. 67 

フオーマット（カード初期化） . 已3 

フォルダ作成/選択.. 


.] 已〇 

部分測光 . 


. 167 

ブラケティング . 


141,170 

振り分け . 


. 117 

プリント . 


. 29已 

フル八イビジョン 



(Full HD). 

.231,2已9, 268 

フレームレート . 


. 231 

プ□グラム AE. 


160, 218 

プ□グラムシフト. 


. 161 

プ□テクト（画像の保護) ..... 

. 272 

へツドフオン . 


. 23己 

ホワイトバランス ...... 


. 137 

色温度指定 . 


. 139 

カスタム . 


. 139 

ブラケティング ..... 


. 141 

補正 . 


. 140 

マ—ュアル . 


. 138 

1ま 1 

マイク . 


218, 23己 

マイク□アジヤストメント ... 

. 104 
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索引 


マイメニュー . 331 

マニュアルフオーカス . 111,214 

マニュアル露出 . 166, 223 

マルチコント□-ラー . 47 

マルチ電子□ック . 47 

マルチファンクシヨン.. 73,188, 323 

ミドル（記録画質） . 121,287 

ミラーアップ撮影 . 184 

メイン電子ダイヤル . 4已 

メニュー . 已] 

機能一覧 . 348 

設定操作 . 已2 

マイメニュー . 331 

メモ U —カードーカード 

モードダイヤル . 24, 4已 

モノク□写真 . 131,134 



ラージ（記録画質） . 121 


ラージ（記録画質） . 121 

ライブビュー撮影 . 68,197 

顔優先ライブモード (AF). 208 

クィック設定 . 202 

クイックモード (AF). 212 

グ U ッド . 203 

撮影可能枚数 . 199 

手動ピント合わせ . 214 

情報表示 . 200 

抽甘撮款 . こ0日 

測光タイマー . 206 

ライブモード （AF). 207 

露出シミュレーション . 20已 

U サィズ . 287 

U モートスイッチ撮影 . 18已 

U モコン撮影 . 186 

領域拡大 AF. 72, 7己 

レーティング . 2已已 


レンズ . 

.PF5. 39 

色収差補正 . 


.148 

周辺光量補正 . 


.147 

□ック解除 . 


… .40 

連続撮影可能枚数 . 

121, 

123 

連続撮影（連写） . 


.112 

□ゥ . 

119, 

122 

□ウ現像 . 


.282 

録音レベル . 


.234 

露出シミュレーション... 


.20 已 

露出設定ステップ . 


.3] 已 

露出補正 . 


-169 

露出レベル表示 . 

...22, 23, 337 



ワンシヨツト AF. 70 


ワンタッチ記録画質切り換え . 123 


■ 
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Cation 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
干]日 8-8 日]]東京都港区港南 2-1 目-6 


製品取り扱い方法に関するご相談窓 □ 


お客様相談センター（全国共通番号） 

050-己5己-90002 

受付時間：平日9 :日日〜2日：日日 

± •曰•祝日]日：日日〜] 7 :日日 
( 1月]曰〜]月3曰は休ませていただきます） 

《おかけ間違いのないよラにごミち意ください。 

《上記番号をご利用いただけない方は、日 43-211-9 已已6をご利用ください。 

《 IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによりつなびらない場合び 
あります。 

《受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


修理受付窓 □ 


別紙の修理受付窓口でご確認ください。 


キヤノンカメラサイトのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご 
利用の方は、お気軽にお立ち寄りください。 

canon.jp/eos-d 


この使用説明書に記載しているレンズ、アクセヴリーは、2日] 2年4月時点の 
をのです。それ降に発売されたレンズ、アクセヴ U — との組み合わせにつさ 
ましては、上記のお客様相談センターにお問い合わせください。 



Li-ion 


U チウムイオン電池の U サイクルにご協力ください。 


CPH-J002-001 


© CANON INC. 2012 








